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 はじめに












「かいなで（搔か

 い撫な

 で）」

　ということばがある。表面を撫でただけで、物の本質に迫っていないことを評する場合に使われる表現である。

　本書はひとことでいえば新選組の通史だが、かいなでの通史では読んで下さる人に失礼だし、書いていても何の勉強にもならない。

　そこで本書では時間の幅を大きく取り、新選組の成立前史からその消滅以後の関係者たちの歩みまでをていねいに眺めるよう努めた。

　また私は、これまで新選組についての調査研究が玉石混交であったのは真実と俗説とがきちんと識別されることなく語られてきたためだ、と考えている。本文中において時に通説の可否を詳しく検討したのは、そのような思いに駆られてのことにほかならない。

　幕末の動乱の世に生まれ落ち、若さゆえに満たされぬ思いを胸に京をめざした新選組の隊士たち──その離合集散と愛と憎しみのドラマから、人生の諸相と歴史のダイナミズムとを感じ取っていただければ、著者としてこんなにうれしいことはない。



 　　目　次






はじめに






第一章　試衛館の青春






若先生・近藤勇





先輩と後見人たち





来る者は拒まず





門人・食客たちの横顔






第二章　新選組誕生






失意の日々





浪士組の募に応じる





京都への旅





浪士組分裂





始動






第三章　怒濤と化して






局中法度





芹沢鴨の粛清





内山彦次郎暗殺






第四章　絶頂の時






池田屋襲撃





神話の発生





余波





禁門の変






第五章　伊東甲子太郎の新選組加盟






近藤勇の増長癖





悲運な人々





長州藩追討の遅滞





伊東甲子太郎との出会い






第六章　逝くもののごとく






長州藩の屈服





総長山南敬助の切腹





悪評ますます高く





死にゆく隊士たち













タイトルをクリックするとその文章が表示されます。





新選組全史　　
 幕末・京都編








 
 第一章　試衛館の青春











 
 若先生・近藤勇








　文ぶん

 政せい

 年間（一八一八─三〇）のころ、江戸牛込甲こう

 良ら

 屋敷地面内の借地に町道場をひらいた者がいる。近藤周しゆう

 助すけ

 邦くに

 武たけ

 。天てん

 然ねん

 理り

 心しん

 流という、江戸ではほとんど知られていない剣術を教えた。

　天然理心流とは、もともとは寛かん

 政せい

 年間（一七八九─一八〇一）、遠とおと

 江うみ

 出身の近藤内蔵くら

 之の

 助すけ

 長なが

 裕ひろ

 によって工夫された総合武術であった。

　内蔵之助ははじめ鹿島神道流を学んだが、諸流の長所をとりいれて天然理心流を創案。近藤弥や

 吉きち

 政まさ

 竜たつ

 と試合して勝ちをおさめたのち、その名を奪って近藤姓を名乗ったのである。

　近藤内蔵之助が死んだのは、文ぶん

 化か

 四年（一八〇七）十月十六日のこと。以後、天然理心流は、その門人のうちもっとも技術に秀でた者を近藤家の養子として相伝されることになる。最初の養子つまり天然理心流二代目の宗家となったのは、近藤三さん

 助すけ

 方のぶ

 昌あき

 であった。

　この二代目・三助よりさらに相伝を受けたのが、島崎周平あらため近藤周助（のちに隠居して周[image: 〓]
 ）。試し

 衛えい

 館かん

 道場をひらいた当人である。

　三助も周助も武蔵むさしの

 国くに

 多摩郡の豪農のせがれだったから、しぜん門人も武ぶ

 州しゆう

 方面の農民層に集中する。逆にいえば、周助はせっせと武州の村々を回って出で

 稽げい

 古こ

 をつけるうち、財をたくわえて牛込に道場を構えたわけである。

　しかし、右に見た出自からも知れるように、天然理心流はあくまでも田舎剣法であった。千葉周作の創始した北ほく

 辰しん

 一刀流が、平易で合理的な解説によって人気を呼んでいるこの時代に、古武道の伝統を引きつぐ天然理心流は、稽古にも竹刀しない

 ではなく木刀を用いることを好んだ。それもただの木刀ではなく、通常の木刀の三倍ほどの太さと重さの、とてつもない木刀である。その柄つか

 の部分は、大の大人が握っても拇おや

 指ゆび

 と他の四指とがつかないほど太い。

　こんな握りづらい木刀を振っていれば、自然と握力も腕っぷしも強くなる。いざ真剣で戦う段になっても、そう簡単に刀の重さで腕がなまってしまうこともない。

　だが、竹刀で他流と打ち合う場合には、軽く進退する相手にやすやすと一本取られてしまうこともある。重い木刀を振る稽古と、軽い竹刀で当て逃げするための稽古とでは、あまりに性格が違うからである。

　そのような長所と短所をあわせもった剣術なのだが、天然理心流はおのが短所などいっこうに気にしなかった。竹刀での試合に負けても、実戦となれば負けるはずがない。竹刀がこちらの皮膚をかすっている間に、こちらの重く太い木刀は、面に入れば相手の頭ず

 蓋がい

 を打ち割り、胴を攻めれば背骨まで断ち切り、小手を打てば手首を斬き

 り落としてしまう──そのような気概にあふれた剣術なのである。

　たとえば同流の「電光剣」の極意は、次のような歌に託されている。





打ち出る太刀に入るこそ必死なり（れ）

 よく身を捨つれば必勝となる





　天然理心流は当て逃げ専門ではなく、相打ち覚悟の剣法なのである。

　戦国時代の気迫を伝えるこの剣法に惹ひ

 かれるものがあったのだろう。天てん

 保ぽう

 年間（一八三〇─四四）のころ、武州多摩郡上石原村（今の調布市）に、天然理心流の習得に熱中した豪農がいた。名を宮川久次郎という。

　久次郎には、八、九歳のころ二人組の強盗に押し入られ、手近にあった釣つり

 竿ざお

 を振りまわして、

「この泥棒め！」

　と抵抗したものの、てんから相手にされなかったという屈辱的な体験があった。

　当時の関東一円には、農村の生産力の低下、貨幣経済の浸透などから無宿者が多く発生し、これらの者たちがしばしば強盗に変じて豪農層を襲ったのである。幕府の警察力には、もはやこれらの無宿者どもを取り締まるだけのゆとりはなかった。

　これらの状況と苦い記憶とが相まって、久次郎に剣法習得の必要を感じさせたもののようである。ついに彼は、自宅の庭に間口八間、奥行四間（約三二坪）の道場を建てるに至った。のちに山岡鉄てつ

 舟しゆう

 が名づけて、撥はつ

 雲うん

 館かん

 という。

　この久次郎には、三人の男の子がいた。上から順に、音五郎、粂くめ

 次じ

 郎ろう

 、勝五郎。

　勝五郎は幼いころは勝かつ

 太た

 という幼名で呼ばれて可愛かわい

 がられた。彼が生まれたのは天保五年（一八三四）十月九日。近藤周助の試衛館が軌道に乗ったころのことである。

　ところが勝五郎の母お栄は、彼が五歳になったばかりの時に急逝する。以後ますます久次郎は、この末っ子を溺でき

 愛あい

 した。

　しかし彼の溺愛のしかたは、何でも望むものを買い与え、主張を通してわがまま一杯に育ててしまうといった、今日流の溺愛とは一味違う。農民ながら幼時より寺子屋に通い、長じてからは『三国志』その他の軍談をことのほか好んだ久次郎にとって、溺愛とは息子を農民らしからざるように、すなわち武士のように育てることであった。それは、とりもなおさず江戸期に生きた農民たちの、支配階級へのあこがれを物語るものでもあった。

　さいわい宅地内には道場があり、寺子屋式の学習室もあった。だから勝五郎は幼いころから書物にしたしみ、少し身体ができてからは、特別あつらえの面籠こ

 手て

 をつけ、子供用の竹刀をもって剣術の稽古をするようになっていった。

　秋の夜長には久次郎の膝ひざ

 に抱かれて、『三国志』や源義経、楠くすの

 木き

 正まさ

 成しげ

 、加藤清正などの武功談を昔ばなし代わりに聞かされるのが常であった。なかでもっとも勝五郎が好んだのは、『三国志』の英雄のひとり関かん

 羽う

 である。

　周知のとおり、『三国志』の物語は長く、関羽の出て来ないストーリーも多く含まれている。久次郎がそれらを語る時、勝五郎はこうたずねるのを常とした。

「父さん、関羽はまだ生きているの」（永倉新八『新撰組顚末記』）

　そのころ、久次郎の道場に月三回出稽古に来てくれるよう頼まれたのが、天然理心流の達人近藤周助である。

　粂次郎と勝五郎は、近在の若者と一緒に周助の手ほどきを受けるうち、その熱意が人一倍であったためめきめきと腕を上げ、十五歳の時には早くも師匠の代稽古を任されるまでになった。

　特に勝五郎は、生来骨格がガッシリしていて眼光が鋭い。十五歳の少年とは思えぬ姿形をしている上に、剣技にも大人顔負けの天賦の才がある。いつのまにか近隣には、勝五郎にかなう者はいなくなってしまった。

　久次郎としては、こんな嬉うれ

 しいことはない。どこかに出かける時は必ず勝五郎をつれていき、機会あるごとに新しい相手と試合をさせる。勝五郎自身もさらに自分の腕を試したくなり、単身でしきりと近郷を廻まわ

 り歩く。こうしていつのまにか勝五郎は、

「近藤周助門下の麒き

 麟りん

 児じ

 」（同）

　と呼ばれるようになった。

　天然理心流では入門する時、血判を捺お

 して神に誓うしきたりがある。今も小金井市の武蔵野郷土館に残る同流の「神しん

 文もん

 血判帳」によると、宮川勝五郎が兄ふたりとともに入門したのは嘉か

 永えい

 元年（一八四八）十一月十一日のこと。八カ月後の嘉永二年（一八四九）六月には、早くも目録の位を授けられた。

　天然理心流では、その技量を切紙→目録→中極位目録→免許→印可→指南免許の六段階に区分している。

　しかし、増田蔵ぞう

 六ろく

 という同流の達人に入門した十五名についてみると、入門から一年半以内で切紙を伝授された者は十二名。切紙から一年半以内に目録を伝授された者は、十一名である（小島政孝『武術・天然理心流』上巻）。

　つまりほとんどの者は、入門から目録を伝授されるまでに三年かかるのである。そこをたった八カ月間で突破したのだから、勝五郎はまさしく麒麟児であった。

　その勝五郎の豪胆さがいやが上にも広まったのは、彼が目録を伝授される前後に起こったひとつの事件に由来する。

　ある夜数人の強盗が、久次郎の留守をねらって宮川家に押し入った。腕自慢の粂次郎は、稽古できたえた腕を実戦でためす絶好の機会とばかり、刀をつかんで寝室から飛び出そうとする。それを制して、勝五郎はいった。

「賊ははいったばかりのときは気が立っているものでござろう。いまかかっては敗けぬまでも骨が折れる。かれらは立ち去るときになるとはやく逃げようとの気がさきだち、心が留守になっているから、その虚に乗ずるこそ剣道の秘ひ

 訣けつ

 である」（同）

　兄は弟の言葉になるほどと思い、はやる心を抑えて息をしのばせていた。

　強盗団の方は、こんな二人が気配をうかがっているとは夢にも知らない。家か

 婢ひ

 たちを縛り上げてめぼしい物をとりまとめ、ゆうゆうと引きあげようとする。今だ、と思った勝五郎は、兄とともに白刃をひっさげて寝室から躍り出、

「待てッ」（同）

　と大声を浴びせつつ、手近の賊に斬りつけた。

　不意の襲撃にどぎもを抜かれた賊たちは、浮き足立ってしまって応戦する気力もない。奪った品物を投げすて、一目散に逃げ出した。その背に追いすがって、兄弟はまた二、三人に手傷を負わせる。あまり容易に逆襲が成功したので、粂次郎はさらに深追いしようとした。すると勝五郎は、ふたたび兄を制してこういった。

「窮きゆう

 鼠そ

 かえって猫を嚙か

 むとはこのこと、いいかげんに追いすてて引き揚げるが上策でござる」（同）

　これが、宮川勝五郎のちの近藤勇いさみ

 の、世に伝わる生涯最初の武ぶ

 勇ゆう

 譚たん

 である。勝五郎が武家言葉を用いて話していることを奇妙に思う読者もいるかも知れないが、それは勝五郎──のちの近藤勇からこれらの逸話を聞いた永なが

 倉くら

 新しん

 八ぱち

 が、武家言葉で回想しているためにほかならない。

　さらにこの話には後段がある。勝五郎の、乱にあって平常心を忘れぬ豪胆さに感心した近藤周助が、ついに勝五郎を自分の後継者に指名したのである。

　周助には子供がいなかったから、こちらには何の問題はない。しかし宮川久次郎にとっては、勝五郎は自慢のせがれであると同時に可愛くてしかたのない末っ子である。勝五郎を養子に出すにあたっては、さまざまな思いがあっただろう。

　だが周助の子となれば、浪人とはいえ武士階級である。武士のように育てて来た子が、本物の武士になれる絶好の機会ではないか。それに勝五郎は長男ではない……。ついに久次郎は、周助の願いを聞きいれた。

　嘉永二年（一八四九）十月十九日、正式に文書を手交して、宮川勝五郎は近藤周助の養子となった。以後しばらく彼は島崎勝太と名乗る。島崎は周助の旧姓であり、勝太は勝五郎を幼名にもどしたのである。時に近藤周助五十八歳、島崎勝太は十六歳。まだ少年とはいえ、試衛館に若先生が誕生した一瞬であった。

　島崎勝太が近藤勇と名乗ったのは万まん

 延えん

 元年（一八六〇）三月二十九日、松井つねと結婚してからのことである。しかしややこしいので、本書では以後一貫して世に知られた近藤勇の名をもって記述する。











 
 先輩と後見人たち








　近藤周助には二人の高弟があった。島崎一はじめ

 と原田忠司。

　ところが、弘こう

 化か

 元年（一八四四）のことというから、勇が養子となる五年前のことである。島崎は不始末をしでかし、周助から破門されてしまった。彼は、勇が江戸に出る前後に詫わ

 び状を書き、ようやく五年ぶりに帰参を許された。

　おそらく、金に関する不始末（稽けい

 古こ

 料のネコババ）であったのだろうが、義父の高弟であり、自分にとっては兄弟子にあたる男の起こしたこの事件から、勇は一つのことを学んだのではあるまいか。それは、一度不始末を起こした人間は、どんな大事な人間であっても断固として処断されねばならない、ということである。

『韓かん

 非ぴ

 子し

 』にいう、「千丈の堤も螻ろう

 蟻ぎ

 の穴をもって潰つい

 ゆ」と。千丈もある長大な堤防も、ケラやアリのあけた小さな穴が原因となって崩れ落ちる、というのである。

　組織を維持する上で、『韓非子』の教えはけだし名言といえる。どんな優秀な部下ではあっても、その理不尽な行動を長たる者が見すごしては、組織の志気は低下する一方となってしまう。

　後年、近藤勇は、ひさしくおなじ釜かま

 の飯を食べた仲間であっても、隊規違反を犯した場合には次々と処罰してゆくことになる。それも斬ざん

 首しゆ

 か切腹という、すさまじい処罰である。新選組にそのような過酷なルールを布し

 いた時、彼は兄弟子島崎一に対する義父周助の毅き

 然ぜん

 たる態度を思い起こしていたように思えてならない。

　ところで、人が自己の周辺に起こったことから学ぶことのできるのは、ほんのわずかのことにすぎない。我々は、単独では十年生きなければ獲得できない量の知識や情報を、諸文献を読みこむことやその道の先駆者と交際することによって、いながらにして我がものとすることができる。ここでは若き日の近藤勇が、どのような読書をし、どのような知識人と交わっていたかを見ておこう。

　それには、幕末の多摩に生きた二人の人間を知らねばならない。島崎一と原田忠司が「武」の先輩であるならば、この二人は「文」の教師として、彼に多大の影響を与えたのであった。

　そのうちの一人は、佐藤彦五郎俊正である。彦五郎は文政十年（一八二七）生まれ。天保八年（一八三七）正月、十一歳にして名主役を継ぎ、多摩の八王子にほど近い日ひ

 野の

 本郷三千石を管理した。嘉永三年（一八五〇）二十四歳の時、近藤周助に入門する。入門の動機は、勇の父宮川久次郎の場合とおなじであろう。勇が養子に来たのは彦五郎入門の前年だから、当初彦五郎は、勇よりはるかに年長だが腕は格段下、という立場にあった。

　勇が兄弟子たちに追いつき追い越せと稽古に励んだように、彦五郎も年下の若先生に負けてなるかと勉励したのであろう。入門した年の八月には早くも目録を、三年半後の嘉永七年（一八五四）二月には中極位目録と免許とを同時に伝授される光栄に浴した。

　中極位目録と免許とを同時に伝授されるのは、きわめてまれなケースである。代々、関八州取締出しゆつ

 役やく

 に協力する寄よせ

 場ば

 名な

 主ぬし

 に指名されていた佐藤家は、多摩郡では屈指の資産家。近藤周助にとっては大事なスポンサーでもあったから、周助は奮発して彦五郎を二階級特進させてやったのかも知れない。

　しかし彦五郎の名誉のためにいっておくと、彼はやはりただの農民ではなかった。もらった免許も、ただのカラ免許ではなかったと思われるふしがある。

　さらに時代が進み、歴史の歯車が維新回天に向けて突き進みはじめた慶けい

 応おう

 二年（一八六六）のことである。人心ますます騒がしく、日野方面にも不ふ

 逞てい

 の輩やから

 が多数流れこんできて悪事をはたらく。見かねた代官江川太郎左衛門英ひで

 武たけ

 は、管下に令して農民を組織した。世にいう日野農兵隊。彦五郎は、その実働部隊の長となった。そのころの武勇譚を一つ紹介しておく。

　無頼の浪人十二人が徒党を組み、軍用金をよこせ、という名目で押し借り（ゆすり）を重ねつつ八王子の宿にやってきた時のことである。代官の放った間かん

 諜ちよう

 から浪人どもの止宿先を伝えられた彦五郎は、討手を集めるとひそかにその宿に忍びこんだ。

　夜陰に乗じて台所に体をすべりこませ、一階を調べるが誰もいない。ついで二階を探索すべく階段を静かに昇っていくと、上がりはなに行あん

 灯どん

 がひとつ置いてあった。彦五郎はそれを手に持って数歩進んだ。その時である。不意に短筒が闇やみ

 の奥から赤い閃せん

 光こう

 を放ったかと思うと、行灯が手から吹き飛ばされた。賊どもは、探索者の姿を浮かびあがらせるために、わざと行灯を二階入口に置いておいたのである。

　いそいで身を沈めた彦五郎は、そのままの姿勢で真っ暗な廊下を進んでいった。すると、闇の中に一人の賊が立っているのがわかった。ここぞとばかり大刀を振りかぶって打ちおろす。しかし、大刀は屋内の戦闘には適していない。刀は鴨かも

 居い

 に深く切りこんでしまい、拝み打ちしようとしていた彦五郎の体は、一瞬伸びきったままになった。

　賊から見れば、的が最大限に大きくなった一瞬である。が、賊も相当に慌てていた。ふたたび銃声を轟とどろ

 かせたが、銃弾は彦五郎の頰ほお

 に熱気を伝えただけで飛び去った。今度は彦五郎の番である。しゃにむに刀を引き抜いた彦五郎は、敵が臆おく

 して一歩後退したのにつけ入って大きく踏みこみつつ、双もろ

 手て

 突きをくり出して相手を仕留めてしまった。

　闇の中で、しかも相手が飛び道具を持っているとわかっているのに単独で向かっていくのだから、不敵な男である。しかも、振りかぶると剣先が鴨居に切りこんでしまうとわかった瞬間、狭い場所での戦闘に有効な突き技に切りかえて攻撃をしかけている。免許を伝授された剣士にふさわしい働きである。

　この事件が起きた時、すでに近藤勇は京で活躍中であった。その後江戸に立ちもどった時、彦五郎からこの手柄話を聞くや一驚してこういった。

「鉄砲玉と刀の打ち合いは危い、危い。私もまだそれだけはやらぬ」

　彦五郎と勇とは、道場のパトロンと若先生という間柄を別にしても、豪胆者同士よくウマが合ったようである。

　後述するように、文ぶん

 久きゆう

 三年（一八六三）、幕府が浪士を募集するや勇は勇躍これに応じるのだが、この時も真っ先に彦五郎に相談している。彦五郎も血気盛んな男だったから、自分も募に応じたいのはやまやまである。しかし、何せ名主役を仰せつかっているので村を離れられない。そこで彦五郎は義弟の土ひじ

 方かた

 歳とし

 三ぞう

 を推挙し、あわせて同郷の井上源三郎、佐藤房次郎ほか八名を勇に同行させた。

　要するに彦五郎は、近藤勇にとって物心両面におけるよき相談相手なのであった。彼が残した勇宛あて

 の書簡からも、そのアドバイザー的な役割がうかがえる。これも勇が、京で勇名をはせた後のことである。新選組の評判があまりに悪いことに驚いた彦五郎は、手紙を送って勇をたしなめている。この手紙は佐藤昱あきら

 『聞きがき新選組』に収録されているが、ほとんど漢字ばかりの候そうろう

 文ぶん

 で書かれていて若い人には読みにくく、また本書のテーマにとっては必ずしも重要なものではないので、筆者の責任においてその一部の口語訳を紹介しておく。





　再白。新選組隊士一人の行為が組全体の名声にかかわることもありますので、やむを得ず申し入れます。嘘か本当かは知りませんが、聞きおよぶところでは、新選組は実に荒々しい者ばかりで、京都市中をのし歩いてはひどいことばかりしているとか。新選組も、少人数のうちは規律が行き届いて結構だったでしょうが、新参者が多数加入してくるようになると、口では「忠義を尽くす」などといっても、心には「報恩の思い」などない連中も出てくると思います。言うまでもありませんが、新規加入の者たちには格別の注意を払い、一人一人身を慎んで野蛮・増長に走らぬようくれぐれもよく取り締まって下さい。今が一番大事な時なのです。世間の人は、十人中六、七人までは新選組を誹ひ

 謗ぼう

 しているようなので、あえてこのようなことを伝えます。私の気持を、よろしく汲みとって下さい。





　この手紙は、禁門の変後の元げん

 治じ

 元年（一八六四）九月二十五日に書かれたものだが、一月とたたない同年十月二十日、さっそく近藤勇は彦五郎に長文の返事を寄せ、その初めの部分で、

「細々とした御注意ありがとうございます。小生をはじめ隊士一同が慎重に行動すべきむね御教諭いただき、ありがたく承りました。最近は固く身を慎んでいます」

　と礼を申し述べている。

　勇も、そのころはすでに旗本格の武士である。郷里の名主だからといって何を偉そうなことを、とつっぱねることもできたはずだが、早速お礼の手紙を書いたわけで、上司の悪口を言いあう時だけ意気投合するような現代のサラリーマン社会にはなかなか見られない友情関係である。

　もうひとり紹介しておきたいのは、小島鹿しか

 之の

 助すけ

 為ため

 政まさ

 という人物である。鹿之助は天保元年（一八三〇）二月一日生まれだから、勇よりは四歳年上。武州多摩郡小お

 野の

 路じ

 村の名主、小島角かく

 左ざ

 衛え

 門もん

 政まさ

 則のり

 の長男であった。正[image: 〓]
 、のちに改めて韶しよう

 [image: 〓]
 さい

 と号した。

　弘化四年（一八四七）、十八歳の時に同村の寄場名主に任命される。あくる嘉永元年（一八四八）、勇より四カ月早く周助老人のもとに入門した。翌年九月には、切紙と目録とを同時に許される。

　しかし、彼は本来学者肌の人物であった。

　小島家はその後、守正─孝─宗市郎─政孝氏とつづいて今日に至っているが、同家は昭和四十三年に小島資料館を開設し、代々引きつがれてきた古文書、典籍、武具その他の道具類などを展示・開設して史家の便宜をはかっている。

　そこに展示されている典籍類の量を知った時、私は本当に驚いた。

「その多くは、鹿之助が自己の勉学のため江戸中から取りよせたもの」

　という政孝氏の説明であったが、とにかく『大学』『中ちゆう

 庸よう

 』『論語』『孟もう

 子し

 』『十八史略』『康こう

 熙き

 字典』などの漢籍類から『古訓古事記』『徒つれ

 然づれ

 草ぐさ

 』『倭わ

 名みよう

 類るい

 [image: 〓]
 じゅう

 鈔しよう

 』『折たく柴の記』等の和本まで、所せましと積み重ねられたまま展示されているのである。まことに汗かん

 牛ぎゆう

 充じゆう

 棟とう

 とは、このような状態をいうのであろう。

　小島家口伝によれば、近藤勇や土方歳三は、小島家に出張教授に来て時間があまると、鹿之助の蔵書を借りて読書にいそしんだものだったという。鹿之助自身も、親孝行や忠義の話を聞くと感動のあまり落涙し、逆に不義・不忠の話を聞くと火のように怒り出す直情の人であったから、『三国志』の中でとりわけて忠義の人関羽を愛した勇とは、気質的にも共通するものがあったようである。

　事実、鹿之助蔵書のうちのあるものは、多勢がこぞって読みふけったと見えて、ページの天地が手て

 垢あか

 で真っ黒になっている。鹿之助の講義や解釈に耳を傾けながら、それらのページを翻していた勇や歳三の稽古着姿を思い浮かべると、後年幕府に殉じた彼らの思想が、どのようにして育っていったかがわかるような気もするのである。

　さらに勇は、江戸神田昌平橋近くに住む溝口誠せい

 [image: 〓]
 さい

 について漢学を学んだ。ともすれば勇は、「今宵の虎こ

 徹てつ

 は血に飢えている」という映画の中の名せりふが象徴するように、人ひと

 斬き

 りが飯よりも好きだった乱暴者というイメージで語られがちだが、実はこのように文武両道を心がけた珍しいタイプの武人だったのである。

　漢学を学ぶとは、この時代にあっては御用学問たる朱子学を学ぶことにほかならない。朱子学は当然、「尊そん

 王のう

 攘じよう

 夷い

 」という言葉の本義を教える。周（紀元前一一〇〇年頃～同二五六年）の末期、諸侯が跋ばつ

 [image: 扈]
 こ

 して周王をないがしろにすることがはなはだしかったので、諸侯の義務たる「攘夷」にあえて「尊王」と冠する必要が生まれたのである。

　そのようなことを学びながら、勇や鹿之助は、漢籍の説くところを幕末の現実と重ねあわせ、思うところがあったはずである。このような教養を身につけて初めて、一介の町道場の若先生島崎勝太は憂国の士近藤勇へと成長することができたのだった。

　では、佐藤彦五郎と小島鹿之助とはどのような仲だったのだろうか。それには、安あん

 政せい

 二年（一八五五）九月二十日の、周助老人による小島家来訪の件を見なければならない。

　周助老人は、この時すでに六十四歳。珍しいことに、この日は堂々たる青年武士に成長した勇を同行していた。

「自分は隠居して小島家への出稽古については、まだ免許一歩手前の未熟者だが、かなり使えるので、わしの代りに代稽古として以後勝太を回らせたい。若年のことゆえよろしくお願いしたい」（『武術・天然理心流』上巻）

　と、周助老人はわざわざ挨あい

 拶さつ

 しに来たのである。

「勝太を弟と思ってよろしく付き合ってもらいたい」

　鹿之助はかねてより勇の人となりを高く評価していたので、快く承諾した。鹿之助と勇は、互いに神聖視している『三国志』の故事にならい、義兄弟の盃さかずき

 を交わした。おって日野宿の佐藤彦五郎もこれに加わった。

　彦五郎と鹿之助とは、ともに寄よせ

 場ば

 名な

 主ぬし

 でもあったから、剣術修業の場以外でも旧知の間柄であったし、天然理心流のスポンサーという立場も共通していた。勇と彦五郎、鹿之助の三人は、こうして一本の糸でつながる間柄となったのである。

　この鹿之助も、彦五郎に負けずなかなか豊富なエピソードを残している。

　文久元年（一八六一）、鹿之助は勇に頼んで、江戸の道具師に自分用の鎖かたびらをあつらえてもらった。物情騒然たるおりから、いつ賊に襲われるかわからない。討手の長たるべき寄場名主としては、それくらいの心構えはしておかねば、というわけである。しかもこの時彼は、おなじ鎖かたびらをもうひとつあつらえ、勇に贈る器量を見せている。





具足より利息の高い世の中に御手当どころかすねあてもなし





　黒船渡来のおり、沿岸警備を命じられた諸藩の手て

 許もと

 不如意をからかった落首の一つに、このような作がある。武士ですら窮乏に耐えかね、先祖伝来の具足類を売りはらっていた時代だったのである。そのような時代に、寄場名主とはいえ農民である鹿之助が鎖かたびらを二着あつらえたのだから、なかなかのものである。

　この鹿之助愛用の鎖かたびらも、我々は今、小島資料館の展示室の中に見出すことができる。点々と汗がにじんだ跡があるのは、彼が出動のたびにこれを必ずまとっていたことを物語る。もう一着を勇に贈ったのは、鹿之助が勇の数年後を見通していたからなのであろうか。

　ちなみにこの鹿之助も、一度勇の軽卒な行動を舌打ちして嘆いたことがある。

　文久元年八月二十七日、勇の天然理心流四代目襲名披露記念の野試合が、府中六ろく

 所しよの

 宮みや

 （今日の大おお

 国くに

 魂たま

 神社）の広場でおこなわれた。その試合内容は後述にゆだねるとして、ともかく当夜の府中宿の遊女たちは、一門の者たちに総揚げにされる騒ぎとなったのである。

　病弱だった鹿之助は、この時も体をこわし、箱根に湯治に出向いて欠席であった。帰郷して初めて当夜の狂態を知った鹿之助は、

「斯か

 かる襲家披露の功業は青史に留とどま

 り千百歳其その

 名赫かく

 々かく

 たるべきに誠に口惜しき事に御座候」

　と彦五郎に手紙でいってきた。言外に、あなたがついていながらどうしたことか、といっているのである。

　いずれにしても、近藤勇は天然理心流四代目襲名披露に際しては小島鹿之助から間接的に批判を受け、上京してからは佐藤彦五郎により、組織の長たる者の心構えについて直接きつい忠告を受けることになったのだった。

　義兄弟という言葉が流行歌の歌詞の中にしか使われなくなった今日、このように率直な人間関係はもはや絶えつつあるかのようである。自己の感情を表明するのに正直だった、というのも幕末期に青年となった人々の共通点であったかも知れない。











 
 来る者は拒まず








　ところでこのころの試衛館道場には、誰がいいだしたものか「いも道場」という異称があった。どうしてこんなありがたくない渾あだ

 名な

 をたてまつられてしまったのか、という点については二種類の解釈がある。

　ひとつは、すでに述べたように天然理心流が武州方面の農民層を中心に伝えられてきた剣法だったということ。田舎剣法を教えるから「いも道場」だ、というわけである。

　しかし、流りゆう

 泉せん

 小しよう

 史し

 が『新選組剣豪秘話』で示した解釈はちょっと違う。

　万延元年（一八六〇）、周助老人は中風を患わずら

 ったことから家督を勇にゆずり、以後は隠居して周[image: 〓]
 と号した。好こう

 々こう

 爺や

 となった周[image: 〓]
 老人の唯一の楽しみは、天気のいい日に浅草まで軍談を聞きに行くことであった。

　その周[image: 〓]
 老人の豊かなふところを狙ねら

 ったのが、その前年に入門してきた土方歳三と幕臣の伊い

 庭ば

 八郎。伊庭八郎は心しん

 形ぎよう

 刀とう

 流の達人で、「伊庭の小こ

 天てん

 狗ぐ

 」、あるいは「伊庭の麒き

 麟りん

 児じ

 」といわれたほどの剣客である。のちの鳥羽伏見の戦いに旧幕府軍の一員として奮戦、その後箱根に転戦した時には腰に銃弾を受けた直後に左背後から左腕に斬りこまれ、手首がブラブラになる重傷を負いながらも残った右腕一本で多数の敵を斬り倒して勇名を馳は

 せた。その後も隻せき

 腕わん

 の名剣士として明治新政府軍と箱館まで戦いつづけた彼は、明治二年（一八六九）五月、五ご

 稜りよう

 郭かく

 の営中に没した（小著『遊撃隊始末』、『ある幕臣の戊辰戦争』参照）。

　この伊庭のような人物が出入りしていたということは、このころようやく試衛館道場の名が江戸の主だった剣客たちの間に広まっていたことを物語る。

　だが、まだこのころには伊庭も土方も、ともに箱館まで戦う仲になるとは夢にだに思っていない。こぞって周[image: 〓]
 老人のふところばかり狙っていた。彼らが周[image: 〓]
 老人のふところを狙うのは、吉原へ女郎買いに行きたいからである。周[image: 〓]
 老人も、ねだられるたびに、

「くだらない女などに引っかかるんでないよ。ことに病気のありそうな女にはなァ……鼻の障子（鼻中隔）が取り払われるばかりでない……第一かさをかく（梅毒になる）と膂りよ

 力りよく

 がぬけて剣術が使えなくなる……勇には内緒だよ」

　といいながら財布をはたいてやる。

　このように周[image: 〓]
 老人は、養子の勇を立てながら金ばなれもいい方だから、その居心地の良さにつられていろいろな剣客が集まってくる。芋侍という言葉は昔からあったが、どこの馬の骨ともわからぬ連中が年中出入りしているから「いも道場」と呼ばれるようになってしまった、というわけである。

　なかなかしゃれた解釈だが、それにしても試衛館はなぜそんなに人気があったのか。剣士たちは、初めから周[image: 〓]
 老人のふところ目当てに集まってきたわけではない。試衛館に、剣を学ぶ者たちがこぞって惹ひ

 かれる「何か」があったからこそ、伊庭のようにいずれ旧幕府軍にその人ありと知られる勇者も集まってきたのだろう。では、その「何か」とは何か。

　当時の試衛館道場の雰囲気を伝える証言を参照しながら、その「何か」について考えてみよう。証言者の名は福地源一郎（のち桜おう

 痴ち

 ）。百俵十五人扶ぶ

 持ち

 の幕臣の家に生まれ、のちに東京日日新聞社の主筆・社長となる人物である。以下『新選組剣豪秘話』より、若干表現を現代ふうに改めて引用する。

　福地が試衛館の玄関に立ち、名を告げて近藤勇に面会を求めると、

「ただ今、他流試合の壮士が三人ほど来ておりますので、大変失礼ですが主人の書斎にてしばらくお待ち下さい」

　と、取次の者に書斎へ案内された。

　外見は、百坪弱の敷地内に前庭、中庭、後庭を設けた平屋建てで、そうみすぼらしいというほどではないが、下町の三、四流どころの町道場という感じの構えであった。

　ところが中に入ってみると、そのころの三、四流どころの町道場によくあったように、畳が赤く日に焼けたままだったり、襖ふすま

 の引き手がちぎれ、そこから骨がはみ出していたりということがない。男世帯であり、「いも道場」などというありがたくない渾名をつけられているくせに、どこからどこまで小ぎれいに、手が行き届いているのに驚かされた。しかし、それよりもさらに福地をびっくりさせたのは、案内された八畳ほどの書斎のたたずまいであった。一間の違い棚とそれに隣りあう一間の床の間の前に、大机がそなえつけられ、その上に刷り立ての部厚な二巻の木版本が、開かれたまま置かれていたのである。

　この木版本は、頼らい

 山さん

 陽よう

 の『日本外史』であった。三度目に福地が驚いたのは、勇の机上にある文房具類が、いずれも逸品ぞろいだったことである。墨は古こ

 梅ばい

 園えん

 の極上特製品で、当時三両以下では手に入らない代物。硯すずり

 こそ新端たん

 渓けい

 でやや見劣りがしたものの、かなり時代がかった竹の筆筒には唐筆が四、五本さしこまれており、硯箱は塗りも蒔まき

 絵え

 もない唐から

 桑くわ

 造り。要するに、一流文人の書斎といったおもむきだったのだ。『日本外史』が机上にひらかれていたのは、書斎の主人が先刻までそれを写本していたことを物語っていた──。

　勇の残した筆跡を見るとまことに堂々とした達筆だが、書家によると彼の書体は頼山陽のそれに似るという。このころの勇は、『日本外史』によって歴史を学ぶかたわら、一石二鳥を目して書の上達にも励んでいたのだろう。勇の知性と教養の背景を知るにはなかなか興味深い証言である。

　また同書によれば、福地は書斎に案内される前に、台所につづくところに後から建て増ししたらしい、いやに細長い得体の知れない一室があるのを見て首をかしげたという。女中部屋にしては広すぎるこの一室こそは、沖田総司や永倉新八といった、のちに新選組の中枢となる人々のたむろしている食客部屋なのであった。

　この食客部屋が「後から建て増ししたらしい」、すなわち増改築の跡をとどめるものであったという証言に注目したい。これは当然のことながら、食客たちが居ついたのはさほど昔ではないことを物語る。

　一時はあまりに食客が多いのでやりくりに困ってしまい、勇は毎日毎日お粥かゆ

 だけをすすって暮らした時期もあったというが、来る者は拒まずといったのびやかな雰囲気と、その辺の町道場にはない勇の知性──それらの魅力が相まって、若き剣士たちを試衛館に居つかせる原因となっていたようである。

　のびやかな雰囲気は、人に装いを捨てさせ、生地の自分をさらけ出させる効果がある。勇の方も、食客部屋にゴロゴロしている連中の日頃の態度や雑談中の片言隻句から、彼らの人物器量を推し量ることができたであろう。そしておそらく勇は京に上るにあたり、門人・食客たちの中から同志となり得る人物を取捨選択した。その時彼は、剣技はむろんのことだが、門人・食客たちの知性をも秤はかり

 にかけたであろう。

　そのつきあうべき人物を見定めるために、試衛館のざっくばらんな中にも清潔で知的な雰囲気は、きわめて有効に作用したことと思われる。そしてこの「ざっくばらんな中にも清潔で知的な雰囲気」こそが、剣を学ぶ者たちを試衛館に居つかせてしまう「何か」の正体なのではなかったか。

　ではここで、まもなく勇の同志となる面々のプロフィルを眺めておこう。











 
 門人・食客たちの横顔









土方歳三・負けん気の薬売り




　天てん

 保ぽう

 六年（一八三五）、多摩郡石田村の豪農土ひじ

 方かた

 隼はや

 人と

 義よし

 諄あつ

 の四男に生まれた。勇よりは一歳年少。父は出生前に死んだので、母お恵津の手によって育てられた。だがお恵津も六歳（一説に三歳）の時死亡してしまい、以後は兄の喜き

 六ろく

 義よし

 厳とし

 のもとで養育される。

　十一歳の時、江戸上野の松坂屋呉服店へ丁でつ

 稚ち

 奉公にやらされた。これは農家の四男坊には珍しくないコースだが、その後が変わっている。ある日、ささいなことから番頭の怒りに触れ、歳とし

 三ぞう

 は頭にゲンコツを喰く

 った。普通ならそれでショボンとしてしまうところだが、歳三は容易に屈伏しない。

「何で殴られなくちゃいけない！」

　とばかり逆に番頭に喰ってかかったあげく、夕方の混雑にまぎれて店を飛び出し、二度と松坂屋には戻らなかった。その後どうしたかというと、彼は九里の夜道を歩き通し、ひとりで石田村に帰ってきてしまったのだ（『聞きがき新選組』）。

　これが土方歳三、初めての武勇譚である。勇の賊退治のそれと比べると見劣りの感なきにしもあらずだが、彼の気の強さは十二分に伝えられている。

　歳三が松坂屋を出奔した当時の道は、砂利か土の凸凹道である上に、歳三の履物はわらじか草履、下駄の類だったはずである。しかもすでに何度か触れたように、当時の多摩方面には盗賊や無宿者が多数流れこんできている。追おい

 剝は

 ぎにぶつかることも、さして珍しくはなかったのである。

　そのような悪条件下で、途中で野宿した可能性はあるにせよ、十一歳の少年が九里の夜道を歩き通したとは驚嘆に値する。幼くして父母を失った歳三には、人に倍する負けじ魂が備わっていたのであった。

　さらに十七歳の時、彼は大伝馬町の呉服屋へふたたび奉公に出た。ところが歳三は、今も残る写真から知れるようになかなかの美男である。誘ったのか誘われたものか、年上の女中をまもなく孕はら

 ませてしまった。

　始末に困った歳三は、姉おのぶの嫁いでいる佐藤彦五郎の家に相談に行った。

　しかし、誰もそんな関係を許そうはずがない。懇々と説教されて非を悟った歳三は、すぐに大伝馬町に引き返すや、ひとりで女中と話をつけてきた。帰りは十里の道を夜を徹して歩き、すぐに彦五郎に復命した（谷春雄・林栄太郎『新選組隊士遺聞』）。

　よく夜道を歩く男だが、十七歳の少年がひとりで別れ話にケリをつけてきた、というところが注意をひく。

　婚前に妊娠した女性との別れ話には、死ぬの生きるのの騒ぎがつきまとうのが普通であろう。かりにそれがなかったところで、多額の手切れ金や始末代が必要となる。一書によれば、彦五郎が「話をつけてきてやる」というのを押しとどめて、歳三が単独で交渉に出かけたことになっている。豪農でもあり人情家でもある彦五郎のことだから、何両か持たせてやった可能性も高いと思うが、それにしても十七歳の少年がどのような論理を駆使して相手の女中を説得したものか。

　新選組の隊士たちを前に得々と心構えを説き、命令を下す歳三の姿は映画・テレビなどでおなじみだが、このような弁舌の才がこのころから身に備わっていたのであれば、これは一種の異才である。

　さて、右の事件をきっかけにして彦五郎宅に入り浸るようになった歳三は、その道場に出で

 稽げい

 古こ

 に来る勇と知り合う。正式に入門したのは安政六年（一八五九）三月九日。なかなか器用な太刀筋であった。

　しかし、歳三は自分で生計を立てねばならないから、剣術修業ばかりはしていられない。

　石田村の生家では、夢枕に立った河童かつぱ

 明神から教えられたという「石田散薬」を代々調合・販売していた。また佐藤家では、同様に「虚労散薬」を製造販売していた。歳三は、その健脚にまかせて甲府・川越・横浜方面によくこの二種の薬を行商しに行った。その際も必ず剣術道具一式を背中の薬箱にくくりつけて持ち歩き、行く先々の道場で他流試合を申しこんでは剣技を磨くことを怠らなかった。

　強敵を見つけてはしゃにむに打ちこんでゆく歳三の姿に、番頭に喰ってかかった少年の日の彼を重ねあわせて考えるのは、我々の自由というものである。生来の負けん気は、剣術習得にあたっては何よりの長所となったであろう。

　あるいは歳三は、打身骨接ぎの妙薬といわれた「石田散薬」を、おのが四肢に塗りつけつつ他日を期したこともあったかもしれない。ちなみに「虚労散薬」の方は、肋ろく

 膜まく

 や肺炎に効くといわれた。ともにいずれ新選組の常備薬となるのだが、結核だった沖田総司は、後者をつねに服用していた。

　以下は歳三が上京し、一時帰郷した時の話である。戸塚村（東京都新宿区早稲田）の三味線屋に、お琴という評判の娘がいた。彦五郎が、まだ独り身だった歳三の嫁に、と目をつけたのがこのお琴である。しかし歳三が、

「この天下多事の際、何か一事業を遂げて名を挙げたい。よりてなおしばらくは、私を自由の身にして置いてくれ」（『聞きがき新選組』）

　と辞退したので、では単なる許嫁いいなずけ

 に、ということになった。勇と交わるようになった歳三は、早くも彼とおなじ志を抱くようになっていたのである。

　京で勇名を馳は

 せてのち、歳三は何度か江戸へ下ったことがある。そのような際、お琴の家に京土産みやげ

 を持参することもあったが、このふたりはついに結ばれることなく終わった。明治以後、このお琴がどのような人生を送ったのか、今のところは誰も知らない。

　──このような青春の日々に、歳三は俳句を詠むというナイーブな側面も見せている。今、我々は日野佐藤家に伝わる「豊ほう

 玉ぎよく

 発ほつ

 句く

 集」から、歳三の感受性を察知することができる。彦五郎自身が「盛車」の号を持つ俳人であったから、自然その影響を受けて句作に励むようになったものと思われるが、その句集を眺めるとなかなか可か

 憐れん

 な筆で、

「しれば迷ひしなければ迷はぬ恋の道」

　という作のあるのがまず目につく。なぜ目につくかといえば、この一句のみ筆で囲むように消してあり、左隣に、

「しれば迷ひしらねば迷ふ法の道」

　と改作されているからである。

　書いてはみたものの、読み返すうちに気恥ずかしくなって──あるいは彦五郎あたりに添削されて──「恋の道」を「法の道」と正反対のものに置きかえてしまったのだろうが、前者の方が青年の作としては初々しい。

　この作が、どの女性を想像して詠まれたものかは、今となっては知る由もない。しかし、青年土方歳三の心のありようの一端を示していると思われるので、回り道ながら紹介しておく。あるいは、彼が剣術修業に打ちこむようになったのは、そのような迷いを振り切る意味もあったのかもしれない。

　いずれにせよ歳三は、こうして熱心に修業をつづけ、文久三年（一八六三）、京に旅立つ頃までには、試衛館で師範代をつとめるまでの腕になった。

　しかし、そのころ試衛館には歳三も舌をまく天才剣士がいた。人も知る沖田総司である。






沖田総司・武骨一方の天才剣士




　沖田総司は、天保十五年（一八四四）、江戸詰めの白河藩士の長男に生まれたというが、父母の名前その他には諸説あるので今は省く。

　九歳の時、周助の門人となる。ずいぶん早い入門だが、沖田家古文書の写しには、

「剣を学ぶに異色あり。十有二歳、奥州白河（藩の）阿倍指南番と剣を闘わせ、勝ちを制す。この名、藩中に籍せき

 々せき

 たり」（小野圭次郎他『新選組覚え書』所収、読み下し筆者）

　とある。「籍々」とは口やかましくいいたてることだから、この快挙によって沖田総司の名が白河藩の中に一気に広まった、という意味である。

　こうして若年にして天才剣士の名をほしいままにした総司は、元服して家督相続すべきところ、なぜか大望を抱き、主家を脱藩してしまう。

　歳三は大望のゆえにお琴との結婚を拒否したが、総司はみずから仕官の道を鎖とざ

 したのである。実の父母が幼少の時に死んでいたためもあったろうが、その後の総司の歩みを見ると、ひたすら試衛館で剣の道に精進し、近藤勇の義弟にまでなっている。総司は、主家である白河藩よりも試衛館を選んだわけで、それほどまでに試衛館の食客部屋は居心地のよいところなのであった。

　十九歳にして免許皆伝、試衛館の塾頭となる。そのころの試衛館には、歳三のほか、後述するように井上源三郎とか藤堂平助、山やま

 南なみ

 敬助、永倉新八などといった猛も

 者さ

 連がたむろして、さながら梁りよう

 山ざん

 泊ぱく

 のおもむきを呈していた。彼らと総司が立ち合うとどうであったか。自身も十八歳にして神道無念流の本目録を得た永倉新八の遺談がある。





　塾頭で、勇の師範代をするのが、奥州白河を脱藩してきている沖田総司（房かね

 良よし

 ）、まだ二十歳になるかならぬの若輩だが、剣法は天才的の名手で、実に美事なものがあった。土方歳三（義よし

 豊とよ

 ）だの井上源三郎（一かず

 重しげ

 ）だのという当道場の生はえ

 抜ぬ

 きに、千葉周作の玄武館で北辰一刀流の目録をもらった藤堂平助や、同じ千葉の免許をとった山南敬助なども、この道場へ来ているが、みんな竹刀をもっては小児こども

 扱いにされた。恐らくは、本気で立ち会ったら師匠の勇もやられる事だろうとみんないっていた。（子母沢寛『新選組始末記』）





　総司は、安政六年（一八五九）から文久三年（一八六三）にかけて、小お

 野の

 路じ

 村を十数回訪れている。いずれも出稽古のためで、勇と一緒のこともあり、歳三や山南敬助と一緒のこともあった。総司が教える場合の稽古料は金一朱。勇の場合は金二朱だから、総司の倍額であった。ふたりの稽古風景を、彦五郎のせがれである佐藤源之助俊とし

 宣のぶ

 の残した目撃談から思い浮かべてみよう。まず勇の場合である。





　日頃の挨拶や、雑談の時には、極ご

 く細く低い声であるが、いざ立たち

 会あい

 となると、その掛声の大きく烈しい事は、相手の腹へぴーいんぴーいんと響いた。ええッ、おうッという声で、太い強い（声の）人は沢山あるが、勇のは、調子高い細い声で、しかもそれが腹の底から出るので、実に鋭いものであった。（同）





　次に沖田総司。





　剣術を遣う形は、師匠の近藤勇そっくりであった。その上、掛声までが、細ほ

 そママ

 い肝かん

 高いよく似たもので、ただ太刀さばきに少しうるさい癖があり、勇が、少し腹を突出し加減の平ひら

 星せい

 眼がん

 であったに比し、沖田は、太刀先きが、下り気味で、前のめりの構かまえ

 をとった。（略）

　この流の「突き」は必らママ

 ず三本に出る。しかも刀の刃を下とか上とかへ向けて行く大ていの剣法と違って、勇をはじめ、刀を平らに寝せて、刃は常に外側へ向け、突いて出てもし万に一つ突き損じても、何処かを斬るという法をとった。

　やッ！　といって一度雷いなづま

 のように突いて行って、手て

 答ごたえ

 があっても無くても、石火の早業で、糸を引くように刀を再び手許へ引くと、間一髪を容れずにまた突く、これを引くともう一度行く。この三つの業が、全く凝身一体、一つになって、即ちこの三本で完全な突の一本となっている。

　や、や、や、と足拍子三つが、一つに聞こえ、三本仕掛けが、一ひと

 技わざ

 とより見えぬ沖田の稽古には、同流他派を問わず、感心せぬものはなかった。（子母沢寛『新選組遺聞』）





　その教え方についてはおなじ佐藤源之助談に、

「この人は、自分の出来る割に、教え方が乱暴で、お負けになかなか短気であったから、門弟たちは、勇よりはずっと恐ろしがっていた」

　とある。

　またこれは新選組隊士となってからの話だが、ある日、佐久間象ぞう

 山ざん

 のせがれ三浦啓之助が入隊してきた。ところがこの啓之助、剣術はサッパリで隊士全員から馬鹿にされる。「不肖の息子」というやつである。さる隊士がそれをからかい、その後総司と歳三が碁を打つのを見物していた時のこと。その隊士にむかい、啓之助は背後から抜き打ちに斬りつけた。

　日本刀は、手元に引くようにして斬れば世界一斬れる刃物だが、初心者が藁わら

 束たば

 を斬ろうとしても、五、六本も斬れればせいぜい、というほど扱いの難しい武器でもある。啓之助の場合も腕がまったく悪いから、相手の隊士はそう深手を負いはしなかった。

　しかし、この時猛然と腹を立てたのが総司である。

「この馬鹿野郎！」

　と叫ぶや啓之助の襟首をひっつかみ、頭を畳に押しつけた。そのまま引きずり回したからたまらない。啓之助は、鼻の皮を真っ赤に剝む

 かれてしまった。

　つまり沖田総司は、女性ファンには申し訳ないが、叶かな

 わぬ恋に悩み、黒猫の幻影におびえながらひとり孤独に死んでゆく薄幸の美青年などというパセティックな枠に収まる男ではないのである。実のところは気性が荒く、農民相手の稽古にも手を抜くことを知らない武骨一方の青年であった。

　写真が一枚も残っていないことも、総司神話を形成した要因のひとつかもしれない。しかし、彼の顔立ちを伝える証言はある。





　丈の高い瘦や

 せた人物、肩がぐっと上がり気味に張って、頰ほほ

 骨ぼね

 が高く、口が大きく、色は黒かった……（佐藤源五郎談）。





　この佐藤源五郎は、孫の昱あきら

 氏に総司の容よう

 貌ぼう

 について問われた時、

「ひら顔で目が細く、そうよな、ヒラメみたいな顔をしていたよ」

　とも語っている。

　色が黒くて目が細く、頰骨が高くて口が大きい平板な顔──これでは、まるで醜ぶ

 男おとこ

 の典型になってしまう。まさかそんな極端な御面相でもなかったろうが、伝説とは常に人を美化する傾向をもつ。

　源義経にしても前歯の突き出た小男であったのに、死後百年もたつと、なかなかの美青年であったとする説が一般化した。またプロスペル・メリメの傑作短篇『マテオ・ファルコーネ』中の、逃亡者を敵に売って父に銃殺される少年のモデルは、実はもう青年の域に達していたという。

　悲劇を強調するには、主人公は醜男よりも美男の方がよく、成人よりも少年の方がよい。『マテオ・ファルコーネ』の人物造型にもそのような定理が働いて、あのような小説となったのだろう、と大岡昇平は、『凍った炎』で分析しているが、総司伝説にもこの悲劇化の定理は十分に作用しているようである。

　もちろん、そのような容貌であっても、彼が天才剣士であったことは動かない。

　文久二年（一八六二）七月十五日、小野路村に出稽古に来ていた総司が悪性の麻疹はしか

 にかかって倒れた時、小島鹿之助は、

「この人、剣術は晩年必ず名人に至るべき人なり。ゆえに我等深く心配いたす」（『新選組覚え書』）

　と日記に書きつけた。

　勇の、総司に対する評価も鹿之助のそれとまったく変わるところがない。

　慶応元年（一八六五）秋、勇は新選組局長として長州[image: 〓]
 問使・永井尚なお

 志ゆき

 に随行し、広島におもむいた。その旅の途中、馬上で書いた鹿之助宛あて

 の手紙が、小島資料館に展示されている。その追伸の部分に勇は、自分に万一のことがあった場合、剣流名は沖田に譲りたい、とまで書いている。

　勇の、総司に対する信頼のほどが偲しの

 ばれるのである。






井上源三郎・柱を打ちこんで修業した日々




　日野在住の千人同心五家のひとつで、村役組頭をつとめた井上藤左衛門の三男に生まれた。千人同心とは、八王子千人同心の略。天てん

 正しよう

 十八年（一五九〇）、徳川家康は関東入国の際、西の防備として甲州武田家遺臣団を八王子とその周辺に土着させた。これが八王子千人同心の起源だが、彼らも幕末のころにはほとんどが農民化していた。

　源三郎の生年月日は不明。井上家の兄弟はいずれも剣術好きで、佐藤家の道場や自宅の土間で稽けい

 古こ

 に熱中した。

「剣術ばかり夢中でやっていて、百姓仕事がおくれてこまった」

　という話が井上家に残っている。同家の柱は、源三郎たちが木刀で打ちこむので中央部分が細くなっていたという（『新選組隊士列伝』）。

　文久三年（一八六三）、第十四代将軍徳川家いえ

 茂もち

 が上じよう

 洛らく

 した際に千人同心として同行し、後に引く「上洛日記」という貴重な史料を残した井上松五郎は、源三郎の次兄にあたる。






原田左之助・血の気の多い中間上がり




　これ以降に紹介する人々は、初めから天然理心流を学んだ者ではない。例の、試衛館の居心地の良さにひかれて集まってきた者たちである。

　原田左之助は、伊予松山藩の脱藩者。もとは中ちゆう

 間げん

 だったというが、生年月日等は井上同様わかっていない。中間時代のエピソードがいくつか伝わっている。

　ある時、武士と喧けん

 嘩か

 をして、

「腹を切る作法も知らぬ下げ

 司す

 下げ

 郎ろう

 」

　と罵ののし

 られた。左之助は憤慨し、

「よし、それではひとつやってみせてやる」

　というなり素っ裸になり、刀を抜いて腹に突き立てた。左から右に引きつけると、その筋目から血がにじみ出してくる。相手の武士の方がすっかり青くなってしまった。

　そのうち仲裁役が出て来て宥なだ

 めたが、左之助は、

「俺おれ

 の腸はらわた

 を喰く

 らわしてやるんだ」

　と、血だらけになって威張っている。

　それ以来「死にぞこねの左之助」という渾あだ

 名な

 がついた。新選組隊士となってからも、若い者たちに大きな傷跡のある腹を示し、ペチャペチャ叩たた

 いてみせながら、こう啖たん

 呵か

 を切ったという。

「てめえたちのような蚤のみ

 にも食われねえようなのとア違うんだ、俺の腹ア金物の味を知ってるんだぜ」

　また家紋を丸の中に一文字のものに改めてしまい、

「俺の紋ア伊だ

 達て

 じゃアねえぞ」

　と威張っていたともいわれる（子母沢寛『新選組物語』）。

　おなじ中間時代、同僚たちにつかまって素っ裸にされ、後手に縛られた上猿ぐつわをはめられ、水をぶっかけられるという私刑を受けたこともある。あまりに生意気なので制裁されたというのだが、何とも血の気の多い男であったことだけは確かのようだ。

　万延元年（一八六〇）ごろ、大坂に出て谷三十郎・万太郎兄弟の道場で種田宝蔵院流の槍やり

 を学ぶ。さらに江戸に下って試衛館に出入りした。のちに谷兄弟が末っ子の昌まさ

 武たけ

 （勇の養子となり、周平と名を改める）とともに新選組に加入したのは、左之助が紹介の労をとったためか。

　なお彼は新選組解散後、上野の彰しよう

 義ぎ

 隊たい

 に投じ、重傷を負ってその二日後に死亡したというが、実はひそかに生き延びて維新後中国大陸にわたり、馬賊の頭目となって日清・日露戦争時に後方から日本軍を支援したともいわれる。この伝説については、あとで若干の考証を試みたい。






藤堂平助・文武両道の人




　明治九年（一八七六）、南多摩郡の高幡山金剛寺境内に建立された「殉節両雄の碑」（旧会津藩主松平容かた

 保もり

 筆、松本順男爵撰文ならびに書）は、勇と歳三の事蹟を顕彰するためのものである。幕末維新の動乱を生きのびた元新選組隊士永倉新八は、ある時この碑に詣でて碑文の石いし

 摺ず

 りをとり、その紙の余白に同志だった者たちの名を書きつけた。その中の藤堂平助の項には、次のようにある。

「関東浪士、藤堂和泉いずみの

 守かみ

 落らく

 胤いん

 、文武研究所剣術千葉周作門人、目録、新選組副長助勤」

　藤堂和泉守高たか

 [image: 猷]
 ゆき

 は、津藩三十二万三千九百五十石の藩主である。文化十年（一八一三）生まれだから、藤堂平助の生まれた弘化元年（一八四四）ごろは三十一歳の男盛り。側室にでも生ませたのが平助とすれば話はあうが、証拠はない。これもささやかな新選組伝説の一つであろう。「千葉周作門人」とは北辰一刀流を学んだという意味だが、彼はおなじ北辰一刀流でも深川にあった伊東甲か

 子し

 太た

 郎ろう

 （のちの新選組参謀）の道場に身を寄せていた形跡がある（市居浩一『高台寺党の人びと』）。

　永倉新八の残した『新撰組顚末記』にも、伊東と「藤堂平助とは永年の親友で」とあるから、この考証は信頼できる。この藤堂がなぜ試衛館に居ついたかは不明だが、

「藤堂平助は小兵でございますけれども、なかなか剣術はよく使いまして、また文学（学問）もございました」（阿部隆明「新撰組の本旨附十六話」＝『史談会速記録』第九〇輯）

　とあるから、文武両道に秀でた人だったようである。おなじ文武両道に通ずることを目ざしていた勇に、彼は何か惹ひ

 かれるものを感じていたのかもしれない。後年、主義の違いから新選組と離れ、敵対することになった時、勇は永倉に、

「まだ若い有為の材であるから、（藤堂は）できるだけ助けておきたい」

　と語り、永倉もそれにまったく同意見であった。藤堂の人柄と器量を示す逸話である。藤堂和泉守の御落胤説も、藤堂が気品ある人物であったからこそ生まれた噂うわさ

 であったのかも知れない。






山南敬助・近藤も一目おいた人物




　天保五年（一八三四）生まれだから、勇と同年。

「陸む

 奥つの

 国くに

 仙台脱藩、文武研究所剣術北ほく

 辰しん

 一刀流千葉周作門人、免許、新選組隊長」

　という永倉の記述がある。

　山やま

 南なみ

 という姓を、新選組基礎史料のひとつ、西村兼文の「新撰組始末記」（『野史台維新史料叢書』三〇所収）は「三南」と表記する。周囲からは音読みで「さんなん」と呼ばれていたのであろう。彼が試衛館に居つくようになったのは、次のような理由からだという。





　はじめ近藤の道場へ立ち会いに来て、勇のために竹刀をはじかれて、それから、この道場の門人になった。物にこだわらないあっさりした性質の武士であった。（佐藤源五郎談＝子母沢寛『新選組始末記』）





　姓を間違えて呼ばれれば、怒る人もいる。山南は、「さんなん」と呼ばれてもおだやかに受けこたえする人格者だったのであろう。しかも、北辰一刀流の免許皆伝にもかかわらず、勇に負けるやすぐ天然理心流に入門しなおす謙虚さである。「物にこだわらないあっさりした性質」という評価はまことによく山南の人となりを捉とら

 えている。

　つづけて佐藤源五郎は、こうも語っている。





（試衛館では）他流試合でも来ると、その場に居合せたこんな人達が、誰でもどんどん道場へ出て相手になる。





　勇は他流試合の浪人などは、殊に手厚くもてなして帰した。中には無作法なものもやってきたが、いつもにこにこして腹を立てる様子もなかった。剣術としては大したものではなかったが、その度胸っ骨の座ったことには、誰も一目おいた。





　この証言ははからずも、試衛館が食客たちに「来る者は拒まず」の態度をとった裏の理由をにおわせている。道場破りに不覚をとり、道場のイメージがダウンしては収入にも響く。そのためには、腕の立つ者を大勢抱えていた方が何かと都合がいい。そう考えるのも、試衛館のおおらかさを考える上でのひとつの解釈であろう。

　実際、山南敬助の存在を、勇はかなり重要視していた形跡がある。前述の原田左之助や藤堂平助、そして次に述べる永倉新八らは多摩方面に一度も出稽古に行っていない。しかし一人山南だけは、文久二年（一八六二）とその翌年に各一度ずつ小野路村へ顔を出しているのだ。

　勇の、天然理心流四代目披露記念の野試合に出たのも、もともとの門人以外には彼一人。それは山南が他の食客たちと異なり、勇のもとに再入門したためもある。それにしても山南は、北辰一刀流という天下に鳴り響いた大流派で免許皆伝を得た人物なのである。そのような技量の持ち主すら勇に師事した、という事実ほど試衛館の名を高からしめるものはない。彼をわざわざ郷里に出稽古にやったのは、勇がスポンサーたちに対する一種の宣伝効果を考えたからでもあったろう。勇も、周[image: 〓]
 老人に負けず劣らずの宣伝上手だったのである。

　なお、「小島家の言い伝えによると、山南敬助はかなりの学才があり高く評価されて」いた、といわれる（『武術・天然理心流』上巻）。山南が上洛にあたって賦した七言絶句も小島家に残されているし、鹿之助の眼がねに叶かな

 ったのだから、それ相応の人物だったのであろう。

　藤堂とは北辰一刀流の同門だが、二人が以前から知己だったのかどうかはわかっていない。






永倉新八・ガムシャラな剣の達人




　すでに引用した『新撰組顚末記』（原題は『新撰組永倉新八』）や「浪士文久報国記事」という回想録を世に残した人物である。

　その『新撰組顚末記』によれば、永倉は天保十年（一八三九）四月十一日、松前藩江戸定じよう

 府ふ

 取次役で百五十石取りだった永倉勘かん

 次じ

 の次男に生まれた。岡田十じゆう

 松まつ

 について神道無念流を学び、十五歳で切紙、十八歳で本目録を授けられ、門弟中屈指の腕達者となる。さらに剣の道の奥義を極めんとの念去りがたく、十九歳の時に家出（つまり脱藩）。

　文久元年（一八六一）から四年間、百ゆ

 合り

 本もと

 昇三について神道無念流の腕を磨く。さらに廻国武者修業を終え、ふたたび江戸に舞いもどるや試衛館の噂を耳にし、その門を叩たた

 いた。





（試衛館を訪ねてみると）朝から五、六十人の門弟が出つ入りつ遠近に竹刀の音を絶たない。塾頭は沖田総司という人で後年に名をのこした剣道の達人。その他山南敬助、土方歳三、原田左之助、藤堂平助、井上源三郎など鉄中のそうそうたる連中が豪傑面をならべてがんばり、武骨すぎて殺気みなぎるばかり。永倉新八は最初ほんの剣術修行のつもりで近藤塾へ足を運んだが、日をへるとともに近藤の身辺からほとばしる義気が永倉のそれと合し、はては沖田、土方、山南その他の豪傑たちとともにいつしか親密のまじわりを結ぶ仲となった。

　永倉はこうして近藤の塾へくると門人あつかいからいまは客分にすえられ、稽古をしまうとかならず酒を飲みかわすをつねとし、

「おのおの、見ても癪しやく

 にさわるのは鳶とんび

 鼻ばな

 の毛唐人だが、おりをみて暗殺しようじゃないか」などと激烈な攘夷論に話の花を咲かせる。（『新撰組顚末記』）





　永倉は、相手に対していつもガムシャラに打ちこんでゆくところから「ガムシャラ新八」、略して「ガム新」と呼ばれていた。右の回想は、「ガム新」の気性とともに、試衛館の雰囲気をよく伝えた文章である。

　勇や藤堂、山南らが文武両道──少なくともその境地を目ざす剣客であったことはすでに述べた。しかし、嘉永六年（一八五三）六月のペリー来航、翌年一月の再来航以来、大流行となっていたのは尊そん

 王のう

 攘じよう

 夷い

 思想にほかならない。そして尊王攘夷を是とする人々にとって、当時ようやく日本を訪れはじめた外国人は、斬き

 るべき対象としか映らなかったのであった。

　さて、これでようやく主要人物たちの横顔を眺めおえた。次章では、これらの面々が勇のもとに結集し、新選組の中核となってゆく過程を眺めよう。





 
 第二章　新選組誕生











 
 失意の日々








　万まん

 延えん

 元年（一八六〇）三月二十九日、近藤勇いさみ

 は一橋家の家臣松井八や

 十そ

 五ご

 郎ろう

 の長女つねと結婚した。勇は二十七歳、つねは二十五歳、桜田門外の変から二十六日後のことである。

　二年後には、一粒種の長女近藤瓊たま

 子こ

 が生まれた。小島資料館には、つねが縫った勇の稽けい

 古こ

 着ぎ

 も残っているから夫婦仲は悪くなかったようだ。

　ちなみに、その稽古着の背中にはドクロの文様が縫いとられている。現代の感覚でいえば、これはグロテスク趣味というものであろう。

　しかし、すでに述べたように天然理心流は相打ち覚悟の剣法である。勇は常にドクロを背に負うことにより、同派の心構えを一瞬たりとも忘れぬように努めていた──それが、つね夫人に命じてドクロの縫いとりをさせた真の理由であろう。

　勇の結婚観・女性観を知るよすがとなる話が一つ伝わっている。志ある者は美女と結婚してはならないという、なかなかうがった考え方である。

　勇が押しも押されもしない試衛館の若先生になると、親しん

 戚せき

 や義父の周助が、そろそろ妻を娶めと

 れ、と勧めるようになった。

　当初勇は、この先どうなるかわからない時世でもあり、平穏な家庭を営める身ではないと覚悟していたので、

「いずれ戦場に出る者に、妻は必要ありません」

　と、いっかな勧めに応じようとはしなかった。だが、再三再四の周囲からの懇請に負けて、ついに見合いすることだけは承諾した。

　ところが勇は、一度見合いすると、それだけですぐ「不可」と答えてしまう。そのようなことが五度、六度と続いたのだが、ことわった見合い相手の中にはかなりの美人もふくまれていたので周囲は首をひねってしまった。

　最後に見合いした相手が、松井つねである。松井家はそうさしたる家柄ではなく、つねも容よう

 貌ぼう

 は決して美しいとはいえなかった。しかし勇はどこが気に入ったものか、進んで彼女を嫁に迎えることにした。

　後にある人が勇にむかい、こう聞いた。

「あなたにふさわしい女性がたくさんいたのに、それを全部ことわってどうしてあのように醜い女性を嫁に迎えたのですか？」

　この時勇は、こう答えたという。

「貞女を得ようとすれば、醜女にそれを求めるべきです。美しい女は、それを鼻にかけるあまりに貞淑さに欠けるのが世の常です。ところが醜女は、自分が人並みではないことをみずからよく知っているから、真心をもって夫に仕え、常に控え目な態度をくずさない。自分が容色のすぐれていない者を選んだのは、婦徳ある女性を得たいと考えたからです」

　以上は鹿島淑男『新選組実戦史』の伝えるところだが、一書によればややニュアンスを異にする。結婚後におなじ質問を受けた時、勇は、

「我が家は剣術を教えているため、若い男子の出入りが多く、容色がよく、驕きよう

 色しよく

 のある者はよろしくない。私の養父に仕え、青年に接して、失敗の憂事のない人がよい。それでこの女性を私の妻として選んだのです」

　と答えたというのだ。

　一説に、勇は独身時代、八王子の遊郭に入りびたって金を使いつくしてしまい、下男代わりの力仕事をさせてもらってその代価にあてたこともあったという。そのような女性体験の中から生まれてきた女性観・結婚観なのだろうが、現代にも通用しうる「ものの見方」をふくんでいるので、あえてここに紹介しておく。

　なお、つね夫人は確かに勇が見抜いた通りの貞淑な女性で、勇の上じよう

 洛らく

 後も立派に家を守ったと伝えられる。しかもその写真を見る限り、つね夫人はそう醜女ではない。瓜うり

 実ざね

 顔がお

 で目も切れ長だし、派手さはないがなかなか落着いた雰囲気を漂わせている。

　こうした女性を妻とし、勇は円満な家庭をもつことになったが、勇は外にあっては町道場主、内にあってはマイ・ホーム・パパとなることに満足できる種類の人間ではなかった。ある年の春、小野路村での出稽古を終え、花見の宴を張った時に勇が詠んだ和歌がある。






山やま

 守もり

 の使つかい

 は来ねど馬に鞍くら

 置いてぞ待たん花の盛りを





　その大意は、

「桜が満開になれば山番が知らせに来るはずなのに、その山番はまだ来ない。しかし、もうすぐ満開になるに決まっているから、いつでも花見に出かけられるように馬に鞍を置いて知らせを待っていよう」

　ということである。しかしこれはあくまでも表の意味。その裏には、

「武士として私を召しかかえてくれる人があるかも知れない。使者が来たらいつでも召しに応じられる心構えだけはしておこう」

　という、仕官に憧あこが

 れる気持が秘められている。

　しかし、幕臣福地源一郎が試衛館を訪れたころ、勇は失意の底にあり、門弟たちの稽古を顧みないこと半年に及んでいた。その間、勇は書斎にこもりきりで道場には顔を出さない。たまに顔を出しても指導の方は師範代の土ひじ

 方かた

 や沖田に任せきりで、みずからは木刀をもとうともしない。そんなことから一部の剣客たちの間では、

「もう近藤勇は引退するのではないか」

　という説までささやかれるようになっていた。

　一体、何が勇をこのような失意の底に沈ませたのか。それには、右の和歌に秘められた勇の仕官への憧れが、具体的にはどのようなものであったかを知らねばならない。

　当時の腕に自信のある一流剣客たちが、こぞって憧れていたのは講武所の教授となることであった。講武所とは、黒船の来航で国防強化の必要を痛感した幕府が、武芸および西洋砲術を旗本・御家人の子弟たちに学ばせるべく新たに設置した機関である。安あん

 政せい

 二年（一八五五）二月四日開場。

　浪人たちがこの新機関設置の報に色めきたったのは、幕臣のお目め

 見みえ

 以下の軽輩や在野の者でも、武芸や軍学に秀でている者は教授方に招しよう

 聘へい

 採用する、という実力主義が打ち出されたためである。徳川時代、文官はさておき武官たちは、およそ関ヶ原の合戦ないし大坂冬の陣・夏の陣における祖先の武勲によって定められた家柄に甘んじて生きるしか選択の余地は残されていなかった。それが三百年近い旧習を打破して、実力によって出世・任官できることになったのだから、浪人たちの興奮は察するにあまりある。

　勇も早速、八方手をつくし、時の老中板倉勝かつ

 静きよ

 （備中松山藩主）の線から講武所入りの運動をした。その甲か

 斐い

 あって、つね夫人と結婚する前後には一度は講武所剣道教授見習となることが内定した。

　ところが、この頃講武所創設当初の雰囲気は、早くもすたれようとしていた。創設当初こそ実力主義を打ち出したものの、五年近い歳月が流れるうちに講武所もまた幕府のほかの諸機関とまったく変わりのない、系図と家の格式とが幅をきかすだけの組織に変へん

 貌ぼう

 してしまったのである。

　すぐれた人材が常に目を光らせていないと、組織はいくらでも堕落することができる、という定理を証明してみせたような変質であったが、その余波をまともに受けたひとりが勇であった。いったんは剣道教授見習に内定していたのに、家柄主義が復活するに従って多摩の農民階級の出身という事実が嫌われ、勇の採用は取り消しとなってしまったのだ。

「山守の──」の歌から知れるように、勇は幕末の風雲に乗じて名を上げようと願うこと人後に落ちない人間である。この採用取り消しによって、彼は人生最初の失望を味わった。

　おのれの才能に深く期するところある者ほど、こと破れた時の失望も深い。勇もすっかり剣によって志をとげようとする気持を失いかけ、思いきって剣を捨て、学者・読書人になろうかとまで考えた。勇が半年間も道場に出なかったのは、そのような迷いの中にいたからにほかならない。

　福地源一郎が訪ねた時、勇の書斎には『日本外史』が読みさしのまま開けてあり、一流の文具が取りそろえてあったというのは、実は勇の学者・読書人志向を示すとともに、武によって立つことに絶望していたことを物語るものであった。

　勇の後半生を知る者には、彼に学者・読書人として生きようとした時期のあったことは奇妙に思えるかも知れない。

　しかし私には、講武所教授に任官する夢の破れた時、なぜ勇は尊そん

 王のう

 攘じよう

 夷い

 の志士をめざそうとはしなかったのか、という問題の方が興味深い。

　勇のような町道場主をふくめて、このころの浪人にはおそらく三つの型があった。

　第一は尊王攘夷の志士。第二は攘夷思想は体得しているものの、朝廷ではなく幕府主導型のそれをめざす、いわゆる公武合体派ないし尊王佐幕派の志士。そして第三は、喰く

 いつめの無思想人間である。勇は喰いつめではないが、まずは第三の型から出発した。

　その彼は、講武所教授となることによって佐幕派の志士たらんと決意したわけである。その決意が実現不能となった時、なぜ彼は第一の型、すなわち尊王攘夷の志士をめざそうとはしなかったのか。

　それを考えるには、彼の義兄弟たる小島鹿之助の思想をもう一度ふりかえる必要がある。

　安政元年（一八五四）一月十六日、アメリカのペリー遣日特派大使は、軍艦七隻をひきいて神奈川沖に再来航した。三月三日には日米和親条約を幕府との間に締結し、ここに二百十余年にわたった鎖国時代は終わりを告げた。

　さらに同六年六月、大老井伊直なお

 弼すけ

 が勅許を待たずに日米修好通商条約を結んだことから、尊王攘夷派と佐幕派の志士たちとの間に血で血を洗う争いがくりひろげられることになるわけである。

　このころ、小島鹿之助の賦した「甲寅新春湘南舟中」という七言絶句を見てみよう。





未だ神風を敢あえ

 てせず一いつ

 吹すい

 を試む


刀とう

 槍そう

 沿海軍威を示す

酒仙管せず防辺の事

孤艇揺よう

 揺よう

 酔を載せて帰る





（黒船があらわれたのに、心待ちにしている神風は吹かず、幕府は沿海警備で軍威を示している。私には何の力もないので防備することすらできない。やむなく舟を浮べて見たが、舟に酔うばかりで何もできなかった＝読み下しと訳文は小島政孝）





　鹿之助もまた、神風を信じる攘夷思想の持ち主なのであった。しかし彼の攘夷思想は、決して尊王倒幕思想と結びつく種類のものではなかった。それはなぜか。

　関東一円に、幕府の直轄地たる天領が多かったことはよく知られている。小野路村もそのような天領の一つであり、なかんずく代官から警察機能をも委任されていた寄よせ

 場ば

 名な

 主ぬし

 であった鹿之助は、いうなれば保守派（体制派）インテリのひとりであった。幕府直轄地の経営を任されつつ攘夷思想を学んだ者が、尊王倒幕ではなく佐幕攘夷思想の持ち主へと成長してゆくのは決して不思議なことではない。外夷を撃退しても守るべきものは、朝廷ではなく自身の生活基盤を支えてくれる幕府そのものだからである。

　そのような思想の持ち主を学問の師とし、義兄とした勇が、おなじく佐幕攘夷の思想を身につけたのも、これまたきわめて自然ななりゆきであった。

　しかし講武所教授となる夢に破れ、いったんは失意の底に沈んだ彼の前に、不意に希望の灯をともしてみせた男がいた。この男との出会いによって、勇はいよいよ幕末の嵐の中へ舟出してゆくことになる。











 
 浪士組の募に応じる








　近藤勇にふたたび剣をとって立つ希望を与えた男の名を、清河八郎という。

　天てん

 保ぽう

 元年（一八三〇）十月十日、出羽国の庄内藩領、田川郡清川の郷士の家に生まれた。本名、[image: 〓]
 藤元司。故郷の名を取って清河八郎と称した。

　若年のころより才気人並み以上のものがあり、弘こう

 化か

 四年（一八四七）十八歳の春、江戸に出て儒者東条一堂の塾に入門。のちさらに安あ

 積さか

 艮ごん

 [image: 〓]
 さい

 に師事し、昌しよう

 平へい

 黌こう

 に学ぶかたわら、千葉周作について北ほく

 辰しん

 一刀流を修めた。

　神田三河町に塾を開いたが、安政二年（一八五五）には北越より伊勢・京都を経て四国・九州を巡り、その旅行体験を通して熱烈な攘夷論に傾倒、憂国の志士としてようやく世に知られるようになった。

　安政四年（一八五七）、再び江戸に出て駿する

 河が

 台だい

 下に塾を開き、さらに二年後には神田お玉ケ池に文武指南所を開いて同志を集めた。当時、彼の門下に集まる者は日一日と増加し、その交友範囲も広大で、名声は江戸で知らぬ者もないほどだった。

　万まん

 延えん

 元年（一八六〇）十二月には、同志の薩摩藩士伊い

 牟む

 田た

 尚平らとアメリカ公使館通弁官ヘンリー・ヒュースケンを麻布一の橋付近で斬ざん

 殺さつ

 。攘夷を実行してますます尊王攘夷派の急きゆう

 先せん

 鋒ぽう

 となっていった。

　翌文ぶん

 久きゆう

 元年（一八六一）正月、水戸藩の天てん

 狗ぐ

 党とう

 が常総（茨城・千葉）の間に横行するようになったと聞くやただちに同地方に赴き、その動静を探った。しかし、ともに行動するに足らず、と判断してむなしく帰府。しばらく時の流れを見ようと考えた。

　だがその後まもなく、清河は酒に酔って取り返しのつかない大失敗をしてしまう。

　同年五月二十日夕刻、柳橋の「万八楼」で尊攘派志士たちの会合があった。その会合もおわり、酒気を帯びて気分よく歩き出した清河は、ひとりの町人とすれちがった。商店の番頭風の人物であったともいい、過激な尊王攘夷派すなわち尊攘激派の動向を探る密偵が町人風に変装していた姿だったとも伝わる。

　ともかく、清河はこの人物を呼び止めて喧けん

 嘩か

 を売った。武士の刀に触れておいて、挨あい

 拶さつ

 もせずすれちがうとは何事か、というチャンバラ映画で聞きあきたような論理である。相手が答える間もあらばこそ、清河は、

「無礼者！」

　と叫ぶと同時に、たばさむ愛刀を抜き打ちに一いつ

 閃せん

 した。

　相手の首は、血を吹き出しつつ胴を離れて宙を飛び、一間（一・八メートル）ほど横手に店を開いていた瀬戸物屋の陶器の上に落ちた。

　まだ宵の口に起きた出来事だから、この難癖がましい無礼討ちを目撃した者は多数いた。そして、この事件をきっかけに、憂国の志士は公儀のお尋ね者になってしまうのである。「大事の前の小事」に蹴け

 つまずいてしまったわけだが、ここからまた、清河一流の画策がはじまる。

　文久元年という年は、前年に起こった桜田門外の変を見てもわかるように、尊攘激派の志士たちの動きがますます激化していたころである。翌文久二年（一八六二）四月二十三日には、寺田屋事件も勃ぼつ

 発ぱつ

 した。

　寺田屋事件とは、およそ次のような経過で発生した悲劇である。

　同年同月、薩摩藩前藩主島津斉なり

 彬あきら

 の異母弟である島津久ひさ

 光みつ

 は、千余人の供とも

 揃ぞろ

 えをひきつれて国事周旋のため京都から江戸へ向かう計画を発表した。その動きを察知した西南諸藩出身の尊王攘夷論者は、ついに西南の雄・薩摩藩が倒幕の兵を起こすことに決した、と信じて狂喜する。彼らは、この機会に京都と江戸で倒幕の武力行動を起こし、一挙に天下を覆そうと夢みるに至った。

　その一方の急先鋒となったのが、有馬新七、柴山愛次郎、田中謙けん

 助すけ

 ら七名の薩摩藩士であった。同年四月二十三日、彼らは倒幕挙兵をめざす四十余名とともに薩摩藩御用の伏見の船宿寺田屋に集結した。ところが上京してきた島津久光の考えは、実は公武合体にあったのである。

　朝廷と幕府との考えを一体化させ、ひとえに国難を乗り切ろうと考える島津久光にとって、倒幕の兵を起こそうとする者たちは許しておけない。いちはやく彼らの動きを察知した久光は、寺田屋に九名の鎮ちん

 撫ぶ

 使し

 を派遣した。

　鎮撫使といえば聞こえはよいが、よくいえば上意討ちを命じられた者、悪くいえば刺客である。





　鎮撫使の一手、奈良原（喜八郎）・道島（五郎兵衛）・江こう

 夏か

 （仲左衛門）・森岡（清左衛門）の四人が寺田屋に達したのは是この

 夜よ

 の二更即ち午後十時頃でありました。四士即ち某ぼう

 家け

 に入り、主人をして有馬新七に面談を申し入れしめた。（略）鎮撫使「どうしても聴かぬといふなら、我等は上意討ちの君命を帯びて来てゐるが、苦しくないか」新七等「よろしい」是に於て道島は更に声を励まして「どうして聴かぬか」といひしに、田中謙助声に応じて「事茲ここ

 に及んだ上は、何と言っても聴かぬ」道島即ち「上意」と大声に呼ばって抜ぬき

 打うち

 に田中の眉み

 間けん

 にきりつけた。謙助の眼球脱出し、気絶して斃たお

 る。此この

 時とき

 は既に遅おく

 れて着いた一手の鎮撫使五人も加はり、山口金之進は最前より刀の[image: 欛]
 つか

 を案あん

 じて（撫な

 でながら）、愛次郎の後に立って居た。斯か

 くと見るや、金之進抜く手も見せず、恰あたか

 も示じ

 現げん

 流りゆう

 の立木を打つ気合でエイ、エイと掛声して、端たん

 座ざ

 してゐた愛次郎の両肩を左右より交こも

 々ごも

 斜ななめ

 に斬り下した。斬るも斬ったり、首元よりＶ字形に胸を切りさき、愛次郎の頭は胴を離れて前に跳びました。（渡辺盛もり

 衛え

 編纂『有馬新七先生伝記及遺稿』）





　また有馬新七は、鎮撫使のひとりを壁に押えつけ、同志に命じておのが背中から刀を貫かせるというすさまじい相討ちを果たしてくずおれた。このような薩摩藩士同士による粛清劇の結果、倒幕挙兵計画が一頓とん

 挫ざ

 したことを、その舞台となった船宿の名を取って世に寺田屋事件というのである。

　目下の我々の興味に従っていえば、この倒幕挙兵の件については、当初、清河八郎も参画していたという経緯があった。事破れたり、と知って江戸に戻った清河は、ひそかに再起の道をさぐりはじめる。その結果考え出されたのが、尊王攘夷派ではなく、ほかならぬ幕府の手によって浪士組を募集するという、ひとひねりもふたひねりもした計略であった。

　すでに何度か述べたように、このころの浪士たちには、おおざっぱにいえば、ほうっておけば何を仕出かすかわからない危険な連中も混じっていた。ある日夜盗に変ずるかと思えば、ある時は攘夷ないし佐幕を名目として辻つじ

 斬ぎ

 りや押し借りを働く。つまりバラバラにしておけば何をするか分からないから、ひとまとめにして監督するに越したことはない。ひとまとめにして京へ赴任させておけば、あくる文久三年（一八六三）二月に上洛することになっている徳川十四代将軍家いえ

 茂もち

 の警固役としても役立つであろう。だからこそ幕府は浪士組を募集すべきである、というのが清河の立てた論理であった。

　清河はこの策を旧知の講武所剣術教授松平主税ちからの

 介すけ

 （のちの上総かずさの

 介すけ

 ）を通じて政治総裁職松平春しゆん

 嶽がく

 （前越前福井藩主松平慶よし

 永なが

 ）に提出する。この策が正式に採用されたのは文久二年十二月八日。翌日、松平主税介は、早速役に立ちそうな浪士たちを集める役を仰せつけられた。さらにあくる文久三年正月七日、老中板倉勝静は、同人に対し左のように通達した。これも現代語訳しておく。





　一、このたび御政まつり

 事ごと

 を徐々に改革するために、志ある浪士たちを集めて警固の任を申しつけることになった。浪士たちの中には、過失を犯して公儀のお尋ね者になって
 いたり、遊び呆ほう

 けていたりする者もふくまれているだろう。しかし、心を改めて尽忠報国の志を固めた者については、過去は問わず特例をもって許す
 こともありうる。そのつもりで名前を調べ、すみやかに報告すべきこと。（傍点筆者）





　もともと尊攘激派の志士である清河が、なぜ幕府に対してこのような献策をしたかが傍点部分から読みとれる。

　清河がこの時点で「公儀のお尋ね者」であったことは、先に見たとおりである。そのお尋ね者も、この浪士組に参加しさえすれば「過去は問わ」れない。つまり特赦にあずかれる。清河の献策は、一見衰えつつある幕府を思うために出された策のようであるが、内実は彼自身の救済をはかるためのものなのであった。

　しかも清河は、後述するように募集した浪士たちをみすみす幕府側の勢力としてしまおうとは考えていない。弁舌をもって彼らを一気に尊攘派に洗脳してしまおう、自分ならそれもできる、と思いこんでいる。

　むろん幕府要人たちも募集の報に接して躍りあがった浪人たちも、まだこの時期、そのような裏のある策だとは夢にだに思っていない。この献策は、ひたすら幕府が尽忠報国の士を野に求めはじめた、という情報となって江戸市中に伝わったのである。

　試衛館の門人・食客の中で、一番にこの情報を耳にしたのは永倉新八であった。





　このこと愛国の士をもってみずから任じ居きよ

 常じよう

 攘夷論を口にする永倉新八の耳にはいって一日例のとおり近藤勇の塾で近藤をはじめ沖田総司、山南敬助、土方歳三、原田左之助、藤堂平助、井上源三郎等にむかって、

「おのおのがた、われらほのかに聞くにこのさい公儀においてひろく天下の志士を募り、攘夷の手段をつくすとのことである。もし事実であるならすすんでわれらも一味となり日ごろの鬱うつ

 憤ぷん

 を晴らそうではござらぬか」と計った。列座は一も二もなくこれに雷同した。（『新撰組顚末記』）





　しかし、近藤勇はつい最近、講武所教授見習に内定したものを、みごとにすっぽかされた苦い経験をしたばかりである。また市中の風聞を真に受けて馬鹿を見てはたまらない、と思ったのだろう、浪士募集の真意をたずねるため、ある日門人・食客たちを伴って、日光山の見えることで知られた牛込二に

 合ごう

 半はん

 坂ざか

 にある松平主税介邸を訪れた。

　そこで彼らが受けたのは、下にもおかぬ接待であった。今度こそ世に出ることができる。おそらく勇らはそう思い、欣きん

 喜き

 雀じやく

 躍やく

 して試衛館に戻ったことであろう。

　浪士組募集に応ずるからには、もう学者・読書人たらんとする準備などは二の次である。福地源一郎が訪れた時、勇が半年ぶりに道場に出ていたとは、このような事情があったためであった。

　汗をふきふき福地の前にあらわれた勇は、半年間木刀をもたなかった理由を述べた後で、募に応ずる決意を開陳した。

　ところがその話から、表面はともかく浪士組募集の裏面には、清河八郎の画策があることが福地にはよく感じ取れた。福地はかねがね清河を危険分子とみなしている上に、よそからもその軽薄才子ぶりを聞いていたから、少し注意してかかった方がよいという意味のことを勇に告げた。その時の勇の答えはこうであった。

「いや、貴公だからこそ、そこまで言ってくれる。したが清河がこれまでなせし所を見ると、どれもこれもその才にまかせて（略）無理押しをしたあとが歴然と見える。──むこうは才で来る。この方は誠実を以てこれに向う。──は、は、は、けだしおしまいには、軍配がいずれにあがるものであろうかね」（『新選組剣豪秘話』）

　こういって、ゆとりをもって哄こう

 笑しよう

 した勇の姿には、すでに清河ごときは眼中にないという自信があふれていたという。

　要するに、この時までに勇は清河の人となりをすっかり見抜いていたのである。それにしても勇は、どうして清河という男の性質を知っていたのだろうか。これには諸説あるのだが、以下代表的なものだけ紹介しておこう。

　まず鹿島淑男『新選組実戦史』は、ふたりの交わりを次のように説明している。

　──ある夜道で、勇が二、三十匹の野犬の群れに囲まれてしまったことがあった。二、三匹切り捨ててみたものの、ほかの野犬は逃げようともしない。そこで勇は刀を鞘さや

 に納めると、野犬の群れの中に不動の姿勢をとって佇ちよ

 立りつ

 した。犬どもはなおもしばらく吠えたてていたが、みじろぎもせぬ勇の姿に吠え飽きて、いつのまにかどこかへ行ってしまった。

　その姿を遠くから眺めていた清河が、すっかり感服して勇を小料理屋に誘った。これをきっかけとしてふたりはじっこんの間柄となった。勇が浪士組の募に応じたのは、このような交わりがあったためである──。

　また『新選組剣豪秘話』は、次のように述べている。

　──ある日、土方歳三の主催で、各自自慢の愛刀の斬れ味を見るべく死体試し斬りの席が設けられた。その際、清河も愛刀「がんまく」を持って参会した。それが機縁となって土方・近藤勇と清河との間に友ゆう

 誼ぎ

 が結ばれていたのである──。

　しかし私は、これら二説に信じがたいものを感じる。何よりも、尊攘激派の急先鋒である清河と年来親しく交わっていたのなら、勇の佐幕思想が終生不変であったことを説明できない。右の二説は、いずれ袂たもと

 を分かつことになる両雄の、劇的な出会いを想像した者の作った挿話であろう。本書が、浪士組募集の報は永倉によって持ちこまれた、という説を採用するゆえんである。

　ともかくもこうして近藤勇と門人・食客たちは、浪士組に加入することとなった。佐藤彦五郎が勇から相談を受け、義弟土方のほかに井上源三郎、佐藤房次郎ほか八名を推挙したというのもこのころのことである。

　幕府側は、集まってくる浪士たちの数を五十人と見こみ、ひとりあたり五十両、計二千五百両の支度金を用意しておいた。

　ところが、である。文久三年二月四日、小石川の伝通院に集合させてみると、何と三百人以上もいるではないか。その扱いに困りはてて、松平主税介は浪士取扱いを辞任してしまう。

　後任には鵜う

 殿どの

 鳩きゆう

 翁おう

 と前御納戸役の中条金之助とが任命された。鵜殿は、米使応接掛がかり

 、ハリス上府用掛、蘭国（オランダ）理事官参府用掛などを歴任した人物だから、今でいえばベテラン外務官僚といったところだろう。

　そのような外務官僚が、浪士取扱いに任命されたのはどうしてか。おそらく幕府要人の目には、浪士たちは外国人同様何を考え、何をしでかすかわからぬ者たちと映っていた。それらの突発事に対応できるのは、長く外国人に接する経験をもった者である……。

　浪士たちに対する幕府の不安感が、何ともよくあらわれた人事である。

　鵜殿・中条の補佐役たる浪士取締役には、旗本の鉄てつ

 舟しゆう

 山岡鉄太郎、松岡万よろず

 その他が任じられた（「浪士取締役廻かい

 状じよう

 留どめ

 」）。

　山岡鉄舟は、のちに無刀流の創始者となる剣豪である。中条・山岡という名高い剣客を起用したのも、万一のことを慮おもんぱか

 ってのことにほかならない。

　翌二月五日、ふたたび伝通院に集結した浪士たちに、鵜殿は支度金の不足を告げてこう言った。

　──諸君は尽忠報国の士である。今さら手当ての多い少ないによって気持が変わるということはないだろうと信じるけれども、もし不平のある者は、遠慮なく引きあげよ。

　そんな一幕ののち、伝通院に踏みとどまったのは二百三十四人であった。

　彼らは約三十人ずつ七組に分けられ、それがまた九ないし十人ずつ三隊に分けられて、そのひとつひとつに隊長が置かれた。取締役の下には取締役付属十二名、狼ろう

 藉ぜき

 者もの

 取とり

 押おさえ

 役やく

 十四名、取締役手て

 付つけ

 三名、取締役並ならびに

 出しゆつ

 役やく

 付三名、先番役割三名を置いた。

　狼藉者取押役という役職があったのはおかしいが、この時勇は先番役割に選ばれている。これは道中の宿の手配を担当する職務で、総務課長といった役どころである。浪士組参加の初め、勇は平隊士にすぎなかったとする人が少なくないが、この定説が誤りであることは「浪士取締役廻状留」によって知れるのである。

　問題の清河八郎は組外無所属として実権を握っていたので、この「廻状留」には名をつらねていない。











 
 京都への旅








　文久三年（一八六三）二月八日、ついに浪士組は風雲の京都をめざして出発した。

　そのいでたちがすさまじかった。髷まげ

 ひとつをとってみても、総髪の者、野郎坊主の者などてんでんばらばら。身につけた衣服も、木綿の無地の羽織、小こ

 袴ばかま

 、伊賀袴、野袴、または半天、股もも

 引ひき

 、割り羽織などを着用していた。半天に股引姿の者もいるのは、浪士の中に甲州の祐ゆう

 天てん

 仙之助という博徒が二十数人の子分をひきつれて参加していたからである。

　中には早くも鎖かたびらを着こみ、白木綿筋金入りの鉢巻をつけるという、臨戦体勢の者もいた。逆に金無む

 垢く

 の大小を帯びた豪ごう

 奢しや

 な身なりの者もいる。

　刀だけは皆長剣を帯びており、そのほかにそれぞれ手て

 槍やり

 、半弓、陣太刀などの得物を手にしていた。さらにその上に陣じん

 笠がさ

 や網あ

 代じろ

 笠をかぶって蓑みの

 や蓙むしろ

 を背負い、めいめい腰に兵ひよう

 粮ろう

 を下げている。中には虎の皮や鹿皮をまきつけている者もあれば、およそ一斗も入ろうかという大びょうたんを背にしている者もふたりほどいる。特に目立つのは紋付羽織姿の二十人ばかりの一団だったが、これは水戸天狗党くずれの者たちであった（平尾道雄『定本新撰組史録』）。

　これを見送った伝通院前の住人のひとりは、実に勇ましい有様だったと感想を書き留めているが、勇ましいというよりも烏う

 合ごう

 の衆という印象である。

　それはともかく、近藤勇をはじめとする試衛館の一統は、どんな恰かつ

 好こう

 をしていたのだろうか。

　勇は小島鹿之助から鎖かたびらを贈られていたから、それを早くも着こんでいたのだろうか。少なくとも所持品の中にしのばせていたのは間違いない。原田左之助は、得意の槍を抱えていたであろう。土方は例の健脚に任せて、さっそうと歩き出したか。

　ところで彼らは、どのような隊にふりわけられていたのだろうか。勇は先番役割だからどの隊にも属さなかったが、山南敬助、沖田総司、永倉新八、原田左之助、土方歳三、藤堂平助の六人は六番隊の中の西恭助組。井上源三郎や佐藤房次郎は、三番隊のうちの新にい

 見み

 錦にしき

 組に配属されていた。西恭助組には、水戸天てん

 狗ぐ

 党とう

 くずれで芹せり

 沢ざわ

 鴨かも

 の同志である平山五郎、野口健司、平間重助などが一緒である。新見錦は、芹沢鴨の右腕と目されている人物であった。

　要するに、のちに対立することになる試衛館グループ（近藤・土方派）と、水戸天狗党グループ（芹沢・新見派）とは、旅の初めから顔をつきあわせねばならない皮肉な運命にあったのである。

　彼らの旅姿を、島崎藤村の大作『夜明け前』によって眺めてみよう。





　明ければ文久三年だ。その時になって見ると、東へ、東へと向っていた多くの人の足は、全く反対な方角に向うようになった。時局の中心は最早江戸を去って、京都に移りつつあるやに見えて来た。（略）

　将軍上洛の日も近いと聞く新しい年の二月には、彼は京都行の新撰組の一隊をこの街道に迎えた。一番隊から七番隊までの列をつくった人たちが雪の道を踏んで馬ま

 籠ごめ

 に着いた。（略）一道の達人、諸国の脱藩者、それから無頼な放浪者なぞからなる二百四十人からの群の腕が馬籠の問屋場の前で鳴った。





「一道の達人、諸国の脱藩者、それから無頼な放浪者なぞ」──要するに「烏合の衆」が、雪の難所を黙々と旅してゆくさまが目に見えるようである（「新撰組」とあるのは浪士組の誤り）。

　浪士組は、馬籠のような宿場に泊まる時も歩行中も厳しい道中心得を守るよう申しつけられていた。例えば次のように。





一、宿場小休ハ昼（の）後一度、其その

 余よ

 ハ野の

 休やすみ

 ノ事

一、馬、駕籠ヘ乗リ候節、松岡万ヘ相断ことわ

 リ申スベシ、断リナク問屋場ヘ直談（するの）ハ堅ク停止ノ事（二月一一日の廻文より）

火の用心の儀、休泊は勿論、往来小休の節たりとも厳重（に）相慎み、粗そ

 忽こつ

 これなき様よう

 心得申すべく候（二月一五日の覚おぼえ

 より）





　しかし、このような度重なる注意にもかかわらず、道中ではさまざま波乱が起こった。

　最初の悶もん

 着ちやく

 は早くも道中三日目、一行が中なか

 山せん

 道どう

 の本庄宿に着いた時に始まった。近藤勇が先番役割に任じられていたことはすでに述べたが、彼もその同役の池田徳太郎という者も、まだ慣れない仕事のこととて、うっかり三番隊の組頭芹沢鴨の宿の手配を忘れてしまったのである。

『新撰組顚末記』によって、この時の様子を見よう。





　芹沢は一徹短虜の男で平素尽じん

 忠ちゆう

 報ほう

 国こく

 の士芹沢鴨と刻書した三百匁もんめ

 （約一・一キログラム）の大鉄扇を離さず、粗暴の挙動ある有名な壮士、さァ宿がないというので大立腹で、きゅうに三番組の隊員を集め野陣を張るといいわたし「大かがり火をたくから驚くな」と宿中に触れだした。

　まもなく本庄宿の夜は天を焦がさんばかりの大かがり火に照らされものすごいような光景となった。芹沢は怒気を含んで結束のまま床しよう

 几ぎ

 に腰をかけにがりきっているところへ近藤と池田がとんできて、

「芹沢先生、まことにわれら両人の手落ちでお宿のもれたるだん平ひら

 にお詫わ

 びもうす。すぐさましかるべきところへご案内もうすによってかがり火だけはおとり消しねがいたい」と申込んだ。

　そこへ宿役人がなんの理由あって大かがり火などをたくか、そうそうとり消せと威い

 丈たけ

 高だか

 になって怒鳴る。それがまた芹沢のかんしゃくにさわってやにわに例の鉄扇を振りあげ宿役人を殴り飛ばした。役人はその場に卒倒したが芹沢は平気な顔して見向きもしない。とかくするあいだに近藤らは芹沢の宿をきめて案内するので行ってみると三番組云々という札がたっている。芹沢はこれを見るとものもいわずその札を削って一番組と書きなおして座敷に通った。

　この傍若無人の仕打ちに取締り方からどういう次第かと問い合わせると芹沢は、

「不肖ながら芹沢は公儀御役に仕えるについてはけっして人後に落ちずかならず一番がかりを覚悟してござる。拙者をなにとぞ一番組の組くみ

 頭がしら

 にしてちょうだいしたい」というんできかない。ついにむりやりに一番組の組頭になってしまった。





　何とも無茶な男だが、それにもまして興味あるのは近藤勇の彼に対する態度である。日頃は自分が「先生」と呼ばれていたのに、あえて乱暴者を「芹沢先生」と呼び、平身低頭するばかりであったことから、後に芹沢憎しの念に燃えた試衛館グループの悪感情はこの事件をきっかけとして発生した、と説く人は多い。それも確かに一理ある見方であろう。

　しかし、ただそれだけのことだろうか。私には、この事件はもっと大きなものの引き金となったように思えてならない。

「廻状留」を見ると、二月二十七日つまりこの事件から十六日目に、近藤勇は芹沢のあとを襲って組頭に抜ばつ

 擢てき

 されている。先番役割という総務課長のような仕事から一足とびに実働部隊のトップとなったわけで、これは鵜殿・山岡らが近藤勇の力量を高く評価しはじめたことを物語っている。芹沢の傍若無人なやり方に対して一切言い返したり激げつ

 昂こう

 したりせず、ひたすら恭順を装い下手に出て、ことを荒立てなかった手腕を見こんだのである。

　なぜ私がそう思うかという点については、次の記述を見ていただきたい。道中十二日目、二月二十日のことである。





　こんなありさまで道中をすすめ加納宿にはいると山岡鉄太郎は芹沢を呼んで、自分は辞職のうえ江戸に帰ると言いだした。さすがに無法のかれもこれにはすくなからず驚いた。そして、

「これはまた意外の御心中、なにか拙者のわがままについてさようのことにいたさるるのか」と聞くと山岡は、

「いかにもさようでござる」と答えた。

　そこで芹沢は考えた。これはご勝手になどと山岡を江戸へかえすと役目の落度というのでかならず切腹してはてるにちがいない。国家多事のこんにち、山岡のような名士を失うのは私事でないと気がついたので、芹沢も閉口してしまい、

「それなら拙者は組頭をやめてなにごとももうさず上じよう

 洛らく

 するによって、なにとぞ貴殿の江戸帰還は思いとどまられたい」と山岡をなだめた。（『新撰組顚末記』）





　芹沢が組頭の職を離れ、取締役並出役付となったのはこれ以後のことである。

　山岡は、こうして我を張りがちの芹沢を組織を乱す者として隊外に出す一方、近藤を隊外の仕事（先番役割）から隊を司る職へと引き上げたのであった。

　ここで私は、佐藤源五郎の談話を思い出す。

「勇は他流試合の浪人などは、殊に手厚くもてなして帰した。中には無作法なものもやってきたが、いつもにこにこして腹を立てる様子もなかった」

　という、あの談話である。

　試衛館の道場主としてさまざまな人間に接してきた経験のある勇は、思うに芹沢のような「無作法なもの」をもてあつかう術を心得ていたのである。道場主は、「無作法なもの」ともうまく応対しつつ、内にあっては門人・食客たちの面倒を見てゆかねばならない。組織を束ね、運営・統率してゆくにはどうすべきかを、おそらく彼は知っていた。

　以上のような意味で、この芹沢による大かがり火事件は芹沢暗殺の遠因となったというよりも、むしろ近藤勇が組織の長たるにふさわしい度量の持ち主であることを初めて垣間見せた出来事といえる。

　旅の途中には、ほかにもさまざまなことが起こった。山南敬助が目付役に、

「貴公の組は乱暴だ」

　といわれ、

「何が乱暴だ！」

　と烈火のように怒ったという逸話も伝えられている。

　しかし、そのような山南も近藤勇には逆らわない。そのような関係を見ていれば、近藤勇の評価はじわじわと高まる一方であったろう。

　こうした波乱をふくみながら、浪士組は京に近づいていった。京に着いたのは二月二十三日未明。江戸を出て十六日目のことであった。











 
 浪士組分裂








　浪士組は、洛らく

 外がい

 の壬み

 生ぶ

 村に分宿した。壬生村は、正しくは葛かど

 野の

 郡ごおり

 朱雀すざく

 野の

 村字壬生。現在の京都市中京区壬生である。

　鵜殿、山岡らは前川荘司邸に旅装を解いた。清河、池田らはその隣の新徳寺に、芹沢らの天狗党グループと近藤らの試衛館グループは、それと小道をはさんで向かい側の八木源之丞邸に。

　だが彼らは、ゆっくりと旅の疲れを休めることはできなかった。京に着くのを今や遅しと待ちかまえていた清河八郎が、その夜のうちに浪士全員に呼集をかけたからである。

　何事かと新徳寺本堂に集まった浪士たちの前に進み出た清河は、鵜殿ら役人の存在など目に入らぬかのように一世一代の弁舌をふるった。

「京へ来たのは、近く上洛あるべき将軍家茂公の守護とは只ただ

 名のみの事であって、その真実は、ただただ尊王攘夷の先鋒たらんとするにあるのである。即ち直ただ

 ちにわれわれの意のあるところを天聴に達する必要がある」（子母沢寛『新選組始末記』）

　新徳寺の住職夫人によれば、同寺本堂は法事の際二百人以上を収容することができるという。しかし、この時本堂に会したのは二百五十人からの人数である。遅れてきた者は廊下にはみ出し、立って清河を見詰めていたであろうし、最前列に着座した者は、手を伸ばせば触れる距離にいたはずである。清河を抜き打ちに斬き

 ろうとすれば刀の届く間合なのだから、清河の方も油断はできない。

　万一の抵抗にそなえ、愛刀を引き寄せつつ右のように弁じた彼は、最後に、

「もとより御異存は御座るまいな」（同）

　と眼光するどく一座を睨にら

 みまわした、と子母沢寛は空想を混じえてのことであろうがなかなかうまく書いている。

　鵜殿、中条、山岡らは心中「図られた！」と叫んだかも知れないが、時すでに遅かった。清河は右のような論理による尊王倒幕の建白書をすでに準備しており、翌二月二十四日には浪士一同の名でそれを学習院に上呈してしまうのである。

　電光石火の早業だが、それにしても誰一人表立って「それでは話が違うではないか」と異を唱えなかったのは興味深い。

　島崎藤村は、これらの一団は「一道の達人、諸国の脱藩者、それから無頼な放浪者なぞ」と書いているが、内実は「無頼な放浪者」がほとんどで、無学文盲の者が八割以上に達するほどなのだった。つまるところ尊そん

 王のう

 と佐幕の区別もつかず、清河の懸けん

 河が

 の弁に茫ぼう

 然ぜん

 と聞き入るうちに大勢が決してしまった、というのが実情であったろう。

　多少の曲折の後、この建白書は異人嫌いの孝こう

 明めい

 天皇の叡えい

 聞ぶん

 に達し、同月二十九日、清河たちは天皇および関白鷹たか

 司つかさ

 輔すけ

 [image: 凞]
 ひろ

 から攘じよう

 夷い

 の勅ちよく

 諚じよう

 と達しとを受け取った。彼らが、我がこと成れりと感涙にむせんだのはいうまでもない。

　ところで、そのころ幕府と朝廷とがともに頭を悩ましていたのは、生麦事件をどう処理するかという問題であった。生麦事件とは、次のような事件である。

　さる文久二年（一八六二）、すなわち浪士組上洛の前年五月に、薩摩藩にあって国こく

 父ふ

 と呼ばれている島津久光は勅使大原重しげ

 徳とみ

 に従って江戸に下り、公武合体の線に沿って国事周旋につとめた後、八月二十一日、ふたたび京に戻ることになった。あの寺田屋事件から、約四カ月後のことである。

　島津久光の従士四百余人、隊たい

 伍ご

 を整えてしゅくしゅくと進んでゆく。品川、川崎を過ぎ、午後八つ刻どき

 （二時）ごろ、武蔵むさしの

 国くに

 橘樹たちばな

 郡ごおり

 の鶴見川の河口右岸にある生麦村にさしかかった。

　その時たまたま、神奈川方面からイギリス人が四人、アラビア馬に乗ってやってきた。上海在留の商人リチャードソン、香港在留商人の妻ボロデール、横浜在留の生糸商マーシャル、そして横浜のハード商会員クラークである。

　リチャードソンは観光のため横浜に滞在中で、この日は川崎大師を見物しようと前記三人とつれだって出かけてきたところであった。横浜在留外国人は、「東海道を馬で遠乗りして川崎で弁当を食べ、夕方になって帰宅する」ことを最大の行楽としていたのである（アーネスト・サトウ『一外交官の見た明治維新』）。

　しかし彼らは、不幸なことに日本の風習を知らなかったから、久光の行列に出会っても下馬してこれを避けようとしない。しかも言葉がわからないため、久光の従士が退去せよ、と命じてもどうしていいかわからなかった。

　そうするうちにも、久光の乗った長棒引戸の乗物はどんどん彼らに近づいて来る、ここに至って供頭の奈良原喜左衛門は外人の無礼を憤り、咄とつ

 嗟さ

 に一刀をふるって先頭のリチャードソンに斬りつけた。

　奈良原喜左衛門は、寺田屋における上意討ちの際に鎮ちん

 撫ぶ

 使し

 として派遣された喜八郎の兄で薬やく

 丸ま

 自顕流の達人である。

「チェスト！」

　追いすがった奈良原は、飛び上がりざま猿えん

 叫きよう

 と呼ばれる独特の気合を発し、リチャードソンの肩口を逆袈け

 裟さ

 に斬った。さらに着地した体勢から燕つばめ

 返がえ

 しに脇わき

 腹ばら

 を斬り上げる。

　瀕ひん

 死し

 の重傷を負ったリチャードソンは必死で馬首を巡らし、一町（約一〇九メートル）余り走らせた。

　その前方にあって彼を迎え討ったのは、鉄砲組の久く

 木き

 村むら

 利とし

 休やす

 十九歳。これも薬丸自顕流をよくつかう久木村は、奈良原とまったくおなじ所作で肩を斬り下げ、返す刀で脇腹を斬り上げた。脇腹の傷を押さえていたリチャードソンの左手首ももろともに斬られ、皮一枚でぶらさがるだけになる。彼の馬はそのまま十町ほど駆けたが、リチャードソンは二人の剣の達人に斬られて心気もうろうとなり、内臓を傷口からはみ出させた姿でどっと落馬した。

　さらに追いすがった有村武次（のちの海か

 江え

 田だ

 信義）が、武士の作法通り、その心臓にとどめを刺す。

　これを見るや、久光の従士数人も刀を抜きつれて他の三人に迫った。ためにマーシャル、クラークの両名も負傷したが、辛うじて米国領事館に逃げこんだ。女を斬るのは刀の汚れとされていたためボロデールのみはわずかに難をのがれ、心神喪失のていで横浜居留地にたどりついた。

　イギリス政府は駐日代理公使エドワード・ニールの報告によって生麦事件の全ぜん

 貌ぼう

 を知るや、たまたま帰国中だったラザフォード・オールコック駐日公使の意見を徴した上で、幕府に賠償金と謝罪状の提出を要求。薩摩藩に対しても犯人たちの死刑と賠償金の支払いとを要求し、もし拒絶されれば海軍と協議の上、有効適切な返報をする、と強硬に申し入れた。

　あけて文久三年二月、江戸で浪士組の募集がはじまったころ、イギリスの軍艦は続々と横浜港に入り、その数ついに十二隻に及んだ。うち七隻はその四カ月後には鹿児島へ回航され、薩英戦争を戦うことになる。

　しかし清河八郎が壬生の新徳寺で仮面を脱いだころ、まだ尊攘派の志士たちは鹿児島で洋よう

 夷い

 との戦争が起こることになろうとは思っていない。彼らはすべて、洋夷がまたしても黒船をつらねて横浜に脅しをかけにきた、よし返り討ちだ、と一斉に横浜を目ざしつつあった。

　清河の謀略にはめられたことを知った老中板倉勝静は、早速その風潮を逆用しようと考えついた。倒幕派に寝返ってしまった浪士たちを京都に残しておいては危険だから、攘夷は横浜でおやり下さい、とばかり彼らを江戸へ追い返してしまおうとしたのである。

　清河自身も横浜での攘夷決行を朝廷に願い出ていたので、二月三十日には早くも浪士組に東とう

 下か

 を命じる勅ちよく

 諚じよう

 が下った。出発の日は三月十三日と決定する。

　ここに面白くないのは、八木邸に投宿している試衛館グループ、天狗党グループの面々である。まず芹沢が音頭をとって両グループを集め、

「おのおの、清川ママ

 がこのたび江戸へ帰るともうすがわれら京に花を見にはまいりもうさぬ。尽忠報国攘夷の目的を貫徹せぬにこのまま東下するとはいかんのこと。拙者これには不同意でござる」（『新撰組顚末記』）

　と長口舌をふるった。一同も早速これに同調したので、試衛館グループと天狗党グループとは大同団結して反清河派を結成することになった。

　しかし中には、清河の言い分を聞きたいという者もいる。そこで一同は、ある夜、大挙して新徳寺に出かけることにした。

　彼らの前にあらわれた清河は、大略次のようなことを述べた。

「お聞きおよびもござろうが、このたび例の生麦事件で英国は強硬な談判をはじめ、しだいによっては軍艦をさしむけるとまで脅迫している。われらもとより夷い

 狄てき

 をはらう急先鋒にとぞんずるにより、まず横浜にまいって鎖国の実をあげ、攘夷の先駆をいたさんしょぞんでござる」（同）

　倒幕のことについても言及したという記録がないのは、押しかけてきた人々が佐幕思想の持ち主であることを知っており、清河が口を慎んだためだったのか。

　しかし芹沢は、もってのほかという表情で答えた。

「これは清川氏のおことばともぞんぜぬ。われらうけたまわるにいまだ天朝よりご沙汰なきのみか、将軍家にも東下（上京の誤り）がない。先駆とはもうせそのうえにてもけっしておそくはござるまい。それともしいて江戸へたたれるにおいては、われら同志十三名だけは京にのこりもうす」（同）

　芹沢は、将軍家守護の名目で上京してきた浪士組が、将軍家茂をほうり出して京を離れるとはおかしいではないか、と清河を難詰したのである。

　近藤勇もこれに同調した。

　清河はむっとして満面に朱を注ぎ、刀を取って柄つか

 に手をかけた。だが、まアまアと周囲の者になだめられ、畳を蹴け

 って席を立ってしまった。一度は清河の謀略に乗せられた芹沢・近藤グループが、一矢を報いた光景がこれであった。

　残留組の芹沢・近藤たちは、清河一派と訣けつ

 別べつ

 してすぐに、鵜殿鳩翁その他のはからいで京都守護職として京の治安を守っている会津藩主松平容かた

 保もり

 のお預かりとなることができた（三月一〇日）。

　不ふ

 逞てい

 浪士の激増にともない、京都所司代や町奉行所だけでは押さえがきかなくなったために設置されたのが、京都守護職である。文久二年八月、同職に任命された松平容保は、同年十二月に会津藩の精鋭一千人をひきいて上京し、東山黒谷の金こん

 戒かい

 光こう

 明みよう

 寺じ

 を本陣としていた。

　そこへもってきての生麦事件である。幕府の返答の遅れに業を煮やしたイギリスは、大坂に艦隊を派遣し、そこから直接京に出向いて朝廷と談判しようという気配を見せていた。京都守護職としては、攘夷発令の地に外夷に乗りこまれては顔が立たない。万一の場合に備えていたところに、残留希望の浪士たちがやってきたのである。会津藩お預かりの名目の下、彼らを京都守護職配下の別働隊に任ずることに否やはなかった。

　彼らが八木邸の前に「壬生村浪士屯とん

 所しよ

 」と看板を掲げたのは、この文久三年三月十日以降のことである。その同志十三名の名前と肩書は次の通り。





　水戸浪士芹沢鴨、御府内浪士近藤勇、近藤勇門人土方歳三、伊予松山脱藩原田左之助、御府内浪士藤堂平助、水戸脱藩野口健司、同新見錦、仙台脱藩山南敬助、白河脱藩沖田総司、御府内浪士井上源三郎、水戸脱藩平山五郎、同平間重助、松前脱藩永倉新八。（永倉「同志連名記」）





　また鵜殿は、これら十三名以外にも残留希望があれば彼ら同様会津藩お預かりとする旨を発表し、浪士組の殿との

 内うち

 義雄、家いえ

 里さと

 次郎を指名してさらに同志を募集させた。

　あらたに募に応じた者は、殿内、家里両名のほか根岸友山、佐伯亦三郎、[image: 〓]
 藤一はじめ

 、遠藤丈庵、粕谷新五郎、上城順之助、鈴木長蔵、阿あ

 比び

 類る

 栄三郎ほか一名。前述の十三名とあわせて、計二十四名の所帯となった。

　京都守護職および残留浪士たちにとっては、まずはめでたしめでたしである。しかし幕府としてみれば、めでたいどころの騒ぎではない。屋台骨が揺らいでいるのをいいことに幕府を嘲あざ

 笑わら

 うような挙に及んだ清河は、まさに八つ裂きにしてもあきたりない。

　志士たちも、対立思想の持ち主を闇やみ

 討う

 ちにすることを快挙と思いこそすれ恥じてなどはいない時代である。三権を握っている幕府にしてみればなおさらであった。これが安政年間以前に起こった出来事なら、清河は即座に投獄され、あらゆる罪状を押しつけられてさっさと首を斬られていたことだろう。

　しかし、桜田門外の変以来もはや幕府は倒幕派の動きを抑制しきれなくなっている。はではでしく清河を逮捕したりすれば、それが引き金となってどんな暴動が起こるか知れたものではない。

　そこで板倉勝静は、鵜殿鳩翁を介してあらたに浪士を募集する一方、京都守護職松平容保を通じ、芹沢・近藤グループにひそかに清河暗殺を指令した。これが、彼ら壬生浪士たちに与えられた最初の任務となったのである。

　芹沢・近藤らが会津藩お預かりとなったのが三月十日、清河らが京を去るのは同月十三日のことだから、壬生浪士たちにとって時間的余裕はあまりなかった。事実、彼らは暗殺には成功しなかったのだが、一度だけ絶好の機会に恵まれたことがあった。

　十一日の夜か十二日の夜のことかはっきりしないが、ともかく清河がかねて親しい山岡鉄舟とふたりで大仏寺に出かける、という情報が屯所に入ってきた。

　その帰途を待ち伏せて闇討ちする、と衆議は一決。十三名を二手に分かち、芹沢は新見、山南、平山、藤堂、野口、平間の六人を従えて四条通り堀川に待ち伏せすることになる。近藤は土方、沖田、永倉、原田、井上の五人と共に仏光寺通り堀川に待機した。

　近藤たちが立てた作戦はこうである。ふたりが通りかかったら、まず永倉新八が飛び出し、

「お手向いはいたさぬ、暫時御容赦！」

　と叫びつつ山岡を背後に引きずり倒す。それを合図に他の五人が飛び出して、一気に清河を斬ざん

 殺さつ

 してしまう。

　佐幕派の志士として名を挙げる初めての機会だったから、彼らが武者ぶるいして待機したであろうことは想像にかたくない。

　しかし、目ざす清河は北ほく

 辰しん

 一刀流の使い手であり、他に抜刀術を修めている。また彼と同道の山岡は、すでに記したように後に無刀流を創始するほどの一代の剣豪。浪士取締役となる前は、千葉周作の推薦により講武所世話役をつとめていた人物である。

　そのような剛の者だけに、同行者が斬ざん

 撃げき

 されるのを傍観するようなことは考えられない。さらに近藤たちとしてみれば、幕臣たる山岡に手傷を負わせることは許されない。

　そこでまず山岡を引き倒しておいて、という苦肉の策を考え出したものだろうが、成功する可能性のうすい計画であった。しゃにむにこのような計画を立てたのは、立案から実行まで、時間的余裕がなかったためでもあるだろう。

　しかし幸か不幸か、清河と山岡は、近藤らの待ち伏せしている仏光寺通り堀川の通りを選ばなかった。ふたりは、帰途を芹沢らの伏せている四条通り堀川にとったのである。

　芹沢の方は、何しろ血の気の多い狂暴な男だから綿密な計画など立てていない。みずからが音もなく清河の背後に忍び寄り、たばさむ愛刀を一いつ

 閃せん

 すればそれで決まる、と信じている。

　ところがいよいよふたりが近づいてき、刀に反りを打たせてその鯉こい

 口くち

 を切ろうとした時、芹沢はあることに気づいてはっと身を退かせた。

　山岡は幕府から与えられた、道中どこで兵を募ってもよいという御朱印を肌身離さず身につけている。その御朱印に刃を向けては、こちらが逆賊になってしまう。それに気づいた芹沢は、とうとう刀を抜くことなくふたりをやりすごしたのであった。

　以上はおもに『新選組始末記』、『新撰組顚末記』の記述に従ったが、清河暗殺未遂事件には諸説あり、鹿島淑男『新選組実戦史』などは実戦部隊は芹沢と近藤の二人だけであったとしている。まず夜陰に乗じて近藤が清河と山岡に肉薄した。行動を起こした瞬間、近藤は山岡が御朱印を所持していることを忽こつ

 然ぜん

 と思い出した。

　だがもう身体が止まらない。抜き打ちしないまま清河に身体をぶつけ、そのまま闇に紛れて逃げ去った。壬生村へ戻って来ると芹沢が、

「あの仕損じは何としたことか」

　と喰ってかかる。その理由を近藤がとうとうと弁じ立てると、さしもの芹沢も口をつぐんだ、というのである。

　しかし、この点においても鹿島淑男の記述は信じがたい。すぐれた剣客ふたりを襲うのに、おなじふたりだけをもってするのは暴ぼう

 虎こ

 馮ひよう

 河が

 の類だし、何よりも当の永倉新八が、自分は山岡を引き倒す役割だったと証言しているからである。

　ともかくも、こうして清河は山岡の朱印のおかげで危い命を助かった。だが彼の命脈は、もうほとんど尽きかけている。幕府は壬生浪士たちの失敗により、清河を京で始末するのは無理と判断したものの、暗殺そのものにはますます執念を燃やすようになった。改めて浪士取締役並出役として上京してきていた佐々木只三郎その他に、東下途中で彼を暗殺するよう厳命を下した。

　幕臣の佐々木只三郎は会津藩士の家に生まれて佐々木家を継ぎ、小太刀の名手として名を馳は

 せた男。のちにふたたび上京して京都見廻組与よ

 頭がしら

 となり、坂本龍馬、中岡慎太郎の襲撃を指揮する人物でもある。

　しかしこの佐々木をもってしても、清河が京を立った三月十三日から江戸に着いた二十八日までの道中に、隙すき

 を見出すことはできなかった。

　江戸に舞い戻ってからの清河は、「攘夷先鋒」を名目に府内の豪商を襲って軍用金を調達するという暴挙を重ねる。その軍用金をもってさらに同志を集め、ふたたび横浜を鎖港した上、大久保忠ただ

 礼のり

 の居城である小田原城を占拠し、京都に潜伏する尊攘激派の志士と呼応して倒幕の兵を起こす、というのが彼の青写真であった。

　しかし、運命の四月十三日はもうそこまで来ていた。

　この日清河は、風邪をおして麻布一の橋にある出羽上ノ山藩の江戸上屋敷を訪ねた。その長屋内に住まう金子与三郎に会う約束があったためである。

　金子の長屋を出たのは七つ刻（午後四時）すぎであった。

　すると前方からやって来た二人の武士が、

「やあ、清河先生」

　と声をかけてきた。見るとひとりは佐々木只三郎である。ともに京に旅した間柄であるから、後に袂たもと

 を分かったとはいえお互いに顔を忘れるはずはない。

「おう」

　と清河も会釈を返した。だが佐々木は陣じん

 笠がさ

 を取り、いやにていねいに深々とお辞儀をする。やむなくそれにあわせるべく、清河も左手で陣笠を取った。

　その間に清河の背後に肉薄して来た四人の刺客がいる。一斉に白刃を抜きつれた彼らは、清河を逆袈け

 裟さ

 に斬った。初太刀は左の肩先一、二寸のところから入って首筋を半ばすぎまで斬り下げた。

「残念！」

　と叫んで倒れ伏したところを喉のど

 にとどめを刺され、一代の策士はここに絶命した。享年三十四。

　人の殺し方を讃美する気はさらさらないが、佐々木らの方法には熟考された跡が見える。上意討ちの使者である彼らの側からすれば、殺すべき対象と自分たちとを、ともに生死五分五分の立場に置く必要はない。みずからはでき得るかぎり安全な立場を守りつつ、確実に相手を討ち果たせばそれでよい。

　そう考え、熟慮を重ねた結果であろう。まず佐々木は清河に陣笠を取らせることによって、彼の手が佩はい

 刀とう

 から遠ざかるように工夫した。

　そこへもってきて、背後からの斬撃である。もし仲間が初太刀をしくじり、清河が背後をふりむいて切り結ぼうとしたとしても、今度はその背中が佐々木の目の前に来ることになる。剛剣をもって知られる神道精武流の免許皆伝、天下無双を謳うた

 われた彼の小太刀が、間合の中に入った無防備の背を仕損じることなどはあり得ない。

　奇策によって幕末の風雲に乗じようとした清河八郎は、かくて佐々木たちの謀計のもとに斃たお

 れた。

　その後幕府のとった行動は、珍しく迅速だった。清河の同志三十八人を捕縛して諸藩に禁固するや、二日後の四月十五日には東帰してきていた浪士組の残余を新徴組と命名。庄内藩の監督下において、江戸府内の警備にあたらせることにしたのである。その際にまた一ひと

 悶もん

 着ちやく

 あったという話は聞かない。

　ほぼ二カ月間のうちに、佐幕→尊攘（倒幕）→佐幕と周囲のいいなりに揺れ動いた多くの浪士たちがいたという事実は、やはり注目に値する。彼らを日和見主義というような、一九七〇年代にはやった学生運動用語で批判する気は私にはない。彼らもまた、理解不能な大転換期の波に吞の

 まれた時代の子なのであった。
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　目をふたたび京都に戻そう。芹沢・近藤をはじめとする二十四人の浪士たちが会津藩お預かりとなることによって、浪士組の分裂騒ぎは決着を見た。小事が片づいた以上、残留浪士たちの目は当然、京都の大状況に向けられることになる。

　彼らの上洛が将軍警固を目的とするものであることはすでに述べたので、ここでは徳川十四代将軍家いえ

 茂もち

 の上洛前後の京都の情勢から眺めておく。

　徳川家茂のめざすところは、あくまでも公武合体にある。さる文久二年二月、家茂は親ちか

 子こ

 内親王（皇女和かずの

 宮みや

 ）と婚儀をあげた。有あり

 栖す

 川がわの

 宮みや

 熾たる

 仁ひと

 親王の許嫁いいなずけ

 であった親子内親王に、あえて婚約を破棄させてとりおこなわれたこの政略結婚が、険悪化しつつある幕府と朝廷との関係を修繕するためのものであったことは周知の通り。

　安政五年（一八五八）、幕府は朝廷から勅許が下るのを待たずに日米修好通商条約に調印した。尊攘派の人々を悲憤慷こう

 慨がい

 させたこの条約調印以来、朝幕関係は悪化の一途をたどっていたのである。家茂の今回の上洛の目的は、孝こう

 明めい

 天皇に皇女の降嫁をたまわった礼を申し述べ、天下に朝廷と幕府との一体関係（公武合体）を印象づけると共に、尊攘派の牙が

 城じよう

 たる京都にみずから乗りこむことによって彼らの動きを抑制することにある。

　しかし尊攘激派の勢力は、もはやそのような子供だましの示威行動によっては封殺しようもない巨大な潮流となっていた。たとえば文久三年一、二月、芹沢や近藤たちが着京する前に起こった事件を拾っただけでも次のようになる。

　一月二十二日。儒者の池内大学が大坂で暗殺され、首を難なに

 波わ

 橋ばし

 にさらされた。池内はもともと倒幕思想の持ち主であったが、幕府から賄わい

 賂ろ

 を受けて変節したという噂うわさ

 がしきりであった。この時代には、証拠などなくとも噂だけで暗殺されることも珍しくはない。

　一月二十四日。池内の斬り取られた耳が、公武合体派公卿である正親おおぎ

 町まち

 三条実さね

 愛なる

 、中山忠ただ

 能やす

 の屋敷に一つずつ投げこまれた。

「三日のうちに議奏の職を辞さなければ、この耳のようになる」

　という脅迫状が添えられていたので二人は仰天し、三日後、その要求通りに辞任した。特に中山忠能は、親子内親王の降嫁の際、内親王とともに東下したのが憎しみを買う要因となった。

　一月二十八日。やはり親子内親王の供をした賀川肇はじめ

 の家に十余人が白刃をふるって乱入し、賀川を斬殺した。天皇毒殺を謀ったためである、と残された斬ざん

 奸かん

 状じよう

 に記されていたが、これもただの風聞であった。

　二月一日。賀川の遺体から切断した腕を持つ浪士たちが、左さ

 近こん

 衛え

 権ごんの

 少将千ち

 種ぐさ

 有あり

 文ふみ

 と中将岩倉具とも

 視み

 の屋敷にあらわれ、

「これを関白九条尚ひさ

 忠ただ

 や岩倉卿らに披露せよ」

　と迫って、いずこともなく立ち去った。この二人も、内親王降嫁の実現に努力した佐幕派とみなされていたためである。

　このような行為により、尊攘激派の志士たちの勢いは、ますます猖しよう

 獗けつ

 をきわめつつあった。将軍の上洛する三月四日が近づくにつれ、彼らはますます興奮の度を強めた。

　その結果起こったのが、二月二十三日に発覚した足あし

 利かが

 三代木像梟きよう

 首しゆ

 事件である。動いたのは伊予松山の神職・三輪田綱一郎、江戸の国学者・師もろ

 岡おか

 節[image: 〓]
 、鳥取支藩因幡いなば

 鹿しか

 野の

 藩士・仙石佐多雄、信州岩村田藩士・青柳健之助、同脱藩・角田由三郎、備前岡山藩士・野呂久左衛門ら。彼らは二十二日夜、洛西の等とう

 持じ

 院いん

 に忍び入って足利尊氏・義よし

 詮あきら

 ・義満三代の木像の首と位牌とを盗み出し、これを三条大橋の下にさらしたのである。

　その捨て札にいう。





逆賊足利十五代

この者の悪逆は、すでに先せん

 哲てつ

 の弁べん

 駁ばく

 するところ、万人のよく知るところにして、今更申すに及ばずと言えども、この度たび

 、この影像共を斬ざん

 戮りく

 せしめしについては、贅ぜい

 言げん

 ながらいささかの罪状を示すべし。そもそもこの皇国の大道たるや、忠義の二文字をもってその大本とするは、神代以来の御風習なるを、賊徒鎌倉（源）頼より

 朝とも

 世に出で、朝廷を悩まし奉たてまつ

 り、不臣の手はじめをいたし、ついで北条足利に至りては、その罪悪じつに容い

 るべからず。（略）我々不敏なるといえども、五百年昔の世に出でたらんには生なま

 首くび

 引抜かんものをと、拳を握り、切せつ

 歯し

 、片時も止や

 むことあたわず、今こそ不臣の奴やつ

 原ばら

 の罪科を正すべきの機会なり。故ゆえ

 に我々申し合せ、まずその巨賊の大罪を罰し、大義名分を明あか

 さんがため、昨夜等持院にあるところの尊氏はじめ、その子孫の奴原の影像を取出し首を刎は

 ね、これを梟きよう

 首しゆ

 し、いささか旧来の蓄憤を散ずるものなり。

　亥二月二十三日

大将軍織田公により、右の賊統断だん

 滅めつ

 し、いささかは愉快というべし。然しか

 るに、それより爾じ

 来らい

 今世に至り、この奸かん

 賊ぞく

 に超過し候そうろう

 ものあり、この党あまたにして、その罪悪足利氏の右に出ず。もしそれらの輩やから

 、ただちに旧悪を悔い、忠節をぬきんでて、鎌倉以来の悪弊を掃そう

 除じよ

 し、朝廷を補ほ

 佐さ

 し奉り、古昔にかえし、積悪を償うところなくんば、満天下の有志追おい

 々おい

 大挙して、罪科を糺ただ

 すべきものなり。（山川浩『京都守護職始末』）





　この「罪悪足利氏の右に出ず」る輩が、徳川幕府をさしているのはあきらかである。彼らは将軍家茂のかわりに、足利三代の首をさらしたのであった。京都守護職という、いってみれば警視庁長官の地位にある松平容かた

 保もり

 が以後徹底的な尊攘派浪士弾圧策を打ち出すのも、その立場を考えればきわめて当然のことであった。

　このような状況に拍車をかけるていのものであったからこそ、幕府は清河八郎のような存在を許せなかったのである。芹沢や近藤らの京都残留を一も二もなく許可したのも、おなじ理由からのことであった。

　そのような情勢の京都に、将軍家茂はやってきたのである。彼の公武合体策を実地に推し進めていたのは、将軍後見職一ひとつ

 橋ばし

 慶よし

 喜のぶ

 （一橋家当主）、政治総裁職松平春しゆん

 嶽がく

 （前越前福井藩主）、前土佐藩主山やまの

 内うち

 容よう

 堂どう

 、松平容保の四人。

　対して強硬な尊攘論者の代表は、国事御用係の職にあった権ごんの

 中納言三条実さね

 美とみ

 。彼は勤王派の浪士に強い影響力をもち、その影響力を背景としてすみやかに攘夷を実行するよう幕府に迫っていた。

　家茂の在京期間は、当初十日間の予定であった。しかし彼ら尊攘派の策に踊らされ、家茂の二条城滞在は四月下旬にまでずれこむことになる。

　三月十一日に実行された孝明天皇の賀茂神社行幸も、三条実美および彼と結託した長州藩の創案によるものであった。

　この行幸の目的は攘夷祈願にあったのだが、家茂はこの時孝明天皇の供ぐ

 奉ぶ

 を命じられた。すでに開国に踏みきっている幕府の最高権力者が、天皇の攘夷祈願に同行したのである。尊攘激派が、回天の時近しと狂喜したのもこれまた当然のことであった。

　有う

 卦け

 に入った尊攘派公卿たちは、さらに石いわ

 清し

 水みず

 八幡宮への行幸を四月十一日に行なうむね発表する。しかし、幕府側もいつまでもいいなりになってはいない。将軍みずからが唯々諾々と朝廷行事に従っていては、幕府の威光は地に堕ちる一方である。そのことに気づいた側近たちから、供奉すべからずとする議論が湧わ

 き起こってきた。将軍の滞京が長引けば長引くほど幕権が衰微するというディレンマに、ようやく慶喜たちは気づいたのである。

　三月二十二日、その意見を容れて、家茂はいとま請いのため参内した。だが、朝議はそれを認めようとしない。逆に「今しばらくの滞京を」との沙汰書を下してきた。

　このころ家茂の側近たちは、幕権の衰微もさることながら、尊攘激派の志士たちの間に将軍暗殺の動きがあることにおびえていたようである。暗殺者の幻影に思い惑い、あくる二十三日、幕府は将軍の江戸帰還を発表した。

　ただし、幕府の中にも将軍の東帰反対を唱える者がいた。その代表は松平容保。理由は、将軍が東帰すれば公武合体策も崩れ去るし、何よりも朝廷の滞京命令に逆らったことによって違勅の罪に問われてはまずい、というものであった。

　会津藩お預かりの壬生浪士たちも、容保とまったく同意見である。彼らは会津藩の了承を得た上で、二十二日のうちに板倉勝静に対して建白書を提出した。出向いたのは芹沢と近藤のふたりである。

　この建白書は平尾道雄『定本新撰組史録』に紹介されているが、白文（漢文）に返り点と一、二点を付されているだけなので、少々読みにくい。そこで筆者の責任において読み下し、やや耳遠い単語には注をつけて左に掲げよう。





叡慮によりて大たい

 樹じゆ

 公こう

 （将軍）御上洛の上、攘夷策略御英断これあり候事と一統大悦にたてまつり候ところ、明二十三日大樹公東上の由うけたまわり、驚き入りたてまつり候。大樹公攘夷の為しばらく洛陽（京都）に御滞留（滞在）あそばさる旨お沙汰につき、天下人心安あん

 穏のん

 に相なり候ところ、計らずも、明二十三日御下向の趣うけたまわり、天下の安危この時に懸り、止むを得ず、毛もう

 塵じん

 （微賤）の身を顧みず、愚案申し上ぐべく候。もし御下向あそばされ候いては天下囂ごう

 然ぜん

 （かまびすしい）の時節、虚に乗じて一謀計をなし候者も計りがたく候。なにとぞ今しばらく御滞留あそばされ候儀しかるべしと恐れながら存じたてまつり候。さりながら取捨は君公（将軍）思し召し次第、土つち

 芥あくた

 の身及ばざる事に候えども、尽忠報国、高下（身分の上下）も御座なく候につき、この段憚はばか

 りながら申し上げ候。以上。

芹沢　鴨　　

近藤　勇　　





　彼ら佐幕派の浪士たちも、尊王派同様攘夷実行を本願としていたことが明記されているのが興味深い。

　それにしても、会津藩お預かりとなったばかりの浪士たちが、直接幕閣に建白書を出そうと考えついた理由は何か。朝廷も、身分のない者であっても学習院におもむけば時事について建言できるという朝旨を下したばかりだったから（文久三年二月二〇日）、壬み

 生ぶ

 浪士たちもそのような自由な風潮にかんがみて建白書提出に踏みきったのだろうか。

　あるいは、身分不安定なお預かりの身を少しでも確かつ

 乎こ

 たるものにしようと、松平容保とおなじ意見を幕府に差し出すことにより、容保にゴマをすったのであろうか。

　それを判断するには、まず壬生浪士たちの経済事情から考えるべきかもしれない。

　このころの壬生浪士たちには、とにかく金がなかった。三月十五日、黒谷の京都守護職本陣に挨あい

 拶さつ

 に参上する際、芹沢は宿舎の主人八木源之丞から麻の裃かみしも

 を借りたほどだったし、山南敬助の黒羽二重の袷あわせ

 などは、袖そで

 口ぐち

 がボロボロになっている上にふところの部分が刀の鍔つば

 に当たってすりきれ、穴があいているほどだった。

　そのようなみじめな状態にある彼らにとって、目下の大事は、自分たちを拾ってくれた容保の覚えを少しでもよくしておくことにあった。建白書提出も、このような思惑に発した行為と考えられる。

　この動きに容保が気をよくしたものか、このあと急に壬生浪士組の出番は多くなる。

　四月二十一日、将軍家茂は京を立ち、摂せつ

 海かい

 （大坂湾）の警備巡視の名目で大坂におもむいた。むろんこの下坂は、巡視よりも京都脱出が目的である。この時早速、壬生浪士組は容保に将軍警護を申し出て快諾を受けた。

　容保から彼らの統率を命じられた会津藩公用局、すなわち外交部の広沢富次郎（安やす

 任とう

 ）は、浪士たちのこの時のいでたちを次のように書きとめている。





将軍ノ往還（往復）シ玉（給）

 ヘル、必ズ其その

 路次ヲ警戒ス。浪士時ニ一様ノ外套（羽織）ヲ製シ、長刀地ニ曳ひ

 キ、或あるい

 ハ大髪頭ヲ掩おお

 ヘ（ひ）

 、形貌甚はなはだ

 偉うるわ

 シク列ヲナシテ行ク。逢フ者皆目ヲ傾かたむけ

 テ（目を伏せて）之これ

 ヲ畏おそ

 ル。（「鞅おう

 掌しよう

 録ろく

 」『会津藩庁記録』三所収、句読点と注は筆者）





「大髪」とは大たぶさのことだが、浪士たちが髷まげ

 を大たぶさに結っていたのには理由がある。風に向かって立つと、髷の刷は

 毛け

 先がパッと散る。そのさまが今ふうにいえばカッコイイものとされていた上に、威風あたりを払うように見える。敵に対した時、象ならば耳を振り立て、猫ならばからだをふくらませて自分を最大限に大きく見せるものだが、浪士たちもこのように工夫することによって自分たちの「凄すご

 み」を印象づけようとしたのである。いうなればＰＲ効果を狙ねら

 っていたわけだが、そのための最大の工夫が制服の採用であった。あざやかな浅あさ

 葱ぎ

 色の羽織、紋付の単衣ひとえ

 、小倉の袴はかま

 といういでたちだが、羽織の袖口は白の山道つなぎ（ギザギザ模様）で縁取られていた。赤穂あこう

 浪士の吉き

 良ら

 邸討入りの際の火消装束に似ているのは、浪士としての自分たちを赤穂浪士になぞらえていたからであろうか。いずれにしても、これは大石内蔵くらの

 助すけ

 を終生尊敬してやまなかった近藤勇の発案であったに違いない。

　またこの制服の制定にあたっては、ひとつの逸話が伝わっている。

　警備には出たいが着るべき服もない。その焦りから、ある日芹沢、永倉、原田らは大坂の鴻こうの

 池いけ

 に談じこみ、むりやり二百両押し借りしてきた。それを元手に大丸呉服店にあつらえさせたのがこの制服というわけだが、これを聞いて驚いたのが会津藩の公用局員たちである。

　幕府の衰運を立て直すべく必死になっていたあまり浪士たちの世話を怠ったのはこちらの手落ち、と芹沢を呼びつけ、

「大阪ママ

 鴻池から金子を借用して衣類をととのえたとうけたまわるが、これはいかにも肥ひ

 後ごの

 守かみ

 （容保）が不明ということにあいなる。ついては右の二百両は当家からあらためて（略）用立てるから、鴻池にはさっそく返済いたすがよかろう」（『新撰組顚末記』）

　と申しわたした。芹沢がただちにこの命令に従ったのはいうまでもない。

　ついで甲かつ

 冑ちゆう

 、手て

 槍やり

 なども会津藩から支給されたので、浪士組は日一日と武闘集団らしさを整えていった。家茂を警護して下坂した際には、大坂でも隊士を募集。以後、大坂方面にも勢力を張る礎をつくった。

　彼らの名が会津藩松平家家か

 中ちゆう

 に轟とどろ

 くようになったのは、六月十三日、家茂が大坂より軍艦で東帰した二カ月後に起こった「八月十八日の政変」の際の行動によってであった。

　そこに至る過程はこうである。

　京都滞在中、家茂は朝廷側の圧力により、同年四月二十三日をもって攘夷を断行するという言げん

 質ち

 を取られた。しかし、攘夷を実行する力がないことは幕府が一番よく知っている。見かねた一橋慶喜は、攘夷断行の期日を五月十日に延期する、と朝廷に上奏した。

　怒ったのは尊攘派の志士たちである。いったん朝命を拝しながら、言を左右にして攘夷実行期限を勝手にくりのべるとは何事か、というわけである。

　八月十三日、彼らは倒幕の第一弾として、孝明天皇の大和行幸を計画した。天皇を大和に遷うつ

 し参らすのを機会に、いよいよ倒幕の兵を挙げようというのである。

　首謀者は、備前岡山脱藩・藤本鉄石、三河刈谷藩士・松本奎けい

 堂どう

 、土佐脱藩・吉村寅太郎ら世にいう天てん

 誅ちゆう

 組ぐみ

 の面々十三人。

　八月十七日、大和に入った彼らは五条代官所を襲撃。代官の鈴木源内その他の首級をあげるや、以後代官所支配地は朝廷の直轄地とし、年貢を半減することなどを領民に向かって宣言した。彼らは、大和を拠点に天皇の攘夷親征の軍が進発することを夢見たのだ。

　寺田屋事件につづく天誅組の蜂ほう

 起き

 ──確かに、歴史の歯車は彼らの願った方向に向けて動きはじめていた。しかし、なおしばらく彼らは生みの苦しみを味わいつづけねばならない。

　孝明天皇は攘夷を願ってはいたものの、彼ら尊攘激派とは一線を画す気持を抱いていた。天皇がこの時期もっとも信頼していたのは、京都守護職松平容保であった。尊攘派の人々がひそかに画策して彼を京都から追い出そうとした時、天皇は前さきの

 関白である近衛忠ただ

 [image: 凞]
 ひろ

 を通じて容保に宸しん

 翰かん

 を授け、京を去ってはならぬと下命したほどである。

　そのような背景を察した薩摩の高崎左太郎（のち正まさ

 風かぜ

 ）は、八月十三日、会津藩公用局を訪ねて秋月悌てい

 次じ

 郎ろう

 にこう告げた。高崎は寺田屋事件の際、有馬新七ら過激派の動きをいちはやく京都の藩邸に報告した人物である。

「近来叡えい

 旨し

 （天皇の考え）として発表せられたものの多くは偽勅で、奸臣どもの所為から出たことは兄けい

 らも知るところのごとくである。聖上もこのことを御気づかれ、しばしば中川宮に謀り賜うても、兵力をもった武臣で君側を清める任に当るものがないことを嘆いていられると聞く。（略）思うに、この任に当れるのは会津藩と薩摩の二藩のほかにはない。願わくば、ともに当路の奸臣を除いて、叡えい

 慮りよ

 を安んじたいものである」（『京都守護職始末』）

　この申し入れをきっかけに、薩さつ

 会かい

 同盟が成立。八月十六日には、熱心な公武合体派の中なか

 川がわの

 宮みや

 朝あさ

 彦ひこ

 親王を通じて、奸臣を除く議を奏上するに至った。

　同日の夕刻、中川宮は武力をもって国家の害を除くべし、と記された宸翰をたまわる。ここに公武合体派は大義名分をいただき、尊攘派の代表である長州藩および同藩と結ぶ公卿たちを一挙に朝廷から追放すべく行動を起こすことに決した。

　八月十八日、参内して来た公卿たちの前で、中川宮は勅を述べた。





　この頃、議ぎ

 奏そう

 （天皇に近侍し、口勅を公卿以下に伝え、また議事を奏上する者）並びに国事掛がかり

 （文久二年十二月以降、ひろく有志の意見を聞くために朝廷に設けられた職。国事御用掛）の輩やから

 、長州主張の暴論に従い、叡慮にあらせられざる事を御沙汰の由よし

 に申し候事少なからず、なかんずく御親征、行幸などの事に至りては、即今いまだ機会来きた

 らずとおぼしめされ候を矯た

 めて、叡慮の趣に施行候段、逆げき

 鱗りん

 少なからず。攘夷の叡慮は動き給わざるも、行幸はしばらく御延引あそばされ候。いったい右様の過激、疎暴の所業あるは、まったく議奏並びに国事掛の輩が長州の容易ならざる企てに同意し、聖上へ迫り奉り候は不忠の至りにつき、三条（実美）中納言始め、おって取調べ相成るべく、先ず禁足し、他人との面会は止められ候事。（同）





　同時に禁門はすべて鎖とざ

 され、薩会両藩と京都所司代の兵が守りについた。

　対して、一気に君側の奸の汚名を着せられることになった三条実美ら尊攘派の公卿たちは、痛憤にたえない。志士二千余人とともに堺町門内の鷹たか

 司つかさ

 邸に集合し、勅命に逆らう動きを見せた。

　かねて堺町門の守衛を命じられていた長州藩も同時に任を解かれ、所司代の兵にとって代わられる。これを不服とした長州兵は藩邸より完全武装して出陣し、薩摩の藩兵とにらみあいを続けた。

　その間に、君側の奸と名ざされた三条実美、三条西季すえ

 知とも

 、東ひがし

 久く

 世ぜ

 通みち

 禧とみ

 、壬み

 生ぶ

 基もと

 修なが

 、四条隆たか

 謌うた

 、錦小路頼より

 徳のり

 、沢宣のぶ

 嘉よし

 の七人の公卿は長州藩の支藩である清きよ

 末すえ

 藩の当主毛利元もと

 純ずみ

 らと協議した末、ついに西奔を決意、武力衝突はかろうじて避けられることになった。これが世にいう「七卿落ち」である。

　では、この間の壬生浪士組の動きを追ってみよう。彼らは昼は仙洞御所前を固め、夜は禁裏御所の南門を守った。将軍の大坂下行警護につづき、尊王佐幕の一翼をになう晴れの舞台を与えられたわけである。

　彼らが、あつらえたばかりの制服を身にまとっていたのはいうまでもない。しかも会津藩は、藩兵たちの合あい

 印じるし

 である黄色のたすきを別働隊たる彼らにも与えていた。これは、戦闘となったときに同士討ちを避けるための目印である。

　芹沢鴨と近藤勇は小具足と烏え

 帽ぼ

 子し

 を身につけ、鉄扇を持って具足櫃びつ

 に腰をおろすという武者人形さながらの姿で控えていた。隊士たちのもつ騎馬提灯ちようちん

 には、上部に赤い山形が、その下には「誠忠」の二文字が黒々と記されていた。





御家（会津松平家）の合印黄たすき御お

 渡わたし

 に相あい

 成なり

 候由の処、一同大おおい

 に悦び、此こ

 のたすきを掛かけ

 て、存分に働き致し、真先かけて討死可つかまつる

 仕べし

 とて、勇み居りしよし。（鈴木丹下「騒擾日記」＝北原雅長『七年史』上巻所収）





　と会津藩士の残した記録にあるのをみると、彼らは会津藩士と同列に扱われたことがよほど嬉うれ

 しかったのだろう。それも無理はない。無職のまま京都まで来てほうり出された連中が、尾張、紀伊、水戸の御三家につづく徳川一門第四位の大藩会津藩の家臣団と同格の取り扱いを受けたのである。「誠忠」の文字を入れた提灯を掲げたというのも、忠義の念にかけては同藩士たちに劣るものではないことをアピールするためのものにほかならなかった。

　ところが、彼らの興奮に水をさすような事が起こった。彼らが蛤はまぐり

 門から中に入ろうとしたところ、見張り番所にいた会津藩三番組の者たちといさかいになってしまったのである。壬生浪士組の存在をまだ知らなかった者が、彼らの通行を止めたのがその発端であった。

　番兵たちは一斉に槍やり

 の鞘さや

 をはずし、浪士組に詰め寄って来た。鼻先に多数の槍の穂先を突きつけられたのは初めての経験だから、近藤勇もさすがにたじろいだ。新見錦も同様である。あるいは彼らは、せっかく身元を引き受けてくれた会津藩の兵士たちと悶もん

 着ちやく

 を起こしては、また路頭に迷うことになりかねない、と思ったのかも知れない。

　ところが、この時一人平然としていたのが芹沢鴨である。鼻先五寸（約一五センチ）のところに突きつけられた抜身の槍をふざけて扇であおぎながら、番兵たちに悪口雑言を述べたてた。どんなせりふだったか伝わっていないのが残念だが、おそらく、

「そんなヘナチョコ槍でやられる我らだと思うか。さあ突いてみろ」

　などとたんかを切ったのだろう。

　そうこうするうちに、会津藩お預かりの別働隊であることが伝えられたので大事には至らなかったが、それにしても芹沢の行為はあまりにも大胆。

「にくさもにくし」（「騒擾日記」）

　と番兵たちがその後も長く話題にしたほどだった。

　またこの時、隊士のひとり松原忠ただ

 司じ

 は、坊主頭に鉢金つきの白鉢巻をしめて小脇に大薙なぎ

 刀なた

 をかいこむという弁慶のような姿であらわれ、

「方今ノ形勢累るい

 卵らん

 ノ如シ（たまごを積み重ねたように危うい）。天下ノ有志之ヲ知ルヤ否ヤ」

　と呼ばわって、路上の見物人たちの目をみはらせた（西村兼文「新撰組始末記」）。

　これらの勇猛ぶりが松平容保の聞き及ぶところとなったのだろう、壬生浪士組は同日のうちに彼から市中見廻りの内命を通達された。

　芹沢鴨や松原忠司の奇抜な言動は、思いがけない効果をあげたのであった。「新選組」という名称が正式に用いられたのも、この市中見廻りの内命を伝える文書をもって初出とする（史料中にも「選」は「撰」と混用されているが、本書ではより一般的な「選」を用いる）。

　ちなみに近藤ら試衛館グループは、「壬生村浪士屯所」と八木邸に看板を掲げた時を境に、八木邸から前川邸に居を移していた。「新選組」の名を与えられ、市中見廻りの任務を与えられた時、近藤は前川邸の雨戸一枚にこう大書した。

「会津　新選組　近藤勇」

　ていねいにも花か

 押おう

 まで書き入れたのは、彼の喜びが望外のものであったことを示している。

　翌九月には、隊士ひとりにつき一両ずつが朝廷より下賜された。彼らの市中見廻りに高い評価が与えられていたことが、これによって知れる。

　尊攘激派が佐幕派・公武合体派を暗殺するテロルの時代は、この八月十八日の政変によっていったんは幕を閉じた。これからは、尊攘激派が新選組につけねらわれる逆テロルの時代となるのである。





 
 第三章　怒濤と化して











 
 局中法度








　時間を少し逆行させて、新選組がここまでの過程でどのように組織化に努めていたかを見ておく。

　先に残留浪士十三名が核となり、さらに浪士を募って二十四名となった次第を述べた。その後、貧しさに耐えかねたのか思想的違和感のためか若干の出入りがあったが、会津藩お預かりの名目ができたのと大坂での隊士募集が奏功したこととが相まって、隊士は百名近くにふくれあがった。

　そこで有力者の互選により、幹部を選ぶことになった。その結果、役についた者たちの名は次の通り。





〈局長〉芹せり

 沢ざわ

 鴨かも

 、近藤勇いさみ

 、新にい

 見み

 錦にしき





〈副長〉山やま

 南なみ

 敬助、土ひじ

 方かた

 歳とし

 三ぞう





〈副長助勤〉沖田総司、永倉新八、原田左之助、藤堂平助、井上源三郎、平山五郎、野口健司、平間重助、[image: 〓]
 藤一はじめ

 、尾形俊太郎、山崎烝すすむ

 、谷三十郎、松原忠司、安藤早太郎

〈調しらべ

 役やく

 並ならびに

 監察〉島田魁さきがけ

 、川島勝司、林信太郎

〈勘定役並小荷駄方〉岸島芳太郎、尾関弥兵衛、河合耆き

 三さぶ

 郎ろう

 、酒井兵庫





　新選組第一次編成がこれである。

　指導者を隊長とせず局長といったのは、会津藩の公用局
 と同等の一部局というニュアンスを表わしたものか。会津藩とのつながりによって浮かびあがることの出来た浪士たちの心情が、ここにも投影されているのかも知れない。

　局長が三人いるのは妙な気がするが、この三人にもおのずから序列はあった。永倉「同志連名記」は、芹沢を「巨きよ

 魁かい

 隊長」と記し、近藤・新見をただの「隊長」と記している。しかし、幕府に提出した建白書にあったのは、芹沢・近藤ふたりの名前のみであった。これらの点から見て、一に芹沢、二に近藤、三に新見という序列だったと思われる。

　だがおそらく近藤は、局長が天てん

 狗ぐ

 党とう

 グループふたり、試し

 衛えい

 館かん

 グループが自分ひとりだけとなることに抵抗した。副長ふたりを山南・土方と試衛館グループだけで占めたのは、天狗党グループから局長をふたり出すことへの交換人事であったろう。

　また、多勢の隊士を統率するためには何かの隊規が必要だということになり、次のような局中法度が制定された。





一、士道ニ背キ（く）

 間ま

 敷じき

 事

一、局ヲ脱スルヲ不許ゆるさず





一、勝手ニ金策致いたす

 不可べからず





一、勝手ニ訴訟取とり

 扱あつかう

 不可べからず





一、私ノ闘争ヲ不許

右条々相背そむき

 候者切腹申もうし

 付つ

 クベク候也

（子母沢寛『新選組始末記』）





　なお、この局中法度については子母沢寛が紹介しているのみで同時代史料には見えないことから、子母沢の創作ではないかという見方も成立する。しかし新選組が明文化せずとも右に盛られた禁止事項を掟おきて

 としていたことは確実なので、ここではなぜこのような掟が定められたかを考える。

　一体、水戸天狗党くずれと町道場の食客たちとの寄り合い所帯の中から、何が根拠となってすさまじい掟が生み出されたのだろうか。一説に、この掟は天然理心流の神文にならって制定されたという。同流の神文には、

「一、指南免許これなき内は、親子兄弟たりとも相伝申すまじき事

　一、手前至らぬ内は、他流と試合一切つかまつるまじき事」

　などの五項目が記され、その最後には、

「右の条々に相背く者は……神罰天罰を蒙こうむ

 る云々」

　の付言がついている。確かに子母沢寛いうところの局中法度の体裁にそっくりであって、近藤・土方らが島崎一破門の一件などを思い出し、この神文を参考にして法度を定めた可能性は高いと思う。

　しかし天然理心流の神文は、右の条々にそむいた者には神罰天罰が下るとはいうが、切腹しろとまではいっていない。一体なぜ新選組は、一にも切腹二にも切腹といった激越な掟を発想したのだろう。

　彼らは、自分たちの作り上げたばかりの組織を維持するにあたり、必死の知恵を傾けた。組織の構成員がいなくなっては一番困るから、脱走禁止の一項を入れた。

　これが組織の機密漏ろう

 洩えい

 を防ぐ意味をかねているのはいうまでもない。いつの組織も自分たちの機密が対抗組織に伝わるのを嫌い、逆に対抗組織の機密をいかに入手するかに腐心するものである。

「私闘禁止」は、構成員同士の反目や勝手な行動から組織の内部崩壊を招かぬための予防策である。

「勝手に訴訟を取り扱うべからず」は、組織の命令系統を明確化する一方、組織全体の意志と構成員各個の意志とが背反し、結果として結束力が弱まることを予防したものと思われる。

　対して、「士道に背くまじき事」「勝手に金策致すべからず」の二項にはどういうふくみがあるのだろう。

　後者はいうまでもなく、隊士たちが刀をちらつかせて金を押し借りして歩いたりしては組織のイメージ・ダウンになる、というところから考え出された条項であろう。わざわざそれを隊規に盛りこまねばならないほど、やくざまがいの隊士が多かったことの証明でもある。

　この条項には、「士道に背くまじき事」との一項とともに、隊外にある第三者の目を意識して起案されたところが多いように感じられる。その「第三者の目」とは何か。それは松平容かた

 保もり

 および会津藩士たちの「目」であったろう。

　会津藩は、藩士たちに峻しゆん

 烈れつ

 な武士道を求めつづけた大名家の一つである。初代藩主保ほ

 科しな

 正まさ

 之ゆき

 が、寛かん

 文ぶん

 八年（一六六八）に定めた同藩家か

 訓きん

 の第一条はこうである。





　大君の儀、一心大切に忠勤を存すべく、列国の例を以もつ

 て自みずか

 ら処お

 るべからず。（『会津若松史』第二巻）





　諸藩とおなじ程度の忠義を尽くすだけではいけない。とにもかくにも将軍家に忠勤をはげめ、というのである。このような気概にあふれているのは、保科正之が二代将軍秀忠の庶子であり、つねに徳川家の北の防波堤たらんとしたその伝統を堅持しているためであった。

　話は前後するが、明治元年（一八六八）八月、新政府軍が会津に迫るや、城下に目をおおわんばかりの悲劇が続出することになったのも、ひとえにこの剛直さゆえである。

　この時、家老西郷頼たの

 母も

 家の場合を例にとると、頼母とその長男吉十郎（一一歳）だけを入城させて、総員二十一人が一斉に自刃して果てた。老幼婦女がともに入城しては籠ろう

 城じよう

 戦の足手まといとなる上、兵ひよう

 粮ろう

 の窮乏に拍車をかけることになって相済まない、という感覚からである。

　頼母の妻の千重子は、まず三女の田た

 鶴づ

 子こ

 （九歳）を刺し、次に怯おび

 えて泣き出した四女の常と

 磐わ

 子こ

 （四歳）を、

「あなたも武士の子でしょう」

　と[image: 叱]
 しか

 りながら刺殺した。最後は二歳の季すえ

 子こ

 である。季子は幼くて何も分からず、母に抱かれてにこにこしながら刺されたといわれる。

　女性ですらこうなのである。まして会津藩士の気迫は、藩主が京都守護職に任じられるやますます鋭角的なものになっていったであろう。

　しかし、そのような会津藩士の気迫に後れをとってはならない。ようやく会津藩お預かりとなることのできた浪士たちにとって、彼らに後れをとるようなことがあっては別働隊としての評価にかかわる。弱兵と査定されてしまえば、またいつほうり出されるかも知れないのである。

　八月十八日の政変の際、芹沢鴨が鼻先に突きつけられた槍やり

 の穂先をさも余裕たっぷりに扇であおいで見せたというのも、あるいは豪勇を会津藩中にアピールするための必死の演技だったのかも知れない。

　ともあれ、こうして法度は制定された。それが、一種の恐怖政治を招き寄せるのにもうさして時間はかからない。

　京都守護職より斬き

 り捨て御免の特権を与えられた新選組は、京の治安のために尊そんじ

 攘よう

 激派の志士たちを狩る一方で、はてしない内部抗争をくりひろげはじめるのである。

　内部抗争と粛清は、実は壬生村に屯所を置いてから一月もたたないうちにはじまっていた。最初の被害者は殿内義雄。鵜う

 殿どの

 鳩きゆう

 翁おう

 の命により、家里次郎とともに残留浪士十三名以外にあらたに残留希望者を募った当人である。家里も、殿内の後を追うように詰め腹を切らされた。

　文久三年夏、佐藤彦五郎、小島鹿之助ほか十六名にあてた近藤勇の書簡にいう。





既に同志の内失策等仕出かし候者は速すみやか

 に天討（誅）

 を加え候。去る頃同志殿内義雄と申す仁、四月中四条橋上にて打うち

 果はた

 し候。また家里次郎（と）申す者大坂（に）おゐママ

 て切腹いたし候。（「新撰組関係文書」『定本新撰組史録』所収）





　殿内と家里がどのような「失策等仕出かし」たのかは伝わっていない。出自についても、殿内は甲か

 斐いの

 国くに

 都つ

 留る

 郡出身、家里は伊勢松坂出身としか分かっていない。

　目下のところ彼らが粛清された理由を考えるためには、芹沢・近藤両グループが最初からの残留希望者だったのに対し、このふたりは鵜殿のお声がかりで残留することになった者たちであったという一点を手がかりとするしかない。

　さらに殿内・家里と彼らの募に応じて残留することになった者たちとの共通点をさがすと、根岸友山、遠藤丈庵の二名は上京の旅の間、殿内・家里とともに一番組に属していたことが判明する（「浪士取締役廻状留」）。

　ここで思い出すのは、旅の途中でゴネだした芹沢が、勝手に一番組の組頭になってしまった事実である。

　鵜殿に指名されたのだから、殿内・家里はともに相応の識見を持つ武士だったのであろう。識見ある者が、勝手に自分たちの組頭に収まってしまった乱暴者を快く思うはずはない。

　殿内・家里グループと芹沢グループとの反目は、実はこの旅の途中にはじまっていたのではあるまいか。そして新参の者たちを面白く思わない近藤グループが芹沢グループと結び、殿内・家里グループを粛清した……。

　私がそう考えるのは、以下のような理由からである。すなわち殿内・家里の死と前後して、元一番組の根岸友山はおなじ殿内・家里グループの粕谷新五郎とともに脱走しているし、遠藤丈庵はおなじ新参の上城順之助、鈴木長蔵とともに以後の記録から姿を消してしまう（阿あ

 比び

 類る

 栄三郎は病死したといわれるが、暗殺されたとする説もある）。

　ここに元一番組所属の浪士は完全に消滅してしまうのである。芹沢グループ、近藤グループの両者からはひとりも脱落者がないのに、なぜ殿内・家里グループだけはかくも早々と消えてしまったのか。これはもう、人為的な圧力の所在を想定しなければ説明のしようがない。内部抗争の最初の鉾ほこ

 先さき

 は、旅の途中から芹沢派と相いれぬ存在であった殿内・家里グループに向けられた。動いたのは芹沢・近藤の両グループ、と考えられる最大の理由はここにある。

　近藤グループが芹沢グループと手を結んだのは、何もこの時が初めてではない。清河八郎に対して残留を宣言した時も、清河の暗殺を計画した時も、両グループが共同してことに当たっていたことを思い出されたい。

　要するに近藤・土方グループは、芹沢グループに協力することによって彼らに信頼感を与えるとともに、彼らに一種の貸しを作ったのである。芹沢グループに走れるだけ走らせておいて、時期到来とあれば悠然と立ち上がる──のちの行動に照らして、近藤グループはあえて隊の表面に躍り出ようとせず、じわじわと足場を固める方針をとっていたように思われる。

　そしてこの殿内・家里グループ粛清劇があきらかにしたのは、新選組は実は子母沢寛のいう局中法度以上に過酷な罰則を立てていたということである。

　局中法度に違反した者は、切腹するのがきまりであったという。しかし殿内は、その余裕も与えられていない。

　おそらく彼は、他の隊士たちに誘われ、市中を見み

 廻まわ

 って四条の橋にさしかかった時、不意に仲間に取り囲まれて斬ざん

 殺さつ

 された。あるいは佐々木只三郎が清河暗殺に用いたような奇略によって、なすところなく斬られたのかも知れない。いずれにしても最初の一太刀を受けるまで、殿内にとって仲間に暗殺されるとは夢にも思わぬことであったろう。

　襲撃部隊の背後に近藤ないし芹沢グループの指示があったのは近藤書簡からもあきらかだが、この襲撃部隊も必死の面持ちであったに違いない。もし殿内に逃げられ、あまつさえ背中に傷でも受けたら、敵に背を向けたとして自分が切腹させられるかも知れない。根岸友山、遠藤丈庵らは、この内部抗争劇のあまりのすさまじさに驚きよう

 愕がく

 して逃亡を決意したものであろうか。

　この粛清に成功して自信を得たのか、局長芹沢鴨の横暴はますます狂乱の度を深めていった。彼の欲望の犠牲になった哀れな隊士がいる。佐々木愛次郎。大坂のかざり職人のせがれというから、大坂で募に応じた者のひとりだったのだろう。文久三年当時でまだ十九歳。雪のように白い肌の持ち主で、隊内の美男五人衆のひとりといわれたという（子母沢寛『新選組物語』）。

　ちなみにこの隊内美男五人衆に、沖田総司は入っていない。沖田の美男ぶりを強調する沖田伝説のデフォルメ度はこのことからも察せられるが、この「隊内美男五人衆」という言葉も子母沢の創作の可能性があることをお断わりしておく。

　さて佐々木愛次郎が無念の最期を迎えるきっかけは、ある日佐さ

 伯えき

 亦また

 三さぶ

 郎ろう

 らと芹沢の供をして大虎の見世物を見物に出かけたことによる。

　ここで当時の見世物について一言しておくと、その主流は音曲と軽業とのふたつであった。

「かれら（軽業師）は、おそろしくも長い刀をのみこんだり、瓶びん

 のうえにのったりするばかりか、口からコウモリとかおびただしいハエとか長さが一マイルもあるようなリボンとか無尽蔵の小さな紙きれなどのような、とても想像できないようなものをはきだす」（オールコック『大君の都』）

　興行の数こそ少ないが、これら以上に人気を集めたのが、ラクダ、豹ひよう

 、アザラシなど外国産動物の見世物であった。

　さて檻おり

 に至るや芹沢は、これは人間が虎の皮に入っている縫いぐるみに違いないと勝手に思いこみ、刀を抜くと虎の鼻づらに突き出した。虎は猛たけ

 り狂って野太い咆ほう

 哮こう

 をあげる。びっくりした芹沢は、今度は手近にいたオウムに難癖をつけた。こんな華やかな色は着色したものに違いないから洗ってみろ、色が落ちるはずだ、と佐々木に命じたのである。

　その場は、当の佐々木が香具師やし

 との中に入ってうまくまとめた。

　その一月後、佐々木はその香具師と偶然往来で出会った。お茶でも差しあげたいから手近の弟の家へ、といわれて佐々木はついていった。その弟の娘が、あぐりという名の評判の器量よし。美男美女のこととて、すぐに恋仲になってしまった。

　非番の日、佐々木はあぐりとのつかの間の逢おう

 瀬せ

 を楽しむようになる。ところが初夏のある日というから八月十八日の政変以前のことであろう。つれだって歩いていたふたりは、ばったりと芹沢・佐伯にぶつかってしまった。

　翌日、佐々木は佐伯から、あの女は局長が妾めかけ

 にすることにした、君から親元に交渉しろ、といわれて愕がく

 然ぜん

 とする。

　思いに沈んだ佐々木に、佐伯が奸かん

 計けい

 を授けた。あぐりをつれて局を脱走するしか芹沢の魔手を逃れる方法はない、と説いたのである。その言葉を信じ、佐々木は数日後に本当に駆落ちを試みる。





　翌朝になって、隊士が千本で殺されているというので、副長助勤の原田左之助と永倉新八が検分に出かけましたが、戻ってきての話に、佐々木は頭を二ヵ所、これが致命傷で、その外に左の耳が斬落され、全身に十二ヵ所程の大小の刀傷があったと言いますから、いくら剣術が出来ても、不意討ちで自分の刀の柄つか

 袋ぶくろ

 もとらず、小さな荷物を背負ったまま全くのずたずた斬りで可哀そうな最期を遂げました。

　娘はその死体から半町程離れた竹たけ

 藪やぶ

 の中で、舌を嚙み切って死んでいたと言います。ですから当時これは、心中だなどと噂が立ったものですが、事実は然そ

 様う

 では無く、この娘には芹沢も惚ほ

 れていたが、妾にする使者に立った佐伯がまた大変な熱心で、どうも酷ひど

 い男で、同志と共に、佐々木を斬っておいて、この娘を自分一人で竹藪の奥へ引っぱり込んで、隊長の妾にする前に、一足先きに酷いことをしたらしいんです。それで女は、佐伯と争っている中に、佐々木の後を追って舌を嚙み切って自害したという訳だとの事でした。（「八木翁遺談」＝『新選組物語』）





　佐伯は自分から脱走をすすめておきながら、実際に佐々木が実行に移すと脱走禁止条項に照らして斬罪に処してしまうという狡こう

 猾かつ

 な方法をとったようだ。新選組の法度は、気に入らぬ仲間を処分するにはまことに便利な名目を提供してくれる掟おきて

 として利用できるのである。

　これより先、血が血を呼ぶような凄せい

 惨さん

 な事件が急に多くなる。

　佐々木の死から十日もたたない八月十日、今度は当の佐伯亦三郎が新選組の手によって斬殺された。佐々木襲撃の仲間に固く口止めしておいたにもかかわらず、あぐり強ごう

 姦かん

 のことが芹沢の耳に入ってしまったためであるともいい、佐伯が芹沢愛用のうにこうる（ユニコーン）の根付を盗み、島原遊郭に通う元手にしてしまったことがばれたためともいわれる。

　これとは別に、佐伯は長州藩の間者だとわかったため斬られた、とする説もある。

　近藤・土方ら試衛館グループが、ひそかに行動をはじめるのもこのころからのことである。芹沢ら水戸天狗党くずれの連中の跳ちよう

 梁りよう

 にまかせていたら、自派が少数野党に転落してしまう。それを恐れてのことだろうが、派閥全体の危機感に裏打ちされてのことだけに、さすがに用意周到な作戦をとった。

　彼らが粛清すべき第一目標としたのは、芹沢の片腕の新見錦である。新見は神道無念流免許皆伝。水戸浪士で、芹沢とは水戸天狗党以来の旧知の仲であった。

　しかし新見はもともと「法令ヲ犯シ、殊こと

 ニ乱暴甚はなはだ

 敷しき

 」者であって、やはり乱暴者の芹沢もいささか距離を置こうとしている面がうかがえる（永倉「浪士文久報国記事」）。

　そこで近藤は、まず芹沢と一緒に新見を「説得」してみた。だが、彼は「更さら

 ニ聞キ入レズ」。ならば、

「切腹イタサセル」（同）

　と一同の合意が成立した矢先、また新見は乱暴を働いた。その相手は四条木屋町の宿屋に滞在中の水戸浪士吉成常郎という者だった、と永倉が記録しているところから見て、吉成はかつて新見の仲間だった者か。

　その後、どうやって新見を取り押さえたのかを示す記録はないが、ともかく彼はやはり水戸浪士の梅津某なにがし

 の介かい

 錯しやく

 によって切腹させられた。

　なお「浪士文久報国記事」は永倉が明治初期に執筆した回想録なので、後年の談話筆記である『新撰組顚末記』より信しん

 憑ぴよう

 性せい

 が高いと思われる。しかし同書はその後百二十年以上も行方不明になり、平成になってからようやく再発見されて平成十年（一九九八）刊の木村幸比古『新選組戦場日記』の中に翻刻された。

　だから右に紹介した新見の最期の模様も、平成十年になってやっと判明したところであることを明記しておきたい。











 
 芹沢鴨の粛清








　芹沢鴨と殿内・家里グループとの反目は、実は京都への旅の途中に胚はい

 胎たい

 していたらしい、という説はすでに述べた。殿内・家里グループと新見錦粛清のため、近藤・土方グループは一時芹沢と手を握ったのだが、近藤・土方グループと芹沢グループとの関係も、表面はともかく深層ではなごやかなものではあり得なかった。

　近藤たちと芹沢との角逐は、実は壬生村に落ち着いてまもないころから生じていたのであった。

　文久三年三月四日、将軍家いえ

 茂もち

 が着京した。その警護を受け持った八王子千人同心の中に、井上源三郎の次兄松五郎の姿があった。松五郎は京に滞在中、弟の源三郎をはじめ近藤、土方、山南ら旧知の面々としばしばおちあい、どのような会話をしたかを「上洛日記」にていねいに書き留めている。その四月十日の項を引く。





十日曇り

（略）

今日壬生村浪士、土方、井上参り色々諸事致され、右の趣承知いたし居り候そうら

 えども、芹沢殿の心差（志）

 を認むる事、弐人とも差し留めおき候。





　四月二日には、松五郎は芹沢、新見、近藤、土方、沖田ら七人で舟遊びを楽しんでいる。四月十日、訪ねてきた土方と弟の源三郎に、松五郎はその折りの芹沢の印象でも語ったのであろう。その他故郷が気になるのかさまざまなことをふたりが頼むのでそれらの点は承知した。しかし松五郎が芹沢の尽忠報国の志の強さをたたえるや、ふたりは判断を保留した、という意味である。

　芹沢の横暴は、はやくも試衛館グループから嫌われだしていたのであった。一方、試衛館グループの長たる近藤にも横暴の兆があらわれ、土方たちをはらはらさせていたことが、この「上洛日記」の末尾の書きこみから分かる。





四月十七日早朝より壬生迄

八木宅へ参り、土方、沖田、井上に逢あい

 、万端聞きき

 承知いたし、

何より近藤天狗に成なり

 候、他浪士門人一同、近藤に□不明

 立テ下代方へ□不明

 事、水会利一いち

 存ぞ

 んの意斗ばかり

 に相あい

 成なり

 兼かね

 候そうろう

 間あいだ

 、何なに

 分ぶん

 宜よろ

 敷しく

 御文通願ねがい

 度たく

 候そうろう









　大事な部分に欠字が二つあって、よく意味の通じないのが惜しいところだが、あえて大づかみに読めば、後段は、

「近藤が天狗になってしまったので、他の浪士たちや門人一同が近藤に対して何らかの手段を講じようとしている（会津藩に申し立てようとしている？）。しかしそうなると、浪士組は水・会──水戸浪士と会津藩の談合のみで動くことになりそうだから、そのようなことにならないよう、なにぶんよろしく手紙で近藤に忠告してやっていただきたい」

　というほどの意味であろう。

　のちにも近藤は増長して永倉らの大反発を買うことになるのだが、会津藩お預かりの身分となって有頂天になっていたことがこの書きこみから知れるのである。

　それを憎しと思った水戸天狗党グループが、近藤を棚上げする動きを見せたようである。芹沢グループを粛清しなければこちらがやられる。かねてよりの芹沢への不快感に加えて、このような策謀に気づいたことが、やがて試衛館グループに水戸天狗党グループ斬き

 るべしの気持を固めさせる最大の要因となってゆく。

　ちなみにこの松五郎の書きこみは、手紙の下書きのようである。彼が近藤に忠告してくれと頼んでいる相手は、佐藤彦五郎か小島鹿之助であろう。

　実際、彦五郎ないし鹿之助から近藤が忠告の手紙を受けたのかどうかは伝わらない。あるいは土方あたりからやんわりと、

「近藤先生がそんなふうだと、水戸っぽが会津藩に取り入ってしまいますよ」

　といわれ、近藤は我に返ったのかも知れない。いずれにしても、近藤グループがこの危機を前にして結束を取りもどしたのは疑いをいれない。

　そのうちに願ってもない好機が来た。

　新見錦の死後、芹沢にも隊規違反と乱暴沙ざ

 汰た

 がめだちはじめ、近藤が「説得イタセド聞キ入レ無ク一同困こまり

 入ル」という状態になった（「浪士文久報国記事」）。すると会津藩公用方が近藤を呼び、こう告げたのである。

「芹沢鴨余リ市中乱暴イタシ依より

 テ御所表ヨリ召めし

 捕とり

 申スベキ様よう

 御沙汰コレ有あり

 」（同）

「御所表」というと朝廷のことになってしまうが、ここは松平容保の直命と言いたいところをあえてボカしたのであろう。近藤は帰って土方以下と相談したものの、芹沢は新選組「開発ノ本人」だけに召し捕ってその身柄を差し出すわけにもゆくまい、少しの間「謹慎イタサセル」という結論になった（同）。

　ところでなぜ会津藩が芹沢を見限ったのかというと、ひとつには八月十八日の政変以前の段階で、早くも会津藩士たちが近藤と芹沢の人物・器量の相異をよく認識していたことが挙げられよう。鈴木丹下という藩士が書いている。





近藤勇といふ者は、知勇兼ね備はり、何事の掛合に及び候ても、無滞とどこおりなく

 返答致し候者の由、芹沢鴨と申す者は、飽あく

 迄まで

 勇気強く、梟きよう

 暴ぼう

 （強く荒々しい）の者の由にて、配下の者己おの

 れが気に合はざる事これあり候へば、死ぬ程打ちよう

 擲ちやく

 致し候事などこれあり候由。（「騒擾日記」）





　そして、芹沢を放置しておくと新選組をお預かりとしている会津藩までも京都市民の指弾の的になりかねない状況が、この時までにできあがっていたのである。

　その遠因は、いずれ孝こう

 明めい

 天皇の大和行幸を計画する吉村寅太郎その他天てん

 誅ちゆう

 組ぐみ

 の者たちが、七月二十四日夜、仏光寺高倉の油商八や

 幡はた

 卯う

 兵へ

 衛え

 を千本西野に引きずり出して斬ざん

 首しゆ

 したことにある。彼らは卯兵衛の首を三条大橋橋詰めの制札場にさらし、次のような意味の捨て札を立てた。

「このほか大和屋庄兵衛および三名の巨商も同罪であるから、おって首をさらすであろう」

　八幡卯兵衛は外国との貿易によって過分の金銀を蓄積したという理由によって、尊攘激派の狙ねら

 うところとなったのであった。

　この捨て札を知って仰天したのは、次に首を斬ると名ざされた大和屋庄兵衛である。ここに至っては、もはや抗弁している余裕はない。戦せん

 慄りつ

 した庄兵衛は、かねて懇意の勤王家である板倉筑ちく

 前ぜんの

 介すけ

 （醍だい

 醐ご

 家家臣）を介して助命を嘆願した。風聞によると、庄兵衛は謝罪のため朝廷に金一万両を献上し、天誅組にもかなりの軍資金を差し出したということであった。

　これを聞きつけたのが芹沢である。八月十二日、さっそく隊士五、六人を引きつれて葭よし

 屋や

 町まち

 一条上ルの大和屋に談判に出かけた。天誅組に出す金があるのなら、新選組に出す金もあるはずだ、というわけである。

　幸か不幸か、この日大和屋は遠出していて不在であった。

　ここで例の、芹沢のかんしゃく玉が破裂した。いったんひきあげ、深夜ふたたび数名の隊士とともに覆面して大和屋におもむくや、その土蔵に火を放ったのである。





夜、堀川通リ糸問屋某なにがし

 ノ土蔵ニ出火アリ。浮浪ノ徒数拾人アリ、相集あつまり

 テ之これ

 ヲ毀こぼ

 ツ。明日（一三日）ニ至リテ尚なお

 止や

 マズ、後ニハ商買（賈）

 （商人）ノ類往々来きた

 リ助ケテ之ヲ毀ツ。有ある

 処ところ

 ノ諸糸ヲ取リ、之ヲ井せい

 底てい

 （井戸の底）ニ投ジ、又之ヲ河中ニ棄ツ。（略）中ニ覆面帯刀ノ徒、之ヲ指揮スルガ如ク（略）、与力、同心等相視み

 テ制止スル能あた

 ハズ。（略）町奉行、人ヲ黒谷ニ馳セ来リ報ゼシメ（略）、我わが

 公こう

 （松平容保）命ジテ装ヲ為な

 シテ報ジ来ルヲ（出動命令を）待また

 シム。夕ニ至リ、事鎮静スルヲ以テ止ム。（「鞅掌録」）





　この記録を残した広沢安やす

 任とう

 は会津藩の公用方だから、芹沢鴨のどうしようもない行為が町奉行所経由で松平容保の耳に入ったというのはまず間違いない。

　また、

「夫それ

 京師ニハ所司代アリ南町奉行アリ、当時守護職及ビ諸侯ノ守衛アリ　玉座近クニ浪士輩ガ係かか

 ル乱行ナスモ制スル者ナキハ何ゾヤ、笑フニ堪ヘタリ」（「新撰組始末記」）

　とは、西本願寺の寺侍だった西村兼文の詠嘆である。

　このような乱暴者をお預かりとしてしまった松平容保の恥や思うべし、というところであろう。

　芹沢の豪胆ぶりが話題となったのは、それから五日後の八月十八日の政変の際のことだが、このようなことをしでかすようでは、会津藩としてはもはや芹沢を放置しておくことはできなかったのである。

　しかも芹沢の悪業は、これにとどまらなかった。あまりに数多いので、以下しばらく『新撰組顚末記』の伝えるところを箇条書きにすると──。

○　芹沢は本名下村継けい

 次じ

 。常陸ひたちの

 国くに

 行方なめかた

 郡芹沢村の産で、水戸藩家老武田耕雲[image: 〓]
 の知遇を得、天狗党蜂ほう

 起き

 の際には党員三百名を預かって重きをなした。

　その党員三名が、芹沢と意見を異にした時である。芹沢は三名を並ばせると、次々に首を刎は

 ねてしまった。

○　鹿島神宮に参詣した時には、かんしゃくを起し、愛用の大鉄扇で拝殿の大太鼓を叩たた

 き破った。

○　攘夷をめざす天狗党は、開国策をとる幕府からすれば反体制の集団である。この事件をきっかけに芹沢は江戸に召喚され、竜の口の評定所で査問を受けた。

「神宮の大太鼓を叩き破ったとはふとどきしごく、もうし開きあるか」

　と奉行に問われた時、芹沢はこう答えた。

「いかにも叩き破ったにそういござりませぬが、拙者もとより尽忠報国の士にこれあり、したがって敬神の念にからるるもの、（略）感きわまってわれしらず鉄扇をもって太鼓を叩き破ってござる」

「しからばさらにあい尋ねる。其その

 方ほう

 たとえ部下なりとはいえ、ほしいままに三名の人命を殺あや

 めたるとき、相当の理由あったならばなにゆえあって届けでなかったか」

　ついに芹沢は答に窮してしまった。

○　死罪を申し渡された芹沢は、絶食死しようと覚悟し、右手小指を歯で喰く

 い破って血潮で塵ちり

 紙がみ

 に次のような辞世を書いた。





雪霜に色よく花の魁さきが

 けて散りても後に匂ふ梅が香





　彼は牢の格子にこの辞世を張りつけて、座禅を組んでいた。当時の武士たちは座禅を組んだまま息絶えることこそ真の武士たる証拠、と考えていたのである。

○　その芹沢が出獄できたのは、清河八郎の例の献策によって大赦が行われたからである。ただちに彼は故郷へ帰り、天狗党時代の同志新見錦、野口健司、平山五郎、平間重助らとともに浪士組の募に応じた。

○　芹沢が漁色家であったことは佐々木愛次郎の一件によっても知れるが、天狗党時代には、潮来いたこ

 付近の富豪の妾お節という者を奪ったことがある。

　しかし飽きやすい芹沢は、半年もたたないうちにお節がうとましくなった。ついに居を江戸に移すと称して妾宅を引き払い、深夜お節を伴って利根川べりに達した。あたりに人がいないのを確かめると、不意にお節を抜き打ちに一刀両断、屍しかばね

 を利根川の激浪中に蹴こんでしまった。

　このような悪行を積んできた芹沢だから、京で一目置かれるようになるとますます増長して常識では測れないことばかりしでかす。大和屋焼き打ち事件に先立つ文久三年六月末には、島原遊郭の揚あげ

 屋や

 「角すみ

 屋や

 」を破壊し尽くす事件を起こした。その前段はこうである。

　同年六月末、近江水みな

 口くち

 藩公用人が会津藩公用人を訪ね、次のように申し入れた。

「新撰組の隊員が乱暴の挙動おおく、当藩の邸などでもときおりめいわくをいたす。なんとかいたされたいものでござるが」（『新撰組顚末記』）

　会津藩公用人は、公用局のトップでその下に公用方がいる。その公用人野村左兵衛から新選組にこの申し入れが伝えられると、芹沢は反省などする性分ではないから、

「もってのほかの言いぶん、そのままにしては同志の恥辱である」（同）

　と怒り出し、永倉新八、原田左之助、井上源三郎、武田観かん

 柳りゆう

 [image: 〓]
 さい

 の四人を呼び寄せて水口藩公用人の捕縛を命じた。

　四人はさっそく水口藩邸におもむき、押し問答の末に謝罪文を書かせて壬生に持ち帰る。

　すると翌日、直じき

 心しん

 影かげ

 流の道場をひらく戸田栄之助という剣客が訪ねてきて、謝罪文の返却を請うた。このことが藩主の耳に入れば公用人は切腹だから、友人として助命してやりたくてやってきた、という口上であった。

　永倉が応対し、翌日島原の「角屋」で和解の宴を張ることに決まった。

　ところが当夜和解すでになり、水口藩の招待という名目で酒宴がはじまると、またも芹沢が狂乱の発作を起こした。新選組隊士百余人が一堂に会して酒を呷あお

 る勢いに恐れをなしたのか、いつのまにか「角屋」の仲居たちは広間から姿を消していた。そのことに気づいた芹沢が、怒りにまかせ大鉄扇で食器類を叩きこわしはじめたのである。

　隊士たちも逃げ出したので、広間にいるのは土方、永倉と当の芹沢だけになってしまう。

　ますますいきり立った芹沢は、廊下に飛び出すと階段の欄干をメリメリと引き抜き、小こ

 脇わき

 にかいこんで帳場に躍りこんだ。ずらりと並ぶ酒さか

 樽だる

 の飲み口（栓）を次々と叩き落すので、あたり一面は酒びたしになってしまう。流し場にある食器類も欄干をふるって粉々にしてしまい、逃げ遅れた風呂番の老人が首を出すや、

「角屋徳右衛門、不ふ

 埒らち

 によって七日間謹慎を申しつける」（同）

　と高らかに宣言して引きあげた。

　さらに七月、増加する一方の尊攘派浪士たちに閉口した大坂町奉行所が、新選組に取締りを頼みこんできた。早速承諾した芹沢・近藤は、二十数名の隊士を選び、七月十五日に下坂して八軒家の定じよう

 宿やど

 京屋忠兵衛方へ落ち着いた。

　この日の大坂はうだるような暑さであった。芹沢、山南、沖田、永倉、平山、[image: 〓]
 藤一はじめ

 、島田魁、野口の八人は舟涼みとしゃれることにした。舟中は不便なので、永倉、沖田、平山、[image: 〓]
 藤以外は脇差だけ差し、稽けい

 古こ

 着ぎ

 に袴はかま

 をつけただけの軽装である。

　一同楽しく涼み、鍋島河岸に着くと急に[image: 〓]
 藤一が腹痛に襲われた。ではもう舟はやめよう、と河岸を上がって支流に沿った細道をゆくと、角力すもう

 取とり

 がひとりやってくる。芹沢が、

「側へ寄れ寄れ」

　と声をかけると、

「寄れとはなんだ」

　と平然と言い返してきた。その声を聞くと芹沢は、

「おのれッ」

　と叫んでその角力取を殴りつけた。

　さらに歩いて蜆しじみ

 橋という橋にさしかかると、またひとり角力取がやってきておなじように横柄な態度をとる。今度は八人一斉に飛びかかって引き倒してしまった。

　収まらないのはこの角力取たちである。この時大坂角力は京都角力と合併興行することになっており、明日が初日のこととて一同相談の最中であった。そこへ走って事情を知らせたからたまらない。

「それッ、浪人どもを打ち殺せ」

　と手に手に八角棒を持って、芹沢たちのあがった北の新地の茶屋を取り巻いた。その数約五十人。





　芹沢はたちまち身をおどらして地上へ飛びおり、脇差を引き抜いて身構えた。それとみるより楼上の山南、沖田、永倉、平山その他の面々もおなじく身をおどらして飛びおり、「それ隊長に怪我さすな」といずれも腰の刀を抜きつれて寄らば斬らんと刀の襖ふすま

 をつくる。（略）

　角力取はいずれも八角棒を大上段にふりかぶりただ一ひと

 打うち

 とジリジリ寄ってくる。浪士は大剣あるいは小剣を青眼にかまえて、ブーンと唸りを生じてくる棒先を右にかわし左にさけ、すきをみては踏み込んで斬りつける。満身の力をこめてうちおろしたものを飛鳥のごとくかわされてむなしく地上を打つとみれば、浪士ははやくもその虚に乗じて波打つ横腹へグサと脇差を突っ込み一ひと

 抉えぐ

 りすれば「ウーン」と唸って角力取はドタリとたおれる。あるいは袈け

 裟さ

 掛がけ

 に切られて「ワッ」と声をあげ血煙立ってあおむけにひっくりかえるなど言いい

 甲が

 斐い

 もなく棒をひっかついで逃げ出すところを背中を割られて泣き叫ぶもある。（略）

　永倉はなかにも屈強とみゆる大男をひきうけて奮戦するうち、八角棒で脇差を打たれ、アッと思うまに脇差がコロコロと溝側へころがっていくのをいそぎひろいあげてふたたび打ってくる角力取のすきを見て肩先深く斬りつけたので敵かな

 わじとひきしりぞく。平山も胸を打たれたようすであったが決死の勇をふるって、これも斬りつけた。沖田は片鬢びん

 を打たれて血の滲むのをことともせず刀を風車のように振り廻して敵を悩ましている。山南は逃ぐるを追うて背割に斬り倒したのでこれも即死する。永倉は島田のふった斬きつ

 先さき

 で左腕に傷をおうたが、それはのちに気がついた。

　角力取はいかに勇猛であっても新撰組選りぬきの剣士に敵うはずがない。みるみる斬りまくられてさんざんなめにあい、とうとう総崩れになってわれさきに逃げ出した。（『新撰組顚末記』）





　永倉は右の回想では角力取たちの被害を「即死四、五人、手負い二、三十人」としているが、「浪士文久報国記事」では「即死三人、負傷者十四人」としていて、おそらくこちらの方が真実に近い。

「京屋」に引き返した芹沢は、さっそく近藤に事情を語り、ともかく大坂町奉行所に届け出ることにした。何せ芹沢には、部下三人を斬っておいて届け出なかったため、死罪を命じられた苦い体験がある。届け出るのに否やはなかった。

　しかしこの時、大坂西町奉行所には、内山彦次郎という硬骨の与力がいた。若年のころ、大塩平八郎父子を追つい

 捕ぶ

 した経験の持ち主である。芹沢だとまた何をしでかすかわからないので、かわって近藤が、

「彼等無礼シタルヲ以テ切きり

 捨すて

 タリ」（「新撰組始末記」）

　と届け出たが、内山はその「無礼」の内容を鋭く問いつめた。

　以下、現代語訳すると、近藤は怒って、

「彼らは平民であるにもかかわらず、その分を忘れ、武士に対して無礼をなしたので斬り捨てたのである。その死し

 骸がい

 を処置していただくために届け出ただけであって、我々は別にそこもとの糾弾を受けるような身分のものではない」

　と反論した。内山は重ねて言った。

「町奉行所は町方の支配が任務なのであるから、事件を起こしたどちらに理があり、どちらに非があるかを究明せぬわけにはいかぬ」

　近藤は一瞬言葉につまったが、

「さようであれば、我々の支配は会津侯にある。そちらに照会されればよかろう」

　と苦々しく言いはなって帰ってきた。

　ここで注目すべきは、近藤は内心「また芹沢のやつ、よけいなことをしでかして！」と舌打ちしたにもかかわらず、内山に対しては権柄ずくの態度に終始していることである。『新撰組顚末記』や「島田魁日記」など、この事件の当事者の残した記録にも、手柄話を語るニュアンスこそあれ、芹沢の行為を批判し死者を哀れむ文脈がまったく欠如しているのは気にかかる。

　思うに新選組は、会津藩お預かりにはなる、大坂町奉行所から援軍は頼まれるという日の出の勢いにあり、その幸運にのぼせきっている時期なのだった。

　だから内部に派閥抗争は秘めていたにせよ、表立って隊士の行き過ぎをとがめる者がいない。そのような一種の無政府状態にあっては、必ずはねあがり者が出てくる。それが芹沢鴨であった、ということである。

　こうして誰も歯止めをかける者がいなかったために、芹沢の行動はますます狂乱の度を深めていった。

　翌八月、またも市中巡じゆん

 邏ら

 を頼まれて下坂した芹沢は、今度は貸し座敷「吉田屋」で、意に従わなかった遊女と仲居の髷まげ

 を切り落とすという乱暴を働いた。

　またこのころ、四条堀川の太物問屋菱ひし

 屋や

 太た

 兵へ

 衛え

 は、お梅という妾めかけ

 を囲っていた。芹沢はその「菱屋」から着物などを多数購入したが、一向に金を払おうとしない。たまりかねた太兵衛だが、やかましく催促して斬き

 り殺されてはたまらないと、お梅を何度か掛け取りによこした。

　一、二度目こそ追い返したものの、お梅は大変な美人である。芹沢は、ある日ついに力ずくで我がものとしてしまった。

　一方、お梅もお梅である。初めは厭いや

 々いや

 ながらのはずであったのが、いつの間にか太兵衛の目を盗んでは芹沢のもとに忍んで来るようになっていた。

　彼が大和屋焼き打ち事件を引き起こし、ついに会津藩の怒りを買うまでには、右のような種々の事件があったのである。

　かくしていつしか会津藩からの芹沢召し捕り命令は、暗殺命令に切り替えられた。

　文久三年九月十八日の京都は、朝からひどい雨であった。昼ごろ一時晴れたが、また夕方から土砂降りになった。

　この日は、新選組が会津藩からの手当てで島原「角すみ

 屋や

 」を総揚げにする日である。これも会津藩が芹沢暗殺に協力して取った措置であろうが、若い隊士たちはそんな事情を知る由もない。羽織を借りたり新しいはきものを買ったりして、雨の中を大喜びで出かけていった。

　芹沢、平山五郎、平間重助の三人が、駕か

 籠ご

 で八木邸に帰ってきたのは夜四つ刻どき

 （一〇時）ごろであった。平間は下戸であったのであまり飲んではいなかったが、芹沢と平山はグデングデンに酔っている。ふたりがかくも泥酔したのは、近藤・土方らが計画を容易ならしめるため、甘言を弄ろう

 して酒を勧めに勧めたためでもあった。

　この夜八木邸には、お梅のほか、平間のなじみの「輪わ

 違ちがい

 屋や

 」の糸里、平山のなじみの「桔き

 梗きよう

 屋や

 」の吉栄という遊女ふたりもやってきていた。平間は糸里をともない、八木家の人々の寝るはずであった玄関右側の部屋に入って寝てしまう。芹沢と平山は、お梅と吉栄をともなって突き当たりの十畳間に入り、間に屏びよう

 風ぶ

 を立てて寝てしまう。仕方がないので、八木家の人々は芹沢たちの部屋と壁ひとつ隔てた玄関左側の部屋に就寝した。

　この年はことのほか残暑がきびしく、その上雨でうっとうしくもあったから、八木家の人々は襖ふすま

 をあけはなして寝ていた。玄関の障子などは、新選組の屯所とされてからは隊士が夜中でも出入りするので閉めたこともなかった。

　十二時前後、まだ眠っていなかった八木源之丞夫人は、その玄関から誰かがそっと入ってくる気配を感じて目をひらいた。この夜源之丞は他出していてまだ帰宅していなかったので、夫人は夫が帰ってきたのかと思ったのである。

　しかし闇やみ

 の中を透かし見ると、入ってきたのはその姿形からして土方歳三のようであった。その土方が、足音をしのばせて芹沢の寝ている十畳間の襖をあけ、中を覗のぞ

 いた。芹沢は、さすがに自分の部屋の襖だけは閉め切っていたのである。これは用心のためもあるが、一室に男二人女二人が籠こも

 るという破廉恥ぶりを人に見られぬためでもあったろう。

　土方はそのまますっと出ていってしまった。そのあと二十分ばかりは何事もない。ただ芹沢の高いびきばかりが響いていた。

　八木源之丞夫人も、寝床の中でとろとろしはじめた。その時である。今度は四、五人の男たちが勢いよく玄関から飛びこんできた。八木源之丞夫人が目をあけると、それぞれ抜身の剣を手にしているのが見えた。彼らは芹沢の部屋の襖を蹴け

 破やぶ

 るようにして、突入していった。

　その中には、沖田総司、原田左之助、山南敬助らの姿もあるようであった。以下は八木家の次男為三郎の回想である。





　母が吃驚びつくり

 して飛び起きた時には、もう、

「あッ」

　という大変な物凄い声がしたそうですが、私と弟とねているのが気になりますから、そんな事には頓着なく矢や

 庭にわ

 に私達の床の方へ走り込もうとしました。

　恰度ちようど

 この時、芹沢が縁側の方から、障子を開けてある私達の八畳間へ転り込んで来たのです。芹沢は寝ているところを暗討に、何処かまず一太刀やられ、すぐに起き上って、枕元の刀をとろうとしたが、その暇もなくまたやられ、悲鳴を挙げて縁側へ出ようとしたらしいのです。ところが生あい

 憎にく

 と障子があったので、これを蹴飛ばして出ようとすると、それが半分敷居を脱はず

 れて、ぐるりと廻って、縁側を、私達の方へ来る通路を塞と

 じて終しま

 った。

　これを突破って、逃げる中に、もう幾太刀も幾太刀もやられて、私達の部屋へ来たがその敷居際にまた私達の手習いの机があったものです。行あん

 燈どん

 は消えてますから、これに向ずねを打ちあててばったりと倒れた。後からまたずたずたに斬られました。（「八木為三郎老人壬生ばなし」、子母沢寛『新選組遺聞』所収）





　八木家子孫の直話によれば、芹沢の寝ていた十畳間には天井まで血潮が吹き上がり、そのままこびりついていたという。その後、漆うるし

 天井にしたのでその痕こん

 跡せき

 は今は見られないが、芹沢はそのような重傷を負ってなおかつ撥は

 ね起き、襲撃者たちから逃れようとしたのであった。

　彼が逃げこもうとした八畳間の縁側の鴨かも

 居い

 には、今日もなお襲撃者の剣が斬りこんだ跡が残っている。暗殺者たちも、芹沢が逃げ出したので相当に慌てたもののようである。

　芹沢と共寝していたお梅は、首を一刀のもとに切断され、首の皮一枚を残して湯文字一枚のあられもない姿で即死した。おなじ部屋に寝ていた平山も、首を刎は

 ねとばされて即死である。あるいは芹沢は、このふたりが斬られる物音によって覚かく

 醒せい

 し、あわてて撥ね起きようとしたところを膾なます

 のように斬り刻まれたのかも知れない。

　別間に寝ていた平間は、暗殺者たちが姿を消した直後、下帯ひとつの姿で抜身の刀を提げ、

「どこへ行った！　どこへ行った！」

　と呼ばわる姿を八木家の人々に目撃されたのを最後に、吉栄・糸里とともに歴史の表面から姿を消してしまう。吉栄は平山の寝床から脱け出し、厠かわや

 へ行こうとしたところで襲撃者たちにぶつかり、即刻この場を去るようにと命じられたのである。

　二十分後、近藤が三、四人の隊士を連れて道の向かい側の前川邸から駆けつけてきた。少し遅れて土方も来たが、家人に、

「怪しい者は見なかったか」

　と聞くので、八木源之丞夫人は恐いながらにおかしくて仕方なかった。

　芹沢鴨と平山五郎の葬儀は、九月二十日にとりおこなわれた。表向きの死因は「病死」である。焼香の一番手は近藤勇。この順番が、近藤が局中第一の人物となったことを如実に示していた。

　会津藩の藩士たちも来た。彼らも出席したのは、「病死」の実情を松平容保が暗黙のうちに了解していたからにほかならない。芹沢暗殺がもし近藤グループの暴走の結果であったなら、彼らは棺ひつぎ

 を開いて死骸をあらため、病死ではないではないか、と近藤を糾弾することもできた。

　葬儀の最中、列席の隊士たちの間では、

「長州の刺客が忍びこんでやったらしい」

「いかに熟睡中とはいえ、芹沢先生を殺した上、証拠ひとつ残さず去ったのは敵ながらあっぱれ、大胆な奴やつ

 だ」

　などという私語がしきりだったという（『新選組遺聞』）。

　右の場面が事実ならば、これは土方らが意図的にデマを流したのである。もっとも、このデマにはまんざら根拠がなくもなかった。

　芹沢の死に先立つ八月二十五日、京都浪人の御み

 倉くら

 伊い

 勢せ

 武たけ

 、荒木田左さ

 馬ま

 之の

 助すけ

 、越後三郎と野州宇都宮浪人松井竜三郎の四人がうちそろって入隊を志願してきた。

　我々は天てん

 誅ちゆう

 組ぐみ

 に加盟していたが意見の相違で脱退してきた、こちらに加盟させていただきたい、という口上であった。

　近藤は即刻、加入を認めた。だがそれは、彼らの口上を信じたというわけではない。新選組も似たような口上で、長州へ密偵を潜入させ、情報収集に当たらせている。だから当然、この四人は敵側の密偵であろう、と疑っている。そこで、しばらく泳がせて様子を見ようとしたのである。彼らが本当に密偵ならば、逆に彼らから長州藩の動きを察知できるかもしれない。

　その監視役は、永倉新八の仕事であった。はたして彼ら四人は、永倉とともに入った祇ぎ

 園おん

 の揚屋「一いち

 力りき

 」で尊そん

 攘じよう

 派の志士たちと密会した。永倉を別室に待たせておいて志士たちと密談する、という何ともずさんな手段をとったがために、永倉に簡単に本性を見破られてしまったのである。彼らの命運はここに定まった。

　九月二十五日。御倉と荒木田は、前川邸の縁側で髪結に月代さかやき

 を剃そ

 らせていた。その時ひそかに彼らの背後に回ったふたりの隊士がいる。[image: 〓]
 藤一と林信太郎。

「やっ！」

　という気合とともに、[image: 〓]
 藤は御倉の、林は荒木田の背に脇わき

 差ざし

 を刺し通した。両名とも、脇差に手をかけようとしたところで即死である。

　[image: 〓]
 藤と林が行動をおこすのと同時に、沖田と山南は、越後・松井のいる別間に踏みこんだ。しかしこのふたりは窓を押し破り、塀を乗りこえて逃亡することに成功した。

「屋内にかれらと同意の者あらん、かたがたゆだんめさるな」（『新撰組顚末記』）

　沖田が隊士たちに呼ばわると、意外にも楠くすのき

 小十郎と松永主計かずえ

 が顔色を変えて逃げ出した。このふたりは早計にも自分たちの正体もばれているに違いないと錯覚し、みずから素性をあらわしてしまったのである。

　松永は、追いすがった井上源三郎から一太刀浴びたが、何とか逃げおおせた。楠は捕縛されたが、何やかやと抗弁して近藤の前に出ようとしない。原田左之助はこれを見て業を煮やし、抜き打ちにその首を斬り落としてしまった。

　あるいは土方は、長州からの密偵が局中に入りこんでいるのを知っていたからこそ、芹沢の葬儀の席上で「長州の刺客が……」という噂うわさ

 を流布させたのかもしれない。その後で実際に長州の密偵が斬殺されれば、芹沢暗殺は本当に彼らの仕業だったと思いこむ隊士たちも出てこよう。原田が取調べもせずに楠を斬ってしまったのは、そのことの傍証になっているように思われる。

　一体に、取調べもせずに密偵を殺してしまうことなどは懲罰ものである。[image: 〓]
 じん

 問もん

 すれば、どのような貴重な情報が取れるか知れないではないか。

　しかし、原田がこの行為によって[image: 叱]
 しつ

 責せき

 された形跡はまったくない。「死人に口なし」。これも密偵を殺してしまうことによって初めて、長州下手人説が信しん

 憑ぴよう

 性せい

 を持ち得ることになったためではあるまいか。

　こう見てくると近藤・土方が、芹沢暗殺によって局中・局外の世論が自派に不利とならぬよう実に用意周到だったことがわかる。密偵刺殺には[image: 〓]
 藤らを起用したが、芹沢暗殺団は試衛館時代の門弟だけで固めたのも、彼らに特別な信頼感を抱いていたためであろう。

　すでにおわかりのとおり、芹沢派の排撃は一方において、試衛館グループ（近藤・土方派）が隊の中枢を固めていくための過程であった。この権力闘争の過程は、今も時として企業トップや政治家たちが、自分の出た大学、自分の出た運動部の後輩を側近に取り立てたがる傾向に似ている。気心がわかる、話が合うなどの点で、このような方針はそう無意味なものではない。

　しかし、郷閥・学閥の結成は、不可避的に反主流派を生じさせてしまうという致命的な欠陥を持つ。いずれ新選組も、あらたな派閥抗争によって衰亡への道をたどるのである。

　さて、このような密偵狩りと並行して、芹沢派の残党狩りも行なわれた。残党といっても、もはや芹沢派の隊士は野口健司ひとり。

　野口は十二月二十八日、八木家の人々が正月の準備をはじめた頃に、新見同様隊規違反のかどで詰め腹を切らされた。介かい

 錯しやく

 は、副長助勤の安藤早太郎。場所は前川邸の前庭に面する一室であった。

　安藤は介錯がおわるとそのままの身なりで道をわたり、八木邸に来て、おりからはじまっていた餅もち

 つきの合取りをしたので、

「あいつ、手を洗ったのか」（『新選組遺聞』）

　と隊士たちにからかわれたという。

　豪胆なのか無神経なのか判断に迷う逸話だが、それほどまでに隊士たちにとって、人を斬るのは家常茶飯のことだったのである。

　たとえばのちに屯所が西本願寺に移されてからの話だが、近所の人の残した談話がある。

　西本願寺の北から流れて来る堀川の支流には、しょっ中、血のついた畳や布が流れてくる。それを見るたび、また新選組で誰かが切腹させられたのだ、と人々は噂しあったというのである。またある人は、濡ぬ

 れ手て

 拭ぬぐい

 を握ってパンと鳴らすことを絶対にしなかった。それが首を斬る音に似すぎていて、思い出したくなかったのである。

　昨日までの同志の首を、隊士に刎は

 ねさせる感覚はたしかに近代のものではない。しかし尊攘激派のテロに武力をもって対抗すべく結成された新選組においては、人を斬る技術を日々に練磨しておく必要があった。

　道場稽けい

 古こ

 では技量を発揮する者も、人斬りを命じられるや不安感や恐怖感に襲われ、別人のようになってしまうことが少なくない。そのような者は介錯する場合にも、いたずらに頭や肩に斬りつけて切腹する者を苦しめてしまう。

　また、真剣を用いて物体を斬るには、刃筋を立てて打ちこむことが不可欠である。「刃筋を立てる」とは、刀の刃が斬る対象の表面に三十度から四十度の角度で侵入するように打ちこむことをいう。しかもその際、柄つか

 には左右の腕から均等の圧力を加え、刃の物打ちの部分（刃先三分の一）が対象に触れる寸前、茶ちや

 巾きん

 絞しぼ

 りに手の内を締める。また物体を切断した後の刃は、円形線を描いて手元に引き寄せられねばならない。日本刀は、引き斬りにする時、もっともよく斬れる。

　このような刃筋を立てた打ちこみを行なえば、人の胴を一刀のもとに切断することなどは訳もないことである。もう十年以上前、私は中村流抜刀術を工夫した中村泰三郎氏による豚の骨つき腿もも

 肉試し

 斬ざん

 の席に同席したが、中村氏が刃筋を立てて打ちこむと人の胴とちょうどおなじ大きさの豚の腿骨は骨ぐるみみごとに両断された。そして手には、空気を斬ったような感覚しか残らないということであった。

　これに対し、手の内が締まらず刃筋の立たない打ちこみを行なった際には、捲ま

 きむしろを試しても数センチ食いこんだだけで撥は

 ね返される。名刀関孫六であっても、刃筋を立てないとその刀身は無残にひん曲ってしまうのであって、このような光景も私は目撃することができた。

　江戸期の剣客たちが単なる道場稽古だけでは満足せず、死罪となった者の屍しかばね

 をもらい受けて試斬の席を設けたりしたのは、実にこのような刃筋を立てた打ちこみを習得するためであった。

　その結果、斬ざん

 人じん

 の腕たけた者が攘じよう

 夷い

 に暗躍するとどのような酸鼻な光景をくり広げたか。

　安政六年（一八五九）八月二十五日に襲われたロシア軍艦の水兵とまかない係は、「肉が大きなかたまりとなってかれらの身体や手足からぶらさがっていた。水兵は頭ず

 蓋がい

 から鼻孔まで切り裂かれ、頭皮の半ばがはがれ、一方の腕は関節のところで肩からほとんど離れていた」（オールコック『大君の都』）

　安政七年（一八六〇）二月二十六日に斬殺されたオランダ商船の船員二名は、「頭と手足はちょうど肉屋の肉切り庖丁で切ったように、ほとんどからだから離れていた。ひとりは肩をほとんど切り離されており、さらに頭や顔や胸にも切り傷を受けていて、そのことごとくが致命傷であった。もうひとりは、刀を左手でにぎったらしくて、しっかりつかもうとして指が三本切り落されていた」（同）

　京の治安を守るとは、思想内容を別にすれば、このような殺人の技術を持つ者たちを押さえこむことなのである。それには、何よりも彼らを上回る剣技を身につける必要がある。真剣勝負の際、刃筋の立たない打ちこみを行なえば、たとえ敵を傷つけたとしてもそれは決して致命傷とはならず、かえって血を見て逆上した敵の前に斃たお

 れ伏すことになるのが関の山だからである。隊士切腹の際、同僚に介錯をさせたのも、このようにして胆きも

 を練り、血の臭いに慣れ、刃筋を立てた打ちこみを習得させるためであった。

　ほかにも近藤・土方は、隊士たちの胆を練るためにさまざまな工夫を凝らしていた。

　たとえば、隊士たちの寝室に深夜突然踏みこむ。つねに不意打ちにそなえ、即座に飛び起きて臨戦態勢をとれるようになるための訓練だが、これはかつて東京オリンピックの際、レスリングの代表選手たちを深夜不意に叩たた

 き起こしたトレーニング法と軌を一にしている。

　闇夜、刃引きの真剣による組太刀の稽古を行わせることもしばしばであった。この訓練には、真剣の重さに慣れ、夜目が効くようになるという利点がある。「刃引き」とは、刃先を丸めて斬れにくくしたものをいうが、それでも受け間違えば指は飛び、骨は砕けるから、これは常識を超えた訓練であった（子母沢寛『新選組始末記』）。

　このような訓練で常に気を張っていなければならなかったから、隊士たちは来客のあった時も座布団を持っていって「どうぞお当て下さい」と小腰をかがめたりはしなかった。座布団をポーンと放り投げて、「礼儀でござる！」と告げるのみ。うっかり近寄って抜き打ちに斬られるのを避ける習慣が、ここまで日常に浸透していたのである。

　深夜や訪問者相手でもこうなのだから、昼の道場稽古のすごみは推して知るべしである。隊士たちは、息があがり打ち倒れて動かなくなるまで稽古をつづけさせられた。

　戦闘は、一度はじまるやどれほどの時間続くかわからない。初めばかり勢いがよくても、剣をふるっているうちに腕がなまってしまうようではいずれ斃される。そうならぬよう、ともかく持久力をつけさせようというのであった。

　そしていったん実戦の場に臨めば、その後にはさらに厳しいチェックが隊士たちを待っていた。近藤みずからが隊士たちの刀を並べさせ、その刃こぼれの具合、血のりのつき具合などから隊士各個の働きのほどを調べるのである。怯きよう

 懦だ

 のあまり乱戦に加わらなかった者などは刃がきれいすぎて一目でばれ、「士道不覚悟」のゆえをもって切腹させられるのだから、隊士たちは必死で戦うしかなかった。

　しかし、以上のような記述に対して、次のような疑問を呈する人があるかもしれない。

「そんなにまで剣技をきたえあげていたのなら、芹沢や長州の密偵を斬る時、なぜ闇やみ

 討う

 ちという卑ひ

 怯きよう

 な手段をとったのか。正々堂々と立ち向かって斬り捨てればよかったではないか」と。

　このような問いには、それはテレビや映画の時代劇の見すぎですと申し上げたい。佐々木只三郎らによる清河八郎斬殺の項でも述べておいたが、狙ねら

 う相手と自分とを生死五分五分の立場に置く必要などないのである。自分は百パーセント安全を確保しつつ、相手を確実に討ち果たせればそれでよい。

　このような方法が現代人に卑怯という感情を抱かせがちなのは、「暗殺」という言葉につきまとう陰湿なイメージのせいであろう。私も便宜的にこの語を用いて記述してきたが、佐々木や近藤・土方らには自分たちを「暗殺者」とみなす意識などは一切なかった。彼らは、彼らの信じる正義（尊攘佐幕）のために、その正義実現をはばむ奸かん

 賊ぞく

 どもを斬り捨てたのであって、彼らの行為は「天てん

 誅ちゆう

 」ではあっても「暗殺」という邪悪な行為として意識されたことなどは絶えてなかったのである。佐幕派公く

 卿ぎよう

 や外国の水兵たちを暗殺した尊攘激派の志士たちにおいても、意識はまったくおなじであった。

　さらに試衛館出身の者たちは、乱戦になると、道場での一対一の稽古から習得した剣技などそう簡単に通用するものではないという苦い事実を知りぬいていた。

　文久元年（一八六一）八月二十七日、府中宿六所宮の広場で近藤勇の天然理心流四代目披露記念の野試合が行なわれたことはすでに触れた。しかしこの野試合は、右のような苦い認識を試衛館の剣士たちに与える契機となった出来事なので、以下若干の紙数を費してもう一度ふりかえっておく。

　この野試合は、門人たちを紅白二軍に分けて行なわれた。別に行司役の「本陣」を置き、その総大将役が近藤であった。その配下に軍師、軍いくさ

 奉行など十四名を置いたが、中で沖田総司は太鼓役、井上源三郎は鉦かね

 役を受け持った。これは両軍に戦死者を知らせる役である。

　紅白両軍の陣容は次のごとし。

　紅軍は中央に中軍（大将・萩原糺ただす

 。衛士は土方以下七名）を置き、その四囲に青せい

 龍りゆう

 隊（七名）、朱雀すざく

 隊（同）、白びやつ

 虎こ

 隊（同）、玄武隊（山南ら七名）を配す。

　白軍もおなじく中央に中軍（大将・佐藤彦五郎）を置き、その四囲に紅軍と同名の四隊を配す。

　三回戦までの試合は、次のように進行した。

〈一回戦〉両軍の先陣から戦闘開始。紅軍は、衛士と玄武隊から抜ばつ

 擢てき

 した十名をもって白の中軍に斬りこみをかけた。白の青龍隊も、それと入れ違いに紅の中軍に殺到する。白軍大将の彦五郎のもとに紅の選抜隊が肉薄し、大将みずからが戦う乱戦がくりひろげられるうち、紅軍大将・萩原が討ち取られて太鼓が鳴った。

〈二回戦〉白の衛士と玄武隊がまだ陣立てをなおさないうちに紅の強兵九名が白の中軍に殺到。彦五郎はひとりで迎え討ったが、山南らに討ち取られてしまった。

〈三回戦〉やはり乱戦となったが、彦五郎は単身紅の中軍に突入し、大将同士の一騎打ちで十合ばかり打ち合ったのち、萩原を倒した。

　──結果は白軍の二勝一敗であったが、三度の戦いのうち一騎打ちになったのはただの一度だけであった。ほとんどの場合、参加者たちは複数の敵を相手に戦わねばならなかったわけで、これではひとりだけを相手にする道場稽古での得意技などをくり出している余裕はない。

　強士が守ってくれているとは言っても頼りがたく、ただただ参加者たちは防戦するのが精一杯でした、と彦五郎は鹿之助宛書簡の中で試合中に浮足立ってしまったことを述懐している。

　のちに初めての実戦に臨み、短銃を構えた浪士を刺殺してしまった彦五郎にしてこの有様だったのである。他の参加者たちも、複数と複数との戦闘は、稽古とはまったく異質のものであることをいやというほど知らされたであろう。

　この鮮烈な経験が、新選組隊士となってからの彼らの戦法に反映されないわけがない。多人数の角力すもう

 取とり

 相手に苦戦した大坂での経験も、作戦もなく集団と戦うことの難しさを改めて痛感させたであろう。その結果考え出されたのが、芹沢や長州の密偵らを始末したような、集団による不意打ちの方法なのである。

　なお、芹沢について付言すれば、彼が酒乱であったのは重度の瘡かさ

 （梅毒）を病んでおり、その進行に怯おび

 えて深酒を重ねたためともいわれる。ある調査によれば、幕末の日本人の約八割は梅毒の気を持っていたといわれるから、この説にはなかなか説得力がある。

　かつて東南アジアの某国の首都で投身自殺をした日本人商社マンは、不治の性病に罹かか

 っていたし、戦時中、抜刀斬りこみの先頭に立った者たちの間にも、同様の病が少なくなかったという。

　不治の病が時として人を自暴自棄にするのはやむを得ない。しかし、そのような芹沢の弱みをよく見越して酒を勧め、泥酔したところを襲撃したのであれば、土方らは人の弱点をよく握っていたことになる。

『孫子』にいう、「彼を知り、己を知れば百戦して殆あやう

 からず。（略）彼を知らず、己を知らざれば戦うごとに必ず敗る」と。

　稽古と実戦の決定的な差異を熟知し、芹沢の心理状態を十分に知りぬいていたことこそ、近藤・土方の大バクチを成功させた最大の要因であった。











 
 内山彦次郎暗殺








　八月十八日の政変の結果、尊そん

 攘じよう

 激派の領りよう

 袖しゆう

 たる長州藩は堺町門警護の任を解かれ、京から駆逐された。新選組に正式に斬り捨て御免の特権が与えられたのもこの時のことだが、幕府はさらに隊士全員に恩賞を与えた。

　局長近藤勇は大おお

 御ご

 番ばん

 頭取、副長土方歳三は大御番組くみ

 頭がしら

 に採り立てられ、以下副長助勤は大御番組に、平隊士たちも大御番組並なみ

 に採り立てられたのである。

「大（御）番」とは本来戦いの時に将軍の御先手として活躍するべき役職をいい、平素は江戸城、二条城、大坂城の警衛にあたっていた。「大御番頭取（大御番頭）」は老中の支配を受け、役高は五千石。登城する際には槍やり

 一筋、挟箱持ちひとり、草履取りひとりがつく。

「大御番組頭」はその配下の筆頭で、役高は六百石。同様に「大御番組」はその下に属し、二百俵。ともに大御番頭取の指揮を受ける与力（八〇石）、同心（三〇俵二人扶ぶ

 持ち

 ）よりもはるかに待遇がよい。この与力同心たちは徳川御家人の中から選ばれたから、要するに新選組は八月十八日の政変に際しての功により、一括して御家人並かあるいはそれ以上に採り立てられたことになる。

　江戸の浪人から御家人並に──しかも近藤は、御家人としても最高峰の地位についたのである。今や新選組は京都守護職配下ではあるものの、「会津藩お預かり」という属託社員のような不安定な身分ではなくなった。正式の幕臣となった彼らは、いよいよ佐幕派の雄として成長してゆくことになる。

　それではここで彼らの経済事情を眺めておこう。先に彼らの役高を示したが、これは知行取り、つまり石高に見合った農地を受けるか、蔵米取りといって蔵米を受けとる場合の目安である。新選組は、知行取りや蔵米取りではなく給金取りであり、その俸禄は、近藤局長が月五十両、土方・山南両副長が四十両、副長助勤三十両、平隊士十両であった。

　ちなみに文久三年十二月二十五日には、銀百六十五匁もんめ

 で一石の肥後米を買うことができた。金一両は銀六十匁に相当すること、今日の標準米は十キロ（七升）三千七百七十円であることから換算すると、当時の近藤局長の給料は今の約九十八万円、副長のそれは約七十八万円。おなじく副長助勤は約五十九万円、平隊士は約二十万円だったことが知れる（一両＝一万九五八四円換算）。

　しかも彼らは、三食とも立派な弁当を支給されていたし、刀などは破損すれば隊費から新刀購入費用を与えられた（ただし一〇両以下のもの＝『新選組金銀出入帳』）。身銭を切らなければならないのは酒代と遊郭での遊興費用くらいのもので、ふところはいつも豊かだったから非番の隊士たちはよく遊んだ。

　文久三年十一月、小島鹿之助に宛てた書簡で、土方は次のように自分のモテ方を自慢している。






尚なお

 々拙義共（拙者どもを）報国（の）有志と目（を）かけ、婦人しと（た）

 ひ候事筆紙（に）尽くし難く、先まず

 島原ニテハ花君太夫、天神（太夫の次に格の高い遊女）、一元（一いち

 見げん

 茶屋の女のことか）、祇ぎ

 園おん

 ニテハ所いわ

 謂ゆる

 けいこ三人程これあり、北野ニテ君菊、小楽と申し候まひこ、大坂新町ニテハ若鶴太夫、ほか二、三人もこれあり、北の新地ニテハ沢山ニテ筆ニテハ尽くし難し、先まず

 ハ申し入れ候。（「新撰組関係文書」『定本新撰組史録』所収）





　その後に土方は戯ざ

 れ歌を書いている。

「報国の／心こ

 ころを／わするゝ婦人哉……」

　という馬鹿な歌だが、土方には遊女たちから来た付け文をまとめて郷里に送りつけ、残留した門人を羨うらや

 ましがらせるという無邪気な一面もあった。今は壬生の屯所跡付近も建てこんでいるが、当時の壬生村は一面の畑で、夜ともなれば島原遊郭の灯が闇の中にぽっかりと浮かんで見えたという。厳しい訓練と殺さつ

 戮りく

 の日々を送っていれば、二十代の青年たちが刹せつ

 那な

 的てき

 な歓楽に溺おぼ

 れたくなるのも無理からぬところである。昨日斬き

 った敵のように、いずれ自分も斬り刻まれて路傍に斃たお

 れ伏すかも知れない。隊士たちは、非番の日には十分ないし十五分の道を歩いて島原に通いつづけた。

　むろん、局長の近藤も遊郭には足繁く通った。彼は下戸であり、食べるのは和菓子専門であったが、それでも島原「輪わ

 違ちがい

 屋や

 」二階の一間には、

「婦人色を好み価を撰ばず／安直に身を売ること十六年／……」

　と書きつけた屛びよう

 風ぶ

 が今も残っている。

　しかし文久三年秋の時点に限っていえば、近藤は土方のように遊女たちからの恋文を自慢してはしゃぐといった気分にはなれなかった。近藤は、土方らとは比較にならない堅固な攘じよう

 夷い

 思想の持ち主なのだった。

　攘夷実行の絶好の機会と信じて浪士組の募に応じ、妻子を江戸に残して上京してきた彼にとって、京の治安を守るために尊攘激派を討伐するだけの仕事は意に染まないことであった。彼が尊攘激派を憎んだのは、彼らが倒幕をも目ざしていたからであって、攘夷を目ざしていたからではない。朝廷の命ではなく幕府の号令によって攘夷を決行することこそが、彼の悲願なのであった。

　さらに諸外国の情勢に通じている者たちは、そのような願いが実行不可能なものであることをよく知っていた。しかし天領に育ち、佐幕攘夷思想しか学ぶ機会のなかった近藤にとっては、京の治安を守るのはただの地方行政、物価を騰貴させ国政を動揺させてやまない諸外国を打ち払うことこそ国家の大事、という価値判断が揺るぎない信念となっていた。

　文久三年十月、幕府が彼らに禄ろく

 位い

 を授けようとした当初、近藤がそれをいったん辞退したのもこのような心理的不満があったためである。

　同月十五日、「松平肥ひ

 後ごの

 守かみ

 様御公用方衆中」に宛てて差し出された「口上願書」に、近藤は率直に自分の不満と願望とを書きつけている。





……去る八月中恐れながら御所妄動の一条、不肖ながら、お固め仰せつけられ、昼夜二日甲かつ

 冑ちゆう

 （を）纏まと

 ひ、武門にとり有難き仕合わせに存じたてまつり候。その後市中昼夜見廻り（略）仰せつけられ候段、かたがた有難き仕合わせに存じたてまつり候。しかしながらこの儀は今日（のみ）の御奉公と相心得候。私共志し

 意い

 （こころざすところ）は外夷攘うち

 払はらい

 （の）魁さきがけ

 つかまつりたく、よりて愚身を顧みず、及ばずながらかれこれ聊いささ

 か周旋つかまつり候へども、まだ私共本懐の御奉公つかまつらず候。（略）御馬前において寸功これなき内、禄位等仰せつけられ候儀御免願ひ上げたてまつり候。（『定本新撰組史録』、読み下し筆者）





　幕府としては、攘夷を許しなどして欧米列強に戦端などひらかれてはたまらないから、彼の希望を容い

 れることなどあり得ない。幕府は、彼の禄位拒否を知るや初めて新選組を御家人なみの待遇に改めたのであって、これは俗にいう「飴あめ

 をしゃぶらせておく」方途でもあった。

　そのような背景を知ってか知らずか、遊女買いにふける土方と、我が事いまだならずと歯ぎしりする近藤。一心同体と見えたふたりが、初めて信念の差を見せた瞬間であった。

　以後の土方は譜代の幕臣以上に幕府に忠誠を示しつづけ、ついに箱館五ご

 稜りよう

 郭かく

 における最後の戦闘にまで参加する。対して近藤は、慶けい

 応おう

 四年（一八六八）一月三日、王政復古の大号令が出てまもなく始まった鳥羽伏見の戦いに敗れるや、我が事おわれり、とばかり気力を喪失し、ついに下総しもうさ

 流ながれ

 山やま

 の陣中で無抵抗のまま官軍に捕縛される。

　終局においてこのような差異を見せることになる両者の、心情的・思想的な隔たりが初めてあらわになった時点として、私はこの文久三年十月十五日に、新選組七年の歴史のうちの最大の分ぶん

 水すい

 嶺れい

 を見たいと思う。

　同日、近藤は引用したのとほぼおなじ内容の「上書」を幕府にも差し出したので、彼の本意は幕閣たちの知るところともなった。

　いや、この「上書」を出すまでもなく、このころ近藤は単に警察機構の長としてばかりでなく、公武合体派のイデオローグとして諸藩に知られるようになっていたのである。たとえば同年十月十日、祇園の「一力」で開かれた会合には会津、薩摩、土佐、熊本、久留米その他の諸藩の周旋方が集まり、公武合体の立場から今後の政策はどうあるべきかを討議した。この席には、近藤もいた。

　席上、会津藩家老の横山主税ちから

 が近藤に、

「報国の有志、近藤氏うじ

 から高論を承りたい」

　と声をかけた時、近藤は淀よど

 みなく答えた。

「薩長両藩はすでに攘夷の拳をこころみたが、いずれも一藩だけのことにとどまり、国をあげての外夷に対する挙は、いまだおこなわれない。すでに公武合体の上は朝命を奉じ幕府をたすけ、上下の協力で国論を定め、しかる上で攘夷の効を奏すべきである」（同）

　これは、当時の公武合体派の人々の最大公約数的な意見であった。国防を論じる近藤にとって、京都の治安のみをこととするのはあまりに小事と映っていたのである。

　しかし、佐幕思想を抱いている限り、吉田松陰、高杉晋作、坂本龍馬らが見せたような、お上に逆らっても志を貫く、という覚悟はついにめばえない。その結果近藤は、会社は面白くないから辞めたいが、辞めてもどうしたらいいかわからない、と思いまどう脱サラ志向のサラリーマンのように新選組局長でありつづけるのである。

　しかも皮肉なことに、時代の流れは近藤にイデオローグたることよりも幕府の衰運に歯止めをかけるテロリストとしての活躍の場のみを与えつづけるのであった。

　文久三年十二月二十七日、公武合体策をさらに煮つめるべく、将軍家茂はふたたび上京の途についた。家茂の乗る汽船「翔しよう

 鶴かく

 丸まる

 」が大坂の天保山沖に着いた、という知らせが京に入ったのは翌年正月六日のこと（二月二〇日、元げん

 治じ

 改元）。新選組は早速出迎えのため下坂した。

　おそらく近藤は、このたびの将軍再上京によって公武合体が最終的に強固なものとなれば、ここに至ってようやく朝幕相和しての攘夷決行が実現の運びとなる、この時こそみずからの素志を遂げられる秋とき

 だ、と振るい立ったであろう。

　しかし相前後して上京してきた雄藩の諸藩主と幕府の意見は、ついに嚙か

 み合うことがなかった。開港論と横浜再鎖港論の対立、長州処分問題に関する姿勢の相違、諸藩の意見を今もって幕政干渉と考える幕府側と失望する諸藩主。

　話はいつになっても煮つまらず、公武合体派の諸藩主は意気阻そ

 喪そう

 して次々と帰国していった。藩主が去れば藩兵も減少する。ここにふたたび、尊攘派の志士たちが京都に活躍する下地が出来あがったのであった。

　近藤も、この諸侯会議のしまらない結末に大いに失望したひとりであった。『定本新撰組史録』によれば、五月三日、近藤はついに意を決して次のような「上書」を会津藩公用方に提出し、老中に届けてくれるよう申し入れた。





……私共は昨年以来尽忠報国（の）有志と（を）

 お募り（に）相成り、即ちお召しに応じ上京つかまつりこれまで滞京まかりあり、昨年八月中市中見廻り仰せつかり（略）、有難く相勤めまかりあり候。しかしながら見廻りのためにつき（尽忠報国の士を）お募りに相成り候儀には御座なく候哉や

 と存じたてまつり候。もっとも私においても見廻り等の御奉公の見込みには決して御座なき心得に御座候。万一、変あるの節（は）一ひと

 廉かど

 （の）御奉公つかまつりたく、一同心得まかりあり候へども、すでに莫大のお物入り（出費）を天下にお懸け（し）、（将軍は）両度御上洛あそばされ候へども、固基の御決断これなく、御東下（に）相成候はば、我々始終（当初）のお見こみおぼつかなく、迷惑相かかり候より、自然銘々失策仕出かしつかまつり、かえって御公儀苦労にも預かり候儀出しゆつ

 来たい

 候はば深く恐れ入りたてまつり候。万一（将軍）御発駕に相成り候へば、銘々離散仰せつけられ候か、またはそれぞれ御帰しに相成り候哉、いづれとも御処置仰せつけられ候よう願ひ上げたてまつり候。しかしながら身分を顧みず国家の御大政を議論つかまつり候儀、はなはだもって多罪至極に御座候へども、已や

 むを得ざる心中（を）申し上げ候のみに御座候。恐惶謹言。

　元治元年（一八六四）子五月三日

新撰組総代　　　　　

近藤　勇　　　





　近藤が肩書を「新撰組総代」としたのは、解散と帰国が隊士たちに諮はか

 った末の結論だということをあらわしたかったためであろう。しかし、この請願が受け入れられるはずはなかった。尊攘派の志士たちがふたたび京をめざしはじめた時期に、京の警察機構を手薄にし、無政府状態を促進することなどは考えられないことだからである。

　こうした流れの中で、五月三十日、新選組は大坂西町奉行所の与力内山彦次郎の暗殺事件をひきおこす。内山とは、大坂角力ずもう

 殺傷事件の際に近藤と激しく渡り合ったあの硬骨の与力である。

『新撰組顚末記』は、副長助勤・山崎烝すすむ

 の探索により、内山が長州藩の命を受けて米相場を引き上げ、大坂細民の暮らしを大恐慌に陥れていることが判明したので天てん

 誅ちゆう

 を下したのだ、とこの事件の背景を説明する。

　それならば、と近藤はみずから大坂に向かうことにし、土方、沖田、永倉、原田、井上、島田など約十名の腕達者を指名してともに定宿の京屋忠兵衛方に入って機会を待った。五月三十日の四つ刻どき

 （午後一〇時）すぎ、今、内山が奉行所の門を出た、と見張りから連絡が来た。それ、と近藤たちは天神橋の左右に待ち伏せする。

　やがて闇やみ

 の奥からあらわれた一挺ちよう

 の駕か

 籠ご

 が、急ぎ足で橋のたもとへ向かってきた。まぎれもなく内山の駕籠である証拠に、駕籠の左右には警護の剣士と力士とが随伴していた。

　近藤らは無言のうちに抜刀すると、一斉に駕籠に向かって突進した。闇の中からあらわれた抜刀隊の姿を認めるや、剣士と力士は驚いて逃げ出してしまった。

　こうなってはもはや内山は逃れるすべもない。まず左から接近した土方が駕籠の中に刀を突き入れると、

「あっ！」

　と叫んで、内山は右側の戸から転がり出た。内山は不意の襲撃に備え、駕籠の天井に短い佩はい

 刀とう

 を吊つ

 るしていたが、それを抜く暇もなかった。右側に進んできた近藤が、一刀のもとにその首を斬き

 り落とした。

「天下の義士、これを誅す」

　そう書いた紙を屍し

 体たい

 の上に置くや、見み

 廻まわ

 りの者が近づいてきたので、近藤たちはすみやかにその場を引き払った。

　──事件の全容はこのようなものである。だが本当に内山は長州藩に加担し、幕政を混乱に陥れるべく米相場を急騰させていたのだろうか。

　大坂の東西町奉行所の職掌は、大坂のほか摂津、河内、和泉の民事・公く

 事じ

 （裁判）および租税・往来の運送品の検査、関東への廻米などであったから、たしかにやろうと思えば米相場を動かすことも不可能ではない。事実、内山は大坂の富商たちと親交があり、御用金調達に腕をふるったこともあった。

　それにしても、先ほど見たように大御番頭取は奉行所の与力などよりもはるかに上席なのである。しかも大坂町奉行所は、この頃、尊攘派浪士が活動するたびに新選組に応援を頼むという弱い立場にあった。下位の者の不正を知ったなら、近藤はその役柄からして正式に[image: 叱]
 しつ

 責せき

 するか、あるいは幕閣に報じて処分を依頼できる地位にあったのである。なぜ彼はそうしなかったのか。

　それを考えるには西村兼文「新撰組始末記」が、

「近頃京師ヨリ新撰組ノ浪士共下阪ママ

 シテ富商ニ金策ヲ強談スルノ聞ヘママ

 アルヲ以テ、内山深ク新撰組ノ暴業ヲ憤リ、如い

 何か

 ニモシテ彼等ガ暴業ノ挙動ヲ挫ひし

 ガント思慮ス」

　と述べているのを考えあわせる必要があろう。大坂角力と芹沢らが乱闘した際、内山が彼らを厳しく詮せん

 議ぎ

 したのもこのような前段があったためだ、と西村兼文は書いている。

　もうひとつの傍証は、この事件から半年後の元治元年十一月十五日と十二月の日付で、近藤が大坂の唐から

 物もの

 問屋「加賀屋」に金十五万両を要求し、かつ鴻こうの

 池いけ

 はじめ大坂の富商二十二人から総額六千六百貫（七万一〇〇〇両弱）にものぼる銀を借用していたことである。

　後述するようにこの年の七月には禁門の変（蛤はまぐり

 御ご

 門もん

 の変）が起こり、ついで長州征討の軍が発するから、これはそのための軍資金として借り入れたものかも知れない。

　しかし、「加賀屋」に要求した「政治献金」は、なんと十五万両（約二九億四〇〇〇万円）、実際に借り入れた七万一千両だけでも約十四億円という巨額である。このような巨額の金を禁門の変によってますます市場の混乱した時期に、富商相手とはいえ瞬時にして集めることが可能であろうか。「そのうちの幾らかは、前借金であるかもわからない」とは釣洋一『新選組再掘記』の推測だが、私は一歩進めて、「このうちの大部分は、前借金であったに違いない」と考える。

　富商たちと親交のあった内山は、おそらく彼らから新選組の暴虐な押し借りに対する嘆きを聞かされていた。幕府から正式の給金を受けている新選組が、それ以外にも押し借りまがいの金策を行なっていることが会津藩と幕府に知れればどうなるか。よくて新選組は解散、近藤・土方らは追放ものであろう。

　このような新選組の暗部に気づいて、探索の手をのばしているのは内山のみである。「死人に口なし」。内山を暗殺すれば、新選組は安泰である──そう考えて、近藤らは内山暗殺事件をひきおこしたのではなかったか。そう考えない限り、六十八歳の老与力ひとりを暗殺するのに手て

 練だ

 れ十人を選抜し、しかも芹沢暗殺の際にも土方以下に任せきりだった近藤が、みずから襲撃の先頭に立った理由を説明できない。

　これも先ほど見たように、近藤は新選組離散を希望した「上書」の中で、

「自然銘々失策仕出かしつかまつり、かえって御公儀苦労にも預かり候儀出来候はば深く恐れ入りたてまつり候」

　と述べていた。これは富商たちに対して滅茶苦茶な押し借りをかさねて返済のしようがなくなったので、それが問題とならないうちに新選組を解散して帰郷してしまった方が安全だ、と考えた結果の上申とも考えられよう。

　しかし、このような背景を知ってか知らでか、幕府は解散を許さない。解散が許されないなら、ボロが出て[image: 叱]
 責されるのを座して待つよりも、ボロを隠してしまう方が得策だ──内山暗殺の真の動機は、このあたりにあったように思われる。

　芹沢暗殺によって局中の主流にのしあがった近藤・土方グループは、次には自派の弱みを握った局外の人物を葬ることによって辛くも組織保全に成功したのであったろう。





 
 第四章　絶頂の時











 
 池田屋襲撃








　新選組は、有能な人物を探索方に集めていた。すぐれた探索方は、敏感なレーダーに似ている。微弱な電波をいかにキャッチするかで、勝負はついてしまう。特に近藤が大おお

 御ご

 番ばん

 頭取に取りたてられて以降は、京・大坂の町奉行所配下の目明し、岡っ引き、下っ引きの類までを正式に動かすことができるようになったのである。尊そん

 攘じよう

 激派の動きを封殺するには、彼らを十二分に活用する必要があった。

　彼らは近藤の心の揺れとは無関係に、日々あちこちに触角を伸ばしつづけている。内山暗殺に成功して一息ついていた元げん

 治じ

 元年五月下旬、探索方をつとめていた島田魁さきがけ

 、浅野藤太郎（薫）、山崎烝すすむ

 、川島勝司の四名が、西木屋町四条上ル真町で割わり

 木き

 屋（薪炭商）を営む桝ます

 屋や

 喜き

 右衛え

 門もん

 方にしきりと尊攘派の志士らしい怪しい人物が出入りするのを探知してきた。

　いったん怪しいとなれば、彼らは躊ちゆう

 躇ちよ

 しない。

「確かな証拠を握ってから……」

　などとのんきに構えていて、ある日逆襲されてからほぞを嚙か

 んでも遅いのである。六月四日早朝を期して、沖田、永倉、原田らに率いられた新選組隊士二十余名が、裏表から一斉に桝屋に突入した。彼らは、用意された抜け道づたいに逃走した志士たちこそ取り逃したが、秘密の書類を火中に投じていて逃げ遅れた喜右衛門を捕縛することに成功した。

　家探しすると、多量の武器弾薬とともに志士たちの著した書類もあまた発見されるではないか。桝屋喜右衛門は、うむを言わさず壬み

 生ぶ

 の屯所に引っ立てられた。

　彼が押しこめられたのは、前川邸土蔵の二階である。近藤みずからが詮議したが、彼は本名古こ

 高たか

 俊太郎である、ということ以外一切口を割らない。しかし古高といえば、江州栗くり

 田た

 郡物ものの

 部べ

 村の郷ごう

 士し

 、山城の山やま

 科しな

 毘び

 沙しや

 門もん

 堂どう

 門もん

 跡ぜき

 の家臣として国事に奔走していた尊攘派の大物志士である。その古高が、なぜ炭屋とのひとり二役を演じていたのか。

　新選組の拷ごう

 問もん

 は苛か

 烈れつ

 を極めた。竹刀しない

 で打たれ、古高の背中の皮膚は破れて血まみれとなる。だが古高は目をつむり、歯をくいしばって責めに耐えた。激しい痛みに気絶すると、水を浴びせるなどしてむりやり息を吹き返させてまた打ち据える。それでも、すでに死を覚悟している古高の口を割らせることはできなかった。

　それを見て業を煮やしたのが土ひじ

 方かた

 である。土方は昔からきかん気だけに、考えることも凄すさ

 まじい。土蔵の梁はり

 に滑車が取りつけてあるのを見るや、古高の両足を縛った荒縄をその滑車に通し、身体を逆さに吊つ

 りあげた。もちろん両手は後手に縛りあげたままである。

　現存するこの土蔵は二階建てになっており、二階の床板の一部は荷物の上げ下ろしのため、一坪分ほど取り外しできるように作られている。滑車も、この穴から荷物を上げ下ろしするためのものである。

　その穴に逆さ吊りにされ、半身を一階部分に出した古高の身体は、上半身を一階の隊士たちに、下半身は二階の隊士たちに責めさいなまれたのではあるまいか。

　この蔵には、火災や盗っ人の侵入をおそれて三十センチ角ほどの窓がいくつかあるに過ぎない。その窓も閉めきり、呻うめ

 き声を外に洩も

 れなくした密室中での拷問である。それでも古高は口を割らない。

　ますます激げつ

 昂こう

 した土方は、ついに何とも残忍な方法を思いついた、天井を向いた古高の両足の、足の甲から蹠あしうら

 に向けて五寸釘くぎ

 を打ち貫かせたのである。しかも、その五寸釘の蹠に抜けた部分を軸にして百目蠟ろう

 燭そく

 を立て、火をつけたからたまらない。熱く溶け出した蠟が傷口を焦がし、脛すね

 から膝ひざ

 へと伝いおりてゆく。小こ

 半はん

 刻とき

 苦く

 悶もん

 したのち、古高は激痛に耐えかねてついに口を割った。

　彼が自白したのは、六月二十日夜を期して行なわれるはずの、乾けん

 坤こん

 一いつ

 擲てき

 の大謀略の全ぜん

 貌ぼう

 であった。長州藩京都留守居役の桂小五郎と志士一同をもって御所を焼き打ちし、その混乱に乗じて薩摩、会津両藩を君側から排除して孝こう

 明めい

 天皇の長州動座を促したてまつろう、というのである。

「さア、それからいかがいたした。同志のものはどこに潜んでいるかありていにもうせ」（『新撰組顚末記』）

　さらに責められ、古高は苦しい息の下から答えた。

　祇ぎ

 園おん

 通りの町家に雇われている者や、三条通りの旅宿に膳ぜ

 所ぜ

 藩、水口藩と札をかかげて泊まっている侍たちの大部分は、この謀略に加担している者たちである、と。

　平素ものに動じない近藤も、この壮大な計略を聞くやさすがに身ぶるいした。

　彼は、とりあえず釜かまん

 座ざ

 通り下立売上ルにあらたに造営された京都守護職屋敷に古高の自白内容を伝えると同時に、隊士たちに非常呼集をかけた。秘密の文書類が奪われ、古高自身も捕えられたとあっては、志士たちももはや悠長に構えてはいられない。警戒が行き届かないうちに即刻決起するかも知れぬ、と踏んで、近藤はできるだけすみやかに志士たちを一網打尽にしてしまおうと考えたのである。

　この決断は、あらゆる意味でまことに時宜を得たものであった。というのは、古高が逮捕されたことは、あくる六月五日までにはあまねく志士たちの知るところとなっていたからである。彼らは日が落ちるとともに集まって、善後策を講じようとしていた。

　密談の場所は、三条通り河原町東入ル北側の商人宿・池田屋惣そう

 兵べ

 衛え

 方と定められた。参会すべき同志の中には、むろん桂小五郎の名前もあった。彼は、五つ刻どき

 （午後八時）に池田屋に来た。しかし、「同志未だ来らず、依って一たび去って又来らんと欲す」（「木戸孝允自叙」新人物往来社編『続新選組隊士列伝』所収）。対馬つしま

 藩別邸に用事があったので、そちらの用事を先に済まそうとしていったん「池田屋」を辞去したという。

　これはただの弁明であり、危険を察知したので逃げたのが真相だ、という識者も多いが、本稿は桂の行動を追うことを目的としないのでこれ以上のことは問わない。

　桂と入れ違いに、「池田屋」には二十数名の同志たちが集結してきた。彼らはいずれも過激思想の持ち主だから、出される善後策も強硬なものばかりである。

　古高とて捕縛されたからといってすぐに口を割るような人物ではない、ということを前提に、次のようなことが話し合われた。

　まず何をおいても新選組の屯所を急襲し、古高を奪回した上で、今まで練り上げてきた計画を実行に移す。それには屯所に焼き打ちをかけて新選組を皆殺しにし、洛中が大騒ぎになる間に朝廷の伝てん

 奏そう

 方がた

 に詰め寄って長州藩の入京許可を取る。

　これに成功した時は、君側の奸かん

 を斬き

 り捨てて正義の人に代え、一同は宸しん

 襟きん

 を悩ましたてまつった無礼を詫わ

 びて一斉に割腹して果てる。もしこうして京の空気を一変させることができた場合、後に残った人々は公武合体派の中川宮を幽閉して一ひとつ

 橋ばし

 慶よし

 喜のぶ

 を下坂させ、同時に松平容かた

 保もり

 の官爵を削る。かくて長州藩主毛利慶よし

 親ちか

 を京都守護職に据えた上で攘じよう

 夷い

 決行と定め、幕府に通告して天下にこれを知らしめる。

　四つ刻（午後一〇時）まで、彼らは酒を酌みかわしながら以上のようなことを決議していったのであった。

　しかし彼らの議論には、前提に決定的な錯誤があった。まだ彼らの動きは幕府側には知られていないと志士たちは信じていたが、すでにこのころ、古高の自白をもとにして幕府側も急な動きを見せていたのである。

　新選組から急を知らされた京都守護職はどう動いたか。守護職は桝屋方から「會かい

 」の字、つまり会津藩の徽き

 章しよう

 のある提灯ちようちん

 数個が出てきたという報告に強い衝撃を受けていた（『京都守護職始末』）。このような擬装工作は、焼き打ちを会津藩のしわざと見せかける謀略に相違ない。このような謀略が実行に移されれば、朝廷の会津藩への信頼は失せ、公武合体策は一挙に砕け散ってしまいかねない。

　そこで松平容保は、六月五日、京都所司代松平定さだ

 敬あき

 （桑名藩主、容保の実弟）と協議した上で、会津、彦根、松山、淀よど

 の各藩兵と京都町奉行所東西組与力・同心に下知して、祇園、木屋町、三条通りその他の要所を固めさせた。動員された人数は、三千人とも五千人ともいわれる。

　そのうちの会津藩兵は、五つ刻（午後八時）に祇園会所で新選組と合流する手て

 筈はず

 であった。しかし、時刻をすぎても藩兵たちは姿を見せなかった。これは、要所は固めたものの直接討伐に参加して長州藩の恨みを買っては困ると、わざと出動を遅らせたのだろう。

　あせったのは近藤と土方である。遅れれば遅れるほど、こちらの動きが敵に伝わるおそれがある。察知され、各個ちりぢりに姿を消されては泰山鳴動鼠一匹。

「おおげさな御注進をよこしたが、何も起こらなかったではないか」

　と会津藩士たちの失笑を買うかもしれない。どうすべきか、と近藤と土方は顔を見合わせたことであろう。おりあしく、隊士たちの一部は大坂に出張していた。夏負けしたり食あたりして寝こんでいる者も多く、働ける隊士はわずか三十名にすぎない。小さな旅館に数人ずつ潜んでいるならよいが、志士たちの集結先や多勢が同時に宿泊している先に踏みこんだりしては返り討ちされる危険もある。

　何しろ新選組は、絶対多数の有利な立場で戦うことはあっても、同数以上の相手と闘った経験はない。大坂角力ずもう

 と争った時は少数でよく戦ったが、それでも剣技を知らない角力取りたちに刀を叩たた

 き落とされたりした。ところが今日の相手は、本物の剣士たちなのである。

　しかし、近藤はついに決断を下した。近藤は永倉、沖田、藤堂と養子の周平（一五歳）の四人を伴い、鴨川西岸の宿屋をシラミつぶしに調べてゆく。土方は残りの隊士全員を引きつれ、おなじく東岸をあらためる、という両面作戦を取ることにしたのである。

　隊士たちの大部分を土方に分け与えたのは、志士たちが鴨川東岸の東大路、四条通り、川端通りのいずれかに潜伏している公算が大きい、と踏んだからであろう。そうでなければ、近藤がわずか護衛程度の人数しかつれず、しかもその中に実戦経験まったくなく、腕も立たない周平をふくめていたはずがない。土方隊から周平を外したのは、養子に対する近藤の愛情でもあったろう。

　こうして新選組は、二手に別れて祇園会所を後にした。ところが近藤隊がいくら調べても、志士たちは影も形もなかった。土方隊の結果もおなじであった。

　ここで京都の町並について一言しておく。今も祇園周辺をぶらついてみればすぐわかることだが、このあたりには路地が多い。家と家との間を走る半間ないし一間幅の路地に踏みこむと、五十メートルも進んだ突き当たりに料亭の明かりが見えて驚かされることがある。また、同様の道を同様に進むと、突然別の家の前庭に踏みこんでしまうこともある。

　このような場所で怪しい者を発見したところで、まっしぐらに追跡するのは愚挙というものである。地理をよく吞の

 みこんでいる者なら、追跡者の死角から死角へと身を潜めつつ逃げおおせることが十分に可能だし、何よりもあらかじめ死角に味方を埋伏させておいて、追手が肉薄するや不意に刀を抜きつれて逆襲に転じることもできる。

　慣れない狭い路地で刀を抜き合わせるうち、追跡者のそれは左右の板塀に当たって動きを妨げられ、あせりを増すうちに返り討ちにされるであろう。要するにこのあたり一帯は、アルジェリアのアルジェのようにゲリラ戦に適した町並なのである。

　このような家々を調べるには、時間がかかる。不意討ちを喰く

 わないよう、慎重に進まなければならないからである。

　さらに、宿屋や茶屋の御用改めには、より慎重な進退が必要になる。今も少なからず残っているが、三条大橋付近から二条付近にかけて鴨川沿いに並ぶ旅館ないし料亭やお茶屋には、「秘密の抜け道」と呼ぶべきしかけを施している家が少なくない。地下には玄関付近から家の裏手に抜けられる、大人が立って通れる地下道を備え、三階あるいは屋根裏の灯り取りのない奇妙な部屋からは、観音開きになる床板をあけ、壁と壁との間の空間に垂れた縄ばしごによって一階あるいは地下道まで滑り下りることができる、などといった類のしかけである。

　私がそのようなしかけを見学させてもらった一軒の旅館（幕末には、勤王の志士たちをよくかくまったという）では、屋根裏部屋の観音開きになる板場の上には、必ず長火鉢を置いてしかけが見えないようにしておいたそうだ。

　また巨大な地下道は、

「昔はこの辺は水はけが悪く、大水のあとなどでは床上に水が来ることもしばしばだったので、床下に穴をうがって裏手の鴨川に水を落とすようにしたのだそうです」

　という娘さんの解説であった。

　しかし、それならば深さ二メートルもの穴を掘る必要はないし、何よりも鴨川にまっすぐ水を落としこむことが大事なのだから、穴に死角を作る必要はない。しかるに懐中電灯を借りて進んでいくと、この地下道は右に左に折れ曲がり、いくつかの大きな死角を持っていた。その暗くら

 闇やみ

 の背後からは、白刃を引っさげて息をひそめている志士たちの呼吸音が、今も聞こえてくるようにすら思われた。

　さて、このような家を御用改めするにはどうすべきか。新選組もそれまでの経験から、どの宿にはどのようなしかけがある、とおおかた知ってはいたであろう。

　とすれば、五人なら五人の隊士が、玄関からまとまって屋内に入るのは愚の骨頂である。三人が玄関から入って、そのうちのふたりは各部屋の殺気に用心しつつ、とにもかくにも隠し部屋に至らねばならない。残るふたりはあらかじめ鴨川の河原に身をひそめていて、秘密の地下道を伝って逃げてくる志士を待ち伏せしなければならない。

　一軒ごとにこうやって調べていくのには、膨大な時間がかかる。しかも、この夜だけは何としても探索に手抜きすることは許されなかった。近藤隊も土方隊も、必ずこのような調べ方をしたはずだ、と私は思う。

　こうしてローラーをかけるように調べながら、四つ刻ごろ、近藤隊は三条小橋にもどってきた。三条小橋から三条大橋のかなたの祇園会所までは、ゆっくり歩いても十分の距離である。高瀬川に架かる三条小橋の西詰め近くに、「池田屋」という小さな宿屋があった。長州藩邸から木屋町通りをまっすぐ来れば、これまたゆっくり歩いても十分もかからない距離である。その「池田屋」にほど近い三条通りを、その日は多くの兵や密偵が祇園会所との連絡のために何度も通ったはずであった。

　新選組も、こんな近くに敵が身をひそめているとはおそらく思わなかった。だから「池田屋」はひとまず度外視して、近藤隊も土方隊もそれより遠い地帯を改めつづけたのであろう。

　ともかくこうして、近藤隊は池田屋近くまで戻ってきた。

「のぞくと、はたして二十余名の長州志士がより合ってなにごとか凝議のさいちゅうであることがわかった」

　と『新撰組顚末記』はいうが、実態はまさかこんな手近なところに、と思いつつも念のためにひそかに中をうかがうと武士たちの議論の声が洩も

 れ聞こえてきた、ということであろう。まだこれが敵の本拠であるかどうかはわからなかった。即座にそれとわかったならば、今しばらく物影に身を潜め、その間に土方隊を呼べばよかった。しかるに近藤がそうしていないことから考えて、こう推察することができるのだ。

　近藤は、議論している者たちの正体を確認すべく「池田屋」の玄関をくぐった。この時「行あん

 灯どん

 の影にすかせば、軒下に鉄砲が十挺ちよう

 ばかりたてかけてある。それを見た沖田はてばやく縄をもってひっからげ」た、と同書にあるのは明確に記憶違いである。軒下にこれ見よがしにそんなものを置いておいては、「我々はここにいますよ」と言っているようなものではないか。

「主人はおるか、御用改めである」

　近藤は大声で呼ばわった。不幸なことに、二階に集まっている志士たちには、議論白熱のあまりその声がよく聞こえなかった。飛び出してきた惣兵衛が、鎖かたびらに身を固めた物々しい近藤の姿を見て、あわてて階段下から叫んだ。

「みなさま、旅客調べでござります！」

　その緊迫した声で、近藤は一瞬のうちに事態を察した。やはりここが志士たちの集結地であったのだ。

　そうとわかれば、十代の時強盗たちに逆襲をかけた度胸をもつ近藤である。事ここに及んで、いったん退却することなどは考えない。板場に躍り上がるや、惣兵衛を殴りつけてその場に昏こん

 倒とう

 させた。間髪をおかず階段を駆け上がると、行あん

 灯どん

 の暗い光の中に車座になっている志士たちの前に仁王立ちになり、

「無礼すまいぞ！」

　と抜刀したまま睨にら

 みつけた。

　後は混乱につぐ混乱である。映画、テレビなどでは沖田総司と大物志士との一騎打ちなどの見せ場をこしらえるが、敵も味方も顔を見知らぬ者同士が、暗い行灯の光の下で斬き

 り結んだのである。正確な描写など、後世に残るべくもない。今はただ、近藤とともに表玄関から乗りこんだ永倉新八の回想によってこの惨劇を偲しの

 んでみよう。

『新撰組顚末記』によれば、近藤の背後には沖田、永倉、藤堂の三人がつづいていた。この三人は階下に控えて様子をうかがっている。志士たちの中には、近藤の不意の出現に驚いて屋根へ逃れたり、その屋根から中庭に飛び下りたりする者もあったが、近藤のかたわらをすり抜け、階段を駆け降りた志士たちが彼らと剣を交えることになったわけである。ひとりの志士は、沖田と二、三合斬り結んだのちに斬り伏せられた。

　しかし新選組にとっては、いかんせん多勢に無勢であった。押し戻されていつしか近藤も階下に降り、裏座敷で沖田と組になって剣を構えた。表座敷縁側では、永倉と藤堂が組になって身構える。

　この間に周平が案内したのであろうか、会津、桑名両藩の兵が、「池田屋」を遠巻きにしてしまった。外に逃れられぬと知って、志士たちはますます剣をふるって迫ってくる。

　このころ土方隊は、大仏殿や「井筒屋」、「島村屋」を探索したはてに、木屋町通り三条上ル東側の「四国屋」にも押し入ったが何の成果もあげられなかった。にもかかわらず前述のような改め方をしたので、三条小橋付近まで戻ってくるのにえらく時間がかかったのである。

　しかし、「四国屋」は「池田屋」から歩いて一分とかからぬ距離にある。戦闘の物音が伝わったものか、会津、桑名の藩兵に知らされたものか、この時ようやく「池田屋」に乗りこんできた。彼らの到着によって、ようやく新選組は守勢から攻勢に転じることができた。

　表玄関に槍やり

 の達人谷万太郎と原田左之助が立ちはだかったので、隙すき

 を見て走り出ようとしていた志士は絶体絶命となった。室内に逃げ戻ろうとしたところを、中から追ってきていた永倉に胴を斬られて即死する。彼ら三人の挟撃にあって、さらに三人の志士が斃たお

 れ伏した。

　谷は、近藤の姿を見つける暇はなかったが、

「えっ、おうっ！」

　という近藤独特のかん高い気合が腹の底にビンビン響くので、百万の味方にもまさる思いであった。その谷が階段下に近づくと、ちょうど志士のひとりが階段中ほどに刀を構えて立っていた。

「うぬっ」

　と叫んだ志士は、刀を頭上に振りかぶって飛び降りてきた。すかさず谷の槍が胸板を貫く。その穂先は志士の背中へ抜け、その身体がずるずると槍の柄つか

 に沿って谷の手元に落ちかかって来た。その身体に押し伏せられ、谷はその場にひっくり返った。

　六月の京の蒸し暑さの中での乱戦である。重い鎖かたびらに身を固め、必死に身体を動かしていれば全身から汗が吹き出してくる。藤堂平助は、その暑さに耐えかね、敵の姿が視界から消えた隙につい鉢はち

 金がね

 を外した。鉢金といっても、額全体を覆うぶ厚い鋳鉄のかたまりで、これを着けているかぎり額で刀を受けても撥は

 ね返せるという代物である。藤堂は、鉢金の下にたまった汗が目に伝ってくるのを嫌ったものであろう。

　しかし、その隙に乗じた志士がいた。彼は押し入れから飛び出すや、藤堂の無防備になった額を狙ねら

 って撃ちこんだ。藤堂は、面を割られてその場に昏倒した。頭骨を斬り下げられなかったのは、志士も逃げ腰になっており、刃筋を立てた打ちこみではなく手先だけで斬りつけたためであろう。

　その光景を目撃した永倉は、新選組結成以来の同志を救うべく猛然と志士に斬りつけた。相手もなかなかの腕前で、数合斬り結ぶうち永倉の制服はさんざんに斬り裂かれてしまった。素肌に下着と制服のみであったらやられていたかも知れないが、永倉も鎖かたびらをつけていた。そのおかげで負傷はせず、逆に志士の左頰ほお

 から首へかけて斬り下げ、ようやくとどめを刺すことができた。

　だがこの時、永倉の刀は土間の三た

 和た

 土き

 に打ち当たって折れてしまった。あわてて敵の刀を拾い上げようとして、永倉は左手がベトベトするのに気がついた。彼は左手親指のつけ根を深々と切り裂かれているのに、その時まで気づかずに闘っていたのであった（後に縫合手術）。

　その間、近藤はどのように闘っていたか。本来ならば逮捕するのが任務だが、少人数ではそれもできないと判断した彼は初めから、

「斬れ、斬れ」

　と絶叫しつつ剣をふるっていた。しかし、土方隊が来たと知った瞬間、

「生け捕りにせよ」

　と命令を変更した。油断すれば、いつ藤堂のように死角から来る敵にやられるかも知れない状況下で、彼はこのように冷静に判断を下しつつ闘っていたのである。

　古高を逮捕したその日のうちに行動を起こすべきだと考えた判断力。援軍遅しと見るや、単身御用改めに出かけることに踏み切った決断力。多勢の敵に際会してしまったと知った瞬間、思い切って踏みこむことによって志士たちを混乱に陥れてしまった度胸のよさ。衆寡敵せずと見るや斬り死に覚悟で必死に敵を斬りまくり、形勢が逆転したと知るや即座に「斬れ」の方針を「生け捕りにせよ」に切り換えた目配りのよさ──近藤勇という人間の、リーダー・シップが存分に発揮された一瞬であった。

　乱戦のさなかにあって、ひたすら向かって来た敵と斬り結ぶのは、ただの兵士たちのなすべきことである。それは井上源三郎や原田左之助といった命知らずの隊士たち、あるいはガム新こと永倉新八や天才剣士沖田総司に任せておけばそれでいい。

　しかし、長たる者は部下の動きと敵の動きとを見較べつつ、適宜命令を下してゆかねばならない。それが部下たちの活動を統御すべきリーダーの務めである。それには、リーダー自身が混乱に捲ま

 き込まれ、平時の判断力を失ってはならない。狼ろう

 狽ばい

 し、平常心を失ったリーダーの下では、兵士たちはひたすら屍しかばね

 を曝さら

 すことになるだけである。

　近藤勇は、このような大乱戦をくりひろげたのは生涯初めての経験だったにもかかわらず、よく新選組に最終の勝利をもたらすことができた。ちなみにこの時近藤勇はまだ三十歳。現代のサラリーマンなら、係長になるかならぬかの若さであった。

　さる心理学者の言によれば、オフィスに火災が発生した時、管理職たる者はとにかく手近の机に飛び乗って、大声で「あっちだ！」と非常口を指さすべきであるという。非常口がどこにあるか知ち

 悉しつ

 している人々も、いったん動揺するとそう命令しない限り統率のとれた行動ができなくなるからである。そのような現代人の心理と比較すれば、近藤勇の判断力のみごとさが、よりよく理解できるであろう。

　対して、志士たちはなぜかくも浮き足立ってしまったのか。

　それは先ほども触れたように、古高は逮捕されても簡単に口を割るはずがない、という前提に基づいて行動を起こしたことに起因する。なるほど古高が口を割りさえしなければ、ふたたび京に潜伏、集結した志士たちも今しばらくは安全であった。そうすれば、その間に善後策を講ずる余裕も生じただろう。

　しかし彼らは、惜しむらく古高が即日口を割ったらどうなるか、という点を読みに入れていなかった。最悪の場合を想定し、その上に立ってもなおかつ成功し得る作戦を練らなかったところに、彼らの議論の致命的な欠陥があったといえる。

　今も勝負ごとやスポーツなどにおいて、「手の内を読む」という言葉が使われることがある。近藤勇は、志士たちとの手の内の読み較べに勝つことによって勝利に近づき、決断力を存分に発揮することによって勝利を確実に掌中のものとしたのであった。

　目をふたたび「池田屋」の室内に戻そう。

　剣を折ってしまった永倉が急いで敵の刀を拾って闘ううち、今度は沖田が口から大量の鮮血を吐いて倒れてしまった。沖田は、屋内で数人の志士を斬り伏せ、あらたな敵に向かううちに刀の鋩ぼう

 子し

 （切先）を折ってしまっていた。おそらく低い天井だったので、上段から振りおろした瞬間、梁はり

 に切りこんでしまったためだが、鋩子の折れた刀では総司得意の三段突きもくりだせない。いかな天才剣士といえども、これでは苦戦を免れ難い。その焦りが肉体に過重な動きを強い、労ろう

 咳がい

 （肺結核）を病んだ身体の負担となって、ついに大喀かつ

 血けつ

 を引き起こしたものか。

　しかし、この時には原田、井上、武田観柳[image: 〓]
 などもかけつけてきていた。隊士たちの手で、沖田はいそぎ「池田屋」の外へ運び出された。刃こぼれのあまり、ささらのようになった刀を握ったまま昏倒していた藤堂も助け出された。

　近藤周平は槍をもって戦っていたが、これもその槍を切り折られてしまっていた。土方隊は、実に危ないところに駆けつけてきたのである。

　志士たちのリーダー格だった宮部鼎てい

 蔵ぞう

 は乱戦の中に重傷を負い、もはやこれまでと観念して階段の下で屠と

 腹ふく

 して果てた。享年四十五。宮部は山やま

 鹿が

 流兵学のほかに国学・神道をも修め、吉田松陰も兄事したほどの人物である。肥後勤王党の代表者で長州藩とも親交があり、在京の志士たちの重鎮であった。

　土方隊の到着により、形勢が逆転したことを知った志士たちのうち八人は刀を捨てて捕虜となった。表口から逃亡をはかった五人の志士は、会津・桑名の藩兵に斬り伏せられたが、会津兵ふたりは深手を受けて後にひとり死亡、桑名兵もひとりが即死した。完全武装していた兵たちが、刀以外無防備の志士にやられたのである。彼らの窮鼠猫を嚙か

 む勢いが、いかに凄すさ

 まじいものであったか知れるであろう。

　戦闘が一段落すると、隠れた者を探すため屋内探索が始められた。改めて眺めると、「池田屋」の中はまことに惨さん

 憺たん

 たる光景であった。





　襖ふすま

 障しよう

 子じ

 などは一枚としてまんぞくなものがなくこっぱみじんにうちこわされ、天井板はこの上に隠れたものがあったのを下から槍で突きあげたからこれもさんざんに突き砕かれた。階上階下の座敷のいく間は鮮血斑はん

 々はん

 として畳を染め、ことにむざんなのは切り落された腕や足が狼ろう

 藉ぜき

 として散乱し、毛髪のついたままの鬢びん

 などが切り殺そ

 がれて落ち散っているのであった。（『新撰組顚末記』）





　日本刀による戦いが招来する、独特の酸鼻な光景がこれであった。

　邸内の検分を終わり、新選組が二列に隊たい

 伍ご

 を整えて粛々と帰途についたのは、六日の正午過ぎのこと。壬み

 生ぶ

 村までの沿道には、早耳に事変勃ぼつ

 発ぱつ

 を聞きつけた数万の市民たちが集まってきていた。その人垣の間を、隊士たちは昂こう

 然ぜん

 たる面持ちで引き揚げていった。

　藤堂平助は、釣り台に仰ぎよう

 臥が

 して運ばれていた。発作がおさまった沖田総司は、両脇わき

 を隊士に支えられ、青黒い顔をさらに蒼あお

 ざめさせて歩いていた。奮戦した永倉新八は全身に返り血を浴び、左手に布をぐるぐる巻きにして歩いていた。その布の表には、赤黒く血が滲にじ

 み出していた。近藤は終生大石内蔵くらの

 助すけ

 を畏い

 敬けい

 してやまなかったが、新選組引き揚げの姿を見て、赤穂あこう

 浪士の吉良邸引き揚げの様子もこのようなものだったに違いない、と噂うわさ

 した市民も多かった。

　近藤は屯所に着くや隊士たちの刀とう

 槍そう

 をあらため、その損傷の程度から活躍の度合いを取り調べた。会津藩は藩医ふたりを屯所に派遣し、負傷した隊士たちの治療に当たらせた。

　近藤が養父周[image: 〓]
 に宛あ

 てた六月八日付の報告書には、

「討ち取り七人、疵きず

 負わせ候者四人、召し取り二十三人」

　とあるが、『定本新撰組史録』によれば、死傷者と捕縛された者のうち、出身・姓名のあきらかな者は次の通りである。





〈即死〉　吉岡平助（長州）、石川潤次郎（土佐）、北きた

 添ぞえ

 佶きつ

 麿ま

 （同）、宮部鼎蔵（熊本）、大高又次郎（赤穂）。

〈自殺〉　吉田稔とし

 麿まろ

 （長州）、望月亀弥太（土佐）。

〈傷死〉　杉山松助（長州）、山田虎之助（同）、野老ところ

 山やま

 吾吉郎（土佐）、藤崎八郎（同）。

〈捕縛傷死〉　松田重助（熊本）。

〈捕縛〉　佐伯稜い

 威ず

 雄お

 （長州）、佐藤一郎（同）、内山太郎左衛門（同）、大高忠兵衛（赤穂）、古高俊太郎（近江）、西川耕蔵（同）、大中主膳（和泉いずみ

 ）、沢井帯たて

 刀わき

 （同）、瀬尾幸十郎（美みま

 作さか

 ）、森主計かずえ

 （京都）。





　大高又次郎は、赤穂浪士のひとりとして歴史に名をとどめる大高源吾の末まつ

 裔えい

 である（捕縛された忠兵衛はその養子）。志を遂げた大高源吾とは逆に、又次郎親子は敵の軍門に降くだ

 らねばならなかった。彼らと敵対した新選組の勇猛ぶりが、赤穂浪士と比較されることになったのは皮肉である。

　自殺した吉田稔麿は、高杉晋作、久く

 坂さか

 玄げん

 瑞ずい

 とともに吉田松陰の松下村塾三秀のひとりといわれた俊英であった。この夜吉田は河原町の長州藩邸を出ようとした時、同藩京都留守居役乃の

 美み

 織おり

 江え

 から言われていた。

「町宿ははなはだ危険だから、なるべく屋敷に帰ってくるように」

　実際、この夜吉田は一度長州藩邸に戻って来たのである。しかしそれは、刀を振るって血路を開き、藩に援軍を頼むための必死の帰還であった。だが吉田の「開門！」の叫びは、空しく虚空に響くだけであった。というのは、遅く長州藩邸を出ていった杉山松助が出動してきた諸藩の兵と争って片腕を斬き

 り落とされ、ようやく逃げ戻ってきて、

「御門を閉めろ！」

　と指示した後のことだったからである。門を開けておいて会津藩その他の兵に突入されてはたまらない、と判断した乃美織江は、その後固く門を閉ざしてしまった。

　これを、何とも冷酷な仕打ちと感じる人もいるかも知れない。だが、長州憎しの念に燃えている諸藩の兵数千に踏みこまれでもしたら、主力が国許に引き揚げている長州屋敷などはひとたまりもない。留守居役を仰せつかっている乃美としては、おのれの属する組織（＝長州藩）を守るために、あえて一部の人間を見捨てなければならなかったのである。乃美もまた、近藤同様、切羽詰まったところで思い切った判断を下すことを強いられた人物であった。






終つい

 に（六日の）未明と相成り、屋敷通りに警衛、未明には引き取り候趣、それより人を出し詮議候ところ、吉田年丸（稔麿）と相みえ倒れ居り候由、白帷かた

 子びら

 、黒羽織着用の由につき、ただちに連れ帰る。（「乃美織江覚え書」『続新選組隊士列伝』所収、読み下し筆者）





　援軍を頼めないと知った吉田は、長州藩邸の前で切腹して果てたのである。享年二十四。

　また望月亀弥太は、急襲を受けるや白刃をかいくぐって階下に飛び降り、逃走を図ったものの警備中の会津兵に見つけられてしまった。ふたりを斬り、河原町二条の角すみ

 倉くら

 屋敷の前まで来たが、満身に重傷を負っていたため、ついに自決した。享年二十七。坂本龍馬にこよなく目をかけられていた青年であった。

　次に新選組の被害状況について見る。

　前述の近藤報告書には、

「新選組においては深手藤堂平助、薄手永倉新八、外に手て

 疵きず

 を受け候者もこれなく、先まず

 は御安心下さるべく候」

　とあるが、誤りである。実際には、奥沢平助、安藤早太郎、新田革かく

 左ざ

 衛え

 門もん

 の三人が深手を負い、その傷が原因となって死んでいる。

　さらに出動した幕府側全体の被害を押さえておくと、

「一、会津即死五人　手負三十余人

　一、彦根即死四人　手負十四、五人

　一、桑名即死二人内徒かち

 目付一人　手負少々

　一、松山　淀

　右二藩何いず

 れも少々死人手負これあり」

　と『官武通紀』にある。これが事実であれば襲われた志士たちよりも被害は甚大であって、ここからも志士たちの捨て身の奮闘の様子が偲しの

 ばれる。

　また近藤報告書によれば、新選組の戦利品は以下のごとし。





一、具足十一領

一、鎗やり

 二十五筋

一、木砲（十貫目位）五挺

一、短筒三挺

一、火薬（大筒に致し）一本

一、尖り矢五百筋

一、重藤弓十一張はり









　このほかに鎖かたびら、長刀、武器類が長持にして五つもあり、六月八日、会津藩へ引き渡された。このうちの何割かは桝屋方から発見されたものであろうが、昭和初年、子母沢寛が「池田屋」を訪ねた時、支配人が「武器などはこの中に隠していたものだそうです」といって、お勝手の横手にある地下室を見せてくれた。その地下室は、頑丈な男が高下駄をはいて入っても頭を打つ心配のない天井の高さで、入ってすぐの空間だけでも八畳間の広さがあったという（『新選組遺聞』）。

　志士たちは、定宿の地下室を武器庫として使っていたようである。新選組の動きを志士たちが先に探知したり、あるいは近藤の即日討滅という迅速な決断が下されなかった場合、志士たちはこれらの武器弾薬類をもって新選組に猛もう

 禽きん

 のように襲いかかっていたかも知れない。

　新選組の隊士たちは鎖かたびらを着け、鉢金を額に巻いていた。対して志士たちは、それらを用意していたにもかかわらず、敵の襲撃を予知していなかったためにそれらを身にまとうことなく立ち向かい、さんざんに斬りまくられてしまった。これらの戦利品を会津藩にわたす時の、近藤・土方の得意気な顔が目に浮かぶようである。

『会津藩庁記録』所収「公武御お

 達たつし

 扣ひかえ

 」によれば、尊そん

 攘じよう

 激派の大陰謀を未然に防いだ大功により、八月四日、幕府から会津藩を通じて新選組に巨額の手当が支給された。





金十両、別段金二十両　近藤勇。

金十両、別段金十三両　土方歳三。

金十両、別段金十両　沖田総司、永倉新八、藤堂平助、谷万太郎、浅野藤太郎、武田観柳[image: 〓]
 。

金十両、別段金七両　井上源三郎、原田左之助、[image: 〓]
 藤一、篠塚岸三、林信太郎、島田魁、川島勝司、葛山武八郎、谷三十郎、三み

 品しな

 仲ちゆう

 治じ

 、蟻あり

 通どおし

 勘吾。

金十両、別段金五両　松原忠司、伊木八郎、中村金吾、尾崎弥四郎、宿しゆく

 院いん

 良蔵、佐々木蔵之助、河合耆き

 三さぶ

 郎ろう

 、酒井兵庫、木内岸太、松本喜次郎、竹内元太郎、近藤周平。





　そのほか、戦死した三人の隊士にも金十両、別段金十両ずつが支給された。これも一両を一万九千五百八十四円として換算すれば、近藤には約五十八万円、土方には約四十五万円、死者には約三十九万円。その他の隊士たちには、活躍への度に応じて約二十九万円から約三十三万円の間の額が与えられたのである。

　ちなみに安政六年（一八五九）八月の町触れによれば、そのころには月々三両ないし五、六両でひとりのお妾めかけ

 さんを囲うことができた。その数年後のインフレが進行していた時代のこととはいえ、平隊士ですら十五両もの小判を与えられたのだから大変である。





（隊士たちは）毎日毎夜島原などへ通いつづけ、大変な騒ぎでした。誰でしたか真赤に酒に酔って、

「大名になった、大名になった」

　と叫びながら、島原の方へ走って行った隊士がありました。（「八木為三郎老人壬生ばなし」『新選組遺聞』）





　ことほどさように、これは浪士あがりの隊士たちにとって考えられないような額なのであった。

　しかし私は、隊士たちのその後の遊ゆう

 蕩とう

 ぶりを記述するために行賞金の額を記したのではない。この行賞金リストをよく眺めると、今まで定説とされてきたいくつかの事どもが実はまったくの錯誤ないし虚構であったことが知れるのである。

　できるかぎり新選組の実像に近づくために、以下しばらく池田屋事件に関する新選組神話のいくつかを検証してみよう。











 
 神話の発生








　テレビ・映画などでもっともよく知られているのは、敵は「池田屋」にあり、と探知したヒーローを副長助勤の山崎烝すすむ

 とする説である。島田魁さきがけ

 の遺したいわゆる「島田魁日記」にも、

「五月下旬四条小橋辺あた

 リニ桝屋喜左（右）衛門ト申ス人、元紀州大津代官手代古高俊太郎ト申ス人ニテ、長州人ト同意シ三百余人姿ヲヤツシ三条大橋辺ノ宿屋ニ泊リ居ル。当組（新選組）島田、浅野、山崎、川島是これ

 ヲ探索シ、会津侯ヘ達ス」

　とあるから、古高逮捕の直前まで山崎烝が探索をつづけていたことは確かである。

　だが前述したように、志士たちを「池田屋」に発見したのはローラー作戦の成果であって、スパイによる探知成功の結果ではない。だからむろん、近藤隊が踏みこむ以前に池田屋に変装した山崎が入りこんでおり、内側から手引きしたなどということなどはあり得ない。

　しかし定説は、池田屋事件をまず第一に手引きした山崎烝の手柄とする。一体どうしてこのような俗説が流布してしまったのであろうか。それを考察するには、例の近藤報告書に次のようにあることを知らねばならない。





時尅（刻）

 も移り候間、局手勢の者にて、右徒党の者、三条小橋、縄手二ケ所に屯たむろ

 いたし居り候ところ、二手に別れ、四つ刻（午後一〇時）頃打ち入り候ところ、一ケ所には一人も居り申さず、一ケ所には多勢潜伏いたし居り、かねて覚悟の徒党の族やから

 故ゆえ

 手向かひ、戦闘一いつ

 時とき

 （二時間）余の間御座候。





　三条小橋すなわち「池田屋」と縄手の宿の二カ所に集結している、という情報がまず初めに届けられたかのように書いている点に注目されたい。だがこの近藤報告書は、前述のごとく新選組には死者がなかったと述べていたり、事実関係に信頼しかねる面がある。このくだりも、三条小橋方面の宿のどれかと縄手方面の宿のどれかに潜伏しているらしいと知れたという程度のことを、「三条小橋と縄手の二カ所」とわかった、と断定的に述べている可能性が高い。

　もっともこの近藤報告書には、まだ山崎烝大活躍説は出てこない。この説が初めてあらわれるのは、西村兼文「新撰組始末記」の次の部分においてである。





三条通河原町東入北側、旅舎池田屋惣兵衛、四国屋重兵衛方ヘ子ね

 年どし

 （元治元年）六月初メノ頃ヨリ長州藩及ビ諸国ノ脱藩士多ク集あつま

 リ密議ヲナスヨシ聞ヘママ

 レバ、近藤勇、会藩ニ通報シ、部下山崎蒸ママ

 ニ密意ヲ授ケ大阪ママ

 ニ下シ、売薬商人ニ姿ヲ俏に

 サシメ（変装させ）、同所ノ船宿ヨリ池田屋ヘ紹介ノ書面ヲ認したた

 メサセ、同二日ノ夕方池田屋ニ来きた

 リ、同宿ニ泊リヲ求メタルガ、祇ぎ

 園おん

 会え

 前ニテ多客ナレバ断ルベクモ、来年ノ取引先キナル船宿ノ依頼ニヨリ余儀ナク下座敷表ノ間に滞在セシム。山崎ハ他ノ目撃ヲ欺クガ為た

 メニ態わざ

 ト二条通ノ薬店ヨリ公然多分ノ（沢山の）薬種ヲ買求メ、或あるい

 ハ相応ノ注文ナスヲ以テ、誰カ之ヲ怪シミ疑ヒヲ容ルヽ者ナシ。蒸ハ仕し

 済すま

 シタリト密カニ悦コビ、隠ひそか

 ニ有志達ノ出没及ビ其その

 計画ヲ探索シテ逐一事情ヲ新選組ニ内通（報告）ス。又所司代ノ足軽渡辺幸右衛門ヲ乞食ノ躰てい

 トナシ、池田屋ノ門前ニ毎夜臥サシメ、内通ノ計議ヲ奔走（急報）セシム。既ニ其その

 計画調ととの

 ヒ、同五日夜此この

 両逆げき

 旅りよ

 （宿屋）ノ四辺ヲ会津、桑名、彦根、松山等ノ人数ヲ以テ取回シ、新選組ノ撃うち

 入いり

 ニ先立だち

 テ下屋敷ニアル有志等ガ所持スル所ノ弾薬及ビ武具器械等ヲ密カニ悉ことごと

 ク奪ヒ匿かく

 シ、夜半過ギ表戸ヲ蒸ノ明クルヲ（合）図ニ藤堂平助、長ママ

 倉新八、奥沢栄助一番ニ進入シ、直ただち

 ニ二階ニ登ル。





　慶けい

 応おう

 元年（一八六五）四月初旬、すなわち池田屋事件から約十カ月後に、新選組は屯所を西本願寺に移した。その西本願寺の寺侍西村兼文の記したのが、この「新撰組始末記」。西村は新選組が同寺にある間、新選組隊士たちと事務折衝その他のために接触せざるを得ない立場にあったので自然隊士たちと親しくなり、彼らの行動を記録しておこうと思い立ったのである。

　この史料の特徴は、「山やま

 南なみ

 」を「三さん

 南なん

 」と表記していることから知れるように、隊士たちからの聞き書きを主としている点にある。だから、慶応元年四月以降の出来事ならば事が起こって間もない内に真相を聞き出すこともでき、その分だけ記述も真実に近づくことができた。しかし池田屋事件は、西村が隊士たちと顔見知りになった時にはもはや一年近く前の出来事となっていた。

　西村から池田屋事件における奮戦ぶりを話してくれと請われた隊士たちの中には、自分こそ最大のヒーローであるかのように自慢話をした者もいたであろう。どうしても手柄話というものは、誇大になりがちなものである。その結果、西村の記述には事実と異なる情報も混じってしまった。

　たとえば右引用部分に、「一番ニ進入シ」たのは藤堂平助、永倉新八、奥沢平助の三人とあって、近藤勇、周平、沖田総司の名が欠けている。実際に最初に突入した近藤と永倉が、ともに最初に突入したのは近藤、永倉、沖田、藤堂、近藤周平の五人と記しているのだから、この部分はあきらかに誤りである。特に奥沢は近藤隊に属していなかったのだから、「一番ニ進入」することは物理的にも不可能である。

　それなのにどうして「一番ニ進入シ」た者のリストから近藤勇、周平、沖田の名が消え、藤堂、永倉に奥沢の名が加わって伝えられることになったのか。それには藤堂、永倉、奥沢の三人の共通点を考えてみればよい。

　すでに見たように、乱闘の最中に藤堂は額を割られて昏こん

 倒とう

 し、永倉は左手親指に傷を負った。奥沢も重傷を負い、後に死亡している。すなわち、

[image: ㊀]
 　藤堂と永倉は、少数で突入したから多勢に無勢の苦戦に陥り、重傷を負った。

[image: ㊁]
 　奥沢も重傷を負った。

[image: ㊂]
 　奥沢が重傷を負ったのは、藤堂、永倉とともに最初に突入したからであろう。

　このような思考の流れが隊士たちの間に出来あがり、一年弱の間にそれが事実であったかのように語られるようになっていた可能性が高い。何せ池田屋事件に直接参加した新選組隊士の数は三十人にすぎず、残り数十人および新規応募の新参の隊士たちは、伝聞によって事件を想像するしかなかったのである。彼らの得た情報を第一次伝聞情報とすれば、西村の得たのは第二次伝聞情報なのであった。ここに誤った記述の成立した背景がある（最先せん

 鋒ぽう

 から外されてしまった近藤勇、周平、沖田総司がともに無傷で生還したという共通点を持っているのも興味深い。沖田の喀かつ

 血けつ

 は、武士の誉れの向こう傷ではなかった）。

　同様に「新撰組始末記」は、新田革左衛門、安藤早太郎のふたりが重傷を負ったのも、土方隊の駆けつける前のことだったとしている。凄せい

 絶ぜつ

 な死に方をした隊士たちの名は、その死に方ないし傷跡から英雄的な活躍ぶりを想像され、語りつがれていったのであろう。

　そして山崎烝大活躍の神話も、そのような「伝説の記憶化」作用が生み出した話だったと思われる。実際、山崎は大坂出身だったし変装の名人といわれていた。それに加えて探索の上手と評価されていたこととが相まって、いったん下坂し薬屋に化けて情報をとった、という神話が形成されたもののようである。

　皮肉なことにこの山崎神話は、新選組の活動のクライマックスとなった出来事に、日本人好みのスリリングな物語性を付与することになった。手当たり次第に家探ししていったら志士たちの会合にぶつかり、即刻斬り合いになった、というのでは面白くない。あれだけ一方的な勝利を収めるには何か複雑で用意周到な前段があったに違いない、と信じた人々の間に、山崎神話は不動の位置を獲得してしまったのである。

　ために明治三十九年四月発行の『勤王烈士伝』までも、望月亀弥太の事じ

 蹟せき

 を顕彰するのに山崎スパイ説を採用したほどであった。その記述は以下のごとし。





（望月たちは）時々河原町池田屋惣兵衛、四国屋重兵衛の家に会して相謀る所あり。新撰組近藤勇、其その

 部下山崎に命じて、大阪ママ

 売薬商と詐称し池田屋に宿し、陽に京地同商と多額の薬品を売買せしめ、陰に池田屋四国屋に会する者の挙動を探らしむ。京都所司代も亦また

 渡辺某をして乞食に仮装せしめ、夜々両家の戸外に臥し以て其出入りする人の形勢を検せしむ（略）会津桑名彦根松山加賀五藩の兵数百人は、已すで

 に真近傍街頭を囲む。勇は部下を率いて戸外に到る、蒸ママ

 は内に在あり

 て戸を開く、藤堂平助、長ママ

 倉新八、奥沢栄助、率先して楼階に登る。……





　藤堂、永倉、奥沢の三人を一番乗りとしている点、山崎烝
 、大坂
 、永
 倉、をそれぞれ山崎蒸
 、大阪
 、長
 倉と表記している点、記述順序も似ている点などから、この一文が西村兼文「新撰組始末記」を参看し、下敷きにしていることは一目瞭りよう

 然ぜん

 である。こうして山崎神話は、単なる伝説から歴史そのものへと変へん

 貌ぼう

 をとげることとなった。

　この変質を決定的なものとしたのが、子母沢寛の『新選組始末記』である。子母沢は山崎がいったん下坂し、その後紹介状をもらって池田屋に泊りこんだ、というあたりまでは西村兼文の「新撰組始末記」を下敷きにしたとは明示せずに同書の記述を踏襲している。所司代の足軽渡辺幸右衛門が乞食に化けて貼は

 りついたという記述も同断だが、ふるっているのは山崎と渡辺の連絡の取り方に関する部分である。子母沢は、こう書いている。





（渡辺は）乞食に化けて、その以前から毎夜池田屋の軒下にねている。そこへ、志士の出入その他探索した事は、（山崎が）細々と書いて、紙屑のようにして窓からぽーんと捨ててやる。（略）

　かねて泊り込んでいる山崎と、新選組屯所との観測がピッタリ合って、今夜相違なく池田屋へ集まるものがあると、判明したのは、五日のもう夕方であった。（略）

（池田屋は）一いつ

 時とき

 程前に大おお

 戸ど

 を降ろして、木き

 錠じよう

 をさしてあったのだが、これは内から山崎蒸ママ

 が開けておいたという。





『新選組始末記』初版が発行されたのは、昭和三年（一九二八）八月五日。いうまでもなく新選組研究のバイブルとされる名著である。ために右の記述も、近年まで子母沢寛独自の調査によって確認された事実と思われてきた。

　しかし、この記述を信じることは今やできない。考えてもみよう。「泊り込んでいる山崎と、新選組屯所との観測がピッタリ合って、今夜相違なく池田屋へ集まるものがあると、判明した」のならば、なぜ新選組は全勢力をもって池田屋に突入しなかったのか。なぜ主力を土方に預け、近藤以下わずか五人で突入するという危険を冒したのか。

　要するに新選組は、既述のごとく「敵は池田屋にあり」と察知できぬまま、焦りつつ五日の夜を迎えたのであり、敵を「池田屋」に発見できたのはローラー作戦の成果以外のなにものでもなかったのである。むろんその「池田屋」に、山崎烝が潜入していることなどはあり得なかった。

『新撰組顚末記』が山崎の働きに一言も触れていないことも、当夜「池田屋」に山崎が「不在」であったことを裏づける。

　さらに付言するならば、活躍した隊士たちに与えられた行賞金のリストに、山崎の名が欠けていることも注目に値する。もし実際に山崎が内偵・通報・誘導に成功していたのであれば、彼は近藤・土方と同額の行賞金をもらっていてもおかしくはない。それなのに、最低ランクの金十両、別段金五両クラス中にも名前がない。山崎は、夏負けないし食あたりで屯所に伏せっていたか、大坂に出向いていたかのどちらかであろう。

　この行賞金リストを論拠として、山崎の池田屋事件不参加説を最初に述べたのは大内美予子「池田屋と山崎烝」（『歴史研究』一三六号）であり、冨成博『池田屋事件始末記』、鈴木亨『新選組100
 話』もこの説を認める立場をとっている。私もこの点に関しては、以上述べたような諸点から大内氏の説に賛同したい。

　次に問題としたいのは、谷万太郎の活躍の度合である。

　これまで私は、階段の途中から拝み打ちに飛び降りてきた志士を下から槍やり

 で仕とめ、近藤の気合の鋭さに勇気百倍して闘った隊士を谷万太郎と記述してきた。

　しかし、その根拠とした子母沢寛『新選組遺聞』には、実はこの隊士の名は谷万太郎ではなく谷三十郎と記されている。なぜ私は、それを谷万太郎と改めたか。

　それを説明する前に、まず谷三兄弟の出自をふりかえってみよう。

　谷三十郎、万太郎、昌武（近藤勇の養子となり、周平と名を改める）の三兄弟の父は、備中松山藩士の谷三治郎である。長兄三十郎は直心流の剣を学び、二男万太郎は種田宝蔵院流槍そう

 術じゆつ

 免許皆伝であった。

　安政三年（一八五六）十月、三十郎は主君板倉勝かつ

 静きよ

 の勘気に触れ、谷家は断絶の憂き目を見る。前後して大坂に出ていた万太郎は、南堀江二丁目の酒屋の納屋を借りて道場を開設し、三十郎、昌武の二兄弟もこれに合流した。文久三年、新選組の隊士募集に応じ、三人そろって入隊。三十郎は副長助勤となって京に移ったが、万太郎は大坂に残って大坂支局長のような役目をつづけた。

　万太郎がそのような重要な役目を仰せつかったのは、近藤らが彼に全幅の信頼を置いていたからであろう。それほど彼の槍術には凄すご

 みがあり、古高俊太郎探索に活躍した島田魁もこの人物の弟子だった時代がある（小著『いつの日か還る』参照）。

　──以上のことを念頭において、池田屋の戦闘をふりかえってみよう。『新選組遺聞』は、三十郎がなぜか得意の剣ではなく槍をもって戦ったと記している。また同書その他で、子母沢寛は「谷三十郎の槍は千石ものだ」と隊士たちが語っていた、と何度か書いている。どう考えても子母沢は、三十郎と万太郎の名を取り違えているのである。

　しかも例の行賞金リストによれば、万太郎は池田屋での奮闘によって永倉らと同額の二十両をもらっているのに、三十郎は十七両しかもらっていない。このことからも槍を持って奮戦したのは三十郎ではなく、たまたま京都に来ていた万太郎であったことが察せられるのである（ついでにいえば、最初に斬りこんだひとりである周平が槍を切り折られるほど働いたのに最低ランクの十五両しか行賞金をもらっていないのは、実はさしたる働きをしなかったということであろう）。

　最後に残るのは、池田屋事件が幕末維新の動乱の歴史の中で、どのように位置づけられるかという問題である。永倉新八『新撰組顚末記』が、

「もしこの陰謀党の成算が熟して爆発したならば、すくなくも維新の大局は一年はやくさだまりまた池田屋の襲撃に新撰組が大勝をしめなかったならば、徳川幕府の寿命がそれだけちぢまっていたわけである」

　と述べているのは、歴史の流れに棹さお

 さした自負の言わしめる言葉であろう。それを受けて子母沢寛『新選組始末記』も、

「世にいう『池田屋事変』。このために明治維新が一年遅れたといわれる程である」

　と述べている。要するに池田屋事件は、明治維新を一年遅らせるほどの大事件であった、というのが定説なのである。

　しかし私は、このような一面的な見方には賛同しかねる。その理由を述べるのはさして難しいことではないが、やはりこの後しばらくの時の流れを頭に入れておく必要を感じる。この定説に対する疑問は、しばらく後に記すことにしよう。











 
 余波








　新選組隊士たちが屯所に引き揚げた六月六日は、ねっとりと蒸し暑い日であった。血まみれになって斃たお

 れ伏している志士たちの屍かばね

 には、早くも蠅が群らがりはじめる。屍は、大和小路三条縄手にある三さん

 縁えん

 寺じ

 に運ばれた。胴体は四斗樽だる

 に詰めて埋葬し、首級はさらされることになったが、すぐに誰の屍かわからないほど腐りきったので、「池田屋」の使用人を呼び出し、

「これは宮部さん、これは大高さん」

　と識別させたという。

　当夜、近藤勇に殴り倒された池田屋惣兵衛は、彼我闇やみ

 の中で斬き

 り結ぶ間に息を吹き返し、奇跡的に妻子をつれて逃げ出すことに成功した。

　しかし市中に潜伏しているところを六日に発見され、翌日入じゆ

 牢ろう

 を申しつけられる。そして七月十七日、獄中で熱病にかかって死亡した。志士たちの説く新時代を信じた商人宿の主人は、その屋号のみを歴史に残して冥めい

 界かい

 に去ったのである。

　一方、近藤勇には、上述の行賞金のほか特に会津のお国鍛か

 冶じ

 三み

 善よし

 長なが

 道みち

 作の新刀一振りと酒一樽とが下賜された。

「一いつ

 時とき

 余あまり

 の間戦闘に及び申し候ところ、永倉の刀は折れ、沖田の刀はぼふ（う）

 し（鋩子）折れ、藤堂の刀は刃切れ（欠け）ささらの如く、忰せがれ

 周平は鑓やり

 （槍）を切り折られ、下げ

 拙せつ

 （拙者）の刀は虎こ

 徹てつ

 故ゆえ

 に候哉、無事に御座候」

　と近藤勇報告書は自慢している。

　近藤の佩はい

 刀とう

 が本当の虎徹だったのか、どこから入手したのか、という点に関しては諸説あるが、映画などでおなじみの「今宵の虎徹は血に飢えている」云々のせりふは、右の近藤報告書の記述をもとにして創作されたものであろう。

　同時に近藤は、このたびの勲功大なるにより、老中の水野忠ただ

 精きよ

 （出羽山形藩主）と稲葉正邦（山城淀藩主）より、与力上席に抜ばつ

 擢てき

 する旨伝えられた。近藤はすでに大御番頭取だから、与力上席といっても格が進んだことにはならない。与力上席となるとは、この場合、幕府が近藤を御家人から旗本並に採り立てようとしたことを意味する。

　しかし近藤は大方の予想を裏切り、新選組局長で充分であるとしてこの抜擢を固辞した。前年十月につづく二度目の禄ろく

 位い

 拒否である。

　ここにおいても近藤は、市中見廻りだけで終わりたくない、本意はあくまで攘じよう

 夷い

 実行にある、とする自己の思想を貫いたのである。行賞金をもらうや、「大名になった！」と叫んで島原遊郭に走っていた隊士たちと近藤とは、まったく異なる意識構造を持っていた。

　だが皮肉は皮肉を呼ぶ。近藤再度の禄位拒否にもかかわらず、市中見廻り役である新選組の勇名は洛中に轟とどろ

 くばかりであった。

　池田屋事件以後しばらくの間、新選組の昼夜を分かたぬ残党探索は、水も洩も

 らさない厳しさだったといわれている。目星をつけたお茶屋、料亭には、夜中に屋根伝いに躍りこんで吟味をはじめる。尊攘派浪士がいれば戸を蹴け

 破やぶ

 って即刻取り押さえてしまうので、発見されて逃げおおせた志士はひとりもいないといわれたほどであった。手柄に応じて大金を与えるという幕府の信賞必罰主義が、若い隊士を奮起させた結果であろう。

　しかし、このような昂こう

 揚よう

 した気分は、なくもがなの悲劇をも招き寄せた。事件から五日がたち、幕府が、

「いまだ残党もおり……万一怪しい人物があれば、各藩または各地の役人共にて召し捕り差し出すよう」

　と布令した六月十日のことである。京都町奉行所に、東山高台寺境内の明あけ

 保ぼ

 野の

 亭に怪しい者が潜んでいる、との訴えがあった。

　訴えはすぐ新選組に伝えられたが、隊士たちも疲れきっている。会津藩の加勢を頼み、うちそろって出かけることになった。

　行ってみると、すでに会津藩出動と聞いて逃げ去ったのか、明保野亭にそれらしき者の人影はなかった。ただし、ひとりだけ酒を飲んでいた武士がおり、多数が踏みこんできたのを見て驚いたのか、庭に身をひるがえして逃げようとした。

「何者！」

　会津藩士柴しば

 司つかさ

 が誰すい

 何か

 したが、武士は答えない。これは怪しい、と柴が槍やり

 を構えて追いかけるとその侍も抜刀したので、彼はためらわずその横腹を刺突した。するとその武士は、苦しい息の下からこう叫んだ。

「吾は土州藩麻田時太郎なり、足下何ぞ我を刺すや」（『七年史』）

　これを聞くや居並ぶ会津藩士たちは愕がく

 然ぜん

 とした。というのも、このころ前土佐藩主山やまの

 内うち

 容堂は武たけ

 市ち

 瑞ずい

 山ざん

 （半平太）を首領とする土佐勤王党の面々を投獄処罰し、公武合体策を推進していたからである。会津藩とは盟友であるのに、このような事件を引きおこすとは何事か、と土佐藩に責められては両藩の反目を招くことにもなりかねない。

　あわてて麻田に応急手当を施し、木屋町通り蛸たこ

 薬やく

 師し

 下ルの土佐藩邸に送り届ける一方、柴は京都守護職屋敷に戻り、松平容保に仔し

 細さい

 を報告した。事の重大さを知った容保は早速土佐藩邸に使者を派遣したが、土佐藩はこれを受けつけない。それどころか、激怒した土佐藩士約百人が新選組屯所を襲撃しようとしている、という噂うわさ

 まで乱れ飛んだ。新選組としても、土佐藩と一戦交えて公武合体派の分裂を引きおこしてしまっては大変である。屯所の門に、

「一時天竺横町へ引っ越す」

　と張札を出す騒ぎとなった。

　あくる十一日、会津藩は改めて慰問使と医師とを土佐藩邸に派遣した。だが土佐藩側の答えは、

「中将公（会津中将松平容保）の厚遇、時太郎が為た

 めに謝し参らす、然しか

 れども、人の為めに傷しよう

 痍い

 を被りて、再び存命を期せざるは、我土佐の藩風なり、故に医療は加へざれば、御厚志に背そむ

 きぬれど、御お

 断ことわり

 いたすの外なし」（同）

　というものであった。

　その日のうちに、麻田時太郎は切腹して果てた。その遺書にいう。





　私儀、昨十日不当の手て

 疵きず

 を相受け（武士の）一いち

 分ぶん

 相立ち難く候につき、いったんは療養加へ、平癒の上相手に対し、存分打ち果たし申すべしと存じ候へども、炎暑の時節、万一不意（不慮）の儀御座候ひては、士道の本意相立たず候につき、恐れ多く存じ候へども、止や

 むを得ず自殺つかまつり候、右の趣よろしく取計ひ下されたく願ひたてまつり候、以上

六月十一日

（『官武通紀』）





「止むを得ず」の部分に麻田の万感がこめられている。いうまでもなく、麻田は詰め腹を切らされたのである。

　そのころ、柴司もまたみずからの行為が藩主を懊おう

 悩のう

 させることになったのを恥じ、切腹を決意していた。彼は幾馬、外三郎の二人の兄を招いて告げた。

「吾一人の故ゆえ

 を以て、両藩の親密を欠き、其その

 為ため

 に国家の患害を媒介するあらば、何の面目ありてか、世に視し

 息そく

 （生きながらえること）せんや」（『七年史』）

　兄弟三人は永えい

 訣けつ

 の盃を酌みかわし、ついに柴司は切腹した。その報は早速土佐藩邸に伝えられた。土佐藩側も麻田切腹の報を会津藩に伝えようとしていた矢先であった。

　ふたりの武士の自殺によって二藩はからくも友ゆう

 誼ぎ

 をつなぎとめたのである。疾風草木をなびかすがごとき勢いにあった新選組の周辺には、このような哀切な物語も生まれたのであった。

　京都でそのような余波が湧わ

 き起こっている間に、池田屋事件の報は長州藩に達した。











 
 禁門の変








　池田屋事件勃ぼつ

 発ぱつ

 に先だつ元げん

 治じ

 元年五月二十七日、長州藩主毛利慶よし

 親ちか

 は二十二歳の家老国くに

 司し

 信しな

 濃の

 に上京を命じた。

　長州藩は八月十八日の政変の結果退京させられた慶親・定広親子と三条実さね

 美とみ

 ら七卿の赦免を訴え、その上京許可を再三にわたって求めつづけてきた。それが公武合体派諸侯の足並の乱れにより、事態好転と察してあえて国司の派遣に踏み切ったのである。

　さらに同月みそかには、家老福原越後に江戸出府を命じた。これは、幕府に直接長州藩の素志を訴えるための決定だったといわれるが疑わしい。

　江戸下向を名目として出発すれば、国司と前後して京都付近を通ることになる。長州藩の家老二人がそろって京に接近すれば、在京の尊そん

 攘じよう

 派たちは勇み立つであろう──そう考えて、若い国司に老練な越後をつけてやったと考えられる（事実、後述するように越後は途中で江戸出府を中止し、伏見にとどまりつづけることになる）。

　さらに長州藩は、六月四日、世せい

 子し

 毛利定広を上京させることにし、定広は六日、諸軍を率いて繁しげ

 枝し

 原はら

 に操練を行なった。このことは、武力衝突覚悟の上京命令だったことを証拠立てる。

　そして十四日。池田屋事変の凶報がもたらされるや、その日のうちに第三の家老益田右う

 衛え

 門もん

 介すけ

 に上京を命じた。こうして長州藩は、世子と三家老とがうちそろって東上することとなったのである。

　あくる十五日、強硬な進発論者である長州藩遊撃軍御用係来き

 島じま

 又兵衛は、念願かない同軍四百を率いて山口を出発した。来島は戦国武士の再来といわれた剛勇の士、その猛勇ぶりが実戦で示されることになるのはもう間もなくのことである。

　十六日、福原越後が三百の兵を従えて出発。同日、七卿とともに長州に落ちてきていた久留米の元水天宮祠官真ま

 木き

 和泉いずみ

 と松下村塾の俊英久く

 坂さか

 玄げん

 瑞ずい

 とは忠勇・集義・八幡・義勇・宣徳・尚義の六隊を統す

 べ、三田尻港を解かい

 纜らん

 して海路上洛の途についた。総勢千六百の大軍が、京を目ざしたのである。

　真木・久坂の六隊は、二十一日大坂に入った。二十四日淀よど

 川がわ

 をさかのぼり、翌二十五日山崎の天王山に陣を張る。羽柴秀吉が明智光秀を破った故地である。

　来島は、国司の手勢百人と合して嵯さ

 峨が

 野の

 の天竜寺に布陣した。益田の率いる兵六百は、八幡に陣営を築いた。江戸に出府するはずだった福原越後の軍勢も、旅の途中、池田屋事変の報に接しては京の藩邸内のことを調べねばならぬ、と理由をつけて伏見に腰を落ち着ける。

　こうなっては、もはや一触即発の状況である。長州遠征軍の目的は、会津藩を京都から駆逐することによって前年八月十八日の政変で受けた恥を雪そそ

 ぎ、ふたたび天下の政情を自藩に有利なものとするにある。

　だが会津藩主松平容保はいちはやく長州遠征軍の意図を察し、二十七日、参内して長州藩に襲来の気配濃厚なることを奏上した。孝明天皇は叡えい

 感かん

 ななめならず、容保にひきつづき玉座近くに接して守護するよう詔みことのり

 を賜い、御所南門に近い凝ぎよう

 華か

 洞どう

 を兵営とするよう命じた。さらに二十九日、天皇は、

「長州人入京の儀は、決して宜よろ

 しからざる事と存じ候」（『七年史』）

　という一文をふくんだ宸しん

 翰かん

 を下したので、ここに長州遠征軍は天下の賊軍とみなさるべきことに決したのである。

　この時新選組約百人の隊士たちは、やはり京都守護職に付属する佐々木只三郎らの京都見廻組と協力して九条の四ツ塚を守っていたが、会津藩の指令によって九条河原へ陣を移した。近藤以下沖田、永倉、井上、藤堂など副長助勤までは甲かつ

 冑ちゆう

 に身を固め、平隊士たちは例の浅あさ

 葱ぎ

 色の羽織をつけて、赤地に「誠」の一文字を染めぬいた隊旗を押し立てていた。

　本格的な合戦は、まだ彼らは未経験である。その彼らがしきりと感心したのは、会津藩軍事奉行であり堂々たる白はく

 髯ぜん

 をたくわえていることから「お髯の大将」と渾あだ

 名な

 されている林権ごん

 助すけ

 が、士気のゆるむのを恐れ、毎日必ず藩兵たちに軍令状を読み聞かせることであった。おそらく早速それを参考にしたのであろう、新選組も「軍中法度」を制定して隊士たちに呈示した。





一、役やく

 所どころ

 を堅く相守り式法を乱すべからず。進退は組頭の下知に随したが

 うべき事。

一、敵見方強弱の批評一切停ちよう

 止じ

 の事。付、奇矯妖怪不思議の説を申すべからず。（①
 ）

一、食物一切美味禁制の事。

一、昼夜に限らず急変これあり候とも決して騒動致すべからず。心静しずか

 に身を固め下知を待つべき事。（②
 ）

一、私の遺恨ありとも陣中において喧嘩口論つかまつるまじき事。（③
 ）

一、出勢前に食糧を食い、鎧一ひと

 締しめ

 して槍太刀の目め

 釘くぎ

 心付くべく事。（④
 ）

一、組頭討死にに及び候時、その組衆はその場において戦死を遂ぐべし。もし臆病を構え、その虎口より逃げ来きた

 る輩やから

 これあるにおいては、斬罪微罪その品に随いてこれを申し渡すべく候。かねて覚悟、未練の働きこれなきよう相嗜たしな

 むべき事。（⑤
 ）

一、烈しき虎口において組頭の外ほか

 屍骸引き退の

 く事なさず、終始その場を逃げず忠義を抽ぬきん

 ずべき事。（⑥
 ）

一、合戦勝利後の乱取りは禁制なり。その御下知これあるにおいては定式のごとく御法を守るべき事。右の条々堅固に相守るべし、この旨執達よって件くだん

 のごとし。





　これは異様に厳しい戒律ではあるが、④
 は武器保全のための当然の心構え、①
 ②
 ③
 は浮足立って陣を乱すことを防ぐ意味で心理学的にも効果のある法規であって、どの藩もおなじような法度を持っていたと思われる。

　対して⑤
 と⑥
 はどうか。一にも戦死、二にも戦死を強調している点、第二次大戦中の特攻思想、玉砕思想にも通ずる苛か

 烈れつ

 さがここにあらわれている。

　ここにおいても新選組は、会津藩兵よりもさらに厳しく隊を律する必要を感じていたように思えてならない。壬生浪士、略して壬み

 生ぶ

 浪ろ

 と[image: 〓]
 べつ

 称しよう

 されるところから身を起こした彼らは、武士よりも一層武士らしくあらねばならないと思いこみつづけることによって、佐幕派第一等の武闘集団にまで成長してきたのであった。

　さて両軍の睨にら

 み合いのつづく間に、さかんに情報収集がはじまった。新選組の放った密偵として活躍したのは、桝屋探索にも参加していた川島勝司。彼は斥候となってしばしば嵯さ

 峨が

 天竜寺方面を偵察し、敵陣の様子や出入りする人数などを近藤に報告してきた。

　むろん密偵は、長州遠征軍からも放たれていた。新選組は七月八日、そのうちの二名を捕縛することに成功している。ひとりは長州藩士井上辰之助十九歳。もうひとりは福原越後の家臣の渡辺九八郎三十二歳。

　新選組はこのふたりを査問し、布陣の状況など知るかぎりのことを吐かせて会津藩に報告した。ここで興味深いのは、渡辺九八郎の供述である。彼は泣きわめきながら十六条にわたって情報を伝えた上、最後に必死の面持ちでこう頼みこんだ。

「一命ばかりはお助けくだされ。飯炊きなりとも召しつかいくだされ……」（「公武御お

 達たつし

 扣ひかえ

 」）

　三十二歳の渡辺には、妻も子もいたであろう。捕虜として斬ざん

 首しゆ

 されれば、妻子が飢えるのは目に見えている。それよりも飯炊きに身を落としても生きてさえいれば、という思いが全身を駆けめぐって右のような必死の懇願になったのか。幕末の動乱の時期にあって、あまりにも愚直になまの心情を語ったこの男の名には、なにか忘れ難いものがある。

　戦争は、昔も今も殺人器械と殺人器械とがぶつかることの謂い

 いではない。死を恐れ、妻や子を思う者たちが、見えざる力によって殺し合いの場に引きずり出されるのが戦争なのである。そのようなことを、渡辺の供述は不断に語りかけているように思えてならない。

　なおこのふたりのその後について付記すれば、井上辰之助の方は後手に縛られて新選組の本陣に連行される途中、首尾よく逃げおおせることに成功した、と「公武御達扣」にある。前後して渡辺九八郎も逃走を図ったが、新選組の追手に追いつかれてしまい、井戸へ落下したところをふたたび捕縛された。

　その後、渡辺の名は会津藩史料から消えてしまい、長州藩史料『防長回天史』にも名前はない。あくまで偽名で通したためかも知れないが、新選組の手で斬に処された可能性が高いと思われる。

　そして、世にいう禁門の変（蛤はまぐり

 御ご

 門もん

 の変）は元治元年（一八六四）七月十九日未明に始まった。長州遠征軍は、前夜のうちに会津藩主であり京都守護職でもある松平容保の討伐を最終的に決断したのである。

　まず十九日深夜九つ刻どき

 （午前零時）、伏見にあった福原越後隊が伏見街道を出発した。藤森に布陣していた大垣藩兵と衝突したのが十九日未明の七つ刻（午前四時）。福原越後が流れ弾だま

 によって負傷したので、福原隊は全軍ふたたび伏見に退却を余儀なくされた。

　国司隊と来島又兵衛の遊撃軍が、嵯峨天竜寺を出発したのは十九日の八つ刻（午前二時）のこと。国司隊は中なか

 立たち

 売うり

 に向かい、遊撃軍は七つ半刻（午前五時）、下立売に至った。ともに会津藩の守る蛤門を目ざしているのである。

　国司隊は、まず中立売門に攻撃をかけた。ここを守る筑前福岡藩は、もともと長州藩に同情的であった。道をあけてやったので、国司隊は蛤門内へ殺到していった。

　来島の率いる遊撃軍も、負けじと柵さく

 を破って蛤門内に突入した。遊撃軍は高杉晋作の奇兵隊の兵制にならい、来島みずからが手塩にかけて育てあげた勇猛果敢な部隊である。「高良山大明神」と大書した幟のぼり

 を押し立て、来島自身も馬上から、

「苟いやしく

 モ尊王ノ挙ヲ妨グルモノ天下ノ奸賊ナリ」（「伝記　来島又兵衛」『野史台維新史料叢書』一三）

　と叫びつつ闘ったので、蛤門の会津藩兵は押され気味になった。

　しかしそこへ、蛤門危うしと見た桑名藩兵と薩摩藩兵とが救援に駆けつけてきた。薩軍の指揮官は、侍大将の西郷吉之助（隆盛）である。

　益田右衛門介、真木和泉、久坂玄瑞の部隊は、堺町門で越前福井藩の兵と衝突した。しかしこれを抜くことが出来ない。やむなく真木は鷹たか

 司つかさ

 邸に入りこみ、ここを拠点としようとした。だがここも猛火に包まれ、ついに退却を余儀なくされる。その乱戦のさなか、久坂玄瑞は流れ弾を受けて重傷を負い、その場に屠と

 腹ふく

 した。享年二十五であった。

　真木も傷つきながら山崎に撤退した。こうなっては、もはや長州遠征軍は総崩れである。

　しかし、ひとりだけ最後まで退却をいさぎよしとしなかった武士がいた。来島又兵衛である。彼は桑名・薩摩の来援軍に狙そ

 撃げき

 され、負傷して落馬したが、大剣を握ってふたたび立ち上がった。その剣が折れてからは、手近にあった短槍をしごきつつ西郷に肉薄した。最後に彼は胸板を撃ち抜かれ、ともに奮戦していた甥おい

 の喜多村武七に介かい

 錯しやく

 させ、喉のど

 を突いて自決した。その鉢巻をあらためると、

「長州藩遊撃軍総管来島又兵衛政久、享年四十九歳」（同）

　と書かれていた。来島は、このたびの出陣に死を覚悟していたのであった。

　ではこの激戦にあって、新選組はどのように行動したのだろうか。永倉新八の回想によれば、新選組は十八日夜、伏見の長州藩邸を夜襲する計画であった。その準備をしていると、幕府本陣から法ほ

 螺ら

 の音が聞こえてきた。

　寄せ貝。つまり至急集合の知らせである。

　急ぎ駆けつけると、形勢は開戦と決し、中でも大垣藩兵の守備する伏見街道の稲荷山は激戦になりそうだと告げられる。新選組の夜襲する前に、福原越後隊が動き出したのである。新選組は、会津藩家老神じん

 保ぼ

 内蔵くらの

 助すけ

 の手勢の半隊百五十名と合流して稲荷山の関門を目指した。





（新選組と会津藩兵とは）ゆうゆうと関門を通過した福原越後の手勢をくいとめ、ふたたび長州勢を関門外までおいこむ。（略）とかくするうち福原越後は流れ弾にあたって頤おとがい

 へ負傷したので逆襲もものにならず、ふたたび伏見へひきあげてしまったので、会津勢と新選組はひとまず稲荷の境内へひきかえした。（『新撰組顚末記』）





　境内で隊たい

 伍ご

 を整えていると、御所の方角から砲音が伝わってくる。何事かと永倉や原田が民家の屋根に登って見極めようとしているところへ、会津藩公用方から急使が来た。御所に向かえ、という切羽詰まった依頼であった。

　一大事、と神保内蔵助の半隊は林権助の半隊と合し、新選組とともに御所へ急行した。到着したのは、すでに益田、真木、久坂の部隊が堺町門の越前福井藩兵に襲いかかった後であった。





……堺町御門はさんざんに長州勢になやまされ御門ははや敵勢におちいらんとしている。これをみるより救援にきた林、神保らのひきいる会津の一隊と、それに新撰組とが加わって門の内外から長州勢を攻めたてたので、しばらくして長州勢は一時占領した御門をすてて寺町御門のほうへ退却した。

　ところがその御門は細川越えつ

 中ちゆうの

 守かみ

 （肥後熊本藩主）の手勢が厳重に固めていたので、逃げてきた長州勢はまったく挟はさみ

 撃う

 ちとなり大混戦となってけっきょく小勢の長州兵は全滅してしまう。ここで新撰組は奮闘の疲労を休めるひまもなく会津勢と別れて堺町御門へひきかえしてきて、鷹司家の門前にさしかかると、屋敷内に二、三十名の長州兵がかくれているようす。それとみた新撰組の調しらべ

 役やく

 大おお

 槻つき

 銀蔵はいきなり御殿へ火をかけたので長州兵はおおいにおどろき、われさきに邸内をぬけだして蛤御門のほうへ逃げる。御門は会津勢の手でかためていたので、それとみて追いかけてきた新撰組とともにこれも挟撃ちにし、またたくまに絶滅してしまう。

（略）さらに隊長近藤は副長土方とともに隊員をひきいて公卿門にはせむかわんとすると、御門前の日野大納言邸に長州人八十名あまりひそんでいると密告するものがあったので、副長助勤の永倉新八、原田左之助、井上源三郎の三名へ隊員二十名をそえて日野邸にむかわせた。とつぜん新撰組の一隊にとびこまれた長州人はおどろきさわいだが、はては必死となって斬りこんでくる。半時あまりも追いつ追われつ邸内で戦ったが長州人は四、五名その場に斬り伏せられその他は敵かな

 わぬものと逃げだした。（同）





　ひとまずこの記述を信じると、新選組は禁門の変勃ぼつ

 発ぱつ

 に際しては、最初から最後まで主要な戦いに参加し、奮闘したかのようである。しかし永倉の回想のこの部分は信じ難い。

「島田魁日記」には、新選組が九条河原から出動したのは福原越後隊が敗走しはじめた後のことだった、とある。同日記は、禁門に駆けつけてからの戦闘についても、

「当組蛤御門の会かい

 藩はん

 へ合す。門外にて薩州と（ともに）戦ひ……」

　と述べるのみで、戦闘の詳細については一切触れていない。実のところ新選組は蛤門に駆けつけはしたが、守備の主力たる会津藩兵と新選組より一足早く来援した薩摩藩兵の後こう

 塵じん

 を拝するのみで、最前線に立つ機会には恵まれなかった。

　永倉自身も「浪士文久報国記事」においては、新選組は、

「公家御門前に固める」

　と一行しか書いておらず、実戦の光景は書いていない。

『新撰組顚末記』の勇ましい描写にしても、冷静に眺めると「くいとめ」「おいこむ」「攻めたて」「絶滅し」といった概念的な動詞を並べるばかりで、池田屋事件を記述する際のようなリアルな描写はまったく欠落している。これは、永倉自身が実戦に白刃をふるわなかったことの何よりの証拠である。

　最後に引いた日野邸の戦闘にしても、新選組二十三人に対し、長州兵は八十人もいたとある。その長州兵はことごとく完全武装していたはずであり、対して新選組は副長助勤の三人しか甲かつ

 冑ちゆう

 をまとっていないのだから、そう簡単に斬り伏せることはできない。池田屋事件に数倍する苦戦に陥らなければ不思議なのに、新選組がたやすく勝ちを得たかのように述べているのは納得しがたいところである。

　そもそもこの禁門の変は、永倉のいうような刀と刀による古典的戦闘ではなかった。この戦いで会津藩は三十一人の戦死者を出したが、その死因を見ると、被弾によるもの二十二人、被弾負傷ののちに斬られたもの五人、純粋な斬撃によるものはわずか四人しかいない（『史談会速記録』第一六九輯「元治元年甲子七月十九日旧会津藩禁門守衛戦死者略歴」）。

　このような銃撃主体の戦いにあっては、新選組のような個人的剣技に頼る戦闘集団は、友軍の後ご

 詰づ

 めをするしかなかった。この事変で戦死した新選組隊士が皆無である事実、および「新撰組始末記」に、

「十九日長州人闕けつ

 下か

 （天子の御前）大戦争ヲ開キタル時ハ、長藩此口（新選組の守り口）ニ向カハザルガ故ニ兵ヲ引揚ゲ、戦争ノ手合ハセハナカリシ」

　という記述があることも、新選組後詰め説を支持している。

　それかあらぬか、近藤勇はさらに一働きする必要を感じたようである。あくる二十日、新選組は薩摩・伊予松山・小浜・小田原・膳ぜ

 所ぜ

 の藩兵とともに嵯峨天竜寺に焼き打ちをかけた。だが、ここには長州兵はひとりも止とど

 まっていなかった。

　二十一日、真木和泉の残党を追って薩会の兵は天王山を囲んだ。会津藩家老神保内蔵助は、配下の兵に薩兵百人、新選組から近藤、永倉、原田、井上以下五十人を加え、山頂をめざして進発した。

　彼らが山頂を仰ぎ見る地点まで来た時である。山頂の一角に、金の烏え

 帽ぼ

 子し

 をかむり、金きん

 割わり

 切きり

 の采さい

 配はい

 を手にした真木和泉が姿をあらわした。真木を囲むように、長州の決死隊十七人が和流の大砲を構えて、討手に狙ねら

 いをつけている。

　真木が名乗り、討手からは神保と近藤が名乗りをあげた。真木はこれを聞くと、悠揚として迫らぬ態度で朗々と詩を吟じはじめる。それが終わった瞬間、決死隊は一斉に大砲を討手に撃ちかけてきた。





「それッ」と両軍に「かかれ！」の軍令がくだってここに大合戦となり、長州勢も一いつ

 時とき

 あまり奮闘したが、真木和泉は時をはかって、「ひけッ」と命令して陣小屋へかけこんだと思うまに小屋はたちまち火を発し、真木以下の勇士はことごとく火中に飛びこんで切腹してはてた。（『新撰組顚末記』）





　この記述も駄目である。陣小屋の焼け跡からは、真木以下十七人の決死隊の黒焦げの死体が発見されたのだが、「一時（二時間）あまり奮闘し」てなおひとりの死者もなく、全員無事に陣小屋に退くことなどあり得ない。真木たちは、一斉射撃を浴びせるや即座に陣小屋に入って自決したのであって、新選組はここでも白兵戦を闘わなかったというのが真相である。

　ともあれ、こうして禁門の変は来攻した長州藩の惨敗に終わった。歴史的に見れば、これは佐幕派兵力がかちえた最後の大勝利であった。

　白兵戦は闘わなくとも、つねに会津藩の精鋭と行動を伴にし、苛か

 烈れつ

 なまでの軍中法度を布し

 いてあざやかに進退した新選組は、もはや忠勇無比の集団である。

　八月十五日、将軍家茂は松平容保に賞状を与え、十二月十七日には戦功諸藩に対する行賞が行なわれた。行賞が年末にずれこんだのは、禁門の変につづいた第一次長州征伐の行賞をも併せ行なわれたためである。

　会津藩は金七千両を与えられ、個々の勲功者に配分するよう伝えられた。仔し

 細さい

 は伝わらないが、新選組にも相当の金額が分け与えられたに違いない。あくる慶応元年（一八六五）正月には、直接朝廷から新選組に対して感状が下賜された。





　去る子ね

 （元治元年）七月長州人暴動に及び候節、炎天下のおりから最初より竹田街道へ出張、厳重（に）相固め、進みて山崎表の屯所を攻め敗やぶ

 り粉骨を尽くし候段感じ入り候也。

丑　正月





　多摩の野面に育ち、「いも道場」にゴロゴロして空しく生を終えるかに見えた近藤たちは、上京後二年たらずの間に旗本なみの地位を獲得。さらには公武合体派の論客としても知られるに至り、ついには親しく朝廷から「感じ入り候也」といわれるまでの実力を備えた大組織に発展したのである。

　それは内に暗い派閥抗争をつづけながらも、よく命令系統の一体化とその徹底につとめ、危地にあっては果敢な決断力によって成功を収めつづけた結果だったといってよい。

　元治元年、慶応元年は、まさしく新選組にとって絶頂の時であったが、ここで池田屋事件は明治維新を一年遅らせたか、という問題に関する私見を述べておきたい。

　確かに、池田屋では多くの若い才能が喪うしな

 われた。殉難者の中には、明治を生きて迎えることができれば新時代をリードする人間になったであろう、と思われる人物も少なくなかった。しかし、そのような才能が喪われたからといって、歴史はたやすくその歩みを遅らせるものであろうか。

　もう一度整理すると、池田屋事件の報が伝わるや、長州藩は激げつ

 昂こう

 して禁門の変をひきおこすに至った。しかも長州藩は、この戦いに惨敗を喫した。そこで、この敗戦で長州藩はどう変質したか、と考えてみよう。

　歴史に「もしも」は禁句だが、「もしも」長州藩の尊そん

 攘じよう

 派（主流）がこの戦いで致命的打撃を被らなければ、その後藩内に椋むく

 梨なし

 藤太らのいわゆる俗論党（非主流）が擡たい

 頭とう

 することはなかっただろう。そして「もしも」椋梨らによる弾圧がなければ、藩内革新派諸隊の再決起や俗論党追放劇も起こらなかったはずである。何よりも「もしも」禁門の変で長州藩が薩摩藩を打ち破っていれば、後の薩長同盟など成立しなかったかも知れないではないか。

　──こう見てくると、禁門の変における長州藩の敗北によって、幕末の歴史の歯車は一気に加速度をつけて回りはじめたように思えてならない。一敗地にまみれたことによって、尊攘派の人々は必死で捲けん

 土ど

 重ちよう

 来らい

 を期しはじめたからである。すなわち池田屋事変は、いずれ来る明治維新を皮肉にも間近に引き寄せる結果を招いたのではなかったか。

　この禁門の変に勝ちを収めたことによって、公武合体派絶対有利の時代が訪れたことはいうまでもない。だがその後、公武合体派の権勢は次第に衰亡の道をたどり、あわせて新選組も急坂をころがりおちる岩のように自壊にむかって突き進みはじめる。

　その過程については、章を改めて眺めよう。





 
 第五章　伊東甲子太郎の新選組加盟











 
 近藤勇の増長癖








　禁門の変に手痛い敗北を喫した長州遠征軍は、各個算を乱して国許へ潰かい

 走そう

 した。負け戦いくさ

 は第三者に「だらしない」という印象を与えがちなものだが、長州遠征軍の敗走もまた、来き

 島じま

 又兵衛、真木和泉いずみ

 ら死を覚悟の進発論者を失った以上いわゆる名誉ある撤退とはなり得なかった。それは、彼らが京都に残した物品の質と量を見てもあきらかである。

　仙台藩士玉たま

 虫むし

 左さ

 太だ

 夫ゆう

 の著した『官武通紀』によれば、新選組は戦後の七月二十三日までに次のような武器類を捕獲した。





一、鉄砲八十六挺（和砲六十挺、西洋砲二十六挺）

一、具足四十八領（但ただ

 し六領は揃そろ

 い）

一、十二拇ポンド

 榴弾九箱

一、大砲早はや

 合あわせ

 四発入四箱

一、小砲弾三箱

一、銃印二十五

一、玉箱一荷

一、鎗やり

 六本（内一本は折れり）

一、長なが

 持もち

 一棹さお

 （但し衣類雑物有り）





「池田屋」に乗りこんで、尊そん

 攘じよう

 激派の暴発を未然に押さえこんだことは佐幕派としては第一等の手柄であった。しかし、この時新選組が得た戦利品は具足十一領、木砲五挺ちよう

 、小銃はなく短筒三挺、火薬（大筒に致し）一本。その他は弓矢、長刀の類にすぎない。それには比べものにならないほどの戦利品を新選組は獲得したのである。

　禁門の変に際しては、単に新選組のみならず、会津、薩摩、桑名、伊予松山、小浜、小田原、膳ぜ

 所ぜ

 の諸藩の兵も佐幕派として奮戦している。『官武通紀』が、これら諸藩の戦利品のほかには新選組のそれのみを記録し、たとえば京都見廻組などの動きに言及していないのは、やはり新選組の活躍が抜群のものであったことを証していよう。もはや新選組は決して単なる浪士たちの集合体ではなく、京の治安を受け持つ大藩のごとき力を備えるに至っていたのである。

　しかし、人は「権力」を身につけたと自覚した瞬間に「権力者」たるおのれを意識し、ひたむきな人間から高慢な人間へと堕してしまいがちなものである。近藤勇いさみ

 もまたその例外ではなかった。正確には池田屋事件のあとのことなのか禁門の変のあとのことなのかわからないが、新選組の隆盛と並行して増長の態度を示すようになり、古参の幹部隊士たちから疎まれるようになったのである。

　かつて江戸牛込甲こう

 良ら

 屋敷地面内の試衛館に客分として居ついた永倉新八などは、近藤のそのような態度の変化にもっとも鼻白んだ者のひとりであった。その回想録『新撰組顚末記』は次のように言う。





　新撰組はもと羽藩（出羽庄内藩）の志士清川ママ

 八郎が建言のもとに幕府をして尽忠報国を標ひよう

 榜ぼう

 して募らせたいわば烏う

 合ごう

 の勢（略）、なかにも近藤勇は蛮骨をもって鳴らしただけおうおうにしてわがままの挙動がある。かれは芹せり

 沢ざわ

 鴨かも

 の暗殺いらい専制をほしいままにし、壬み

 生ぶ

 の屯とん

 所しよ

 にあっても他の同志をみることあたかも家来などのようにとりあつかい、聞かずんば剣にうったえるという仕儀に同志はようやく隊長近藤をあきたらず思うものがでてきた。脱走するか、反抗するか、隊員はいまや無事に倦う

 んで不平に囚われ、感情を区々に弄ろう

 してやがては壊裂をきたす前徴がみえる。

　かくと着眼した副長助勤の永倉新八、[image: 〓]
 藤一はじめ

 、原田左之助などがしきりになげき、もしこのままにして新撰組瓦が

 解かい

 せんには邦ほう

 家か

 の損失であると観念し、調しらべ

 役やく

 の尾関政一郎、島田魁さきがけ

 、葛かつら

 山やま

 武八郎らとも語らい、六名とも脱隊のかくごをもって会津侯に建白書をだした。書中には隊長近藤の非行五ヶ条をあげ、まず藩の公用方小林ママ

 久太郎（小森が正しい）に面会してだんだんと陳情し、

「右五ヶ条について近藤が一ヶ条でももうしひらきあいたたざるにおいては、すみやかにかれに切腹おおせつけられたく、肥後侯（肥後守。松平容かた

 保もり

 のこと）にしかるべくおとりつぎありたい」と熱心面おもて

 にあらわれる。





　同書が、近藤の非行五カ条を具体的に記述していないのが惜しまれるが、建白した六人もまかりまちがえば自分たちの命にかかわる行為だから、必死の面持ちで近藤を告発したものと思われる。小森久太郎は一驚し、早速六人を松平容保にとりついだ。容保は六人をただちに居間に請しよう

 じ入れ、こう説いた。

「そのほうどもの申すところ一応はもっともとうけたまわった。しかし新撰組は何なん

 人びと

 が組織したものであるか。もともと、近藤、原田、永倉などがもうしあわせてできたものとぞんじておる。こんにちかぎりこれを解散したとあっては、あずかりおく予の不明に帰するであろう。とくと考えてみるがよろしかろう」（同）

　言われてみれば筋が通った理屈だし、新選組が自発的に解散すると知って喜ぶのは尊そん

 攘じよう

 激派のみである。解散すなわち利敵行為になってしまう訳だから、ここで六人は顔を見合わせた。誰しも、一介の素浪人を拾ってくれた容保には恩を感じてはいても憎しみなどなかったから、彼に迷惑がかかっては申し訳ない、という考えで一致する。

「それではこのまま帰局いたすでござろう」

　永倉が答えると、容保は満足して、

「このたびのことはこの場かぎりにいたせ」

　と言った。

「近藤をばなにげなくよんで予も面会いたす。けっして口外いたすまいぞ」

　容保はその日のうちに近藤を呼び寄せ、六人の者と同席させて酒宴を張った。

　かくて六人は「上々の首尾で藩邸を辞し」、「近藤と同道して」帰途についた、と『新撰組顚末記』は述べている。容保がうまく間をとりつくろってくれたからこそ和解もでき、近藤と同道して帰局することもできたのだろう。

　しかし、この時近藤が永倉、[image: 〓]
 藤ら局中有数の大幹部たちの本音を知り、どのように感じたのかが一向に伝わっていないのは残念である。

　またこの出来事が、いつの時点でのことなのか確定できないことも惜しまれる。同書は、禁門の変における新選組の活躍を回想した部分の三章あとにこの建白書騒動の章を設けている。だが同書は永倉が大正二年になってから『小お

 樽たる

 新聞』に連載した回想録をまとめたものであり、ずいぶんと後年になされた回想の常として、時間順序にかなりの錯覚が見受けられる。

　一、二例を挙げるなら、元治元年（一八六四）六月十日、すなわち池田屋事件の五日後に発生した明あけ

 保ぼ

 野の

 亭事件を元治元年九月、すなわち禁門の変直後のことと記述したり、同年五月三十日に起こした内山彦次郎暗殺事件を伊東甲か

 子し

 太た

 郎ろう

 の死後のこととしたりするなどの誤りである。

　それらのことを考慮に容れて考えると、この建白書事件も、どうも禁門の変以前のことではなかったかと思われてならない。永倉は建白書を持って「（会津）藩邸」に行った、と明記しているが、松平容保は、禁門の変勃ぼつ

 発ぱつ

 直前の元治元年六月二十七日以降、孝こう

 明めい

 天皇の命によって、御所内の凝ぎよう

 華か

 洞どう

 に起居していたからである。

　思えば近藤勇は、池田屋事件における新選組の活躍を故郷に報じた書簡（『官武通紀』所収）の中に、次のように書いていたのであった。

「永倉の刀は折れ、沖おき

 田た

 の刀はぼふ（う）

 し折れ、藤堂の刀は刃切れささらの如く、忰せがれ

 周平は鑓を切り折られ、下拙の刀は虎こ

 徹てつ

 故に候哉、無事に御座候そうろう

 」

　これは、一見すると池田屋の乱闘のすさまじさを述べているようだが、永倉、沖田、藤堂、近藤周平らと比べ、自分の活躍ぶりがいかに際立ったものであったか、と自慢吹ふい

 聴ちよう

 しているようにも読める。これも、私が近藤の池田屋事件後増長説を支持する大いなる根拠のひとつである。

　一体に近藤勇は、その決断力といい勇猛さといい、組織の長たるに足る器量の持ち主だったことは確かである。写真を見ればわかるように、近藤は顎あご

 のよく発達した、口の大きい面構えであったが、この口の中へ自分の拳こぶし

 を自由に入れては、

「昔、加藤清正は、口が大きくて恰ちよう

 度ど

 自分のように拳を出し入れしたというが、自分も加藤のように出世したいものだ」

　と語るような愛あい

 敬きよう

 をももちあわせていた。

　しかし人間には、長所もあれば短所もある。十六歳にして近藤周助の養子となり、試衛館道場の若先生となった近藤勇は、いってみれば一族経営の企業に入社し、平社員からではなく初めから取締役として出発した社長の息子のような存在である。日頃は腰の低い人間であったと伝わるが、叩たた

 き上げの苦労は知らないだけに、時として人を見下げる癖があったのではあるまいか。

　私がこのように考えるのは、二つの史料を念頭においてのことである。

　その一つは、井上源三郎の兄、松五郎の残した「上洛日記」。新選組がまだ壬み

 生ぶ

 浪士と呼ばれていた文久三年（一八六三）三月、八王子千人同心のひとり松五郎は、徳川十四代将軍家いえ

 茂もち

 の警固をつとめつつ上洛した。その折に記したのがこの「上洛日記」だが、すでに見たようにこの日記の同年四月十七日の項には、

「近藤が天てん

 狗ぐ

 になってしまったので、他の浪士たちや門人一同が近藤に対して何らかの手段を講じようとしている（会津藩に申し立てようとしている？）。しかしそうなると、浪士隊は水戸浪士と会津藩の談合のみで動くことになりそうだから、そのようなことにならないよう、なにぶんよろしく手紙で近藤に忠告してやっていただきたい」

　という意味のことが書かれていたのだった。

　このころの壬生浪士組の隊長は、芹沢鴨、近藤勇、新にい

 見み

 錦にしき

 の三人であった。いずれ近藤は、芹沢・新見の二人を粛清してナンバー・ワンにのしあがるのだが、この時点では会津藩お預かりとなり、浪士組隊長のひとりに選ばれただけで有頂天になり、「天狗」になってしまっていたのである。まして池田屋事件で大手柄を立てた後は、これに倍した増長ぶりを示したとしても不思議ではあるまい。

　近藤のこのような短所をうかがわせるもうひとつの史料は、元新徴組隊士である千葉弥一郎翁の遺談「清川ママ

 八郎・近藤勇と土方歳とし

 三ぞう

 」（『同方会誌』第六〇号）。

　芹沢・近藤らと袂たもと

 を分かち、清河らとともにふたたび江戸に戻った浪士たちの過半は、清河の死後庄内藩の預かるところとなり、新徴組と名乗って江戸市中の警備を担当した。千葉弥一郎翁はその新徴組に属したというのだから、近藤・土方と直接交わった期間は上洛の旅とその後の数日のみである。しかしこの千葉翁は、

「兎に角最初から近藤、土方其の他の隊員と共に働いていたから、近藤の剣道の好ママ

 拙とか、土方の人物などは知っている」

　と前置きして、こう証言している。





土方は近藤と共に名高いが、此の人は温厚の君子人で、近藤のように覇気がなかったが、近藤と非常の仲好しで、近藤を兄として敬っていた。（略）近藤も土方が無かったなら、或あるい

 は勤王党の人々に不意の襲撃を受けて、もっと早く京都で殺されたかも知れぬが、土方が好く細心の注意を払って、近藤に余りな無謀のことをさせなかったから、近藤の命もあれだけ続いたのだろうと思う。（略）紀州の三浦安やすし

 なども土方の人物には少なからず敬服して、若も

 し土方が居なかったなら、近藤には部下を御する才が欠けている
 から、新撰組はもっと早く分裂したろうが、土方が近藤と隊員との間の連鎖となって、よく隊員等を慰い

 撫ぶ

 していたのだということであるが、私もそうだろうと思う。（略）私なども土方と対座しても決していやな感じが起こらず、寔まこと

 に親しみのある人物だという感じがした。（傍点筆者）





　この文中にある「紀州の三浦安」とは、後に[image: 〓]
 藤一その他の新選組隊士たちにより、尊攘激派の刺客の手から命を守られることになる紀州藩の公用方三浦久太郎（のちの貴族院議員）のことである。三浦は紀州藩随一の才人として聞こえた人物であったが、この三浦も千葉翁も、「近藤には部下を御する才が欠けている」ということで意見が一致したというのは注目に値する。

　人間を「攻め」のタイプと「守り」のタイプとに分類して考えるならば、どうも近藤は「攻め」一方のタイプだったようである。

　そして、このような暗殺や池田屋への斬き

 りこみに異才を発揮するタイプ──すなわち有事の際に頭角をあらわすタイプは、得てして平時の際には問題を起こしがちなものである。

　その率いる組織が次々と有事に直面し、果敢な決断と「攻め」によって急上昇をつづけている間は、このタイプは雲を得た龍のように颯さつ

 爽そう

 としている。しかし、事すでにおわり、平時となると「守り」に徹しきれない短所のみがめだつことになる。いずれ近藤勇も幕府の衰亡に伴って判断力を曇らせ、「部下を御する才が欠けている」短所を露呈させて新選組分裂の時を迎えることになるのだが、結論を急ぐのはまだ早い。ここでは平時における近藤の、組織の長としての心構えの誤りをひとつ指摘するにとどめておこう。

　それはゴマスリ人間の登用、という問題である。組織の長が増長すれば一方に反発する者も出てくるが、他方にはその増長を煽あお

 り、うまく取り入ろうとする人間も出て来る。

　私の知るフリー・ライターのひとりは、さる高名な雑誌編集長と面談するごとに、編集長愛用の高価なライターを卓上から拝借し、ハンカチでせっせと磨きながら新しい取材を仰せつけられるのを待ち構えていたものだが、新選組隊士の中にも近藤に対して似たような挙に出る者があった。副長助勤の武田観かん

 柳りゆう

 [image: 〓]
 さい

 である。

　武田は平素より近藤に、

「新選組一派は貴殿のものである。我々は臣下としてつかえるでござろう」

　などと言ってへつらっていた。その武田は、永倉ら六名が近藤糾弾の建白書を持って会津藩邸に赴き、まもなく近藤も呼び寄せられたと知るや、長沼流の軍学者らしく一策を巡らして会津藩邸をめざした。藩邸よりの帰途、近藤以下七人はこの武田とぶつかることになった。以下ふたたび『新撰組顚末記』の記述を引くと──。





……永倉らは近藤と同道して二条へさしかかるとあちらから同志の武田観柳[image: 〓]
 がやってきて、永倉の顔をみるや、やにわに双刀を投げだして、

「どうぞ拙者の首を打たれい」という。近藤も永倉も事のいがいにおどろいたが、事情はともあれとちゅうのことでもありひとまず帰局いたそうと武田とともに屯所へ帰った。（略）（これは）このたび永倉などの硬骨連が脱退をも辞せぬかくごをもって廓かく

 清せい

 をこころみようとしたことを聞いての計略で、これが機先を制してたくみに永倉らのいかりを解こうとしたのであった。





　これだけでは、なぜ武田がこのような行為に出たのかわかりにくい。しかし、こう考えればよいであろう。すなわち永倉、[image: 〓]
 藤らは、新選組を同志的結合による組織体とみなしていた。対して武田は、近藤を頂点に置くピラミッド型の組織と考え、それゆえにこそ頂点に立つ者に取り入っておく必要を感じていた。

　ところがこの時の永倉らの行動により、武田は近藤ひとりを奉っていては永倉ら同志をもって自任する人々の反発を招くことを知った。そこで彼は、奉られていい気になっているのは決して近藤個人の性分によるものではなく、自分たちの了解内容に誤認があったためだと考え、永倉らにもそうと察知させるべく意表を突くふるまいに出た、と。

　いずれにせよ、この行為自体が近藤へのゴマスリであったという批判は免れ得ないところである。

　近藤勇としても念願の攘じよう

 夷い

 を実践する機会には恵まれず、不本意な市中見廻りをつづけるだけの日々であった。そのような孤独な心理状態にあっては、武田のへつらいは彼を慰めてくれるものとして作用していたのかも知れない。

　しかしこの推論が中あた

 っていたとしても、近藤の増長やゴマスリ隊士の出現によって、新選組局中に見えざるヒビが入りはじめた事実は動かしがたい。このかすかなヒビ割れがどのような巨大な亀き

 裂れつ

 に発展していったかは、おいおい眺めてゆくことにしよう。











 
 悲運な人々








　話を禁門の変直後の時点にもどす。

　禁門の変は元治元年（一八六四）七月十九日未明にはじまり、その日のうちにはほぼ結着を見た。しかし京に住む市民たちの真の不幸は、実に長州遠征軍の潰かい

 走そう

 とともに生まれたのである。

　この戦いにあって山崎から堺町門に向かった真木和泉、久く

 坂さか

 玄げん

 瑞ずい

 らの部隊は越前福井藩兵の強力な抵抗に遭い、これを抜くことが出来なかった、と前述した。

　少しくこの後の経過を詳述すると、そこで真木和泉らは鷹たか

 司つかさ

 邸の裏門より侵入してこれに拠よ

 り、福井、桑名、彦根等の藩兵と砲撃戦を展開したのである。しかしここにも薩会の援軍が押し寄せ、ついに彼らは禁門から敗走せざるを得なくなった。ここに至って真木らは自軍の撤退を容易ならしめるため、鷹司邸に火を放ったのである。

　相前後して烏からす

 丸ま

 辺にも火災が起こった。この火は禁中にも及ぶほどの勢いを示したので、一時は孝こう

 明めい

 天皇を下しも

 賀が

 茂も

 に遷うつ

 すべく常つねの

 御ご

 殿てん

 東階下に板はん

 輿よ

 が準備されたほどだった。

　また遠征軍の敗北を知るや長州藩京都留守居役乃の

 美み

 織おり

 江え

 は、その守る河原町の長州藩邸に放火して一時西本願寺に潜伏。その後大津を経て、長州に落ちていった。

　このような敗者側の放火によるものとは別に、勝者の手になる火災も発生した。たとえば翌七月二十日、嵯さ

 峨が

 天竜寺を襲った新選組は、賊徒に陣を貸したことを怒って同寺を焼き打ちしている。伏見の長州藩邸も灰かい

 燼じん

 に帰した。

　かくて火元がどことも知れぬほどの大火災が、京のほぼ全域を舐な

 めつくすことになったのである。





時しも風はますます強く火災は八方に散り、東は高瀬川より西は堀川に至り、南は九条に及び下京は殆ど皆火災の裡うち

 に没し、老を扶たす

 け幼を負い目も当てられぬ有様なりしとぞ。（戸川残花『幕末小史』）





　この大火災は文字通り天を焦がすほどの勢いで燃えひろがったので、大坂はもとより神戸からも遠望できたほどだった。当時幕府の軍艦奉行に抜ばつ

 擢てき

 され、神戸海軍操練所を運営していた勝義よし

 邦くに

 （海舟）の証言がある。





十九日

◉昨夕、京師の方に大火あるか。赤色暮六ツ頃より見ゆ。おもうに、必ず非常あらん。直ちに観光船（操練所の軍艦「観光丸」）へ出船用意の事を告ぐ。（『海舟日記』）





　この大火は、二十一日の朝に及んだ。ここまで燃え続けると火は風を呼び、風は火を飛ばすので何とも手のつけようがない。

　昭和五十九年初夏、私は京都を訪ね、下京区油小路の本光寺住職から同寺に伝わるこの大火当時のエピソードをうかがったことがある。同住職によると、炎が巨大な火矢のように中空を飛ぶので、寺の人々はほとんど酸欠状態に陥った。また石仏などは放置しておくと異様に熱した空気に炙あぶ

 られ、次々と亀き

 裂れつ

 を走らせるので、急いで井戸に沈めて守ったものだったという。

『官武通紀』はこの時の市民たちについて「即死怪我人数知れず」と記しているが、これは決して過大な表現ではないのである。同書によれば町数にして八百十一町、家数にして二万六千九百二十四軒。『維新史』によれば二万八千余戸が焼失し、二条から四条にかけての河原は避難民に満たされた。

　乃美織江と並ぶ長州の京都留守居役・桂小五郎が乞こ

 食じき

 に身をやつして三条大橋の下に潜み、芸者幾いく

 松まつ

 （のちの松子夫人）の運ぶ握り飯によって夜ごと飢えをしのいだというのもこの時の話である。

　戦火は、京の市民にとっては右のような災厄でしかなかった。だがここに、一層酷むご

 い運命に直面した人々もいた。今の中京区六角通り神泉苑にあった、六角の獄につながれていた者たちである。

　この時、六角獄中には多数の尊そん

 攘じよう

 派の志士たちが捕われていた。二十日、火の手が堀川に及び、もはや六角の獄も類焼を免れ得ないと思われた段階で、獄吏たちはこれらの志士たちが長州遠征軍と呼応して破獄を企てることを恐れ、上司の指令も待たず罪の軽重も問わず、次々と引き出して断首してしまったのである。無残な最期をとげた人々の中には、次のような事件にかかわった者たちがいた。





○　足利三代木像梟きよう

 首しゆ

 事件（文久三年二月二二日、等持院から足あし

 利かが

 尊たか

 氏うじ

 ・義よし

 詮あきら

 ・義満の木像の首を奪い、三条大橋の下にさらして将軍家茂を糾弾した事件）＝京都人長尾郁三郎。

○　天てん

 誅ちゆう

 組ぐみ

 の変（同年八月一七日、土佐脱藩吉村寅太郎とともに前さきの

 侍従中山忠光を奉じ、大和五条の代官所を襲撃して、この地を朝廷の直轄領とする、と宣言した事件）＝大和人乾いぬい

 十郎、淡路人古こ

 東とう

 領りよう

 左ざ

 衛え

 門もん

 他。

○　生いく

 野の

 の変（天誅組の変の後を受け、尊攘派七卿のひとり沢宣のぶ

 嘉よし

 を但馬たじま

 に迎えて、同年一〇月一二日、生野代官所を襲撃した事件）＝元福岡藩士平野国くに

 臣おみ

 他四名。

○　池田屋事変＝古高俊太郎。

○　七卿の使いとして京に潜入した者たち＝三条家諸しよ

 大だい

 夫ぶ

 丹に

 羽わ

 正雄他一名。

○　長州と通じた志士たち＝佐竹織江、藤山衛門等。





　合計三十三名が、次々と首を斬き

 られたのである。第一番に引き出されたのは平野国臣。獄中に残された人々は、彼が土壇に座らせられながらも朗々と辞世二作（漢詩一、和歌一）を吟ずるのを耳にした。その和歌は次のごとし。





みよや人嵐の庭のもみぢ葉はいづれ一葉もちらずやはある





　動乱の世に私はひとり先に逝くが、だからといって我々は負けたのではない。いずれ佐幕派も今日の私とおなじように滅び去るのだ、という意味をこめたのだろう。この時平野は三十七歳。さすがに志半ばにして果てる悔しさをにじませている。平野がこの歌を詠じおわるや首斬り役人の気合が轟とどろ

 き、つづいて断頭の響きが獄中にも伝わってきたと伝えられる。

　また江戸表や大坂の長州藩邸も、幕府の命によって打ちこわされた。[image: 〓]
 藤月げつ

 岑しん

 『武江年表』は、麻布龍りゆう

 土ど

 町の長州藩中屋敷（桜田の上屋敷は一年前に破壊）には倉庫が二十余あり、古池のほとりには「豊太閤より給はりし」という時代ものの石いし

 灯どう

 籠ろう

 もあったが、幕府は人夫と町火消とを動員し、それらのことごとくを徹底的に破壊させた、と記録している。

　剝は

 ぎとった材木は市中の銭湯に配って薪とさせたほどだが、同時に幕府は江戸詰めの長州藩士百二十余人を拘束・幽閉。この半数は獄死する運命をたどった。

　長州遠征軍の敗北は、この作戦に関知しなかった志士たち、藩士たちをもこのような悲運に陥れたのである。

　なお、六角獄中の惨劇については、近藤勇以下の新選組隊士たちが獄中に押し寄せ、槍やり

 で刺殺した、という噂うわさ

 もとんだ。京都市民および尊攘激派の人々にとって、新選組がいかに残忍な集団と映っていたかがこのような風聞からも知れるのである。











 
 長州藩追討の遅滞








　以上のような動きと並行して、朝廷および幕府要路の間では、長州追討が盛んに提唱されるようになった。追討論が盛り上がった背景には、禁門の変の際、長州藩主毛利慶よし

 親ちか

 およびその世子定広の黒印（公文書に捺お

 す黒肉の印）のある遠征軍への軍令状が、薩摩藩によって押収された事実がある（戸川残花『幕末小史』は、「中立売門前国司の陣取りし跡に具足櫃びつ

 あり其中より獲しともいう」という説を紹介している）。

　軍令状に藩主親子の黒印があるとは、とりもなおさず長州遠征軍の派遣が藩主の正式な命令によるものであったことを証拠立てる。このような重大な証拠を握られては、藩主の戦争責任は免れがたい。

　禁裏御守衛総督一ひとつ

 橋ばし

 慶よし

 喜のぶ

 がこの長州藩軍令状を朝廷に差し出したのは、ようやく京の大火がおさまった七月二十二日のこと。あくる二十三日、珍しく迅速に朝命が慶喜に伝えられた。左の文書は『維新史』第四巻所収のものを読み下し、新仮名遣いに改めたものである。





松平大だい

 膳ぜん

 大だ

 夫ゆう

 （毛利慶親）儀、かねて入京を禁じたるの処、陪臣福原越後をもって名は嘆願に託しその実は強ごう

 訴そ

 にて、国司信濃・益田右衛門介等追おい

 々おい

 差し出し候処、寛大なる仁じん

 恕じよ

 をもってこれを扱うといえどもさらに悔悟の意なく、言を左右に寄せ容易ならざる意趣を含み、すでにみずから兵端を開き、禁きん

 闕けつ

 （朝廷）に対し発砲し候条その罪軽からず。しかのみならず父子黒印の軍令状を国司信濃に授けたる由、まったく軍謀顕けん

 然ぜん

 に候。かたがた防長（周す

 防おう

 と長なが

 門と

 ＝長州藩領の意）に押し寄せ、速やかに追討これあるべき事。





　初めて砲撃戦を間近に見、命の危機を感じた貴族たちの怒りが存分にこめられた文章ではある。間髪をおかず朝廷は、長州寄りの公く

 卿ぎよう

 およびその家臣たちをも町奉行に命じて処分せしめた。

　二十一日のうちに有あり

 栖す

 川がわ

 宮家と鷹司家の諸大夫、日野・烏丸両家の雑掌その他を拘禁していたが、二十七日には幟たか

 仁ひと

 親王・熾たる

 仁ひと

 親王父子、前さきの

 関白鷹司輔すけ

 [image: 凞]
 ひろ

 、前権ごんの

 大納言中山忠ただ

 能やす

 その他の参朝を停め、人と面会したり外出したりすることをも禁じたのである。

　つづいて八月一日には、前年の八月十八日の政変の結果、長州にのがれた元権中納言三条実さね

 美とみ

 ら七卿の一族に対し、七卿と義絶せよとの命令が下った。

　朝廷が迅速に動けば、幕府もすみやかに事を運ぶ。七月二十三日に上述の朝命を受けた幕府は、二十四日、中国・四国・九州の二十一藩にこの書面を示し、ついに長州藩追討の命を下した（『官武通紀』）。





右の通り御所より仰おお

 せ出され候につき、御追討これあり候間、速やかに軍勢国くに

 許もと

 へ相揃へ置き、差さし

 図ず

 相待ち申さるべく候。もっとも彼（長州）より妄動致し候はば、指図を待たず口々より撃ち入り、誅ちゆう

 滅めつ

 致さるべく候。

　但し、寄せ手の攻め口ならびに攻めかけ候日限は、御決議次第相達すべく候事。





　さらに将軍家茂は、八月二日、長州藩征討のため将軍みずから進発する、と発表。同四日には越前福井藩主松平茂もち

 昭あき

 を副将に任命し、あくる五日には紀州和歌山藩主徳川茂もち

 承つぐ

 を征長総督に定めた。

　しかし、とんとん拍子にことが運んだのはここまでだった。幕府は、一度は征長総督と定めた徳川茂承を七日に至って突然解任し、後任に前尾張名古屋藩主徳川慶よし

 勝かつ

 を据えたのである。これは一橋慶喜さえ、

「そはいかなる事情なりしか知らず」（『昔夢会筆記』）

　と語っているように、きわめて不ふ

 明めい

 瞭りよう

 な人事であった。

　ここに至って、軽快に回転速度を上げるかに見えた長州追討の歯車は、急に軋きし

 みを見せはじめる。慶勝が征長総督となることを喜ばず、なかなか命を奉じようとしなかったからである。

　慶勝は幕府に対し、およそ次のように答えた。

「むしろ総督などという職はもうけず、将軍御自身が進発なさるべきです。そうなされるなら、私も病をおして尽力するでありましょう」

　しかし幕府としては、「ああ、そうですね」と引き下がる訳にはいかない。なにしろこのころの幕府は長州遠征軍の壊滅によってすっかり往年の自信をとりもどし、妙に威丈高になっていた。

　江戸の老中たちは、将軍みずからが進発する、と宣言しさえすれば長州藩はあわてて降伏するに決まっているとタカをくくっていた。だから進発の宣言はするが、実際追討におもむくのは征長総督で充分。第一、将軍みずからが軽々と腰をあげては幕権に疵きず

 がつく、という大時代的な考え方をしていたのである。

　幕府がいかに硬直した発想しか出来なくなっていたかは、次のような挙に出たことからも充分に察せられよう。すなわち八月二十四日、幕府は勅命によって毛利慶親・定広父子の官位および松平の姓と、十二代将軍家慶の諱いみな

 から与えた「慶」の一字を褫ち

 奪だつ

 したのである。

　大名の官位は幕府の推挙によって与えられる、というのは「禁中並ならびに

 公家諸法度」の定めるところである。外と

 様ざま

 大名に「松平」姓を与えるという賜姓政策は、大名統制策のひとつであった。しかし徳川家最大の危機にあって、「俺おれ

 のやったものだから返せ」とばかり官位と姓名を奪って喜んでいるのだから、その旧弊ぶりは度しがたい。

　以後毛利慶親は敬たか

 親ちか

 、定広は広ひろ

 封あつ

 と名を改めたが、改名などは諸藩の連合軍に殺到され、領土を蹂じゆう

 躙りん

 されることに比べれば、何とも「お易い御用」にすぎなかったであろう。

　対して在京の一橋慶喜、松平容保・定さだ

 敬あき

 兄弟等は、情勢が生易しいものではないことを十二分に知り抜いている。だから彼らは、たびたび使者を江戸へ送って即刻将軍が進発するようにと言上した。追討は勅命である、勅をすみやかに実行しないのは違勅にあたる、とさえ言った。

　対して江戸の幕閣たちは、一橋慶喜や松平容保はすっかり朝廷に取りこまれている、という皮相な見方しか出来なかった。

　たまりかねて朝廷は、将軍の進発が遅れては人心に支障を来たす、と江戸に伝えた。

　それでも将軍家茂は腰を上げる気配がない。ついに薩摩、熊本、久留米等、追討を幕府から直接命じられた諸藩の藩士たちも将軍進発を願うに至った。

　松平容保と心をひとつにする近藤勇も、強く将軍進発を願った者のひとりである。以下しばらく長州追討論議を離れ、このような状況下にあって新選組がどのように動いたかを眺めておこう。











 
 伊東甲子太郎との出会い








　このころの近藤勇には、新選組局中の不和はひとまずおいても、ひとりの人間として心にかかっていることがふたつあった。ひとつは、義父周[image: 〓]
 が老いてますます病いがちになっていたこと。もうひとつは、もう一年半も会っていない妻つねと一粒種の瓊たま

 子こ

 （二歳）のことである。

　いずれ落ち着いたら一度は江戸に帰り、この家族たちに会ってきたい、と近藤は考えていたと見られる。

　その矢先に起こったのが、すでに見てきた将軍進発問題だったのである。新選組局中でも幹部たちが集まって協議した、という永倉新八の証言がある。





けっきょく、

「ご老中にせまって将軍家を動かし御上洛をすすめることにいたそうではござらぬか」ということになって、隊長近藤勇、永倉新八、尾形俊太郎、武田観柳[image: 〓]
 の四人が東下することに決定し、さっそくそのおもむきを会津侯に申しいれると侯はおおいによろこび、

「即刻出発いたせ」と同意した。（『新撰組顚末記』）





　十月二十日に近藤が京から出した書簡が残っているから、彼ら四人の出発は元治元年十月二十一日以降のことである。あるいは松平容保は、一時は内部分裂を招くかに見えた永倉と近藤がふたたび心をおなじくして東下を直訴してきたことに安あん

 堵ど

 の念を抱いたのかも知れない。

　また近藤は、池田屋事件直後に故郷へ送った報告書の末尾近くにこう述べていた。





関東表も武人の有志御座候わば、上洛致し候よう、お頼み申し上げ候。兵は東国に限り候と存じ奉り候。この段よろしく御周旋下さるべく候。





　池田屋事件その他に際会しての活躍ぶりから見て、西国出身の隊士たちよりも東国出身の者たちの方が強兵であると痛感したため、すぐれた武士がいたら新選組に応募するようよろしく周旋してほしい、と周[image: 〓]
 その他に依頼したのである。

　禁門の変を勝ち抜き、ますます兵は東国に限ると思い定めていた近藤は、このたびの東下の機会を利用して江戸で新たに隊士を募集しようと考えついた。その意を体して、近藤・永倉ら四人よりも一足早く江戸へ出発した隊士がいた。副長助勤の藤堂平助。池田屋事件に際して孤軍奮闘、ついに刀はささらのごとくなり、鉢金を外したところを面に打ちこまれ、顔面を朱に染めて昏こん

 倒とう

 した勇士である。

　試衛館以来の同志である藤堂の運命は、この旅を境に大きく変わることになるのだが、これまた先を急ぐことはない。まず近藤・永倉ら四人の旅の様子から記述しよう。

　近藤・永倉の同行者は、武田観柳[image: 〓]
 と尾形俊太郎であった。流りゆう

 泉せん

 小しよう

 史し

 『新選組剣豪秘話』によれば、尾形は局中第一の故実家、武田は局中第一の弁舌家であったという。幕閣への請願や遊説にもっとも適すると見て、近藤は彼らふたりを供に指名したのだろう。

　彼らは、思い立ったらすぐ実行に移さねば気の済まない血気の者たちばかりだから、いざ東下と決まると普通のように十日もかけて旅することはがまんならない。そこで四人とも四枚（かごかき四人）の早お

 駕は

 籠や

 を仕立てて桑名へ下った。

　桑名からは海路熱田へ向かおうとしたが、あいにく海は大荒れとなる。死なばもろともと互いの身体を帆柱に縛りつける一幕もあったが、かろうじて無事に熱田に着いた。そこからは、休む暇もなくまた早駕籠である。やがて箱根の関所にかかったが、国家の急を救いに行くのだ、と思いつめている彼らは一向に駕籠を止めようとしない。近藤は垂[image: 簾]
 すだれ

 を上げもせず叫んだ。

「京都御守護職松平肥ひ

 後ごの

 守かみ

 御預かり新選組局長近藤勇、公用をもってまかり通る！」

「あいや、まだ二、三[image: 〓]
 たず

 ね申す儀がござる」

　関所役人が立ちふさがろうとすると、今度はガムシャラ新八、略してガム新の渾あだ

 名な

 をもつ永倉が巻舌で叫んだ。

「ええ面倒くせえ、陸ろく

 尺しやく

 の者、かまわずそのまま飛ばしたり、飛ばしたり──一気にとばすんだ！」（『新選組剣豪秘話』）

『新撰組顚末記』その他も、この箱根関所乗り打ち事件に関し、流泉小史と同様の記述をしているから、これが実際に起こった出来事だったのは確実である。のちに近藤は鳥羽・伏見の戦いに敗れて軍艦で江戸へ帰ることになるのだが、その時艦上で、

「箱根の関所を乗り打ちしたのが、今となれば夢のようだなァ」

　と述懐したと伝えられる。

「微々たる多摩農民の出、それが一朝抽ぬき

 んでられて幕府幹部の枢機に参し、将軍家再上洛督促の密旨を帯び、江戸幕閣の議を動かすべく、股こ

 肱こう

 に前後を囲ませ、乗のり

 打うち

 のまま天下第一の関所といわれた函かん

 嶺れい

 の関門を通過する、それが彼近藤が一世一代の得意事でなくてなんであろう」

　とは流泉小史の感想だが、私も同感である。

　ともかくこうして近藤一行は、予定通り三日で江戸に到着した。とりあえず近藤の自宅に入って、彼らは疲労困こん

 憊ぱい

 の身を休めた。おそらくこの日、近藤と周[image: 〓]
 老人およびつね夫人、一粒種の瓊子との再会もなったであろう。

　翌日、近藤たちはまず和田倉門内の会津藩江戸上屋敷におもむき、出府の目的などを報告した。そこで近藤たちはおなじ用向きで出府して来た薩摩藩の西郷吉之助と出会い、久きゆう

 闊かつ

 を叙した。

　薩摩藩は長州追討の先手を承った藩であり、この藩内にも将軍進発論が湧わ

 き上がっていたことはすでに見た。また薩摩藩と新選組とは禁門の変に際してはともに戦った仲だから、近藤と西郷とはすでに旧知の間柄であった。

　大目付大久保紀き

 伊いの

 守かみ

 （忠ただ

 宣のぶ

 ）に面会して大たい

 樹じゆ

 公こう

 （将軍）の上洛をすすめる、と西郷がいうと、では我々は老中松前伊い

 豆ずの

 守かみ

 （崇たか

 広ひろ

 ）を動かしましょう、と近藤は答えた。

　時の老中であっても、京都より近藤勇が松平容保の密命によって参上した、と告げられれば門前払いを喰く

 わす訳にはいかない。近藤は松前崇広に面会して親しく建白書を提出することに成功し、満足して松前藩邸を辞した。

　建白書を手渡しさえすればこちらの希望通りになると考えたのであれば楽観的すぎるが、こうして任務を果たした近藤は、まだ時間的余裕があると見るや将軍家茂の侍医であり、緒方洪こう

 庵あん

 の次の西洋医学所頭取の要職にあった松本良りよう

 順じゆん

 （雅号は蘭らん

 疇ちゆう

 ）の邸宅を訪ねた。良順は、安政四年（一八五七）幕命を受けて長崎に遊学。蘭医ポンペから西洋医術の伝習を受け、長崎に日本初の洋式病院長崎養生所を開院させた人物である。

　福沢諭吉『福翁自伝』その他を一読すれば知れるように、当時蘭学と総称された学問は、医学・化学から航海術・砲学・戦術論までをすべてひっくるめた西洋の近代科学の総称である。各分野は参考文献の絶対的輸入不足によって、いまだ相互に独立したジャンルとなり得てはいなかった。

　この時代には、西洋医学を修めた者なら彼らの国力や軍事力をも知っているはずだ、という考えが充分通用したわけで、攘じよう

 夷い

 論者たる近藤も攘夷を実践する前に敵を知っておくべきだと考えて松本宅を訪ねたのである。

　しかし良順の家族たちは、新選組の近藤勇が来たと知るや一瞬にして恐慌状態に陥った。蘭学者を異人にこびる者として敵視する武士たちも多かったから、彼らは近藤が押し借りか脅迫のためにやってきたものと思いこんだのである。

　良順の回想録『蘭疇自伝』は、この時のありさまを次のように述べている。





予曰く、何ぞ恐るることあらん。世人多く勇を暴逆の人の如く説けども、我その所為を見るに決して然しか

 らず。多く道理に適かな

 えり。旗はた

 下もと

 有司の怯惰なすことなきが如きにあらざるなり。いやしくもその身を棄て国家のために尽くさんとする者、廉れん

 恥ち

 道徳の心なからんや。





　そう家族を[image: 叱]
 しつ

 咤た

 し、近藤を客間に請じ入れて面会すると、勇はこう口を開いた（意訳）。

「私は先生の雷名をかねて承っていた者で、本日はお教えを乞いたく思って推参致しました。私が思いますに、目下の国内の争乱沙ざ

 汰た

 にはもとより患うれ

 うべきものがありますが、さらに注意すべきは外国勢力ではないでしょうか。先生はかねてよりオランダ人に親しん

 炙しや

 し、外国の事情に明るく、洋学をもって人を導いていると聞きます。そこで、私の考え方に間違いがないかどうか教えていただきたいのです」

　良順は明快に答えた。

「西洋人は利益によって行動するから、その点は与くみ

 し易い。しかし侮るべからざるは、今日の西洋諸国は互いに国を奪いあっているため、兵を練り武を講ずることにたけている点である。天文・地理・化学はために大いに進歩し、軍艦の堅けん

 牢ろう

 性、大砲の射程距離や軽便性にも注目すべきものがある。かつその陸海軍の精鋭にして軍律の厳しきことも同断である。

　彼らはインドを侵略し、シナを犯して数十年になるが、注目すべきは彼らが土地よりもそこからあがる収益を奪うことを目的としていることだ。特にイギリスは数百年来食物不足に悩んできたため、これを補うためにインド・アフリカに進出し、綿花を購入して帰っては自国内の工場で綿布に加工し、その利益によって国を富ました。こうして国力をつけると兵を練り、大軍艦を率いてふたたび各国を侵略するのである。君もどうか虚心に天下の大勢に注目して思慮してほしいものです」

　その後、良順が西洋の地図、戦争の図面、各種器械の図などを示してひとつひとつ説明すると、勇は感激して言った。

「先生の御説明によって、私の多年の疑問は氷解致しました。どうかまた教えを垂れていただきたいものです」

　近藤は、その後松本良順と厚こう

 誼ぎ

 を結ぶことになる。良順もまた新選組に関する貴重な見聞録を残してくれるわけだが、ここでは初訪問の日から三日後、近藤が良順邸を再訪した時の逸話のみを紹介しておく。

　ふたたびやって来た近藤は、笑いながら言った。

「今回は本当に病気になったので、診察を乞いに参ったのです」

　良順が診察してみると、近藤は「食物不良（消化不良）のため胃を損じたる」症状であった。良順は、健けん

 胃い

 制酸下剤を彼に与えた。

　これもなかなか興味深いエピソードである。家族と久しぶりの再会を果たし、御ご

 馳ち

 走そう

 攻めにあって胃をこわしたと見ることもできるが、希望通りに動いていかない時代の流れに苛いら

 立だ

 ち、過労のまま幕閣相手に周旋につとめていたのであれば、近藤は神経性の胃炎を患っていたのかも知れない。

『蘭疇自伝』の面白さに引かれ、やや道草が長引いた。ここで近藤が上京したもうひとつの目的である隊士募集が、どのような成果を上げたかに話を移そう。

　藤堂平助が近藤・永倉らより先行して江戸に下ったことは上述したが、この時藤堂は、江戸に着くやまっすぐある男のもとをめざした。

　その男の名は、伊東大おお

 蔵くら

 （旧姓鈴木）。天てん

 保ぽう

 六年（一八三五）、常陸ひたちの

 国くに

 志し

 筑づき

 藩士鈴木三四郎の長男に生まれた彼は、父が讒ざん

 言げん

 によって閉門を申しつけられるや志筑藩を脱藩。水戸に出て渡辺崋か

 山ざん

 の親友金子健四郎の道場に入門して神道無念流の剣法を習得するかたわら、水戸学を修めた。やがて国事に奔走する目的を抱いて江戸に出府。深川佐賀町の伊東精一道場に再入門して、北ほく

 辰しん

 一刀流を学びなおした。

　そのいとこ小野圭次郎（かつての受験参考書のベスト・セラー『小野圭の英語』の著者）の「伯父　伊東甲子太郎武明」は、この英才の横顔を左のように書きとめている。





師匠伊東精一の病死のさい遺言もあり、また門弟一同の推挙もあったので、一人娘うめ子の婿となりその道場の跡目をつぎ、伊東姓を冒すことになった。（略）性温和にして敏達、しかも慷こう

 慨がい

 義ぎ

 俠きよう

 の心に富み、学芸をたしなみとくに剣道に長じて北辰一刀流の剣客となり、その下げ

 段だん

 白眼（青眼の誤りか。北辰一刀流に「白眼」の用語なし）は同流の中にありても評判の構えにして、敵の胴に切り込む太刀さきがもっとも鋭く、ひじょうにはでな剣術を使った。





　この伊東大蔵のもとをなぜ藤堂がまっすぐ訪ねたかという点については、『新撰組顚末記』が「（伊東と）藤堂とは永年の親友で」と解説していることがヒントになる。藤堂も北辰一刀流を修めた男だが、彼は近藤の試衛館道場の食客となる前は、伊東の道場に身を寄せていたらしい（「伯父　伊東甲子太郎武明」は、「藤堂平助はおなじ北辰一刀流の関係もあり、また勤王攘夷の主張も一致していたため、甲子太郎（大蔵）とはかねて懇親の間柄であった」と述べ、また加納通みち

 広ひろ

 「加納通広君国事尽力の経歴談附七話」〈『史談会速記録』第一〇四輯〉は、藤堂は伊東の「寄り弟子」すなわち人に託された弟子であったと説明している）。

　この時藤堂がどのようにして伊東を勧誘したかという点について、『新撰組顚末記』はこう記す。





　藤堂は激越せる調子で、

「われら前年かの近藤勇と同盟をむすび京都に滞在いたしてなにがな勤王の微力をいたさんとぞんじおったが、だんだんと近藤の態度を勘かん

 考こう

 するとかれはいたずらに幕府の爪そう

 牙が

 となって奔走し、さいしょ声明した勤王のことどもはいつ目的をたっすることができるかわかりもうさぬ。げんに先般も同志のものが近藤の小しよう

 成せい

 にやすんずるのを憤慨して脱退せるものもすくなくない状態で、われらもないない匙さじ

 を投げているのでござる。よってこのたびかれが出府をさいわい、かれをば暗殺してへいそ勤王のこころざしあつき貴殿を隊長にいただき、新撰組を純粋の勤王党にあらためたいとぞんじ、それがしはかれらにさきだって出府いたしたしだいでござる」と打ち明けた。

　甲子太郎はことのいがいにおどろきながらもまたよろこんで平助の説に同意した。そして近藤とはとにかく同盟してかれの同志となり、京都についてからわれらの秘謀を実行しようということに決定し密約をとげた。





　同書は新選組生き残りが著した中では、分量といい記述事項の多彩さといい第一級の史料である。しかし、以上の部分を信ずることはまったくできない。

　考えてもみよう。藤堂は、「かれらにさきだって出府」し、伊東に近藤暗殺をもちかけたというが、その時永倉はどこにいたのか。帆柱に身体を結びつけて伊勢湾の荒波にもまれていたのかも知れないし、早はや

 駕か

 籠ご

 中の人であったかも知れない。あるいはまだ京で出府準備中であったかも知れない。いずれにしても藤堂・伊東会談には同席していないのだから、このくだりは「講釈師、見てきたような噓うそ

 を言い」の類である。

　ふたたび上京してから、

「実はこのようにして伊東さんをくどいたのですよ」

　と藤堂が打ち明けた可能性もないではないが、永倉は攘じよう

 夷い

 一筋の思想の持ち主。決して勤王第一の人物ではないから、藤堂としては試衛館以来の同志ではあっても近藤暗殺計画まで彼に打ち明けることはなかったであろう。

　いやそれよりも、藤堂が近藤暗殺計画を抱いていたということ自体が虚構臭い。後述のようにいずれ伊東一派は近藤と袂たもと

 を分かつことになるのだが、伊東が近藤暗殺計画を口にするのはこの分離独立後のことなのである。実のところ藤堂は、

「新選組は世上勤王党を敵視する集団のごとく言われておりますが、事実は勤王に名を借りて禁裏を悩まし奉る者どもを制圧しているのです。さらに勤王の実を上げるため、貴殿もどうか当組に加盟して下さらぬか」

　といった論理で伊東を勧誘したのであるまいか。いかに旧知相手のこととはいえ、のっけから「実は当組の内情は四分五裂の有様で……」などと手の内をさらけ出しては、加盟に乗り気の者も二の足を踏むとしか思えない。

　ともかくこうして伊東大蔵は、江戸に下ってきた近藤勇と会うことになった。会見の場所は、牛込甲こう

 良ら

 屋敷地面内の試衛館道場。かつて土方、沖田、井上源三郎ら近藤腹心の部下を育て、永倉、山南敬助、原田左之助らを客分として受け入れた試衛館は、今またあらたな人物を迎えたのである。

　若くして水戸学を学んだ伊東は、むろん熱烈な尊王攘夷論者である。近藤は佐幕思想の持ち主だが、攘夷を志す点では伊東と一致する。しかもその佐幕思想とは、より詳しくいえば尊王佐幕にほかならない。現に彼らは禁裏に殺到した長州藩を撃退したばかりであったから、伊東が新選組を勤王集団とみなす素地も充分に存したのである。

　かくて尊王と攘夷の二点に共鳴し、伊東は新選組の募に応じることを確約した。しかもただそれだけではなく、実弟の鈴木三み

 樹き

 三さぶ

 郎ろう

 および門弟・友人のうちの主だった者たちをも勧誘・同行する旨約した。伊東のような、「武」のみならず「文」にも秀でた温厚な思想家タイプは新選組には珍しかったから、近藤は伊東の答えを大いに多とした。

　伊東は早速佐賀町の道場を閉鎖して、家族を三田台町に移転させる一方、ともに上京する同志を募った。伊東と同行することになった人々の名は次の通り（肩書は、篠原泰之進〈のちの秦はた

 林しげ

 親ちか

 〉の残した「秦林親日記」による）。





常州志筑藩鈴木三樹三郎、相州伊豆藩加か

 納のう

 道之助（雕わし

 雄お

 、通広）、播州人服部武雄、上州人内うつ

 海み

 二郎（次郎）、同中西登（昇）、尾州人佐野七五三しめ

 之の

 助すけ

 。





　この他に、「秦林親日記」の著者である久留米浪士篠原泰之進や相馬藩の大村安あ

 宅たか

 も加わっていた。内海と中西は伊東道場の師範代。他の者たちはこれまで篠原の指揮のもと神奈川奉行に属し、横浜居留地の警衛に当たっていたが、加納が伊東の門弟であったことから一同同意して参加したのである。

　十一月十四日出発。しかし大村安宅のみは、横浜でイギリス人に暴行した罪で幕吏に捕縛されたため一同と合流することが出来なかった。彼は「元治元年子十二月二十日横浜ニ於テ厳刑ニ処セラリタリ」と「秦林親日記」は書いている。実は篠原以下もこの暴行に加わっていたのだから、伊東の誘いは彼らにとって探索の手を振り切る絶好の機会でもあった。

　また伊東はいよいよ上京するに際し、名を大蔵から甲か

 子し

 太た

 郎ろう

 と改めた。この元治元年の干え

 支と

 が甲きのえ

 子ね

 であったので、それにちなんだのである。国士として大きく羽ばたこうという決意をこめた改名であった。しかし家族との別離はやはりつらかったのであろう。彼の和歌集「残し置く言の葉草」には、「神奈川辺あたり

 にて雨の降りければ」という詞ことば

 書がき

 のあとに次のような歌が見える。





いかにせん積もる思ひはます鏡みがけど曇る別れ路の空





　同歌集には、このほかにも「箱根に舎やど

 りて」「三保の松原にて」「近江路にて」などと詞書した歌が多数収められている。上京の旅を伊東たちはゆったりと楽しんだようである。十二月一日着京。初めて御所を拝した時の決意は、次のような歌となって残っている。





ちりひじの身はいかにせむ今日よりは皇すめら

 宮みや

 居い

 の守まもり

 ともがな





　伊東は、御所を拝してますます勤王の意を強めたもののようである。思うに伊東は型としては清河八郎に似るが、清河のように策を弄ろう

 することのない無む

 垢く

 な勤王家なのであった。彼のそのような一面は、妻うめ子を離縁した一件によっても知れる。

　すなわち伊東が上京してしばらくたってからのこと、留守宅を守るうめ子の耳には新選組の悪評判ばかりが伝わってくる。夫を心配するあまり、うめ子は夫宛あて

 に母の大病を報じる手紙を送った。驚いた伊東は東海道を早駕籠で下り、三田台町の留守宅に駆けつけた。

　夫を迎えたうめ子の答えはこうであった。

「じつは母上の御病気とはいつわりでございます。あまりお身の上が気になりますから、もう国事に奔走することは止よ

 していただきたいと思い、手紙を差し上げました」

　この話を聞くや、伊東は怒り心頭に発した。

「いやしくも偽るということはよろしくない。汝なんじ

 ごときは自己のみを知って、国家の重きを知らぬものだ」

　伊東はその場でうめ子に離縁状を与え、ふたたび京に上っていった（「伯父　伊東甲子太郎武明」）。

　勤王であれ佐幕であれ、幕末にはこのように妻子を捨て、ひたむきに国を思って行動した人々が多かった。偸とう

 安あん

 の夢をむさぼりがちな我々現代人は、我が国の近代が彼らの無数の屍しかばね

 の上に成立したことを忘れてはなるまい。

　永倉「同志連名記」によれば、この時伊東一派とは別に新選組の募に応じ、ともに上京した者たちは四十一名。この中にも、いずれ血の海に斃たお

 れ伏す運命をたどる者が少なくなかった。





 
 第六章　逝くもののごとく











 
 長州藩の屈服








　伊東甲か

 子し

 太た

 郎ろう

 ら約五十名の新規入隊を成功させた近藤勇いさみ

 は、彼らに先んじて帰京した。ようやく長州追討の議が煮詰まりつつあったからである。

　征討総督就任を強く固辞していた前尾張名古屋藩主徳川慶よし

 勝かつ

 は、依然として就任を拒みながらも九月二十一日京に上ってきた。副総督に任じられた越前福井藩主松平茂もち

 昭あき

 も、それより早く上京していた。

　九月二十三日、老中の稲葉正まさ

 邦くに

 （淀よど

 藩主）は将軍の上使として知恩院に慶勝を訪問。将軍家いえ

 茂もち

 からの陣羽織と采さい

 配はい

 とを与えたので、慶勝はやむなく総督に就任したのである。ついで十月四日、家茂は慶勝に黒印の軍事委任状を与えた。

　また家茂は、十一月十一日までに諸軍はその持ち場に到着し、十八日に攻撃をはじめるよう命じていた。その命を受けて慶勝は十一月十六日広島に、茂昭は同月十一日小倉に至った。諸藩の兵を合計すると、無慮十五万の大軍が長州藩領を包囲したのである。

　しかし、追討軍諸藩の意見は必ずしも一致を見てはいなかった。何度も述べたように、将軍家茂自身が進発してこないこともその理由のひとつだった。また長州の処分についても、寛典論と厳罰論とに意見がわかれていた。徳川慶勝の参謀、成瀬正まさ

 肥みつ

 （尾張名古屋藩家老）や西郷吉之助の意見は寛典論である。

　すなわち、もし戦いを強行して幕軍が敗退しては幕威をそこなうこと甚だしいから、平穏に毛利敬たか

 親ちか

 父子を謝罪降伏の態度に出さしめるべきだ、というのである。

　対して厳罰論者の代表は、前越前福井藩主松平春しゆん

 嶽がく

 。禁門の変における長州藩の行動は、賊徒北条・足あし

 利かが

 の二氏のそれを上回る、という見解であった。

　ところがここに、もうひとつ別の観点から征長を慎むべきだとする主張があった。後述するように、幕府が松平茂昭を征討副総督に定めた八月五日は、英・米・仏・蘭四カ国の連合艦隊が長州の下関（馬ば

 関かん

 ）を砲撃し、いわゆる下関戦争の火ぶたを切った日でもあったのである。

　下関戦争に至る過程はこうである。

　去る文ぶん

 久きゆう

 三年（一八六三）三月四日、将軍としては二百三十年ぶりに上じよう

 洛らく

 した家茂は、孝こう

 明めい

 天皇の攘じよう

 夷い

 祈願の賀茂神社行幸に同行した上、同年五月十日をもって攘夷を実行すると言質を取られた。幕府は攘夷を可能なこととは思っておらず、ただ口先だけで答えたのだが、攘夷派の急きゆう

 先せん

 鋒ぽう

 たる長州藩の反応は違っていた。長州藩はひたむきに勅命を奉じ、攘夷期日の五月十日をもって米国船ペンブローク号に砲撃を浴びせた。いわゆる「馬関攘夷戦」の開始である。

　米国ラッセル商会の所有船ペンブローク号は、この時長崎から上海に向かう途中であった。下関海峡にさしかかり、順潮を待つべく錨いかり

 を下ろしたところを、久く

 坂さか

 玄げん

 瑞ずい

 ら長州の熱狂的攘夷論者に発見されてしまったのだ。ペンブローク号は急ぎ錨を上げ、豊ぶん

 後ご

 水道に[image: 遁]
 とん

 走そう

 してことなきを得た。

　さらに十三日後の五月二十三日、今度はフランス軍通報艦キンシャン号がおなじ海峡で砲撃を受けた。フランス国旗を掲げた艦が攻撃されたのだから、ことは重大である。キンシャン号では砲撃理由も理解できぬうちに水夫四人が死亡。乗り組んでいたフランス公使館書記も傷つけられて玄海灘へ逃れた。

　この時同艦とすれ違ったオランダ軍艦があった。カッセンブロート艦長のメデュサ号。事態を甘く見てそのまま下関海峡に入ったメデュサ号は、命中弾を受けること三十余発、死者四、重傷者五を出してこれまた敗走していった。

　ここまでは長州藩の大勝利だった。宣戦布告なき戦争なのだから、誰でも勝てる戦いだったといえばいえる。

　しかし昔も今も、国際法に照らしてこのような暴挙が見過ごされることはあり得ない。アメリカ国籍のペンブローク号が砲撃されたと聞くや、アメリカ公使プリューインはただちに同国軍艦ワイオミング号に報復攻撃を命じた。同艦は横浜を抜ばつ

 錨びよう

 し、六月一日下関海峡に至る。ただちに各砲台を砲撃し、長州藩の軍艦庚こう

 申しん

 丸と壬じん

 戌じゆつ

 丸を撃沈。癸き

 亥がい

 丸を大破させて帰投した（ワイオミング側も死傷者一〇余名）。

　報復の第二陣は、フランス東洋艦隊司令官ジョーレス少将麾き

 下か

 のタンクレード号とセミラミス号。七月二十日早朝に火ぶたを切った二艦は、長州藩砲台の射程距離外から正確な砲撃を加えてから、フレガット陸戦隊一個中隊およびアメリカ大隊の猟歩兵一個中隊を上陸させ、各砲台を徹底的に破壊させた。

　セミラミス号に乗り組んでいたフランス海軍大主計アルフレッド・ルサンの証言がある。





人体の破片や血染めの衣類が砲の周囲の地上に横たわって居た。占領すると直ただち

 に司令官は砲架を破壊し、大砲に釘を打ち付け、また火薬庫の中で発見した弾薬を海中に投棄せしめた。（略）将校達の宿舎にヨーロッパ語から日本語に翻訳した戦術の図書が発見された。其そ

 の中の一冊は和蘭オランダ

 語で印刷され頁を開いたままになって居た。恐らく其の本を読んで居た者が忙あわただ

 しく取残して行ったものであろう。其の頁には『軍艦が急激なる潮流と戦いつつある場合
 、砲台より砲撃されし時
 』という問題が取扱ってあった。（『英米仏蘭聯合艦隊幕末海戦記』安藤徳器・大井征共訳、傍点筆者）





　タンクレード、セミラミスの二艦は、まさしく潮流の激しさに悩まされつつ戦ったのである。傍点部分は、それと知るや長州側砲台の指揮官が急ぎオランダ語の戦術書の当該ページを開き、戦術を改めようとしていたことを物語る。何とも大変な泥縄ではないか。

　このようなお粗末な備えであったから、長州藩砲台の敗北はあまりにも当然の帰結であった。二艦は、これらの砲台を徹底的に破壊したことによって所期の目的は達成したと考え、横浜へ戻っていった（七月二四日帰着）。

　続いて英・米・仏・蘭の四公使は、幕府に対し今後このようなことが起こらぬよう強硬に申し入れるとともに、七月二十五日、商業航海上必要な内海の再開放を行なうために各国海軍は連合してことにあたる、と宣言した。

　──以上が文久三年の「八月十八日の政変」直前における、長州藩の攘じよう

 夷い

 実践の概要である。英国海軍は下関遠征のあと、いまだ未解決であった生麦事件（文久二年八月二一日）の賠償を求めるべく鹿児島湾におもむき、薩英戦争（文久三年七月二日）をも戦った。その結果、薩摩藩が英国と絆きずな

 を培うことに成功したのに対し、長州藩は依然として攘夷思想のカラから脱却せずに元げん

 治じ

 元年（一八六四）を迎えていた。

　その間に下関海峡の例の砲台はどうなっていたかというと、

「一度外国の軍隊がその場を去るや、長州人は直ちに砲台の修築、増設をやり、できるだけ多数の大砲を集めてそれに据えつけた。こうして、熊くまん

 蜂ばち

 の巣は間もなく充分に修復され、攻防ともに旧にも増した威力をそなえるに至った」（アーネスト・サトウ『一外交官の見た明治維新』）

　従来、外国船は長崎に寄港してからは波の荒い佐多岬（九州南端）を避け、下関海峡から波静かな瀬戸内海を経て横浜を目ざしていた。それが長州一藩の妨害によって不可能となっていたのだから、列強が侮辱と感じたのももっともだった。

「日本国内の紛争には頓着なく、いかなる妨害を排除しても条約を励行し、通商を続行しようとする当方の決意を日本国民に納得させるには、この好戦的な長州藩を徹底的に屈服させて、その攻撃手段を永久に破壊するほかない」（同）

　という点で、列強の意見は一致した。

　あらためて長州藩と交渉し、長州側に話し合いに応ずる気がないのを知って、ついに四カ国連合艦隊が神奈川湾を抜錨したのは元治元年七月二十八日のこと。イギリス艦隊の陣容は旗艦ユーリアラス号、コルベット艦ターター号、外輪単檣帆艦バトル・スループ

 レオパード号など八艦。フランス艦隊はフリゲート艦セミラミス号、通報艦タンクレード号、コルベット艦デュプレクス号の三艦。オランダ艦隊は同型のメデュサ号、アムステルダム号など六艦。これにアメリカのチャーター船ターキャング号を加えた総計十八艦からなる連合艦隊が、彼らから見れば旧式の砲で固めただけの下関海峡を目ざしたのである。

　ユーリアラス号からの第一弾によって火ぶたが切られたのは、八月五日午後四時十分。長州藩側はその後の一時間で主要砲台を沈黙させられ、翌六日には上陸した千九百の兵士によって全砲台を破壊されてしまった。

　こうして長州藩は連合艦隊の要求をすべて受け入れることになるのだが、注目すべきは、長州追討に向けて動きつつあった幕府側にも連合艦隊のこのような行動を必ずしも快く思わない者が少なくなかったことである。

　たとえば、長州の隣国である芸州広島藩の藩主浅野茂もち

 勲こと

 （のち長なが

 勲こと

 ）の意見はこうであった。

「大義をもって異人をお諭しになり、一応彼らを撤退させた上で長州を処置すべきかと存じます」

　列強の尻しり

 馬うま

 に乗って攻めかかるようなことをしては、列強はますます「幕府には独力で長州を押さえつける力がない」と判じるようになり、かえって幕権を傷つけることになるであろう、というのである。

　因州鳥取藩主池田慶よし

 徳のり

 の場合は、ガチガチの攘夷論者であった水戸烈公徳川斉なり

 昭あき

 の子供だけに、さらに国粋主義的な観点からの意見を述べた。

「防長といえども皇国の防長であり、防長の人民といえども皇国の人民であるから、外国の侵略を蒙こうむ

 っては皇国の恥辱である。今征長の軍を起すのは防長を外国と挟撃するに等しい。征長の事は勅旨（天皇の命令）・台たい

 慮りよ

 （将軍の意志）に基もとづ

 くのではあるが、国威にも関する処が多い故ゆえ

 、外国船退去の後に、毛利慶ママ

 親父子の罪を糺ただ

 されたい」（『維新史』）

　やはり烈公の子である備前岡山藩主池田茂もち

 政まさ

 も同趣旨のことを幕府に建議し、熊本、福井、会津その他の諸藩の在京有志も同様のことを決議した。これらの立場に立つ人々がすでに見た長州寛典論者と手を握る形勢になったので、征長軍はなかなか進発することができなくなってしまったのである。

　これもすでに見たように、征長総督徳川慶勝が広島に到着したのは下関戦争が終わって三カ月以上たった十一月十六日のこと、総攻撃の期日は十一月十八日と定められていた。

　しかしこの三カ月間は、長州にとっては戦後処理を熟考するには充分な月日であった。寛典を請うべく、もっとも活躍したのは長州藩毛利家の支族にあたる吉きつ

 川かわ

 経つね

 幹もと

 である。またこの時征長軍にあって、もっとも総督の信頼を得ていたのは薩摩藩士西郷吉之助。十一月四日、岩国において吉川と会見した西郷は、『維新史』によれば次のように吉川を諭した。

「長州藩が今もって悔悟謝罪の実効を挙げないのは、はなはだ不都合である。一刻も早く三家老を処刑してその首級を差し出し、参謀たちも処罰して恭順の実を示すべきである」

　これによって初めて長州側は、何をどうすれば寛典を得られるかを知ることができた。さらに西郷は付言する。

「ただし監察方は、三家老と参謀たちを処分しても、『ではなぜ彼らは毛利父子の黒印のある軍令状を持っていたのか』と詰問するだろう。その時どう答えるのか」

　吉川は応じた。

「黒印の儀は、暴臣共が藩主父子をたぶらかして出さしめたもので、父子としては疑念を感じながら渡したものであった、とお答えするつもりです」

「それがよろしかろう」

　と答え、西郷は追って禁門の変の際に捕え、同行してきていた長州藩士十名を送還してやった。その送り状に、西郷は書いていた。

「生国の近くまで来たので（捕虜たちも）帰心留めがたいだろうと思い、ここに引き渡すことにしますのでお受け取り下さるよう。受け取りがたい時機かも知れませんが、弊藩の趣意をお汲み取り下さり、彼らを助命して下さるようくれぐれもお願いします」

　これは、捕虜たちが「何をおめおめと生きて帰ってきた」と詰問され、切腹させられるのをあらかじめ封じる意図をもった手紙である。奄あま

 美み

 大島その他に都合五年間流刑された経験のある、西郷ならではの措置であろう。

　かねて長州藩士たちは、「薩さつ

 賊ぞく

 会かい

 奸かん

 」と呼んで薩摩藩を憎悪してきた（会とは会津藩のこと）。「八月十八日の政変」以来の敵対関係によるものだが、実にこの西郷の誠実穏健な態度により、二藩は遠からず友ゆう

 誼ぎ

 を結ぶことになる。

　西郷・吉川会談の結果、長州はどう動いたか。

　禁門の変の指揮をとった三家老すなわち益田右う

 衛え

 門もん

 介すけ

 、福原越えち

 後ご

 、国くに

 司し

 信濃しなの

 は、すでに八月二日の時点で家老職を罷免され、徳山に監禁されていた。前後して四参謀すなわち宍しし

 戸ど

 左さ

 馬まの

 介すけ

 、佐久間佐兵衛、竹内正兵衛、中村九郎も萩はぎ

 城下の野の

 山やま

 獄ごく

 に拘禁された。

　彼らを奪還しようという動きもあったので、長州藩庁は十一月十二日の予定を一日繰り上げ、十一日のうちに彼らを処刑することにした。

　益田右衛門介、国司信濃の切腹は同日夜、福原越後のそれは翌日のこと。同時に四参謀は切腹すら許されず、野山獄において斬ざん

 に処された。福原は享年五十四だが、益田は三十二、国司に至ってはまだ二十四の若さであった。

　権門勢家に生まれついたがために天寿をまっとうできなかった人々の名は、奈良時代以来枚挙にいとまがない。彼らもまた、

「宸しん

 襟きん

 を驚かせ奉り……御国難に至り候段不忠義の至り」

　と罪状書に書かれはしたが、一命をもって自藩を救済すべく白刃の下に頸くび

 をさしのべたのである。

　彼らの首はただちに石灰詰めにされて広島へ送られ、征長総督の実検を受けた（一八日）。吉川経幹も幕府大目付永井尚なお

 志ゆき

 に詰問されたが、西郷の忠告通りに答えたので長州追討のことはようやく終幕に近づいた。

　長州服罪を実見すべき巡検使が、萩に入ったのは十一月二十一日。長州藩世子毛利広ひろ

 封あつ

 は巡検使の宿におもむき、父子とも謹慎中であり、所労のため気分がすぐれないが、推して挨あい

 拶さつ

 に参上した、と申し述べた。巡検使は世子が旅館に来たことをもって軍門謝罪の意と解し、総督にその旨を復命した。

　総督が追討諸軍に陣払いを命じたのは十二月二十七日。実に禁門の変勃ぼつ

 発ぱつ

 より五カ月以上を閲けみ

 していた。幕府はこの長期の出兵によって莫ばく

 大だい

 な出費を余儀なくされ、ますます衰亡を速めることになる。











 
 総長山南敬助の切腹








　征討軍の到来にあたり、長州藩が四カ国連合艦隊と征討軍とを腹背に迎える形になったことはすでに見た。しかしこの時、実は幕府も東西に叛はん

 徒と

 を見る形となっていた。東の叛徒とは、元治元年三月二十七日、筑波山に挙兵した水戸藩天てん

 狗ぐ

 党とう

 の者どもである。

　水戸学発祥の地である水戸藩は、かねがね西の長州藩とともに過激な攘じよう

 夷い

 論者を生み出してきた。その代表の藤田小四郎らは、幕府が攘夷の朝命を拝しながらも一向に腰を上げないのに業を煮やして挙兵したのである。

　幕府は天狗党の蹶けつ

 起き

 を知るや、宇都宮藩、下妻藩その他に命じて同党を討伐させた。幕府がもっとも恐れたのは、彼らが長州藩と呼応した勢力となることであった。天狗党は一時幕軍と交戦したが、その本意は幕軍と戦うことではなく、ひたすら攘夷を決行するにある。ここに至って彼らは、在京の禁裏守衛総督一橋慶よし

 喜のぶ

 （徳川斉なり

 昭あき

 の子）に訴え、素志を天聴に達せしめるべく西上を決意した。水戸藩家老武田耕雲[image: 〓]
 の率いる八百余名が行路をふさぐ諸藩と交戦しつつ中なか

 山せん

 道どう

 から美濃路に入り、越前に向かったのである。

　十二月十七日、彼らが一橋慶喜の追討を受けて加賀藩に降伏した次第、またその多くが家族ともども斬ざん

 に処された次第について詳述する余裕はない。幕府が東西の叛徒をほぼ同時期に鎮定し得たと考え、一息ついたという結果だけを記しておく。

　ここに攘夷の最先せん

 鋒ぽう

 たらんとした東西の二藩は、ともに絶息したかに見えた。しかし真の倒幕運動は、この攘夷論の枯れ死んだ大地の上に花ひらく。

　むろん幕府は、この頃まだ維新回天の時が四年後に迫っているとは夢にだに思っていない。水戸天狗党が降伏した十二月十七日、幕府は禁門の変および長州征討に功のあった諸藩に行賞を行なった。

　新選組がその行賞に与あずか

 り、あわせて朝廷から感状を下賜される栄誉に浴したことはすでに見た。

　またこれもすでに述べたように、新選組は長州追討にあたっては松平容かた

 保もり

 の密命を受けて幕閣の要路に働きかけるなど、際立った動きを見せた。同時に伊東甲子太郎ら近藤好みの「東国の兵」約五十名を加えたのだから、新選組の兵力はこのころが最大だったはずである。

　しかし組織が膨脹あるいは急成長のピークに達する時には、必ず下降要因を内部に胚はい

 胎たい

 させているものである。その要因のひとつが、近藤勇自身の性格に帰せられるべきものであることは前述のとおり。

　だが、新選組の下降要因のすべてを近藤一人に帰するのは酷というものだろう。隊士たちもまた近藤同様増長し、腐敗の道を辿たど

 りつつあった。

　具体的な逸話は残っていないが、新選組隊士たちの京都市民に対する横暴ぶりは、このころがもっともひどかったようである。

　私がそう推定する根拠のひとつは、これもすでに見たように伊東甲子太郎の妻うめ子が甲子太郎宛あて

 に母の病を知らせる噓うそ

 の手紙を書いていることにある。

　うめ子は、夫の入隊した組織があまりに悪評高いことに驚いて夫を呼び返そうとしたのだった。しかし、伊東甲子太郎は北ほく

 辰しん

 一刀流免許皆伝の剣客であり、うめ子もその残した手紙の文面から知れるのだが、「そうとうの教養があり、しっかりした女」であった（「伯父　伊東甲子太郎武明」）。

　そのようなうめ子が、なぜ離縁という結果を招く噓さえついたのか。夫の適応能力に不安を抱いたはずはない。とすれば、うめ子は新選組の暴虐ぶり──京都市民に対する押し借り、無礼討ちなど──を伝える情報の多さに驚いて、そのような非道な組織に夫を置いておきたくない、と感じたのであろう。

　もうひとつの根拠は、禁門の変後の元治元年九月二十五日、日野宿の佐藤彦五郎が近藤に出した忠告の手紙である。近藤の義兄弟であり試衛館のスポンサーでもある彦五郎はこれもすでに紹介したように、

「嘘か本当かは知りませんが、聞きおよぶところでは、新選組は実に荒々しい者ばかりで、京都市中をのし歩いてはひどいことばかりしているとか。一人一人身を慎んで野蛮・増長に走らぬようくれぐれもよく取り締まって下さい。世間の人は、十人中六、七人までは新選組を誹ひ

 謗ぼう

 しているようなので、あえてこのようなことを伝えます」

　という意味のことを書き送っている。

　尊攘激派を京より一掃して以来、新選組隊士たちは我が世の春を謳うた

 うあまり野放図になりすぎたのだろう。そして、外に対する粗暴さは、組織内にあっては腐敗という形をとってあらわれるのを常とする。

　元治元年五月五日、近藤は武州多摩郡柴崎村の名主中島次郎兵衛宛の書簡の中で、隊士たちを預かるようになって以来心配事が多く、意外に「多病」となって松平容保から湯治をすすめられた、などと弱気なことを述べた末にこう書いている。






扨さて

 先年府中宿（に）おいて御同様妓楼（へ）登り、妄戯仕つかまつ

 りし事、時々思ひ出し申し候。（略）局中頻しきり

 ニ男色流行仕つかまつ

 り候。尚帰府の上、申し上げたし。以上。（小島政孝「中島次郎兵衛宛　近藤勇の書翰」『多摩のあゆみ』第二二号所収）





　前段は、近藤勇の天然理心流四代目披露の野試合の日（文久元年八月二七日）、門人一同が府中宿の遊女たちを買いきって遊んだことを指している。中島も天然理心流を学んだ者だから、近藤とともに当夜馬鹿騒ぎをしたのであろう。

　それにしても、新選組の局内で男色がしきりと流行しているという後段はどうか。近藤自身の証言であり、子母沢寛『新選組物語』にも傍証があるから、これは厳然たる事実であろう。

　同書のあげる男色の隊士は、例の武田観かん

 柳りゆう

 [image: 〓]
 さい

 。阿波徳島出身の馬ま

 越ごし

 三郎（一八歳）がその口説きの対象であった。

　しかし馬越の方にまったくその気はない上に、武田はすでに見たように局中の嫌われ者である。馬越は立腹して、ある日土ひじ

 方かた

 に訴えた。だが土方もこんな裁きはしたことがない。伊東とともに入隊してきた篠しの

 原はら

 泰たい

 之の

 進しん

 に押しつけた。押しつけられた篠原も馬鹿らしくて仲裁する気になれない。

「困った、困った」

　といっているのを耳にしたのが[image: 〓]
 藤一である。

「怪け

 しからん奴やつ

 だ、ぶった斬ぎ

 ってしまおう」

　と主張するので、かえって篠原の方が泡を喰く

 らい、

「いや、これくらいのことで人間ひとりの命を取るには及ぶまい」

　と、はやる[image: 〓]
 藤を宥なだ

 めた。

　このように記すと、一見愉快な逸話のように受け取るむきもあるかも知れない。しかし、隊規や軍中法度の説くところと比較すれば、より一層局中の士気のゆるみ、頽たい

 廃はい

 ぶりが如実に看取できるであろう。

　いわゆる局中法度は、隊規を犯す者はことごとく切腹させると宣言し、軍中法度は組頭が戦死した場合、その組に属する者はすべて戦死せよ、と命じていた。幸いその軍中法度に触れる者もなく平穏な時が流れ出すや、緊張感を失った隊士たちは生身の弱さをさらけ出しはじめたのである。

「おごれる人も久しからず」

　とは『平家物語』中の名言である。新選組も、このころようやく平家の轍てつ

 を踏む方角に向けて歩み出したのであった。

　その事実を象徴してあまりあるのは、慶けい

 応おう

 元年（一八六五）二月二十三日、山やま

 南なみ

 敬助が脱走の罪によって切腹させられた事件である。新選組結成以来の古参隊士である山南が、なぜ新選組を脱走したのか、なぜ脱走したにもかかわらず逮捕されてしまったのか、という点については諸説がある。ここではまず山南敬助の人物像をふりかえりながら、新選組局中に衝撃を与えた山南切腹事件の真相を追ってみよう。

　山南は仙台脱藩、北ほく

 辰しん

 一刀流免許皆伝の剣士であった。文久元年（一八六一）頃、試衛館を訪れて近藤と対戦。竹刀しない

 をはじかれて、その門下につらなった。試衛館の食客部屋にいついたのもこれ以降のことである。

　近藤を四代目宗家とする天然理心流は、江戸ではほとんど名をなさなかった小流派のひとつにすぎない。それに対して、山南の修めた千葉周作創案の北辰一刀流は、桃ももの

 井い

 春しゆん

 蔵ぞう

 の鏡新明知流、[image: 〓]
 藤弥九郎の神道無念流とともに、幕末に江戸に繁栄した剣の三大流派のひとつ。「技は千葉」「力は[image: 〓]
 藤」「位は桃井」と言いはやされたほど人気があった。

　そのような大流派の免許皆伝者が入門しなおしたのだから、天然理心流にとっては大ニュースである。前述のように文久元年八月二十七日、府中宿六所宮東の広場で行なわれた天然理心流四代目披露の野試合に近藤はわざわざ山南敬助を出場させたし、文久二、三年には多摩方面への出で

 稽げい

 古こ

 にも同行している。

　野試合や出稽古に出たのは沖田、土方等近藤の内弟子に限られ、食客部屋にいた永倉、藤堂、原田には声がかかっていない。その一点から見ても、近藤にとって山南が特殊な存在だったことが知れる。あえていえば北辰一刀流から入門しなおした山南は、近藤にとって多摩方面のスポンサーたちに天然理心流の知名度をアピールする上での絶好の宣伝材料だったのである。

　しかも、山南はただの剣客ではなかった。試衛館のスポンサーの一人であり佐藤彦五郎とともに近藤と義兄弟の契りを結んでいた小野路村の寄場名主小島鹿之助は学者肌の人物だったが、その鹿之助は山南の学才を高く評価していた（小島政孝『武術・天然理心流』上巻）。山南も鹿之助の人柄と教養に大いに親しみを感じていたらしく、上京に際して小島家に次のような七言絶句を残している。





牢落天涯志不空　牢落の天涯、志空むな

 しからず

尽忠今有一刀中　忠を尽くすは今一刀の中うち

 にあり

何妨万里険艱路　何ぞ万里険けん

 艱かん

 の路みち

 を妨げん

早向皇州好奏功　早く皇州に向かい、よく功を奏さん





　剣をとって皇国のため役立ちたいという、若々しい尊王思想に裏打ちされた素直な詩である。新選組隊士の十人中八人までは文盲であったというし、土方・沖田・井上らが上京に際して漢詩を賦した形跡はない。もって山南の教養のほどが偲しの

 ばれるのである。

　ただしその起句に「牢落の天涯」とあるように、山南がかなり貧窮していたことは確かである。脱藩して無職の身の上なのだからやむを得ないことでもあるが、上京後も一張羅の着物で通していたのでそのふところが刀の鍔つば

 に当って擦り切れてしまい、そこから一両入りの財布を落として残念がっていた、という逸話を子母沢寛が書いている（『新選組物語』）。

　この山南を、西村兼文の「新撰組始末記」は「三南」と表記する。山南は、「さんなん」と姓を誤って呼ばれても怒らない穏和な武士だったと考えられる。

「（山南敬助は）丈は余り高くなく色の白い愛あい

 嬌きよう

 のある顔でした。学問もうんとあるし、剣術も達者だというて、私の父（八木源之丞）などとは、殊に懇意にしていました。（略）子供が好きで、私などと何処でも逢ってもきっと何にママ

 か言葉をかけたものです」

　という証言も残っている（「八木為三郎老人壬生ばなし」＝子母沢寛『新選組遺聞』）。

　ただし、山南はただ穏和なだけの人物ではない。東北人らしく、許せないことは断固許せないとする〝鈍刀の迫力〟を兼ねそなえた武士であった。

　山南がそのような一面を見せたのは、近藤や芹せり

 沢ざわ

 鴨かも

 とともに、浪士隊の一員として京に上った途中のこと。草津宿に着くと目付役の村上俊五郎が山南に言った。

「貴公の組は乱暴をしてはなはだめいわくいたす。取とり

 締しま

 らっしゃい」

　すると山南は、

「なにが乱暴だ。拙者をはずかしめんとてさようなことを申すのだな」

　と烈火のごとく怒り出し、大騒動に発展しそうな雲行きとなった。あわてて鵜う

 殿どの

 鳩きゆう

 翁おう

 と山岡鉄舟が「まァまァ」と仲裁し、

「両人とも京都までなんにも言わずに行ってくれ」

　と頼んだので山南はひとまず引き下がったが、この時山南は、「京都へ着いて三日以内にかならず村上の処置をする」という言質を取っている。

　このような剛直さと教養、剣の腕とを買われたのであろう、新選組結成の時、山南は互選によって土方歳とし

 三ぞう

 とともに副長に推されている（隊長は芹沢鴨、近藤勇、新にい

 見み

 錦にしき

 ）。のちに芹沢、新見が粛清されるや、山南は土方とともにナンバー２の座を分けあうことになるのだが、永倉新八「同志連名記」は山南の名を土方の上に置いているし、西村兼文「新撰組始末記」のように、芹沢の死後山南は「総長」となり、土方は「副長」となったと書き分けている史料もある。

　近藤一人の統轄するところとなった新選組において、ナンバー２は山南、ナンバー３が土方という序列だったのであろう。土方は試衛館の師範代にすぎなかったが、山南は客分である上に上述のごとく天然理心流を宣伝するためにも有用の士であったのだから、この序列は自然である。

　それにしても、なぜナンバー２の大物が脱走を決意したのか。以下、代表的な二説を検討すると──。

　まず西村兼文「新撰組始末記」は、隊士たちが増加して壬生の屯所が手狭となったため近藤や土方は屯所を西本願寺に移そうと考えた、山南がそれに反対したのが悶もん

 着ちやく

 の始まりだった、として次のように述べている。





土方歳三、井上源三郎、[image: 〓]
 藤一、山崎蒸ママ

 等交こも

 々ごも

 入来シテ「当寺ハ大たい

 厦か

 、高楼、数百ノ大坐敷アリ。我わが

 徒と

 ハ勤王攘夷ニ先鋒トシテ国家ノ為ニ身ヲ塵ちり

 芥あくた

 ニ比シ、且か

 ツ京都取締ヲモ勤務シ、同盟ノ士日々増加スルニ随したが

 ヒ、壬生ノ陣容ハ分内（面積）狭せ

 マク、加フルニ市外ニ在あ

 リテハ不便極きわま

 レリ。依より

 テ朝廷、幕府ノ為ヲ慮おもんぱか

 リ、何いず

 レノ講堂ナリトモ暫時借求致シ度たき

 」旨ヲ陳ベ、或あるい

 ハ暴言、罵ば

 詈り

 、威力ヲ示シ、日々相迫ル。故ゆえ

 ニ同寺ノ困難言フベカラズ。或あるい

 ハ金銀ヲ贈リ、或ハ音いん

 物ぶつ

 （進物）ヲ以テシ、又ハ青楼（遊郭）ニ伴ヒナドシテ種々手ヲ尽シ、品ヲ替かえ

 テ百般断言（拒否のことば）竭つく

 スト雖いえ

 ドモ、聊いささ

 カ以もつ

 テ承引セズ。爰ここ

 ニ副長三南三郎ハ旧仙台藩ニシテ、柔術ノ高手ナリ。少シク時理ノ弁わきま

 ヘアル者ナレバ、近藤勇ニ諫かん

 言げん

 シテ曰ク、「威力ヲ僧侶ニ示シ、転陣ヲ名トシ、陰ニ同寺ノ動静ヲ探ラントスルハ、実ニ卑劣ニ触レテ見苦シカラズヤ。陣所ハ本願寺ニ限ル可べ

 カラズ。他ニ幾所モアルベシ」ト留ムレドモ、近藤ハ元来一徹短慮ノ者ニシテ匆そう

 々そう

 承引セザレバ、三南大おおい

 ニ慷こう

 慨がい

 シ、「我苟いやし

 クモ副長ニ従事ス。其言ノ容レザルハ、土方等ノ奸かん

 媚び

 （へつらい）ニヨル」ト憤激ノ余リ一書ヲ遺シ、丑うし

 （慶応元年）三月下旬、終つい

 ニ自刃ニ臥ス。





「転陣ヲ名トシ、陰ニ同寺ノ動静ヲ探ラントスルハ」云々とあるのは、西本願寺が禁門の変の際に乃の

 美み

 織おり

 江え

 、品川弥二郎ら長州藩士をかくまったことから、常に新選組に監視されていたことを指している。長州藩内には西本願寺の末寺や門徒が多く、その関係から同寺には勤王僧も多数存在したのである。

　西村が右の文中において山南と近藤・土方との感情的亀き

 裂れつ

 を指摘し、山南の切腹が近藤・土方の横暴ぶりに対する諫かん

 死し

 であったかのように記述していることに注意されたい。近藤や隊士一般の横暴・腐敗ぶりはすでに詳しく見てきた。それがついに良心的な隊士の死にまで発展したのであれば、由々しき問題である。

　次に永倉『新撰組顚末記』の記述を見よう。





……山南敬助は新撰組の中堅として重きをなしていたが、隊長近藤がだんだん尽忠報国の本旨にそむきいたずらに幕府の爪そう

 牙が

 となって功名をいそぐのをかねてあきたらず思っていた。かれはもと仙台の藩士で武術も相応におさめことに激烈な勤王思想をいだいたひとりで、清川ママ

 八郎、芹沢鴨、近藤勇などと肩をくらぶべき傑士であったのだが、勇が新撰組を掌握していらいやや山南をはばかりうとんずるかたむきがないではなかった。しかるにこのたび参謀（後述）という客座の椅子にすわった伊東ははしなくも山南の理想にかない、人物の貫かん

 目もく

 もたしかに近藤のうえにあるとみて、一夜敬助は甲子太郎の議論を傾聴しことごとく敬服してついに一つの黙契ができた。そして他日おおいになすところあらんと相互に期待するにいたった。

　こうして思想のあい投合する両人がそののちしばしば談論をかさねると聞いて隊長近藤はさらに猜さい

 疑ぎ

 の眼をもってかれらをむかえるので山南はついに意を決し、脱走をはかって江ごう

 州しゆう

 （近江）の大津まで落ちのびた。（カッコ内は筆者注）





　すなわち永倉新八も、西村兼文同様山南と近藤との間の感情的亀裂の存在に言及しているのだが、その原因を屯所移転の問題ではなく思想の違いに求めている点が注目に値する。伊東甲子太郎を知った結果、山南がますます近藤の考え方をあきたりなく思うようになった、と述べているのはまことに興味深い。

　伊東が、山南という人物を高く評価していたのは間違いない。現に伊東は山南の切腹を知るや、「山南氏の割腹を弔うて」と題し、次のような和歌を手向けたほどである。





春風に吹き誘われて山桜散りてぞ人に惜しまるゝかな

吹く風にしぼまむよりは山桜散りて跡なき花は勇まし

すめらぎの護まもり

 ともなれ黒髪の乱れたる世に死ぬる身なれば（「残し置く言の葉草」）





　このように山南と伊東の浅からぬ交流を示す証拠がある以上、永倉の解説はなかなか捨てがたい。結論から言えば、『新撰組顚末記』と「新撰組始末記」とはおなじ対象をそれぞれ異なる角度から照射している、と私は考える。すなわち山南敬助は、

[image: 1]
 　次第に近藤・土方から疎んぜられ、同時に彼らの路線（尊攘佐幕）についていけなくなった。隊士たちの横暴・腐敗が進むにつれ、ますますその思いは深くなった。

[image: 2]
 　そこへ伊東甲子太郎が加入し、純粋な尊王思想を開陳したので、山南は大いに伊東に傾倒した。

[image: 3]
 　するとますます近藤・土方路線が飽き足りなく見えてくる。そこで彼らが脅迫まがいの工作をしている、屯所の西本願寺移転計画をたしなめる発言をした。

[image: 4]
 　その発言に近藤・土方がまったく耳を傾けようとしなかったので、山南はふたりを諫めるために脱走というショック療法を試みた。

　西村兼文は、西本願寺の寺侍である。だからこそひとつの結果である[image: 3]
 を、原因のように取り違えて記述したのであろう。

　それにしても近藤は、「新撰組を掌握していらい」なぜ徐々に「山南をはばかりうとんずる」ようになったのだろうか。

　会津藩お預かりとなった以上、その修めた剣術が大流派であろうが小流派であろうが関係はない。だから山南は多摩方面に出で

 稽げい

 古こ

 に行った際のような存在価値を失った、とも言えるかも知れない。

　しかしそれではあまりにも皮相的な見方に過ぎる。ここでは新選組結成以来の山南の行動を年譜ふうに辿たど

 ることにより、新選組局中における彼の「立場」を考察してみよう。





○　文久三年二月二十三日京都着。三日後に村上俊五郎と山岡鉄舟を謝らせる。

○　同年三月、新選組結成に参画。

○　同年同月、近藤、芹沢らとともに清河八郎暗殺を企図。

○　同年七月、大坂角力ずもう

 との乱闘に参加し、ひとりを背割りに斬き

 り倒して即死させる。

○　同年九月十八日、芹沢鴨暗殺に参加し、井上源三郎とともに平山五郎を刺殺。

○　年月日不明、近藤勇とともに鴻こうの

 池いけ

 に入ろうとしていた賊を斬る。





　ここまでは山南の動きを各種史料によって跡づけることができる。だが内山彦次郎暗殺と池田屋事件という、新選組急成長の節目となった二つの事件に山南は参加していない。それはなぜなのか。

　まず内山彦次郎の暗殺について考えよう。近藤・土方は、富商たちに対する滅茶苦茶な押し借りが公儀の耳に入るのを恐れ、その捜査を進めていた内山を暗殺したのであった。そう考えない限り、芹沢の暗殺も土方以下に任せきりであった近藤が、六十八歳の老与力を暗殺するのにみずから大坂へ潜行した理由がつかめない。

　なおこの時近藤と同道したのは、土方、沖田、永倉、原田、井上、島田魁さきがけ

 など十名である。永倉、原田、島田が参加している以上、近藤が刺客を試衛館時代の腹心の内弟子で固めようとしていたと考えることはできない。逆に永倉、原田が参加している以上、おなじ試衛館の食客であった山南が加わっていてもよさそうなものである。しかるに山南の名は、史料に見えない。これが第一の謎なぞ

 である。

　次に池田屋事件について考える。池田屋突入に際し、働ける隊士たちはわずか三十名にすぎなかった。近藤書簡にあるように「折おり

 悪あ

 敷しく

 、局中病人多」であったためである。六月のことゆえ、この「病人」の多くは食あたりであったろう、と想像されている。また大坂に出張していた者もあったであろう。

　このような事情を併せ考えると、一見山南もまた病気か大坂出張中で池田屋に突入できなかった、とする推理が成立するかに見える。森満喜子「山南敬助脱走事件の謎」（「歴史と旅」昭和五五年一一月号）や大内美予子「山南敬助」（『新選組隊士列伝』）その他もこのような立場に立っているから、池田屋事件当日における山南敬助の病びよう

 臥が

 ないし大坂出張説は、もはや定説となりおおせているといってよい。

　しかしこの定説には、重大な盲点がある。山南が屯所に健在であったにもかかわらず
 斬りこみに参加しなかった可能性を、一切検討していないことである。

　ヒルベルト以降の公理主義は、一応の「仮説」としてあることがらを前提にし、それによって多くのことがらを矛盾なく説明できれば、もとの「仮説」は正しい事実として受け入れられるべきだ、としている。

　そのような考え方に従い、ここで山南敬助は隊士全員が出動できない場合（あるいは全員が出動するまでもない場合）には留守部隊を統轄する役割だったという「仮説」を立ててみよう。うまく内山暗殺と池田屋突入に彼が不参であった理由を説明できるだろうか。

　内山暗殺事件については合理的に説明がつく。

　この事件は、自分たちの弱みを握る人物を抹殺する目的を持っていた。しかしそのために、近藤・山南・土方という局中の三大幹部が下坂してしまったらどうなるか。たとえば会津藩公用人が屯所を訪ねてくれば、このような非合法活動が簡単に露見してしまうであろうことは想像に難くない。そのためにも武闘派の近藤・土方としては、「学問もうんとある」山南を不在中のそなえとして屯所に残しておく必要を感じたのではないか。

　池田屋事件に関しても、おなじことが言える。

　池田屋に結集した尊そん

 攘じよう

 激派の目的のひとつは、新選組に捕縛された古こ

 高たか

 俊太郎の奪回にあった。その志士たちを誅ちゆう

 滅めつ

 すべく健在の隊士たち全員が出払った後に、入れ違いに屯所を襲われたらどうなるのか。病人しか残っていないのであれば、残留隊士たちはことごとく鏖おう

 殺さつ

 されてしまうに違いない。あらかじめそのような危険を回避すべく、「剣術も達者」なナンバー２の山南に留守を托たく

 してから近藤・土方は出動した──そう考えても何の不都合も生じはしない。

　先に私は、山南を「総長」、土方を「副長」と書き分けている史料があることに言及した。山南と土方との間に以上のような職掌の違いがあったと考えれば、「総長」「副長」と呼び分けられていたのも容易に説明がつく。副長助勤という言葉はあっても局長助勤、総長助勤という言葉がなかったのは、副長こそ実戦部隊を率いる者だったからであろう。すなわち総長は非実戦部隊の統轄者。新選組という一大武闘集団にあって、山南はいわば「背広組」に近い存在だったのではあるまいか。

　なお禁門の変に際しては山南も出動したようだが、これは薩会二藩のほかにも福井、大垣など在京諸藩のすべてをまきこんだ本格的な合戦だったのである。新選組も禁裏に兵火が迫っているのに、屯所に兵力を割く余裕はなかったであろう。この時山南が、

「俺を先せん

 鋒ぽう

 にしていながら鎧よろい

 を着せないとは何事だ」

　と激怒した逸話が残っているのも、この仮説には有利である。留守を預かることが多かった山南だけに、彼の鎧の準備を怠った隊士がいたのではなかろうか。

　ではその山南が、近藤・土方と不和になっていった理由は何か。それを考えるには、豊臣秀吉の死後、秀吉恩顧の大名たちが二派に分裂した故事を例に引くのがわかりやすかろう。

　秀吉恩顧の大名たちのほとんどは、加藤清正、福島正則、黒田長政、細川忠ただ

 興おき

 、藤堂高たか

 虎とら

 など常にいくさの最前線に出て戦い、その恩賞によって出世したいわゆる武将派の人々だった。対して石田三みつ

 成なり

 は、常に秀吉の傍にあり枢機に参与することによって大名となった人物。関ヶ原合戦において武将派の人々の多くが家康に味方し、背広組の三成に敵対することになったのも、

「石田はろくにいくさも知らぬくせに、政まつり

 事ごと

 を一手に牛耳ろうとするは鼻持ちならぬ」

　として、彼らが三成を憎んだからにほかならない。

　このように、背広組と制服組とは常に相対立すべき宿命にある。特に新選組の場合、池田屋事変のあと多大な恩賞にありついたのは実戦部隊だけであったから、留守部隊の不満は高まったであろう。それを知ってか知らでか、実戦部隊の横暴はますます狂乱の度を深めた。その様子を醒さ

 めた目で見ていた留守部隊の統轄者が、一言諫かん

 言げん

 したくなったとしても無理はない。

　近藤・土方がむりやり西本願寺に屯所を移そうとした時、

「他に場所はいくらでもあるではないか」

　と山南がたしなめたというのも、このような流れの中での発言であった、と解すべきなのではあるまいか。

　しかし近藤・土方は、山南の言を一切無視した。おそらく彼らは、常に山南が地道に局中を取りしきってきたことを忘れ、今日の新選組があるのは我々ふたりのおかげであると考え、のぼせきっていたのであろう。

　こう考えれば、山南がその忠告を容れられないので「大ニ慷こう

 慨がい

 シ」た理由がよく納得できる。

　ここに至って、かつて山岡鉄舟をも辟へき

 易えき

 とさせた山南の剛直さがむくむくと頭をもたげた。新選組結成以来の同志であり、常に陽の当たらぬ仕事を受け持って、実戦部隊に後顧の憂いをなからしめて来たナンバー２の自分をないがしろにするとはどういう訳か。

　山南は、脱走してみせることによってふたりの頭を冷やしてやろうと考えた。実行したのは、慶応元年二月二十日すぎのこと。近藤は早速、沖田総司に馬で追跡させ、大津の宿にいた山南を屯所に連れ戻させることに成功した。

　さてここに、山南脱走事件第二の謎がある。大津の宿は京からわずか三里の距離。当時の成人男子は、一日平均十里を旅したといわれている。また近藤・永倉の江戸下向の項で見たように、京から江戸まで早はや

 駕か

 籠ご

 で三日で行ってしまうことも可能だったのである。しかるに山南は、大津の宿で沖田に追いつかれている。どうも山南に本気で逐ちく

 電でん

 する気はなかったようだ。

　山南は、結成以来の同志であり局中ナンバー２の地位にある自分が脱走という形をとって抗議すれば、近藤・土方も態度を改めるだろうと楽観していたようである（山南は、大津宿に行く、という置き手紙を残したのではないか、と説く人もいる。「新撰組始末記」に「書ヲ残シ」とあるし、そうとでも考えなければ山南が簡単に大津宿で沖田に発見された理由を説明できない）。

　ところが山南にとって不幸だったのは、近来隊士が急増して規律が乱れがちだったことである。

　脱走禁止の隊規が空文でないことを示すためにも、近藤・土方としては屯所に連れ戻した山南を是非とも切腹させねばならなかった。それに先立ち、山南は屯所の一部たる前川荘司邸の一室に押しこめられた。二月二十三日のことである。

　この時、山南の部屋をひそかに訪れたふたりの隊士がいた。試衛館食客部屋以来の仲間の永倉新八と、最近山南が兄事するようになっていた伊東甲子太郎。永倉は「親友」山南の悄しよう

 然ぜん

 たる姿を見るや、暗涙を催しつつ言った。

「山南氏、あとのことは我々が承知致す。ふたたびここを脱走されてはどうじゃ」

　しかし山南は、首を左右に振って言葉少なに答えた。

「御芳志はかたじけないが、とても脱走しきれまいと存ずるから、すでに切腹を覚悟してござる」

　近藤が土方、沖田、[image: 〓]
 藤などの幹部たちの前に山南を呼び出したのは、このような一幕があってまもなくのことだった。

　近藤はおごそかに命じた。

「新選組法令に脱走を禁じ、犯す者は切腹を命ずるよう規定してある。山南氏のこのたびの脱走についても、法文のとおり切腹を申しつける」

　すでに覚悟を決めていた山南は、自若として答えた。

「切腹を命ぜられて、ありがたきしあわせに存ずる」





（山南敬助は）色をも変えず、そくざに黒羽二重の紋付に衣服をあらため蒲団をしいて中央に正座し、いならぶ一同にながながの交際を謝し水杯をかわしてねんごろに別辞をのべた。介かい

 錯しやく

 は沖田総司にたのみ言葉をかけるまで刀をおろすなという。そして静かに小刀をとりあげて下腹へズプリと刺し、真一文字にひきまわし前方へ突っぷした。そのみごとさには近藤も、

「浅あさ

 野の

 内匠たくみの

 頭かみ

 でもこうみごとにはあいはてまい」と賞賛し、遺い

 骸がい

 は神葬で壬み

 生ぶ

 寺でら

 にあつく葬った。（『新撰組顚末記』）





　山南が、沖田に「言葉をかけるまで刀をおろすな」と頼んだことには、少し解説が必要であろう。

　徳川時代も安定してくると、切腹にもひとつの型が定められた。三さん

 方ぽう

 に乗せて出された小刀で本当に腹部を切り裂くのではなく、切腹人が小刀に手を伸ばした瞬間に介錯人が斬ざん

 首しゆ

 してしまう。極端な場合、三方には小刀ではなく木刀や扇が乗せられている場合もある。後者の場合を「扇腹」というが、山南はこれらの方法を嫌い、みずからの手で腹部を切り裂くことを望んだのである。それはなぜか。

　怨うら

 みを吞の

 んで切腹することを「無念腹」という。切腹を命じた者たちに形の上で従いはするが、心まで従っているわけではない場合である。この場合、怒りが内向しているだけにその切腹はすさまじい光景を展開する。十文字に腹を切ったり、深く広く切って内臓を露出させたり、あるいはまたその内臓をつかみ出して投げつけたりするのである。

　心情的に相容れない近藤・土方の面前で切腹せねばならなくなった山南は、無念腹を切って果てたのであった。時に三十三歳。介錯を頼まれた沖田はまだ二十三歳。

　沖田はかねがね山南を兄とも慕っていた。だからこそ近藤は、

「沖田に追わせれば、山南も斬り合いなどせずに帰ってくるだろう」

　と計算して彼に追手を命じたのであろう。兄と慕った人を捕え、今またその人の介錯を依頼された沖田の気持はいかばかりであったろうか。沖田は一方では近藤からも絶大な信用を受け、義弟の交わりを結んでいた。それだけに近藤・山南双方の依頼に応じざるを得ず、懊おう

 悩のう

 したように思えてならない。

　その沖田が、約一カ月後の三月二十一日、佐藤彦五郎宛あて

 に出した手紙が残っている。『聞きがき新選組』所収の原文は和風漢文なので、表記を改めて次に掲げる。





手紙をもって啓上奉り候。暖気相増し候えども皆々様益々勇猛にわたらせられ、大祝至し

 極ごく

 に存じ奉り候。しかれば去月（先月）中書状差し出すところに候えども、だんだん御無沙汰つかまつり候段、あしからず御思召しのよう願い奉り候。小子儀はじめ京都詰め合いの士一同無事まかり暮し候間、はばかりながらこの段御安意なさるべく候。ついてはこのたび土方君はじめほかに両三人（二、三人）東下つかまつり候間、同道にて御機嫌うかがいかたがた東下致し候わずに候えども、京都にても諸事身分相応御用向き繁多にて、向こう

 府ふ

 （帰府）残念ながらいたしかね候間、くわしくは土兄（土方兄）よりお聞き取りのほど願い上げ奉り候。（略）山南兄去月廿六日死去つかまつり候間
 、ついでをもって一寸申し上げ候
 。（略）余は後便の時申し上げ候。恐々以上

沖田総司　　





　長々とていねいな挨拶を述べ、なかなか東帰できない事情を書いた後で、「ついでをもって」と、さりげなく山南の死を報告しているのがかえって痛ましい。詳しく書けば書くほど、山南の死に関しての自分の役回りを告白せねばならなくなってしまうのがつらくて、あえて沖田はこのような筆法をとったのであろう（書中の二六日は二三日の誤り）。

　ちなみに、山南の切腹に関しては有名な哀話がひとつ伝わっている。山南はかねて島原遊郭の天神（太夫の下の位）明あけ

 里さと

 という遊女に馴な

 染じ

 んでいたが、永倉が知らせてやったため、この明里が別れを惜しんでかけつけてきた、というのである。（「八木為三郎老人壬生ばなし」＝子母沢寛『新選組遺聞』）





　恰ちよう

 度ど

 、私の家の門を私が出た時に、大急ぎで前を通る女があるのです。（略）「明里」という女で、私共でも顔は知っているものです。歯を喰いしばって、眼を釣つり

 上げていました。

　私も、おやッと思いましたが、言葉もかけずに、門の前に立ったまま、見ていると、明里は、前川方の西の出窓（坊城通りに面す＝原注）の格子のところへ走り寄って、とんとん叩きながら何にママ

 か頻しき

 りに叫んでいます。（略）

　明里は、

「山南さん、山南さん」

　といっていたようです。暫くすると、格子戸の中の障子が内から明いて、山南敬助の顔が見えました。私もはッとしましたが、明里は格子へつかまって話すことも出来ずに、声をあげて泣きました。山南のこの時の顔は、今でも、はっきり思い出せますが、何んママ

 とも云えない淋さび

 しそうな眼をして、顔色が真まつ

 青さお

 になっていました。





　まことに哀切な光景である。しかしこれは事実であろうか。

　私がこの逸話に虚構性を感じる理由の第一は、山南の切腹を明里に知らせてやったという永倉自身が、「浪士文久報国記事」や『新撰組顚末記』の中で一言もこの逸話に触れていないことである。第二は、この逸話を紹介しているのは子母沢寛だけであること。西村兼文「新撰組始末記」はきわめて山南を高く評価する書であるのに、この史料も〝山南・明里涙の別れ〟には触れていない。第三は、子母沢寛の『新選組始末記』『新選組遺聞』等には、時に虚構がまじっていることである。

　子母沢自身、生前に「あれ（『新選組始末記』）は私の作り話ですから……」と複数の人に語った由だが、幕臣であり彰義隊くずれの祖父を持つ子母沢は、鎮魂の賦を草さんとするあまりに時としてパセティックな逸話を創出してしまうことがある。この〝山南・明里涙の別れ〟にも、どうも新派好みの〝お涙頂ちよう

 戴だい

 〟志向がにじんでいるように思われる。

　たとえば右に引用した部分の前後の文章を見ると、この出来事は二月二十三日の「七ツ時」頃のことであり、八木為三郎は「明里のうしろ十間位」のところで二人の様子を眺めていた、とある。

　慶応元年二月二十三日（旧暦）は、今日の三月二十日に対応する。ほぼ春分に近く、昼と夜の長さはちょうどおなじ頃合だが、ここで注意すべきは、京都盆地は平地よりもはるかに日暮が早いことである。

　三月二十日の「七ツ刻どき

 」は、今日の午後四時ごろに当たること、坊城通りとは南北に走る道であり、日が西へ傾けば翳りやすい通りであること、前川邸は八木邸よりも東にあることを併わせ考えると、八木為三郎は落日を背にして薄暮の中に佇たたず

 み、距離十間（一八・八メートル）を隔てて──しかも格子の間から覗のぞ

 く山南の顔を、「淋しそうな眼」、「顔色が真青」と判断したことになる。

　果たしてこれは、可能なことであろうか。

　ちなみに諸家の意見を眺めてみると、鈴木亨『新選組100
 話』は、

「山南と明里の涙の別れはあまりにも有名だが、子母沢寛氏の『新選組遺聞』と『新選組物語』に出てくるだけで永倉の『新撰組顚末記』にも出てこない。子母沢氏のフィクションらしい匂いも感じられる」

　として、懐疑的立場。

　石田孝喜執筆の『新選組大事典』明里の項にも、

「あけさと　明里
 （生没年未詳）

（略）明里は島原の遊女であるが、二十一、二歳の上品な女であったという。彼女のその後のことは知られていない」

　としか書かれていない。

　要するに〝山南・明里涙の別れ〟が本当にあったことかどうかきわめて疑わしい上に、明里の存在自体も今もって証明されていないのである。

　一歩ゆずって明里という遊女が島原遊郭に存在したとしても、〝山南・明里涙の別れ〟がおこなわれたというストーリーには無理がある。遊女が勝手に遊郭から外に出ることは禁止されており、もしこんなことをしたら足抜け（脱走）とみなされて徹底的にリンチされてしまう。要するに明里が山南の置かれている状況を誰かから聞いたとしても、ひとりで駆けつけてくることなどはあり得ないのだ。

　ただしこういうことをいうと、芹沢鴨と平間重助は暗殺される当夜、「輪違屋」の糸里、「桔梗屋」の吉栄というふたりの遊女を八木家へつれてきていたではないか、と反問したくなる人もいるだろう。だがこれは例外であり、芹沢がいつもの恫喝的態度によって「輪違屋」と「桔梗屋」を無理に承諾させて遊女ふたりをつれ出した、と考えるべきである。

　以上の諸点から〝山南・明里涙の別れ〟の哀切な光景は子母沢の創作であったと判断しておくが、ここで問題とすべきは、これが八木為三郎老人の証言という形をとった手のこんだ創作になっていることであろう。

　物故作家に対し、「死人に口なし」を利用して批判を加えるのは、私の趣味ではない。しかし、新選組研究のバイブルといわれる子母沢の新選組三部作──『新選組始末記』、『新選組遺聞』『新選組物語』には、このような一見生存者へのインタビューの成果と思わせる「手のこんだ創作」部分が少なくないことに、大方の注意を喚起しておかねばならない。

　以下、それが私の根拠のない誹ひ

 謗ぼう

 ではないことを示すために、いくつか「手のこんだ創作」の例を示しておく。





〈例一〉

　流儀は天然理心流の武術三多摩に育った剣法で、江戸には余りはやらなかったが、それでもこの道場には、毎日五十名から六十名の門弟が稽古にやって来る
 。

　塾頭で
 、勇の師範代をするのが
 、奥州白河を脱藩して来
 ている沖田総司
 （房良）、まだ二十歳になるかならぬかの若輩だが、剣法は天才的の名手で
 、実に美事なものであった。土方歳三
 （義豊）だの井上源三郎
 （一重）だのという当道場の生はえ

 抜きに、千葉周作の玄武館で北辰一刀流の目録をもらった藤堂平助
 や、おなじ千葉の免許をとった山南敬助など
 も、この道場へ来ているが、……（『新選組始末記』初版は昭和三年刊）


＊


　さるほどに、江戸は小石川小日向柳町坂上に道場を開く近藤勇はあまたある剣客のなかで押しも押されもせず、朝から五
 、六十人の門弟が出つ入りつ遠近に竹刀の音を絶たない
 。塾頭は沖田総司という人で
 後年に名をのこした剣道の達人。その他山南敬助
 、土方歳三
 、原田左之助
 、藤堂平助
 、井上源三郎など
 鉄中のそうそうたる連中が豪傑面をならべてがんばり、……（永倉新八『新撰組顚末記』「小樽新聞」掲載は大正二年三月～六月。単行本初版は、昭和二年六月に非売品として有志の間に頒布されたもの）





　傍点部分の類似から、前者はあきらかに後者の記述をリライトしたものと判断できよう。しかし前者には、「（永倉新八翁遺談）」という注記が末尾に付されており、永倉が子母沢のインタビューに答えて語ったところ、という体裁を取っている。なぜ子母沢は永倉の回想録を入手したことを隠して、まだ存命中の永倉（大正四年一月五日逝去）のインタビューに成功したかのごとくに装っているのだろうか。

　話は飛んでしまうが、次は戊ぼ

 辰しん

 戦争開始後、近藤勇が下総しもうさ

 流ながれ

 山やま

 で官軍のもとへ出頭して捕われる時の光景に関してである。子母沢は、「大正十二年の初冬、当時八十六歳の高齢であった薩摩の有馬純雄翁（元東山道総督府副参謀、当時の名は有馬藤太）が「語り残された」ところとしてこう書いている。





〈例二〉

……やがて二人の壮士が
 、白刃を抜き放って
 、これをくるくると振り廻して
 、田畝たんぼ

 の方からやって来る。これはその頃の軍使の作法である
 。

　これに暴れ込まれては大変だから、射ち留めてしまおうというのを、有馬が制止していると、三人は有馬の近くに寄って来て
 、静かに刀を鞘に納め
 、礼儀正しく進んで
 、

「大和やまと

 」

　という名札を出した
 。これが近藤勇である。

　有馬は自分も名乗った。こっちは京で近藤の顔は知っているが、黙っていた。翁の述懐に、

「どうも近藤さんと口へ出そうで閉口した
 」

　といっている。（『新選組遺聞』）


＊


……すると田圃たんぼ

 の中を、二人の壮士が刀を抜き
 、打ち回しながら
 （これは軍使の記号である
 ＝原注）一人の大将らしき人を護衛して
 、しずしずと近寄って来た
 。私の部下の中にはこれを見て、

「やあ、近藤じゃ、近藤じゃ、打ち殺してしまえ」

　と騒ぐ者もあった。（略）

「何だ、騒ぐな。やかましい。近藤なんてたかが一個の剣客じゃないか。よしや斬り込んで来たってへでもない。黙ってすっこんどれ」

　としかりながら、様子をみる。（略）

　三人はだんだん近づいて来る
 。壮士は刀を鞘に納め
 、丁寧に礼をして
 、

　大久保大和




　と書いた名刺を差し出す
 。私も下馬して礼を受け、

「自分は東山道総督府副参謀、有馬藤太と申す者であります」

　といいながら、よくみるとまぎれもない近藤である。大久保として応対したが、ややもすると
 、「近藤さん
 」と口に出そうになって困った
 。もちろん
 、向うでも京都以来よく私を知っていたのだ
 。（上野一郎編『私の明治維新──有馬藤太聞き書き』）





　前者は初め『新選組始末記』の一部に収められていたから、昭和三年の刊行。後者は昭和五十一年になってから出版されたものだが、そもそもの題名は『維新史の片鱗』といい、「大正六年有馬翁八十一歳のとき、請われて明治維新を語ったもの」と「編者まえがき」にある。

　これも傍点部分の酷似、それ以外の部分も前者の文章が後者の要約になっていること、用語の共通性などから、子母沢は『維新史の片鱗』の原文を参看しているにもかかわらずそれを秘匿し、有馬藤太改め純雄からの聞き書きを装っていることが知れる。

　しかしこれらよりも由々しき問題は、子母沢が西村兼文の「新撰組始末記」という先行史料を参照していることを正面からは認めていないことである。

　たとえばすでに見た池田屋事変における山崎烝すすむ

 の大活躍説を「新撰組始末記」から採用している点から見ても、子母沢は明治二十三年に脱稿され、同二十七年に野史台の『維新史料叢書』に収録・活字化された同書をあきらかに所有していた。西村と子母沢の『新選組始末記』とが、ともに山崎烝
 を山崎蒸
 と表記しているのも興味深いが、子母沢は「西村兼文翁の記述では」「（西村兼文翁筆記）」などと書くばかりで、決して「新撰組始末記」という名称は出さない。

　いや、一カ所で題名を紹介してはいるが、それはなぜか「壬生浪士始末記」となっていて、「新撰組始末記」ではないのである。そのためかどうかは知らないが、西村の「新撰組始末記」は、その後雑誌その他に復刻される時には「壬生浪士始末記」と呼ばれることになってしまい（「歴史と旅」臨時増刊「新選組」平成二年三月刊など）、正式題名を用いる時にも「新撰組始末記」（一名壬生浪士始末記）」（小野圭次郎他『新選組覚え書』所収）、あるいは「新撰組始末記──一名壬生浪士始末記」（『新選組史料集』）などと表記されるようになってしまった。

　罪作りなことだが、子母沢はなぜそのようなことをしたのだろうか。答えは簡単である。子母沢は西村の「新撰組始末記」という史料を入手した時、その内容ばかりか題名も気に入り、「撰」を「選」と改めるだけで自著のタイトルとした。だがそうなると、本文中に史料として用いる西村の「新撰組始末記」と、子母沢自身の著作としての『新選組始末記』との関係がまぎらわしいことになってくる。

　そのため「新撰組始末記」という史料名は伏せてしまい、「西村兼文翁の記述では」、「（西村兼文翁筆記）」などと書き、やむを得ない一カ所では、あえて先行史料名を変えてしまって「壬生浪士始末記」とした。その後、子母沢の『新選組始末記』が洛らく

 陽よう

 の紙価を高めるに従い、この呼び分けが定着して「シンセングミシマツキ」といえば子母沢の著作という認識ができあがってしまった。

　その後、新選組のブームが訪れて各種史料もさかんに活字化されはじめ、西村の「新撰組始末記」も復刻されるようになった。しかし子母沢の『新選組始末記』があまりにも有名になっていたため、西村の著作の方は正式な題名が「壬生浪士始末記」ではなく「新撰組始末記」だとわかったあとも、便宜上「一名壬生浪士始末記」などという副題をつけられるようになってしまった──。

　話がかなりそれてしまって恐縮ながら、以上のことを念頭に置いて、子母沢の新選組三部作を読んだり史料に用いたりする時は、注意して扱うよう念を押しておきたいと思う。筆者も本書においてこの三部作を時に史料として使用しているが、すべての記述を盲信しているわけではないことをあえて明記しておく。











 
 悪評ますます高く








　ともあれこうして山南は冥めい

 界かい

 に去った。しかし近藤・土方がその切腹を「諫かん

 死し

 」と受け止めた形跡は全くない。山南の死から二カ月も経たないうちに、新選組は西本願寺への移転を決行したのである。

　新選組が西本願寺の北集しゆう

 会え

 所じよ

 に屯所を移したのは、「新撰組始末記」によれば慶応元年「四月下旬」のこと。

　近藤・土方が依然態度をやわらげなかったので、西本願寺側は「其その

 取扱ヒニ困却シ」、とうとう押し切られてしまったのである。近藤はここに「新選組本陣」と看板を掲げた。あえて、「屯所」ではなく「本陣」としたのは、釜かまん

 座ざ

 通どおり

 下立売上ルにある京都守護屋敷が実質上の会津藩本陣であることにならったのだろう。

　隊士たちが移ってくるや、西本願寺の日常は一大変化を来たした。隊士たちが連日大砲や鉄砲を撃ちまくって調練を重ねるので、参詣の老幼婦女子から門主まで、その砲声のすさまじさに胆を冷やしたのである。





　その音響のはげしさは、衝撃で本堂の屋根瓦がガタガタと落ちてくるほどであった。ために門主などは、蒲団の中にもぐりこんで息を殺し、病人のようにふるえていたこともあったという。（『新撰組顚末記』大意）





　調練の中止を申し入れても新選組は、

「我々は国家のために調練しているのである」

　と称し、嘲あざけ

 り笑うばかりで一向に聞き入れない。たまりかねた西村兼文は、閏うるう

 五月下旬、ひそかに会津藩公用人の小森久太郎他に面会し、その迷惑のほどを訴えた。すると会津藩は、早速近藤を京都守護職屋敷へ呼び寄せて命じた。

「洛中で大砲小銃を撃つのは禁裏に対してはばかりがある。以後は別のところで調練されたい」

　以後近藤は発砲訓練の場を壬生寺の境内に移したので、ようやく西本願寺側は一息つくことができた。

　しかしこの時も、新選組はすんなりと態度を改めたのではない。西村は独断で動いたのに、隊士たちは西本願寺が内密に守護職に頼みこんだと思いこみ、ことごとに寺側に当たり散らした。こうして佐藤彦五郎や伊東の妻女の案じた新選組の悪評判は、消えるどころかますます根強いものになってゆくのである。

　またこのころ新選組は、伊東甲子太郎一派の参加と山南敬助の死に伴い、組織再編成を行なった。その結果、役についた者たちの名は次のとおり。





〈総長〉近藤勇

〈副長〉土方歳三

〈参謀〉伊東甲子太郎（＊
 ）

〈組長〉一番隊＝沖田総司、二番隊＝永倉新八、三番隊＝[image: 〓]
 藤一、四番隊＝松原忠司、五番隊＝武田観柳[image: 〓]
 、六番隊＝井上源三郎、七番隊＝谷三十郎、八番隊＝藤堂平助、九番隊＝鈴木三樹三郎（＊
 ）、十番隊＝原田左之助

〈伍長〉島田魁、川島勝司、林信太郎、前野五郎、阿部十郎、伊東鉄五郎（＊
 ）、近藤芳助（＊
 ）、久米部正親（＊
 ）、加納鵰雄（＊
 ）、中西登（＊
 ）、小原幸造（＊
 ）、富山弥兵衛（＊
 ）、中村小三郎（＊
 ）、池田小太郎（＊
 ）、橋本皆かい

 助すけ

 （＊
 ）、茨木司（＊
 ）他

〈諸士取調役兼監察〉篠原泰之進（＊
 ）、山崎烝、新井忠雄（＊
 ）、服部武雄（＊
 ）、芦あし

 谷や

 昇、吉村貫一郎、尾形俊太郎

〈勘定役〉河合耆き

 三さぶ

 郎ろう









　平隊士五人に対してひとりの伍ご

 長ちよう

 を置き、この計六人が二組ずつ合してひとりの組長の指揮を受ける仕組みである。ほか小荷駄方、書記、取締方などの役も設けられた。

　この新編成で最も注目すべきは、伊東甲子太郎が「参謀」という新設の重職に抜ばつ

 擢てき

 されたことと、伊東とともに入隊した者たちが非常に優遇されていることである（右のリストで、名前の下に＊
 印を付したのが伊東とともに入隊した者たち）。もって土方・近藤が、伊東以下新参の隊士たちにかけた期待のほどが知れよう。

　また隊士たちの各種技能を高めるため、武術その他の師範も定められた。各人の技量のほどをうかがえる興味深いリストなので、これも次に掲げる。





　撃剣師範＝沖田総司、池田小太郎（＊
 ）、永倉新八、田中寅蔵、新井忠雄（＊
 ）、吉村貫一郎、[image: 〓]
 藤一

　柔術師範＝篠原泰之進（＊
 ）、梁やな

 田だ

 佐太郎、松原忠司

　槍術師範＝谷三十郎

　馬術師範＝安やす

 富とみ

 才助（＊
 ）

　砲術師範＝清原清、阿部十郎

　文学師範＝伊東甲子太郎（＊
 ）、尾形俊太郎、毛もう

 内ない

 有之進（＊
 ）、武田観柳[image: 〓]
 、斯し

 波ば

 雄蔵





　この場合の「文学」とは、武田や伊東がその「師範」に名を連らねていることからも知れるように、軍学や朱子学、水戸学のことである。

　新選組の軍学とは、武田観かん

 柳りゆう

 [image: 〓]
 さい

 の講ずる長沼流軍学のこと（後述）。また朱子学、水戸学は尊王思想や攘じよう

 夷い

 思想は教えるが、西洋の文物に目を開こうとはしない。

　近藤は先年の江戸下向の際松本良りよう

 順じゆん

 を訪ね、蘭学の必要性を説かれたにもかかわらず、隊士たちに対する「文学」教育にその意見を取り入れようとはしなかったのである。これも近藤勇という人物および組織としての新選組の、ひとつの限界を示している。

　新選組はあくまでも剣技にこだわり、敵を倒すのもおのれの命を救うのも剣技ひとつと思いつめた集団であった。剣の道を究めることに全身全霊をあげてきた者たちが集結していたのだから、それもやむを得ないことだったかも知れない。

　このころの新選組の総人数は、一書によれば百三十三人。毎月幕府より千両を与えられていたというが、新参の者たちがふえたのを契機にますます苛か

 烈れつ

 な訓練を行なうようになっていった。竹刀による稽けい

 古こ

 よりも、刃引きの真剣による試合を重視したのもこのころのことと伝わる。切腹する者があれば隊士たちに交互にその介かい

 錯しやく

 をさせ、人ひと

 斬き

 りの訓練を積ませることもあった。

　なぜこのような残酷な訓練が必要だったのか、と疑うむきには『鸚おう

 鵡む

 籠ろう

 中ちゆう

 記き

 』に記された次のような逸話が参考となろう。すなわち同作の書き手である朝日文左衛門（名古屋藩士）は、元げん

 禄ろく

 のころ死体試し

 斬ざん

 の会に参加した。死体はみごとに両断できたが、帰途友人宅に寄り酒を酌みかわしはじめると、刺身が出された。その刺身の色を見たとたん先ほどの死体の切り口が思い出され、「手がふるえて」「舌強こわ

 ばり物言い定かならず」ということになってしまった。戦いの場でこのような怯おび

 えを見せてはたまらないから、武士たちはそのためにも試斬に慣れておく必要があったのである。

　以上のように新選組隊士たちは血ち

 腥なまぐさ

 い日々を送っていたのだが、調練以外の時間は、どのような生活をしていたのだろうか。江戸で近藤勇の訪問を受けて以来知己となり、このころ西本願寺に来て再会した松本良順の回想がある。





……試みに勇が率ゆるところの壮士が群居する状を一見せんことを望むに、勇は、次長土方歳三に命じ案内せしめ、また自ら従いきたる。その状を見るに、あたかも梁りよう

 山ざん

 泊ぱく

 に入るの思いあり。壮士の刀剣を磨するあり、鎖さ

 衣い

 を綴るあり、勇壮激烈の状甚だ壮快なり。（『蘭らん

 疇ちゆう

 自伝』）





　その良順が驚いたのは、隊士たちの中に「横おう

 臥が

 する者、仰ぎよう

 臥が

 する者、あるいは裸体にて陰部を露あら

 わす者」がまじっていることだった。良順は一巡した後、近藤を詰問した。

「局長・次長が私とともに回ってきたというのに、裸体仰臥してその姿を改めない者がいるのはどういう訳か。目上の者に対して無礼ではないか。これは隊内の治めるべき規則がよくないからで、今後は規則を厳しくしてもっとしっかり統率してほしい」

　すると近藤は答えた。

「確かにおっしゃる通りですが、どうかお許しいただきたい。彼らはみな病人なので、あえて束縛しないようにしているのです」

　これを聞くや良順は二度驚いた。

「それでは総人員の三分の一は病人なのか。一体医療を施していないのか」

「いや、医師を招いて治療を頼んでも、隊士たちは自分の信じる方法しかとらないのです」

「それはよくない。病人は快適な部屋に布団を並べて寝させ、医者に毎日回診させて各自の処しよ

 方ほう

 箋せん

 を作り調薬するようにし、看護人を設けて起臥飲食の用をさせるべきだ。そうすればひとりの医者が多数の患者を治療することができる。また、浴場を設けて全身の汚れを洗い落とさせるべきだ」

　良順は早速西洋病院の概略を図示して説明を加えた。彼が三たび驚いたのは、「その間二、三時（四～六時間）を過ぎざるに」土方が来てこう告げたためである。

「すでに先生の教えに従い、病室を設けました。御一覧の上、さらに指示していただければありがたいのですが」

　土方に案内され二十八日講の集しゆう

 会え

 所じよ

 へ赴くと、そこは病人が集められ、きちんと並べた布団に仰臥していた。また、風ふ

 呂ろ

 桶おけ

 の三つある浴室もしつらえられていた。あまりの迅速さに感嘆すると、

「兵は拙速を貴ぶとはこのことでしょう」

　と土方が言ったので、良順はふたりで大笑いした。

　荒くれ者の集まりのことゆえ、良順の訪問以前は実にむさくるしく不潔な生活だったことがわかる。

　その良順は、門下の会津人南部精一に毎朝回診させると同時に、みずからも週二回往診して新選組隊士たちの治療にあたった。その病名はというと、

「大概感冒にして骨節[image: 〓]
 とう

 痛つう

 する者多く、食傷これに次ぎ、梅毒またこれに次ぐ。ただ難病は心臓病と肺結核との二人のみ」

　という状態であった。肺結核は沖田のことだろうが、心臓を病んでいた隊士が誰であったかはわからない。このふたり以外の病人は一カ月以内に全治した、という結果だけを『蘭疇自伝』は記述している。

　また後日、おそらく良順は「食傷」（食あたり）の隊士が多いことに不審を感じたのだろう、新選組のまかない場をも検分している。良順が目にしたのは、「残飯・敗はい

 肴こう

 」がいくつかの樽たる

 に溢あふ

 れているという、隊士たちの部屋以上に不潔な光景であった。





　すなわち予、局長に告げて曰く、この廃物を利用して豚を蓄たくわ

 うこととせば、必ず四、五頭を蓄うるに足るべし、しかしてその豚肥満十分に至らば、屠ほふ

 りて隊中の壮士に食せしむべし。体力を益ま

 すに最も佳なり。また敗飯は洗って乾かん

 固こ

 し鶏を飼うの料とし、卵たま

 子ご

 を得てこれをまた食すべし、と。次回往診するに、はやすでに豚数頭を蓄えたり。のち時々屠りて食することとせしかば、隊士はこれ先生の贈おくりもの

 なりとて大いに喜びたり。（同）





　幕末最強の武闘集団ともいうべき新選組が、隊士たちの体力増強のために豚や鶏を飼っていたというのは楽しい話である。テレビ・映画の新選組でもこのような日常が再現されることは絶えてないので、あえてここに紹介しておく。良順の回想は、戦法のみならず医療の方面においても、新選組がまったく蘭学の成果を取り入れていなかったことを証するものとしても興味深い。











 
 死にゆく隊士たち








　松本良順の指導によって、新選組隊士たちの生活水準は格段の向上を見た。しかしそのようなことで簡単に直らないのが、一度弛し

 緩かん

 してしまった士気である。

　良順が隊内に「横臥する者、仰臥する者、あるいは裸体にて陰部を露わす者」が多いことを近藤に詰問した時、近藤は「彼らはみな病人なので──」と答えたのだった。しかし病気だからといって「裸体にて陰部を露わ」していいものではあるまい。私に言わせればこれらの光景は、ただ「だらしない」の一言に尽きる。

　外面がこのように「だらしない」者は、その内面も弛緩していると考えて、まず大方は誤らない。そのような士気の低下と並行して、新選組が西本願寺に本陣を移したころから、あたかも自滅するかのように死んでゆく隊士たちの姿が目立つようになった。以下しばらく、西村兼文「新撰組始末記」の記述順序に従いつつ、そのような隊士たちの後姿を見送ろう。






〈田内知の士道不覚悟〉




　田内知とも

 は、近藤・永倉らが江戸で隊士を募集した際、これに応じた者のひとりである（藩不明、平隊士）。この田内は八条村郊外に家を借りて、そこに妾めかけ

 を住まわせていた。

　ところがこの妾は、ほど近い本ほん

 圀こく

 寺じ

 に仮居する水戸藩士某なにがし

 とも通じていた。そうとは知らない田内は、水戸藩士某が訪問中のある日、ガラリと妾宅の表戸をあけた。

　そのままいつもの調子で奥の間に通ったので、某は逃げ道を失ってあわてて押入れに隠れる。その押入れを背にして座った田内は、膳が出ているのを不審に思って妾にたずねた。

「この酒しゆ

 肴こう

 は、誰のために作ったものなのだ？」

　押入れの中でこれを聞いた某は、

「さて密通露見したか、最早これまで」

　と覚悟を決めたのだろう。いきなり襖ふすま

 をあけ放つや、田内の肩先に背後から斬りつけた。つづけて身を屈め、田内の両足を薙な

 ぎ払う。田内はなすところなくその場に倒れ伏した。その間に某は、妾の手をとって裏口に出、畑道伝いにいずこともなく逃げてしまった。

　田内は思いがけぬ不意討ちを喰い、刀を抜き合わせる暇もなかった。しかも両足の疵きず

 は重傷で、追撃することも叶かな

 わない。大声をあげて近隣の者を呼び、本陣に通報してもらった。

　早速隊士二、三人が駆けつけてき、田内を駕か

 籠ご

 に乗せて連れ帰ったが、田内を待っていたのは厳しい[image: 〓]
 じん

 問もん

 にほかならなかった。後ろ疵を受けてなおかつ敵を斃たお

 せなかった場合は、切腹を申しつけられる定めである。田内も士道不覚悟のゆえをもって切腹して果てた。






〈密通した瀬山滝人と真田次郎〉




　瀬山滝人と真田次郎は、「土方歳三江戸ヨリ新募集二十余名ノ中ナリ」と「新撰組始末記」にある。しかし、いつ土方の募に応じたのかはわかっていない。

　このふたりは、「町家ノ婦ニ密通シタル聞ヘママ

 アルヲ以テ」隊規違反のかどに問われ、糾弾の上切腹を命ぜられて終わった。田内知がその囲い者の密通によって死なねばならなくなったのと反対に、彼らは自身の乱倫によって死を招いたわけである。

　隊士たちの士気の低下は、先の近藤書簡に見た男色の流行やこれらの密通事件など性的な乱れともなってあらわれたのだった。

　松本良順の診察によれば、隊士たちの病気は一に感冒、二に食傷、そして三番目に梅毒であった。隊中における性病患者の多さが、この事実を象徴している。






〈田中寅蔵・尊攘過激思想の持ち主〉




　田中寅とら

 蔵ぞう

 は入隊時期は不明だが、元加賀藩士であり、「隊中屈指ノ撃剣者」であった。組織再編成とともに、無名ながら撃剣師範に抜ばつ

 擢てき

 されている。瀬山や真田と違い、田中は品行も方正であった。

　その田中が切腹を命じられたのは、「過激ノ攘夷説ヲ主張シタルガ、夫それ

 ガ為メニ嫌疑ヲ被ム」ったためだ、と西村兼文は書いている。

「過激ノ攘夷説ヲ主張シタ」藩といえば長州藩だから、田中の受けた「嫌疑」とは、長州藩の内通者かと疑われたことをさしている。

　疑わしいというだけで粛清してしまうとは滅茶苦茶な話だが、のちに見るようにこのころの新選組は、近藤・土方と伊東一派の間に徐々に路線闘争が持ち上がってきていた。佐幕路線を奉ずる近藤・土方としては、伊東の尊王路線に親しみやすい体質を持つ隊士は歓迎できなかったわけで、田中はこの路線闘争の最初の犠牲者だったとも考えられる。そのような背景がなければ、剣技抜群の貴重な隊士をただ疑わしいというだけの理由で抹殺するとは思えない。

　慶応元年（一八六五）三月十五日切腹、二十七歳の若さであった。辞世が二首伝わっている。






何い

 づかたも吹ふか

 ば吹ふか

 せよしこ（醜）

 の風高たか

 天ま

 が原はまさに吹ふく

 まじ


四よ

 方も

 山やま

 の花咲さき

 みだる時なれば萩もさく〳
 〵
 むさし野までも





　二首目の「萩」が、長州藩をさしているのは一見して明らかである。その萩が武蔵野にも咲きほころぶとは、長州藩の遠からぬ東征を予言していたことになる。田中が長州藩に内通していた証拠はないが、彼が長州藩に心情的に共鳴していたのは間違いない。






〈佐野牧太郎と芝田彦太郎・勝手に金策〉




　平隊士の佐野牧太郎は、慶応元年七月二十五日、かねて京都市中の富商をゆすり、むりやり金を奪っていたことが露顕して斬ざん

 首しゆ

 された。切腹を許されなかったのは、武士にあるまじき行ないと判定されたためだろう。

　慶応二年（一八六六）六月二十三日には、おなじく平隊士の芝田彦太郎が切腹を申しつけられた。その前夜、芝田は一橋家の家臣原口某と一緒に新選組の者であると名乗ってゆすりを行ない、金を奪おうとしたためであった。

「原口ハ害セラレ連座ニ仍より

 テ、此所置ニ及ベリ」

　という西村兼文の解説がある。原口にそそのかされてゆすりに出かけたものの相手が悪く、原口は斬られてしまい、芝田だけが逃げ戻ってきた。それを二重に武士にあるまじき振舞と決めつけられて、切腹させられたのである。

　──以上、金ほしさに愚行に走り、あたら命を失うことになった二隊士の例を見たが、実は当時の京都にあって強談恐喝を行なったのは、決して新選組の一部隊士だけではなかった。

　公武合体派諸藩共同の敵である長州藩士が駆逐されてしまったのだから、諸藩の者たちにとって京都は我が世の春である。緊張を失い、遊ゆう

 蕩とう

 に耽ふけ

 ることようやく多くなった諸藩の侍たちの中には、佐野、芝田同様のゆすりを行なう者がめだちはじめた。芝田をそそのかした一橋家の家臣原口某もその一例だが、より興味深いのは薩摩藩の中にも同様の犯罪に走る者がいた事実である。

　佐野牧太郎が斬首されて約二週間後の慶応元年八月八日、洛東蹴け

 上あげ

 村の「奴やつこ

 茶屋」に押し入ったふたりの薩摩藩士がいた。橋口四郎と隈くま

 本もと

 荘助。しかしふたりは当日その場で金を奪うことはできず、何度か押しかけたものと見える。

　困りきった亭主が新選組に訴え出たので、武田観柳[image: 〓]
 以下六人の隊士が「奴茶屋」に出向くことになった（これは、武田を組長とする五番組の隊士たちに出動が命ぜられたのであろう）。

　橋口・隈本は、新選組が来たと見るや、言葉をやりとりする間もなくともに抜刀して斬りかかってきた。薩摩藩士の修める剣といえば、示現流かその一派たる薬やく

 丸ま

 自顕流のどちらかである。六人を相手に斬りかかったのだから、橋口も隈本も腕に相当覚えがあったのだろう。しかし、話はそううまくは行かなかった。

　刀を抜きつれて渡り合った隊士たちによって橋口は即死。隈本は重傷を追って戦意を喪失したところを捕縛され、西本願寺の本陣へ引きたてられた。

　示現流および薬丸自顕流の特色は、子供がとんぼを取るため自然体で右手に棒をふりあげたような「とんぼ」の構えに左手を添え、諸流とは逆に初め左足を前に出し、右足を大きく踏み出すと同時にひねり撃ちに剣を撃ちおろす点にある。対面してこの剣を左肩に受けた場合、へそ下まで斬り下げられた例もあるほど恐るべき剣術である。

　しかし、この必殺剣にも弱点はある。初太刀をかわされた場合、打ちこんだ体勢はそのまま前のめりに崩れる。ボクシングでいえばバック・ステップあるいはサイド・ステップを踏んでからその隙すき

 を狙ねら

 って逆襲すれば、受け太刀を知らない示現流・薬丸自顕流の使い手は、その白刃のもとに伸びきった身体を曝さら

 すことになる。典型的な「後ご

 の先せん

 」の手だが、

「示現流と戦う時は、まず初太刀を外せ」

　というのが当時の剣客たちの合言葉になっていた。

　橋口も、おそらく初太刀を外されたところを斬殺されたのであろう。またこの時武田観柳[image: 〓]
 は「刃ヲ打うち

 折おり

 タリ」と「新撰組始末記」にある。奮戦した隈本の太刀風が、いかに鋭かったかが知れる。

　この隈本は、本陣で型通りの尋問を受けた後で相国寺門前の薩摩藩邸に送られた。薩摩藩と新選組とはともに公武合体派に属していたから、新選組はことを荒立てぬよう措置を薩摩藩に任せたのである。

　ところが薩摩藩は、逆にこの事件をきっかけに新選組を深く憎むようになり、その内情を探らせるために藩士内田仲之助とその家来富とみ

 山やま

 弥兵衛を新選組に入隊させることにした。

　富山は以前、洛東の大仏で人を殺したため藩を追放されていた。おそらく彼は帰藩を条件にこの密謀に加担することを承諾したのだろう。ともあれ、こうして薩摩藩と新選組の蜜月時代も終幕に近づいていったのであった。






〈河合耆三郎・経理の帳尻が合わなかったために〉




　河合耆き

 三さぶ

 郎ろう

 は播州高砂の塩問屋の一人息子。商用でしょっちゅう大坂に来ている間に新選組が隊士を募集しているのを知り、武士に憧あこが

 れて入隊してきた者である。商売がら算そろ

 盤ばん

 も帳簿づけも確かだったので文盲の士の多い隊内で調法され、一貫して会計方を任されてきた。

　しかし池田屋事件にはこの河合も参加し、金十両、別段金五両の手当を受けているから剣技もそこそこにこなしたようである。

　その河合が斬に処されることになったきっかけは、慶応二年二月二日、現金を入れておいた会計方の舟ふな

 簞だん

 笥す

 から五十両が紛失したことにある。それを知って仰天した河合は、急いで実家に早飛脚を立てた。五十両を送ってもらい、それで穴埋めして譴けん

 責せき

 を免れようとしたのである。

　しかし五十両紛失は、あっけなく露顕した。この時近藤は公用で大坂に出張中であったが、当時近藤は大坂の新町遊郭の御み

 幸ゆき

 太だ

 夫ゆう

 に執心していた。それを知った土方が、近藤の留守中に御幸太夫を身請けしておいて帰京した近藤を喜ばせてやろうと、金庫から五百両出すよう河合に命じたためである。

　河合は実家からもうすぐ金が来るから、と十日の延命を乞うたが、金は届かない。とうとう二月十九日、隊金私消の罪で斬首されることになった。斬り手を命じられたのは、平隊士の沼ぬま

 尻じり

 小文吾。その遺談が『新選組物語』にある。





　河合は、斬らない中からまるで死んだようになっていたよ。どうも首をたれて、しょんぼりしているので、私も実は斬り損なった。最初肩へ一太刀斬り込んだが「わッ！」と叫んで、河合は立って逃げ出そうとしたもんだから、私も年は若し泡を喰って、二の太刀をやったら、頭を斬った。どうもさんざんでね。そうすると、河合は、どしんと後ろに引っくり返って終しま

 って、首を落とす訳に行かない。閉口していると、誰かが「もう死んだから首は落とさんでもいい」というので、そのままにして終ったよ。（略）

　思い出しても、ぞっとするのは、あの時の河合の声だよ「播はり

 磨ま

 からまだ飛脚は来ないか」というんだがね、ああいう淋しい悲しい声が生きた人間から出るのかと思った。





　ちなみにこの沼尻小文吾は、のちに伏見の寺田屋に用足しに行き、裏門の潜くぐ

 り戸から出ようとしたところを何者かに斬りつけられ、首筋に重傷を負った。回復してからもその首は少し横を向いたまま固まってしまったので、以後「横向き小文吾」と呼ばれたという。

　播磨から金が届いたのは、河合の死後三日目のことであった。河合の父が商用の旅に出ており、送金が遅れたのが文字通り命取りになったのである。

　その死を知るや一族は泣きながら上京してき、近藤・土方に面会を求めたが、隊士たちは脅しつけて面会を許さなかった。するとその一カ月後、今度は沢山の僧そう

 侶りよ

 をつれ、千両箱を馬の背につけ、鈴をジャラジャラいわせながら新選組本陣の前を往復したという。

「こんなに裕福な家の息子が、五十両ぐらいを猫ババする筈はず

 はないではないか」

　と当てつけたのだろう。

　この話もいささか出来過ぎのように感じられなくもないが、沼尻の証言の生々しさや「横向き小文吾」という渾あだ

 名な

 の由来などには強いリアリティが感じられるので、あえて紹介しておく。

　事実であったとすれば土方は隊の活動資金を近藤の妾の身受けに流用したわけで、公私混同もはなはだしい行為をしていたことになる。またその発覚のくだりが虚構であったとしても、隊内の金庫から五十両をくすねた隊士がいたことは動かない。ここにも隊士たちの濃密な腐敗の行状が嗅か

 ぎ取れるであろう。

　その腐敗分子は誰か。いささか速断に過ぎるが、この五十両を盗んだのは武田観柳[image: 〓]
 ではなかったか、と私は思う。以下しばらくその根拠を述べてみると──。

　まず第一に、会計方の部屋の「簞笥に近づき得るようなのは副長助勤以上」と『新選組物語』にある。組織再編成の結果、副長助勤は組長と改称されているが、この記述を信ずるならば、これだけで容疑者は一挙に十三名に絞られる。すなわち総長近藤、副長土方、参謀伊東、そして一～十番隊の各組長（沖田、永倉、[image: 〓]
 藤、松原、武田、井上、谷、藤堂、鈴木、原田）である。

　うち近藤は不在。伊東・鈴木兄弟と藤堂は腐敗とは無縁。土方、沖田、井上、原田は近藤と一心同体の存在だから容疑者から外すとすると、残りは五人（永倉、[image: 〓]
 藤、松原、武田、谷）。だが永倉と[image: 〓]
 藤は剣理を究めるのに一いち

 途ず

 な剛の者。松原は隊内一の正直者だし、谷は末弟の周平を近藤の養子に入れているから、その不在中に悪さを働くとは思えない。この中で素行に問題があるのは武田観柳[image: 〓]
 のみである。

　武田はすでに見たように、近藤に阿あ

 諛ゆ

 追つい

 従しよう

 すること甚しい人物であった。このような人間は、阿諛すべき人間が不在となると羽根を伸ばしてとんでもないことを仕出かすのではないか、というのが彼を容疑者の筆頭とする理由の第一である。

　理由の第二は、武田が男色趣味の持ち主だったという事実。馬越三郎という美青年隊士に言い寄って厭がられた次第はすでに見たが、私は彼が馬越以外の隊士に言い寄っていた可能性も大いにあると思う。

　そこで河合耆三郎の姿形が気になって来るのだが、河合は「まだ二十五で、色の白いなよなよとした本当のお店たな

 の若旦那風で気だても女のように優しく」「言葉つきはすっかり大坂、俄にわ

 かごしらえらしい木綿の紋付に小倉の袴はかま

 をはいて来たが、とかく衣え

 紋もん

 を抜きたがって、何処から見ても、武士らしくはなかった」と『新選組物語』にある。

　若い読者のために付言すれば、「衣紋を抜」くとは、和服の襟をうしろへ押し下げた状態のこと。水商売の女性が襟足の美しさを強調するためこれに類した着かたをする。すなわち色の白いなよなよとした男がこのような着かたをしていれば、男色家が注目しないはずはない。

　そこで武田が河合にも言い寄り、かつ拒否されてしまったと想像してみる。武田は腹いせに金を匿かく

 してしまう。あとで河合に「金を返してほしければ、俺とつきあえ」という腹だった。しかしそう言い出す前に土方が河合に金を出せ、と言ってきた。隊内が大騒ぎになっても、武田は汚い男だから「実はあれは拙者が」などと打ちあけることはなく、口を拭ぬぐ

 って知らぬ顔の半兵衛を決めこんだ。五十両紛失事件の実相は、あらましこんなところではなかったか。

　状況証拠だけで人を糾弾するのは問題かもしれないが、「新撰組始末記」も武田観柳[image: 〓]
 について「種々奸策ヲ運めぐ

 ラシ、金策ヲ謀リタル事アレドモ、近藤・土方ニ告知スル者ナキ」と述べている。武田は金銭にきれいな男ではなかったのである。彼を五十両紛失事件の最有力容疑者と仮定しても、故意に彼の人となりをおとしめることにはならないようだ。






〈
 薩
 摩藩に通じた武田観柳
 [image: 〓]

 〉




　その武田観柳[image: 〓]
 も、結局[image: 〓]
 藤一に斬殺されて終わることになる。

　武田は、出雲出身の医生あがり。試衛館グループにつぐ古参の隊士で、長沼流の軍学を修めていたことから、局中唯一の軍師として重用されてきた。彼の入隊後、新選組は彼を軍師として月に二、三度は壬生寺へ出かけ、調練を行なうようになったほどである。

　調練の際、馬に乗るのは近藤と武田のみであった。その結果武田は大いに増長し、平隊士たちに対して尊大で厭いや

 味み

 な態度をとる一方、近藤に向かってはゴマスリに徹するようになった。

　しかし、武田の有頂天の時代はそう長くは続かなかった。彼の修めた長沼流軍学が、早くも廃れつつあったためである。

　長沼流軍学とは、寛かん

 文ぶん

 年間（一六六一─七二）のころ、長沼澹たん

 [image: 〓]
 さい

 によって大成された兵法を言う。孫子・呉子のそれに代表される中国の古典的兵法のみならず、明代の兵法をも取り入れた点に諸流にはない新しさがあった。新選組がこの長沼流軍学を重視したのは、会津藩が同流を採用していたからであろう。会津藩は天てん

 明めい

 八年（一七八八）に同流を採用して以来、全藩を挙げての操練もその教えに従っておこなってきた。

　では長沼流の教える陣立てとはどのようなものだったのか。試みに長沼流兵法伝書のうちの代表的著述『兵要録』「巻之六　練兵二」より鉄砲隊の編成法を眺めてみよう。





　銃隊編法二等あり。一等の法、銃手五人を以って一いち

 伍ご

 と為す。伍長騎士一名を用もち

 ゆ。（略）或あるい

 は五伍を一隊と為し、或は十伍を一隊と為す。隊長一名。之を銃じゆう

 頭がしら

 と謂い

 う。俗に之を鉄砲隊将と謂い

 う。武功の士を選びこれに任ず。

　銃頭伍長を指揮す。伍長承受して、銃手を駆使す。行けば則ち伍長先駆し、銃手五人を率ゆ。諸伍の行列此かく

 の如し。陣すれば則ち銃手五人単列し、伍長後に在あり

 て進止す。諸伍の陣列此の如し。（略）

　弓手の編法、銃隊に同じ。ただし弓隊は銃数三の一を用ゆ。（略）

　一等の編法、銃手或は三伍、或は四伍、以って一隊と為す。伍長或は二名、或は三名、銃手の中、其の人を選び、之これ

 に用ゆ。俗に之を小こ

 頭がしら

 と謂う。（略）

　銃頭一名、武功の士を選んで之に任ず。（略）

　弓手の編法、銃手に同じ。但し銃手三分の一を用ゆ。（略）

　右二等の編法、或は先鋒中軍に分ちて之を用ゆ。或は国の大小に依り、よろしく去きよ

 取しゆ

 すべし。





　要するに長沼流兵法においては、銃手五人と騎兵ひとりの計六人が一単位となり、これが五単位（三〇人）あるいは十五単位（九〇人）集まってひとりの隊長の指揮を受ける方法と、銃手十五人あるいは二十人を一隊としてひとりの隊長の指揮を受ける方法とがある、というのである。

　特に注目すべきは、この鉄砲隊には必ず三分の一の人数の弓隊が付いており、あわせて「弓・鉄砲隊」と呼ぶべき編成をとることであろう。この点において、長沼流はまことに古典的・前近代的な姿を露呈している。

　一体に鉄砲伝来以来、日本の合戦にあって鉄砲隊は常に弓隊と不可分のものとして取り扱われてきた。

　鉄砲の威力にいちはやく注目し、自軍に導入したのは尾張清洲の織田信長であったが、天文十八年（一五四九）四月、隣国美濃の覇者・[image: 〓]
 藤道どう

 三さん

 との初会見の場に、信長は長なが

 槍やり

 隊五百人、弓隊・鉄砲隊あわせて五百人を伴って出かけている（太田牛一『信長公記』）。

　太閤秀吉麾き

 下か

 の諸将が朝鮮に攻め入った際にも、弓・鉄砲隊は常に一セットとして活動していた。すなわち野戦の際は弓・鉄砲隊が騎馬隊の先せん

 鋒ぽう

 となって進み、敵と数町の距離に至るや、まず鉄砲隊が遠とお

 戦いくさ

 を始める。鉄砲隊は二列横隊となり、前列が一発撃つと後列が入れ替わって撃ち、これを何度かくりかえす。足軽から成る弓隊と鉄砲隊が一セットとして行動するのは、鉄砲隊が玉ごめする間は弓隊が弓を射て、敵の逆襲を防ぐことを目的とする。

　いよいよ敵が数十間の距離に迫るや、弓・鉄砲隊は左右に割れて退き、その間から長槍隊が突撃。かくて白兵戦が展開されるうち、機を見て騎馬隊が疾駆して決戦を行なう、というのが一般的な戦闘形式だったのである。

　このような戦闘形式は、関ヶ原合戦、大坂の陣においても同様であった。また兵学というものは、いかに外国の戦闘例を考慮しても自国の地形、気象、人の気質、先例等に捉とら

 われがちなものである。いかに斬ざん

 新しん

 であったとはいえ、長沼流が「弓・鉄砲隊」を一セットとする考えを脱却できなかったのもやむを得ないところであった。

　しかし、新選組がこのような調練を採用する以前に、実は伝統に捉われないまったく新しい戦法がすでに考案されていたのである。

　日本でもっとも早く、洋式の調練を学んだのは長崎の町年寄高島秋しゆう

 帆はん

 。秋帆は、高島流砲術の祖・四郎兵衛を父に持つ関係から若年より砲術を学んできたが、天てん

 保ぽう

 二年（一八三一）ごろからオランダ商館長デヒレニューについて最新の洋式砲術を修得。十六ポンドのモルチール砲一門、おなじくホウイッスル砲一門、ゲベール銃百三十五挺ちよう

 やその製造機器、関係書類等を輸入して「洋式銃陣」の研究に励んだ。

　和流の火縄銃が雨に弱いのに対して、このゲベール銃は、火打石式フリントロツク

 小銃なので雨に強く、弾着距離も火縄銃の二倍を誇る。さらにこれは銃剣を装着できる「剣付銃」だったから、この銃隊は接近戦になるやそのまま槍隊に変身できる利点があった。

　天保十三年（一八四一）五月九日、秋帆は幕府に請われ、江戸赤塚村（今の板橋区赤塚から同区徳丸にかけて）の徳丸ヶ原で大砲および銃陣演習を行なってみせた。

　早大図書館蔵の伝渡辺崋か

 山ざん

 筆『高島秋帆徳丸ヶ原銃陣の図』を見ると、鉄砲隊は横二列四分隊に別れ、一・三、二・四の分隊が交互に発射したようである。発射の際、前列は膝ひざ

 立ちの姿勢をとり、後列は立ち撃ちの構えをとっていて、そのことごとくが着剣している。

　銃の性能といい、弓隊のかわりに砲隊のいることといい、そしてまた隊の人数に比して命令系統がシンプルなことといい（隊長は秋帆とその子朝五郎の二名のみ）、長沼流軍学の教えるところと比較すれば兵士たちの戦闘能力に大人と赤児ほどの差があることは一見して明らかである。薩長両藩が対外戦争の洗礼を受けて以降、諸藩が秋帆を模して軍制の洋式化を急いだのは当然であった。

　このような風潮を無視できなかったからこそ、幕府自身も慶応元年には横須賀造船所の建築に着工し、前後してフランス語学校の設立にも踏み切った。これらの動きは慶応三年（一八六七）一月のフランス軍事顧問団の来日へとつづいてゆくのだが、新選組にあってこのような軍制改革の波に吞の

 まれてしまったのが武田観柳[image: 〓]
 だった、ということである。

　すなわち幕府が洋式調練を重視するようになると、近藤・土方も右にならえの態度をとるようになった。かねて隊士たちから嫌われていた武田の存在価値は急速に失せる。威勢のふるわなくなったことを不満とした武田は、忠誠を尽くす対象を近藤から伊東甲子太郎に切りかえようとした。しかし伊東派の人々もさるもの、平素から武田の行状を苦々しく眺めていたから、彼がすり寄って来ても受け入れようとしない。ここに至って局中に身の置きどころを失った武田は、薩摩藩に内通した。

　後述するように、慶応二年（一八六六）一月二十一日には薩長密約が成立。薩摩藩は公武合体派から倒幕派へと立場を改めていたから、これは明らかに通敵行為である。まもなく武田の行為は、新選組の知るところとなった。

　そのきっかけを、「新撰組始末記」は「隊中ニ武（田）ヲ怨ミル者其内情ヲ密カニ近藤ニ報ジ」と記す。『新選組物語』は、大筋においてその記述に従いつつも、「武（田）ヲ怨ミル者」をかつて武田に追いかけられた馬越三郎だったとして次のように書いている。





　馬越が、近藤の私用で誓願寺まで使いに行って夜になって、その戻り道、薩摩屋敷の裏門のところを通った。そこへひょっこり屋敷の中から出てきたのは、問題の武田観柳[image: 〓]
 だ。慶応二年九月のはじめでそろそろ秋風は吹いているが、まだ寒むママ

 いという程でもないのに、武田は黒い頭ず

 巾きん

 をかぶっている。（略）馬越は吃驚びつくり

 したが、そのまま轟く胸を押さえて知らぬ顔で、見え隠れに武田を尾行したものだ。

　そんなことと気の注つ

 かぬ武田、途中で居酒屋へ立ち寄って、酒などを飲んだりして、いい機嫌で平気で屯営へ戻って来たが、間もなく戻った馬越がすぐに内密にこれを近藤隊長の耳に入れた。





　男色家の武田に言い寄られた当人が、武田の通敵行為を最初に発見したというのである。いささか出来すぎた話という気がしないでもないが、今は武田の行為を嗅か

 ぎつけた隊士が馬越だろうが誰だろうが関係はない。あまり目くじらを立てずにその後の経過をみよう。

「新撰組始末記」によれば近藤は即座に武田の裏切りを悟ったが、彼の裏をかいて九月二十八日の黄昏たそがれ

 時、列座の中に呼び出してこう語ったという。

「貴君は近日新選組を離れ、薩邸に入ると聞いた。結構なことと思う。されば別れの盃を酌みかわそうではないか」

　武田は心中「ばれたか」と思ったが、酒宴を断る理由がない。苦しまぎれに答えた。

「拙者、実はひそかに薩藩の内情を探ろうと、仮りに入邸させてほしいと話をもちかけたことはあるのですが、まだ決議されたわけではないのです」

　こんな言いのがれをしながら酒宴に身を置くのは針のむしろに座っている気分だったから、武田は何とかして早く辞去しようとする。だが、近藤はそのたびに引き留める。そのうちついに夜になった。近藤は盃を伏せて言う。

「もはや夜分だから、道路用心のため、[image: 〓]
 藤一と篠原泰之進の二君に、伏見の薩邸まで見送らせ申そう」

　篠原は武田と仲が良かったから、彼がついてきてくれるのは有難い。しかしもうひとりの[image: 〓]
 藤は、局中一、二を争う剣の使い手である。武田はひどく不安に駆られ、何度も見送りを辞退したが、

「隊長の命令ですから、ぜひ護衛させていただく」

　と押し切られた。油小路通りを南下すると田んぼの中の小道に入る。その間、剣に自信のない武田はずっと篠原を頼みとしていた。しかし実は篠原も出がけに近藤から、

「武田は悪謀ある者なので、[image: 〓]
 藤に誅ちゆう

 殺さつ

 させるのである。武田を安心させるため足下を同伴させるが、これは公事のためであるから私交は捨ててほしい」

　と説得されていたのだった。

　三人は、武田、[image: 〓]
 藤、篠原の順で歩いていた。賀茂川筋竹田街道の銭ぜに

 取とり

 橋ばし

 にかかると、五つ刻どき

 （午後八時）を過ぎた頃合のこととてまったく人影がない。さらに南に下れば竹田村に出て本街道に入ることになり、人目もあって面倒になる。そう考えた[image: 〓]
 藤は、橋を渡りおわるや否や抜刀し、武田の背を袈け

 裟さ

 がけに斬き

 った。[image: 〓]
 藤の豪剣は、武田に身をひるがえす余裕を与えなかった。

　つづいて篠原も一太刀斬りつけた。しかし、この時武田は悲鳴もあげなかったであろう。[image: 〓]
 藤は、一いつ

 閃せん

 によって武田を即死させていたからである。[image: 〓]
 藤はからからと笑って言った。

「日頃の広言にもなくもろい奴やつ

 だな」

　ふたりは武田の大小を奪ってから、悠然と引き揚げてきた。

　こうして、新選組局中にあって合戦を指揮できる唯一の軍学者が消えた。以後、新選組は洋式調練に励むようになったというが、それもさしたる訓練ではなかったと思われる節がある。のちに新選組が甲こう

 陽よう

 鎮ちん

 撫ぶ

 隊たい

 と名を改め、甲州勝沼で新政府軍と戦った時、その洋式調練の不備が如実に露呈することになる。






〈谷三十郎・不審な死に方〉




　武田と並んで七番隊組長の職にあった谷三十郎は、慶応二年四月一日に不審な死を遂げた。「新撰組始末記」は、「故ゆえ

 ナクシテ頓死ス、何カ故アルヨシ」としか説明しない。しかしこの思わせぶりな書き方は、かえって谷の死がただのポックリ病などではなかったことを暗示している。「何カ故アルヨシ」と伝聞体になっているのは、寺侍の西村がいくら聞いても、隊士たちが明確に事情を語ってくれなかったことを示すのかも知れない。

　この謎なぞ

 の死の真相について、『新選組物語』はこう説明する。

　すなわち、すでに述べた田内知の切腹の際、介かい

 錯しやく

 を命ぜられたのが谷であった。谷はしかしうまく介錯することができず、逆上してしまって頭といわず肩といわず、狂ったように刀を振りおろした。田内もまた苦痛のあまり立ち上がり、腹に突き立てていた小刀を振り回す。見かねた[image: 〓]
 藤一が抜き打ちに田内を斬り斃たお

 してようやくその場を収めたが、その後谷の評判はガタ落ちになり、池田屋での活躍ぶりまで怪しまれる始末となった。

　加えて、谷の末弟の周平は近藤の養子となっている。それを笠かさ

 に着て威張る癖もあったから、この介錯失敗以降、槍術師範たる谷に教えを乞う者もいなくなってしまった。





　この谷が、祇ぎ

 園おん

 石段下で、何者かに斬殺されたのは、介錯失敗の一ヵ月後、即ち慶応二年四月一日のまだ夜の宵よい

 の口であった。見廻りの者からの急報によって篠原や[image: 〓]
 藤が取調べに出張して見ると、胸元から背中へ、一太刀ずぶりとやられて、小さな料理屋の板塀にしがみついて、上半身を立てて歯をむき出して死んでいる。刀には手もかけていなかった。[image: 〓]
 藤は笑いながら、

「槍の先生が、お突きを見事にやられているね、篠原君」

　という。篠原も笑って、

「左りママ

 お突きさ、相手は君と同じに左利きの遣い手だよ。わッはッはッはッ──」

「君と同じは止してくれ」

　わッはッはッと二人が笑って、駕籠へ死体を入れて引き揚げて来た。（『新選組物語』）





　これまた思わせぶりな書き方だが、同志の死体を前に[image: 〓]
 藤・篠原が笑いあった場面を書いている以上、そのような場面が本当にあったことかどうかはさておき、子母沢寛が谷の死は[image: 〓]
 藤による暗殺の可能性が高い、と考えていたことは確かだろう。

　たしかに[image: 〓]
 藤は、武田観柳[image: 〓]
 暗殺の項で見たように刺客として動くこともあった人物。武田や谷とは同格の組長でもあったから、彼らに近づきやすい利点もあったかも知れない。

　それにしても、子母沢の説明には弱い部分が三つある。ひとつは、光縁寺にある田内知の墓には「慶応三年正月十日」と碑銘があること。これが事実であれば田内の切腹は谷の死後ということになり、介錯失敗後無用の長物とみなされるようになってついに抹殺されたとする議論は、一瞬にしてその根拠を失ってしまう。

　しかも、相変わらず子母沢が三十郎と万太郎とを取り違え、[image: 〓]
 藤に三十郎を「槍の先生」と呼ばせているのも気にかかる。

　そして最後のひとつは、沼尻小文吾の例で見たように、介錯に失敗して醜態を晒さら

 したからといってそれが抹殺される原因となるとは思えないことである。

　もし[image: 〓]
 藤が谷を暗殺したのが事実なら、今に伝わらない別の理由があったものと思われる。池田屋その他で同志を失い、新選組に恨みを抱いていた尊そん

 攘じよう

 激派の同士たちは無数にいたから、そのような人々の一部に襲撃された可能性も充分にある。






〈松原忠司・斬った男の妻と心中〉




「新撰組始末記」に次のようなくだりがある。





慶応二年丙ひのえ

 寅とら

 二月五日夜、隊士大石桑次郎（正しくは鍬くわ

 次じ

 郎ろう

 ）所用ヲ帯ビ、松原通東洞院ヲ通行スル際、洛東安井ニ下宿シタル芸（州）藩某ト口論ニ及ビ、忽たちま

 チ芸藩ヲ殺害セリ。又大石ノ実兄造み

 酒き

 蔵ぞう

 ハ一橋家ノ臣ナリ。同隊士今井裕次郎ガ為メニ、過日祇園町ニ於テ口論ノ末切せつ

 害がい

 セラレタルガ、今井モ其時ハ造酒蔵ハ大石ノ兄ナルヲ知ラザリシガ、後日之これ

 ヲ知リ、大石ハ今井ヲ兄ノ敵かたき

 ナリト執心シ、復讐ヲ酬む

 クハント犇ひし

 メキ、今井モ亦また

 之ト戦ハント互ヒニ怨魂（恨）

 ヲ懐いだ

 キタレバ、近藤土方中（仲）

 裁以テ種々取扱ヒ、稍やや

 鎮静シタレドモ互ヒニ敵怨ノ念解ケズ。





　大石鍬次郎は、「人斬り鍬次郎」と異名をとった隊士である。その大石が芸州（安あ

 芸き

 広島）藩士と口論したのは、おそらく同藩が第一次長州征伐の際に長州に同情的だったためであろう。それを大石が詰なじ

 ったのをきっかけとして、ふたりは互いに抜刀した──。

　しかし皮肉なことに、大石の実兄造酒蔵も似たような口論の果ての斬り合いで新選組隊士に斬り伏せられてしまったのである。これは偶然というよりも、新選組隊士たちが市中で他藩の武士たちとすれ違う時、いかにしばしば刃にん

 傷じよう

 沙ざ

 汰た

 をひきおこしたかを証拠立てるものであろう。同史料には左のような記述もある。





（同年）五月十二日夜、魚棚烏丸西ニ於テ、隊士鈴木元ハ山井三位殿ノ家来森某ニ行違ヒ、様々口論ノ末双方抜刀シテ戦ヒ、互ヒニ軽傷ヲ負ヒタレドモ終つ

 ヒニ森ヲ殺害シテ帰隊ス。是これ

 等ら

 ノ暴行屢しばしば

 ナスト雖いえど

 モ、後日何ノ穿せん

 鑿さく

 モナク、所いわ

 謂ゆる

 切きり

 徳どく

 （得）ト云フモノナリ。





　理由はどうあれ、ひとたび抜刀して戦い、敵を斃たお

 さずして後ろ疵きず

 でも受ければ即ち切腹を言いわたされるのだから、隊士たちはおそらくくみしやすいと見た相手とのみ戦ったのだろう。もしそうだとすれば、これはもうヤクザの喧けん

 嘩か

 と何ら違いはない。

　しかしこのような「切り得」、斬り捨て御免の特権に酔う荒すさ

 んだ隊士ばかりだったわけではない。坊主頭で薙なぎ

 刀なた

 を扱うことから弁慶になぞらえられた松原忠ただ

 司じ

 は、

「親切者は山南、松原」

　といわれたほど人柄のよさで知られていた。その松原が慶応元年のころ、酒に酔っての道すがら、浪人と口論してこれを斬殺する事件をひきおこした。これも黙っていれば切り得だが、根が善良な松原は、自分が斬殺した屍しかばね

 をほうったまま帰隊する気にはなれなかった。死体の懐中を改めると、氏名・住所を記した名札がある。松原は死体を背負い、壬生の天神横町のその住所を訪ねていった。

　そまつな長屋から顔を出した浪人の妻女を見ると、松原は自分が斬ったとも言えない。五、六人の浪士と斬り合っているのを目撃し、助けようと思ったが遅かった、と告げると妻女は狂乱の態である。

　いくばくかの金を置いて辞去して来たが、松原はその後も自分の行為を気にとがめつづけた。たびたび天神横町に通ううち、妻女も松原を頼みとするようになる。まずかったのは、その結果松原が副長助勤（のち四番隊組長、柔術師範）としての隊務を怠るようになったことである。『新選組物語』は、土方が彼を用部屋へ呼び入れ、こう言ったと書いている。

「その妻女に恋慕していて、その主人を詐だまし

 討うち

 にした上、巧みに事を誤魔化して、親切づらにその妻女に近づいて、遂とう

 々とう

 自分の物にしたというような武士があったら、君は一体どう思うね」

　この時、松原はさっと顔色を変えたという。

「土方先生わかりました。もう何事もおっしゃって頂かなくともよろしい。拙者のした事が仮りにもそんなお疑いを受けるという事は拙者不徳の致すところです。拙者自から決するところがあります。御免！」

　無念のあまり頰ほお

 に涙を伝わらせながら自室に駆け戻った松原は、ただちに腹に一刀を突き立てた。しかしその異常な気配を見ていた篠原が、即座にとびこんで刀をもぎ取ったので、松原は一命を取り止めることになった。

　だが松原は[image: 恢]
 かい

 復ふく

 後も土方とは口をきかず、組長の席に就こうともしない。そんなことから平隊士に降格された。

　こうして慶応二年の春が巡ってくる。しばらく天神横町へ行かなかった松原だが、またこのころから通うようになった。そしてついに、その妻女と深い関係になってしまう。前後して本復した筈はず

 の腹の疵きず

 が痛み出し、松原は遠からぬ死を覚悟するようになった。

　その松原が、ある時二日つづけて隊を明けた。若い隊士を天神横町に走らせてみると、その家は内側から戸締りされている。





……裏口へ廻って戸を打ちこわして入って見るとちゃんと蒲ふ

 団とん

 を敷いて、その中に女は仰向けに、松原はうツ伏している、「おい！」といって、その掛蒲団はねると、敷布団の上が一ぱいの血、松原は柔術の手で女の首を絞めて殺ろママ

 してから、自分は切腹して死んだのです。脇差の鋩子きつさき

 が背中へ抜けていたと申します。枕元には安線香がちゃんとあがっていたし、女は上から下まで綺麗に着替えて、押入から行こう

 李り

 など見事に片づいていたそうです。（「八木為三郎翁遺談」＝『新選組物語』）





　子母沢寛の筆で有名になった「壬み

 生ぶ

 心中」だが、これも史実とは断定しにくい。

「松原忠治ママ

 ハ聊いささか

 失策ノ事アリテ、切腹セント刃ヲ突つつ

 立たて

 タル時、側かたわ

 ラニ人アリ。直ただち

 ニ之ヲ取押ヘ、疵養生セシメ、一端全快シタレバ、平士ノ列ニ下リタルガ間モナク死ス」

　としか西村兼文は書いていないし、永倉の「同志連名記」も松原忠司は「病死」だったとしている。松原は治癒したと思われた切腹疵が悪化したか何かで病死した可能性が高いようだ。

　それにしても、このころから新選組が酷薄な組織体と化していたことは確かであろう。

　ために酒井兵庫などは、「厳酷タル所置ヲ以テ殺害セラルヽ者ノ多キヲ怖レ」るあまり、脱走したほどだった。酒井は新選組第一次編成の際、河合耆三郎とともに勘定役並小荷駄方の役につき、池田屋事件にも加わって金十両、別段金五両を幕府より頂戴した最古参の隊士のひとり。

　この酒井は、摂せつ

 州しゆう

 住吉のある神社に潜伏していたのを突き止められ、沖田総司以下五、六名の隊士たちに斬き

 り伏せられた。絶息したと見て沖田以下が引き揚げた後、酒井はいったん息を吹き返したが、おのが全身の疵を見てふたたび失神、そのまま死に至ったものである。

　また川島勝司は、禁門の変に際してはしばしば長州藩遊撃軍が陣を張る嵯さ

 峨が

 天竜寺方面を探索し、情報収集に才を見せた隊士である。しかしこの川島は性質臆おく

 病びよう

 という理由で追放され、その後隊名をかたって金策していたのを察知されて斬ざん

 首しゆ

 された。

　彼を斬ったのは新参の富山弥兵衛であったが、川島を坊主頭にした上、二条河原に引き出して殺すという無慈悲さであった。

　浅野藤太郎（薫）も、川島とおなじ理由によって沖田総司に斬殺された。その場所は「葛かど

 野の

 郡川勝寺村ノ川中」だったと「新撰組始末記」にある。おそらく沖田は、[image: 〓]
 藤が武田を斬った際のように浅野を誘い出し、一閃を浴びせておいて川の中へ蹴け

 こんだのであろう（浅野の臆病ぶりについては後述）。

　昨日までの同志たちを、何らかの理由をつけて次々と死なしめてゆく感覚は異様である。

「このように厳しく律しなければ、隊士たちの士気の低下をとどめ得なかったのだろう」という見方もあるだろう。

　しかしそれは、近藤・土方の線で一本にまとまっていた新選組に、かつての芹沢鴨一派とのそれや後に見る伊東甲子太郎一派とのそれのごとき、一種の権力闘争が派生した場合にのみ通用する解釈である。

　レオン・パジェス『日本切支丹宗門史』を読むと、鎖国前夜、宗旨を頑として変えようとしない切支丹たちに対する拷ごう

 問もん

 は、時とともに残虐の度合いを強めていったことが知れる。当初は爪つめ

 の間に竹や銅線を刺しこむだけ（！）であったが、性器に熱した焼きゴテを押しつけたり、穴に逆さ吊づ

 りにしたりするようになる──。

　これが日本人独特のサディズムの昂こう

 進しん

 なのではないことは、ヨーロッパ中世における魔女狩りの実態や、ナチスのユダヤ人強制収容所でついにガス室が考案されるに至った過程を想起すればよくわかる。すなわち死は、それが家常茶飯のものとなればなるほど、その死にかかわる者たちの神経を無限に鈍磨させるものなのだ。

　新選組のこのころの相次ぐ粛清劇も、なかばはただ無目的な粛清のための粛清となり果てていた感じがする。山南の切腹から浅野の死までの間に、かくて新選組はひとりの総長（山南）、三人の組長（武田・谷・松原）を失い、他に第一次編成以来の同志をも三人（川島・河合・酒井）失った。いや失ったというよりも、ほとんどの場合、組織の意志でその組織を支えてきた古参の人々を切り捨てたのである。

　ここで私は思い出す。新選組は池田屋事件に際しても三人の死傷者しか出さない鮮やかな戦いぶりを見せ、禁門の変に際してはひとりの死者も出さなかったのだった。

　それが本章で見ただけでも、合戦をしたわけでもないのに死におもむいた隊士たちの数は十三名の多きにのぼる。これは、池田屋事件を五回くりかえしたほどの死者ではないか。幕末の京都に雷名を轟とどろ

 かせた新選組が慶応元年あたりを節目として急速に衰亡に傾いた大いなる要因のひとつとして、みずからの足を喰く

 らうタコのごときたび重なる粛清劇を挙げることに誰も異論はないであろう。

　峻しゆん

 列れつ

 な隊規を布し

 くことによって鉄の結束を培い、それゆえにこそ佐幕派の雄へと成長をとげた新選組は、そのたたなわる過酷な粛清劇の果てについに瓦が

 解かい

 への道を辿たど

 るのである。

　むろんそれには、幕末の政治状況のコペルニクス的転回、という要因もあった。次章ではしばらく時計の針を戻し、新選組が内部崩壊しはじめた時期の大状況を眺めよう。
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 〈ご注意〉



本作品の全部または一部を、著作権者ならびに株式会社文藝春秋に無断で、複製（コピー）、転載、改ざん、公衆送信（ホームページなどに掲載することを含む）することを禁じます。万一このような行為をすると、著作権法違反で処罰されます。







〈お断り〉



本作品を電子書籍化するにあたり、一部の漢字が簡略体で表示される場合があります。また、ご覧になる機種により、表示の差が認められる場合があります。








冒頭に戻る。
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